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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　後世の歴史がクレイ・ネイザルという男をどのように評するのか。

　世界中を渡わたり歩あるいた彼は、各地で様々な伝説を残していった。

　彼の生まれ故郷である虹こう層そう円柱国家ベルバだけでも旧人類研究に貢こう献けんした偉い大だいなる考古学者、竜りゆう殺しの女王の右みぎ腕うで、王位を放ほう棄きした男、名うてのゴーレム乗り、伝説の女優と浮うき名なを流した色男など事実をおおいに誇こ張ちようした異名が残されている。

　ただ少なくとも当人の実像を知る人々は笑いながら口をそろえてこう呼ぶだろう。

　化石バカ、と。




　　　　〇




　荒こう野やに聳そびえる白い円柱。苦難の末に辿たどり着ついた人々によって築き上げられた国家であるベルバは、その高さによってモンスターの脅きよう威いを遠ざけてきた。

　五百年の長きに亘わたる安全神話を空から脅おびやかしたのが、絶ぜつ滅めつしたとされた神話級モンスターであるドラゴンだった。

　そして未み曽ぞ有うの国難を救ったのが、氷結の眠ねむり姫ひめとして人々に知られたベルバの青き守護神スカルアトラスである。ベルバ地下で氷漬づけだった旧人類の古代兵器は、考古学者のクレイ・ネイザルと力を合わせてドラゴンに挑いどむ。

　頂上を舞ぶ台たいに繰くり広ひろげられた激戦の末、スカルアトラスはドラゴンに勝利した。

　あれから半年。

　ドラゴン来らい襲しゆう後に公表された先王の死。ベルバを経済的に発展させた功労者の逝せい去きよは、復興も半ばの傷ついた国中を大いなる悲しみで包んだ。人々が明日への活力を失いかけそうになった時、誰よりも辛つらい立場にあった亡なき先王の孫まご娘むすめは遺志を継つぎ、希望となって尽じん力りよくする。

　新たなるベルバ女王の名前はハクア・ミュティス。

　これは彼女が即そく位いした戴たい冠かん式から数日後の出来事である。

「もう限界！　荒こう野やに出る！　化石を掘ほらせろ！」

　集中力の尽つきたクレイ・ネイザルは思わず机に突つっ伏ぷす。

　この数週間、自宅に引きこもって朝から晩まで執しつ筆ぴつ作業に明け暮れていた。これだけ荒こう野やに出ないのも久しぶりで、集中力には自信のあるクレイも珍めずらしく弱音を吐はく。やむにやまれぬ事情とはいえ十九歳になったばかりの健康な肉体にとって、机に長期間縛しばりつけられるのは大層なストレスだった。

　ましてや考古学者として荒こう野やでの発はつ掘くつを生きがいとするクレイにはなおさらだ。

　現在クレイが執しつ筆ぴつしているのは、ドラゴンの解かい剖ぼう調査を記した論文である。

　頂上決戦により半はん壊かいした王宮に残されたドラゴンの死体は、クレイと国立の学術機関である博物館の研究員によって解体調査が先日まで行われていた。

　とある事情で、クレイはその結果を大急ぎでまとめている最中だった。

「クレイが最後までやると言い出したんですよ。あと少しです。がんばってください」

　長い銀ぎん髪ぱつに赤い瞳ひとみの美少女アジュールは床ゆかに散乱した調査資料を拾い上げて、テーブルの上に丁てい寧ねいに置き直す。

　誰がどう見ても人間にしか見えない彼女、その正体こそスカルアトラスだった。

　本来の姿は全長十八メートルの巨きよ大だいな骸がい骨こつ。頭部からは二本の角がはえており、すべて高純度エーテルで構成された肉体は、内側の骨格が透すけて見える。

　かつてエーテルにより高度な科学文明を築きながら滅めつ亡ぼうした旧人類。

　彼らが創り出した七体の地上奪だつ還かん兵器スカルアトラス。

　そのうち二本角を持つ青いスカルアトラスであるアジュールは戦せん闘とう時以外、エーテルの消費を抑おさえるため人間の姿になっている。本来の姿で活動するにはクレイと融ゆう合ごうする必要があり、いざという時のためにクレイの家で現在も一いつ緒しよに生活していた。

　人にん間げん離ばなれした美び貌ぼうに相応ふさわしい白と青を基調とする清せい廉れんなドレスを纏まといながら、彼女は三人分の洗せん濯たく物を畳たたんでいく。

「わかっている。後世まで継けい承しようされる素す晴ばらしい論文を執しつ筆ぴつしてやるよ」

　スカルアトラスにより撃げき退たいされたドラゴン。

　クレイは考古学者の使命感として、今しか調べることのできない貴重な死体に関する詳しよう細さいを余すことなく未来にまで残す。その大切な作業を疎おろそかにはできない。

「そうだぞ、兄上。自分の言葉には責任を持たなければならない。きりきり働け」

　廊ろう下かの方から現れたのは、ベルバ女王になったハクア・ミュティス。

　一日の公務からの解放感に浸ひたり、ゆったりとした室内着でのびのびとしている。加えて机で苦しんでいるクレイの珍めずらしい姿を見て、ハクアはニヤニヤと意地の悪い笑えみを浮うかべていた。

「女王陛下はずいぶんとお寛くつろぎでいらっしゃることで」とクレイは思わず嫌いや味みをこぼす。

「兄上こそ趣しゆ味みと公務の板いた挟ばさみでご苦労なことだ」

　わざとらしくテーブルの端はしに行ぎよう儀ぎ悪く腰こしかけてきたハクア女王。

「少々はしたないのでは？」

「今やわれと兄上は公然たる家族ではないか。多少の無作法を見み逃のがしてもよかろう」

　この金きん髪ぱつの美少女は血けつ縁えん上、クレイのはとこにあたる。

　いくら親しい親しん戚せきとはいえ国で一番偉えらい女王様が何な故ぜクレイの自宅で生活をしているのか。理由は至し極ごく単純で、ドラゴンの死体が撤てつ去きよされなければ王宮の再建ができないからである。

　半はん壊かいした王宮では暮らせない。

　広い屋や敷しきを持つ数多あまたの有力貴族の申し出を断り、臨時の住すみ処かとしてハクアが真っ先に選んだのがクレイの自宅だった。断ろうにもクレイに拒きよ否ひ権はなく、家賃も大おお幅はばに上乗せするからと強ごう引いんに押おし切きられた。

「僕の身分も勝手に貴族に変えやがって。女王になった途と端たん、やりたい放題だな」

　クレイはハクアの尻しりをテーブルから無ぶ遠えん慮りよに押おしのける。

　あえて女王になっても以前と変わることなく砕くだけた態度で接していた。

「仕方なかろう。女王であるわれが一いつ介かいの民たみの家で寝ね泊とまりするわけにもいかないのだ。兄上の血けつ縁えんを明らかにすれば他の貴族とて文句は言えまい。のう、特務調査官よ」

　対外的な口実も兼かねて王族の血筋を引くクレイは晴れて貴族となり、新たに女王陛下直属の特務調査官の役職を直々に拝命した。

　その役割は大きくふたつ。

　ひとつは、今後起こりえるであろう現在の人類だけでは太た刀ち打うちできないドラゴンのような神話級モンスターの出現に対し、早期対応をとれるように世界各地の予兆を調査報告する。

　化石掘ほりから得た膨ぼう大だいな知識を有する考古学者のクレイはまさに打ってつけの人材である。

　もうひとつは今回の件に関する説明役だ。

　ドラゴンを撃げき退たいしたスカルアトラスの存在は世界中に知しれ渡わたり、その詳くわしい報告を各国からひっきりなしに求められていた。無む闇やみな秘ひ匿とくは不信感を募つのらせるだけで旨うま味みがなく、痛くない腹を探さぐられるのも業ごう腹はらだ。むしろ危機意識を世界的に共有し、情報提供を通じて恩を売ることで今後の国家間におけるより主導的な立場を築くという目的がハクアにはあった。

　かくして貴族となった専門家のクレイは、ベルバ代表として世界中を回ることになる。

　そんな彼が女王から最初に命じられた任務とは──

「ハクアの結けつ婚こん話を、僕が断りに行くことになったから死ぬほど忙いそがしくなってんだぞ！」

「われだって迷めい惑わくしているのだ！　恨うらむなら結けつ婚こん話を持ってきたヴェトセラに言え！」

　ふてくされるようにハクアはソファーの上で横になる。

　王宮では四六時中ついてきた側そば付づきをクレイ宅では置かないことで、気ままな生活態度を満まん喫きつしていた。

「なにせ大国ヴェトセラのファイゼル王直じき々じきの申し出だ。現在の復興事業にも多額の援えん助じよを受けている。手紙ひとつで断ことわるわけにもいかんのだ」

　ハクアは心底面めん倒どうくさそうに吐はき捨すてた。

「だからって僕が行く必要あるのか？」

　クレイは正直な疑問を口にする。

　目下ハクア・ミュティスの頭を悩なやますのが新たに持ち上がった結けつ婚こん話だった。

　もちろん国家の統治者たる女王となった以上、いずれは相応ふさわしい伴はん侶りよが必要となる。

　戴たい冠かん式の前から気の早いベルバの有力貴族は見合い話をひっきりなしに持ちこんだ。その度に復興事業で多た忙ぼうを理由に断ってきた。クレイの家に住むのも、特定の貴族との繫つながりを強めたという印象を抱いだかせない牽けん制せいの意味もあった。

「われを振ふった男に、自分の結けつ婚こんの申し出を断りに行ってもらうとは奇き妙みようだと思っておるよ。しかし復興事業に多た忙ぼうで、まだ失しつ恋れんの痛みも癒いえないわれに荒こう野やを渡わたる長旅をさせるような薄はく情じよう者でもあるまい」とハクアは腹黒い笑え顔がおを浮うかべて、クレイの方をじっと見た。

「断るだけなら他の奴やつにやらせれば」と小さく愚ぐ痴ちる。

「兄上、われのお願いを叶かなえてはくれないのか？」

　ハクアはわざとらしく甘あまえるような声で、クレイを潤うるんだ瞳ひとみで見つめる。

　ドラゴン襲しゆう来らいの際ハクアの愛の告白を断った件を持ち出されては、クレイも逆らえない。

　ハクアは生しよう涯がい伏ふせておくはずだった想おもいを打ち明けた。

　残念ながら初はつ恋こいは実らなかったが、家族としての終生の愛を確かめることができた。

　一方、化石バカであるクレイは告白されるまでハクアの健けな気げな恋こい心ごころになどちっとも気づいていなかった。ドラゴンの脅きよう威いが去った後、冷静になった頭は事の重大さをようやく自覚。しばらくハクアにどのような態度で接すればいいのかわからず挙動不ふ審しんな時期もあった。

　その間にハクアは、意い趣しゆ返しとばかりに告白を断ったクレイの罪悪感にガンガンつけこみ、自分に都合のいい命令を下して現在の主従と信しん頼らいが明確に混ざった距きよ離り感を構築したのである。

「……わかっていますよ、女王陛下ッ」

「忠実な臣下にも恵めぐまれて、われは嬉うれしいぞ」

　女王の命令は絶対なのだ。

　おかげで余よ裕ゆうがあった論文の執しつ筆ぴつ計画は完全に破は綻たんし、出発までに書き上げる必要が生じた。いっそ博物館の連中に丸投げすれば楽なのだが、そこはクレイの考古学者としてのプライドが許さなかった。おかげで旅支じ度たくもろくにできていない。

　苦く渋じゆうに歪ゆがむクレイの顔に満足したハクアは、現実的な事情を説く。

「断るにせよ、義理と誠意は見せなければならない。相手は狂楽王の八番目の王子ディバイゼル、ファイゼル王の異い母ぼ弟ていだ。未み婚こんの王位継けい承しよう権を持つ王子の中でも経歴は申し分ない。現在は樹じゆ上じよう結けつ床しよう国家ラ・ルーに赴ふ任にんして、現地の要職として辣らつ腕わんを振ふるっている。ヴェトセラは本気だ。不用意に回答を先延ばしにして、付け入られる口実をつくりたくないのだ」

　ハクアはかなり警けい戒かいしていた。

「政治的手しゆ腕わんに長たけた実じつ弟ていとベルバの女王の婚こん姻いん。表向きには両国の協調関係の強化。その真の目的はベルバの間接統治、と邪じや推すいしたくもなるな」

　クレイは控ひかえめな表現をしてみる。

　ハクアと一いつ緒しよに暮らすようになり、ただの愚ぐ痴ちやとりとめない日々の話し相手になるうちに結果的にクレイは参さん謀ぼう的な役割も果たしていた。

「むしろ露ろ骨こつにベルバを乗っ取りにきているわ！　まったく、若い女王と侮あなどりおって！」

「まぁ相手は、この世界の覇は権けん国家だ。真っ正面から喧けん嘩かするわけにもいかないさ」

「いっそスカルアトラスとゴーレムの軍勢で挑いどんでみるかのう」

　ハクアは邪じや悪あくな笑えみを浮うかべる。

「あー今のは聞かなかったことにしておくぞ。あと僕とアジュールは協力しないからな！」

　仮にも一国の女王が冗じよう談だん半分で、戦争をけしかけるような発言をするべきではない。

「とにかく、われが今ベルバを離はなれるわけにはいかん。名みよう代だいにはベルバ女王の血けつ縁えんである兄上ほどの適任者はおるまい！　しかもファイゼル王はスカルアトラスにかなり興味がある様子だ。特務調査官の任も果たせて、ヴェトセラ行きが一度で済んでよいではないか！」

　ふたりの会話を聞きながら、洗せん濯たく物を畳たたみ終えたアジュールは穏おだやかな微び笑しようを浮うかべる。

「ハクアはそれだけクレイを頼たよりにしてますね。だから、早く帰ってきてほしいということですよね」

「別に兄上がいなくとも、われは寂さびしくなどないからな！　今さら会えなくなることくらい、われにはどうも感じんわ！」とハクアはそっぽを向く。

　クレイにとっても他国へ向かうのは初体験だった。

　ハクアもクレイもずっとベルバで生まれ育ってきたからこそ、気軽に会えないほど物理的に距きよ離りが開くのは今回はじめてのことだ。

「ハクアは素す直なおじゃありませんね。おもしろいです」

「アジュール。いくら国を救ってもらった恩義があるとはいえ、女王であるわれをからかうとは何事だ。不敬であるぞ」

　アジュールはハクアに大いに懐なついていた。クレイの自宅での三人暮らしがはじまったことで、より明確な親しみを抱いだくようになったのがよくわかる。思い返せば初対面からアジュールはハクアを信しん頼らいしていた。




　──何かスカルアトラスの琴きん線せんに触ふれるところがハクアにはあるのだろう。




　クレイは「いいぞー、アジュールもっと言ってやれ」と面おも白しろがって焚たきつけようとする。

「クレイもです。夜中に眠ねむそうな顔をしながら『ハクアに結けつ婚こんなんて早すぎる。相手が諦あきらめるまで僕はベルバに帰らないぞ』といつも言っているではないですか」

　アジュールの絶ぜつ妙みようで無自覚な密告に、クレイは不意打ちを食らった気分になる。

「兄上……」

　ハクアは赤くなる顔を隠かくすように口元を手で隠かくす。

「寝ねぼけていたんじゃありませんか、アジュールさん？」とクレイはとぼける。

「わたしに睡すい眠みんは不要です」

　スカルアトラスである少女は人間と同じ三大欲求を持ち合わせていない。

「ところでクレイ。結けつ婚こんとはなんですか？」

　人間の常識や慣習にまだまだ疎うといアジュールは根本的な疑問を投げかける。

「生活をともにし、子孫を効率よく残すための法的な縛しばりだよ。一度契けい約やくを結ぶと、容易に破は棄きできない責任をともなうものだ」

「兄上。もう少しアジュールに夢や希望をあたえる華はなやかな説明はできないのか？」

　ハクアは失望した様子でクレイを白々しく見る。

　色気もそっけもないクレイは聞こえないふりをして、コップに入った水を一口ふくむ。

「……その意味ではわたしとクレイの生活は契けい約やくさえすれば結けつ婚こんと変わらないですね。子孫はどうすれば残せるのですか？」

　アジュールは純じゆん粋すい無む垢くな瞳ひとみでクレイの横顔を見ながら、現状を素す直なおに解かい釈しやくする。

　クレイは激しくむせた。

　ハクアはお腹なかを抱かかえて大笑いする。

「そんなに動どう揺ようすることなのですか。結けつ婚こんというのは」

　アジュールは大切な資料に水がかかっていないか確かく認にんし、濡ぬれたテーブルを布で拭ふく。

　クレイは口元を拭ぬぐいながら「僕はさておき。女王であるハクアの場合、政治がからんで事情はかなり複雑なんだ」と話題を本筋に戻もどす。

「安心しろ、兄上。女王になって早々結けつ婚こんする暇ひまなどないし、当分する気もないぞ」

「良かったですね、クレイ」

「アジュール、人間ってのは簡単に割り切れないの！」

　クレイは叫さけぶ。

「兄上。ベルバの守護神であるスカルアトラスへの口の利きき方には気をつけろ」

「クレイ。いくら身内とはいえ女王に砕くだけすぎた態度はどうかと思いますよ」

　ハクアとアジュールは顔を合わせて、クレイをからかう。

　ひとつ屋根の下、すっかり仲良くなったふたりの少女。

　ベルバの最高権力と最大戦力に結けつ託たくされてしまい、家主であるはずのクレイの肩かた身みが今ではすっかりせまい。このままでは自分の家なのに居場所がなくなってしまう危機感すら覚える。

「スカルアトラスの半分は、僕なんだけど」と一応の抵てい抗こうは示す。

「アジュールあってのスカルアトラスであろう」

「わたしの中心であるのは間ま違ちがいありませんが、半分、は言いすぎでは？」

　ハクアはまともに取り合わず、アジュールも疑問を呈ていする。

「おまえらなぁ」

　そんな風に三人で話していると自然と賑にぎやかになってしまう。

　ほんとうに楽しい時間だった。この日々がずっと続けばいいのに、とさえ思ってしまう。

　ひとしきり笑うと、ハクアは真しん剣けんな表情で釘くぎを刺さす。

「油断するなよ、兄上。ファイゼル王は一ひと筋すじ縄なわではいかない、と亡なきベルバ王も忠告していた。わずか十七歳で各地の領主を密ひそかにまとめ上げ、実父である狂楽王の暗殺を成功したとされている。その後、十年で荒こう廃はいしていた大国ヴェトセラを立て直し、これまで以上に発展させてきた。その資質は間ま違ちがいなく本物だ」

「わかっているよ」

　クレイもまた自分が託たくされた使命の重さは自覚している。

　立ち回り方を間ま違ちがえれば、ベルバとヴェトセラの外交問題に発展しかねないのは重々承知していた。

「クレイ。あの海に面した場所がヴェトセラと聞きましたが、どのような国なのですか？」

　この旅に同行するアジュールが壁かべに掛かけられた地図を見ながら質問する。

　クレイは椅い子すから腰こしを上げて、地図にの前に立つ。この地図に描えがかれたすべてが現在の世界の大きさだった。現在の人類は、地図の外側にまだ進出できていない。

　それら手つかずの場所を総そう称しようして、未み踏とう外領域と呼んだ。

「まず地図の中央にある丸いのがベルバ、そこから荒こう野やを南に下って海に面した全域。これらすべてがヴェトセラの支配域だ」

　クレイは地図下側、その端はしから端はしを指でなぞり、簡潔に告げた。

　ハクアは重い溜ため息いきをつき、アジュールは目を丸くする。

「……ベルバの円柱がたくさん収まる国土の大きさですね」

「そう。ベルバという一国の大きさが、ヴェトセラ内ではひとつの都市にすぎない。僕らの今回の目的地である王都トライデント。そこを始発駅として、国を東西に結ぶ鉄道が伸のびる。現在の終着駅タートルメイズはベルバを旅立ったキャラバンの到とう着ちやく地でもある。その間をいくつもの都市を抜ぬけていく横に長い国なんだ」

　地図の中央に位置するベルバ、その遥はるか南に広がるのが港こう城じよう要よう塞さい国家ヴェトセラ。

　エーテルにより地上で栄えていた高度エーテル科学文明は滅めつ亡ぼう、かつての人類の歴史は完全に途と絶だえた。

　それから長い長い空白期間を経て、つい千年前に現在の人類が歴史の表おもて舞ぶ台たいに現れる。

　人類文明の再興がはじまったのがヴェトセラの海からだった。

　今や千年王国と呼ばれる現在最古の歴史を持つ大国。

　モンスターが潜ひそむもっとも身近な未み踏とう外領域たる大海うな原ばらを臨のぞみながら、数々の旧人類の遺産である科学技術を活用して生き残った軍事強国。

「ヴェトセラでは旧人類の遺産が数多く出土する。それら発はつ掘くつされた技術で国土を守り、広げた。しかも現在進行形の話だ。この圧あつ倒とう的てきな国土が生み出す豊富な資源、それにより賄まかなわれる人口、組織化された軍事力と旧人類が残した科学技術。余よ剰じよう生産物は各国との交易で金に換かえ、さらに自国を補強していく。あらゆる面で世界にもっとも影えい響きよう力を持つ最大最強の覇は権けん国家だ」

「人間とスカルアトラスくらい規模に差がありますよ」

「いい例えだ」「笑えん冗じよう談だんだよ」

　アジュールの率そつ直ちよくな感想をクレイは面おも白しろがり、ハクアは肩かたを竦すくめた。

　しゃがんだクレイは地図上で海に面したヴェトセラの領土に指先を戻もどす。左右に広いヴェトセラの右側に位置する王都トライデント、その真横には定規で真まっ直すぐ線を引いたような大河川レルネイが流れている。途と中ちゆうまで不自然なほど直線な大河を上になぞっていけば、樹上結床国家ラ・ルーの大森林が東側を覆おおう。そこから川を挟はさんで対岸にあるエンゾという街で止まる。

「ヴェトセラは、大河川レルネイを介かいして上流のラ・ルーと貿易をしていた。ここ数年で大森林の反対側にあるヴェトセラの貿易基地であるエンゾは急速に勢力を伸のばしている。最近では東のラ・ルーを裏から内政干かん渉しようしているというのがもっぱらの噂うわさだ。どういうつもりか、そんな話がファイゼル王の治世では後を絶たない。世界各地でヴェトセラ化が進行している」

　クレイとハクアは目を合わせる。

　ふたりが身構える最大の理由が、豊かさを装よそおったヴェトセラの圧あつ倒とう的てきな侵しん略りやく力だった。

　この表向きヴェトセラの貿易基地とされる立派な街エンゾは、数年前までは地図にも記されないような小さな村だった。

「悪あく影えい響きようを及およぼすなら、距きよ離りを置くべきですね」

　アジュールはもっともな意見を述べる。

「その通り。ヴェトセラ側は公式には認めていないが、過去ヴェトセラの棄き民みんが荒こう野やに出たことで他の国が生まれた歴史的背景がある。事実として国の歴史は地理的に北上するほど浅くなる。もちろんベルバという国のはじまりも、ヴェトセラの棄き民みんによるものだ」

　そう、非公式なのだ。

　何せ旧人類の恩おん恵けいを受けた国から不毛の荒こう野やに出た途と端たん、いつ死んでもおかしくない状じよう況きように置かれるのである。モンスターから隠かくれ、水や食料を獲かく得とくするので精せい一いつ杯ぱい。記録を残す暇ひまなどない。あるのは新しい国がいくつも生まれた事実と、世代を超こえて受うけ継つがれた記き憶おくのみ。

　クレイは言葉を選びながら、さらに説明する。

「そうしたデリケートな問題もあり、ヴェトセラを嫌いやがる国は依い然ぜんとして多い。世界の勢力図はヴェトセラという一強に対して、他の国がそれぞれかろうじて独立性を保っている。その中でもゴーレムを保有するベルバは特別重要な相手とされている。両国の間に広がる荒こう野やのおかげで表立った侵しん略りやくこそないが、ヴェトセラはいつもベルバのゴーレムを狙ねらっている。荒こう野やの中央に位置するベルバは他の国と交流がしやすい。もし地理的に有利なベルバが他の国と結けつ託たくすれば、大国ヴェトセラといえども旗色が悪くなる。逆にどこかの国がヴェトセラの傘さん下かにでも加われば、現在の微び妙みような均きん衡こうが崩くずれて、ベルバを取りに来る恐おそれもある。まともに戦争すれば国力の差で、ベルバは勝てない」

　事は慎しん重ちようを要する。

　貿易基地エンゾは大河川レルネイを挟はさんで、ちょうどベルバとラ・ルーの国交を阻はばむような位置で発展している。地理的な利便性による結果として聞き流すには都合が良すぎる。

「安心してください、クレイ。ゴーレムの素体となるギガスケルトンはベルバにしかありません。我わが同どう胞ほう達は残らずわたしの指揮下に集結しています」

　アジュールが太たい鼓こ判ばんを押おす。世界が滅めつ亡ぼうする以前、彼女は指揮官としてギガスケルトンを率いてモンスター達と戦っていた。

　ギガスケルトン。万ばん能のう元素エーテルの肉質を持つ巨きよ大だいな人型の骸がい骨こつはベルバの人々により発はつ掘くつ、人間が操縦できるように改造されて化石兵器ゴーレムとなる。荒こう野やのど真ん中で生活するベルバの人々はゴーレムという戦う手段を手に入れ、モンスターから平和を守ってきたのだ。

「他国にギガスケルトンが埋うまってないのが、数少ない救いだな」

　クレイは地図から離はなれて壁かべに背を預ける。

　入いれ替かわるようにハクアが、部屋の真ん中に立つ。

「ゴーレムという武力を独どく占せんしていても、ベルバの平和が盤ばん石じやくではないのはドラゴンの襲しゆう来らいにより立証されてしまった。時代は不可逆、今が転機の時だ。ヴェトセラだけではない。各国から見ればベルバはゴーレムに加えて、スカルアトラスという強大な戦力まで保有したと捉とらえられても無理はない。結けつ婚こん話程度でまごついていたら国など守れん！」

　すっかり女王の貫かん録ろくがついてきたハクアは不敵に微笑ほほえむ。

　この半年で女王として頼たのもしい成長を遂とげ、もう昔のように自分を追いかけてくる妹扱あつかいはできない。クレイは嬉うれしくもあり寂さびしくもあった。

「そう、ハクアの言う通りだ。面めん倒どうだがモンスターだけが敵じゃない。円柱に閉じこもる時代はとっくに終わっている。第一ベルバはキャラバンを通じて、ヴェトセラから多くの物を購こう入にゆうしている。ドラゴンの焼しよう却きやく熱線で破は壊かいされたエレベーターだって買ったものだ」

　高さ五百メートルの円柱には東西南北に四基のエレベーターが設置されている。

　これらは過去にヴェトセラから購こう入にゆうしたものだった。

「今回もファイゼル王の強い後あと押おしがあったからこそ新品のエレベーターをすぐに手配できて、わずか半年で復旧に至った。口く惜やしいことにベルバでは丸々一基の製造はできない。ドラゴンの被ひ害がいを聞いたヴェトセラの素す早ばやい対応には正直助かったのが本音だ。おかげで大きな借りができてしまった。そこにきて、此こ度たびの結けつ婚こん話を持ちかけてきおったわけだ」

　ハクアが補足する。

　駆かけ引ひきに一日の長があるヴェトセラは、絶ぜつ妙みようなタイミングでベルバを翻ほん弄ろうする。

「ベルバとヴェトセラにはそんなに頻ひん繁ぱんな交流があるのですか？　両国は地理的に距きよ離りが離はなれているのに、早さつ急きゆうなやりとりは難しいのでは？」

　アジュールは気になったことを口にする。

「複数のキャラバンが常に行き来しており物資はもちろん、多少の時間差はあっても情報交流は絶え間ない。そのキャラバンが安全に荒こう野やを渡わたるにはゴーレムの護衛が不可欠。ゴーレムのないヴェトセラは護衛料を支し払はらうことで、ゴーレムにキャラバンを守ってもらう。それはベルバにとっても大事な収入源なのだ。切っても切れないのが悩なやましい限りよ」

　女王として頭の痛い経済的事情も含ふくめて、両国の断絶は現実的には難しい。

「国土の規模は桁けた違ちがいでも、文明水準はそこまで大きく変わらない。ヴェトセラもスカルアトラスの存在をベルバ国内と同程度には把は握あくしている。もしかしたら君の姉し妹まいの耳にも届いているかもな」

　青いスカルアトラスの正体がクレイとアジュールであると知っているのは、女王ハクアとクレイの友人であるタービル・エネとその仲間達とごく限られた人々だけだ。

　迂う闊かつに正体が知られれば自分達や周囲に危害が及およぶ恐おそれがある。あくまでも切り札として、自分達の正体は隠かくした方がいいとクレイは思っている。

「クレイ。わたしも、この機会に我わが姉妹達の行ゆく方えを探したいです」

　アジュールは、彼女自身の旅の動機を告げた。

　彼女達スカルアトラスは、旧人類によって四大禁きん忌きと呼ばれる精神的な枷かせに縛しばられている。

　第一条、人間の生命と安全が侵おかされることを禁ず。第二条、人間の命令に背そむくことを禁ず。第三条、自殺を禁ず。第四条、同族との戦いを禁ず。

　逆らえば苦痛をともなう一方的な決まり事は、スカルアトラスから自由意志を剝はく奪だつする。

　四大禁きん忌きを克こく服ふくしたアジュールは、かつての自分のように苦しむ姉妹達がいればその力になりたいと思っていた。

　クレイはその言葉を待っていたとばかりに歴史の糸を手た繰ぐり、ある根こん拠きよを語る。

「知っての通りベルバにはスカルアトラスがいたわけだが、角つの神がみ教きよう発はつ祥しようの地はヴェトセラだ。ベルバの建国神話の主役は僕達の先祖である王族の始祖セリア・ミュティス。スカルアトラスを神と崇あがめる角つの神がみ教きようは彼女が導いた人々によって持ちこまれた、と言われている」

「では、ヴェトセラにスカルアトラスがいる可能性は高いですね！」

　アジュールは期待に満ちた声を上げた。

「ただヴェトセラでは五百年くらい前に角つの神がみ教きようの信しん仰こうは廃すたれたそうだ。いきなりの再会は期待するな」

「それでも足そく跡せきを追えます」

「あぁ、わずかな手がかりだって見み逃のがすつもりはないさ。今度こそな」

　盛り上がっているふたりに、ハクアは棘とげのある声で注意する。

「姉し妹まいを探すのは構わんが、兄上に毒されすぎるでないぞ。アジュールは兄上のお目付け役も兼かねて同行させるのだ。道中、よくよく兄上の監かん視しを怠おこたるでないぞ。これは女の約束だ」

　ハクアは最初からアジュールだけを頼たよりにしている様子だった。

「任せてください。クレイはわたしが守ります！」

「え、僕が監かん視しされるの？」

「他に誰がおる！　間ま違ちがっても化石の発はつ掘くつなどするなよ。他国の地に埋うまっている化石を無断で掘ほり出だすのは立派な盗とう掘くつだからな」

「ベルバの代表として行く以上、下手は打たないって。──ちゃんと許可はとる」

「愚おろか者もの！　公務で行くのを忘れるな。用事だけ済ませたら、さっさとベルバに帰ってこい！　吞のん気きに化石を掘ほる時間などないわ！」

　女王は本気の剣けん幕まくで激げき怒どした。

「せっかくだから千年前に現在の人類を運んだ〈船〉も気になるんだよ。なんでも千せん亀き迷めい宮きゆうって呼ばれるモンスターの住すみ処かになったダンジョンの下にその〈船〉が埋うまっているって話だ。しかも最古の街タートルメイズには角つの神がみ教きようの神しん殿でんまである。特務調査官としてはここを調べないわけにはいかないだろう！」

「兄上の化石バカ！　もしも異国で発はつ掘くつしてみろ。政治取引に使えるくらいの大発見以外は許さないぞ！　それ以外の成果は絶対に認めん！」

　好こう奇き心に火がつくと途と端たんに幼くなるクレイに、ハクアが一いつ喝かつして背を向けてしまう。

「ハクア、悪かったって。結けつ婚こんの話をちゃんと断って、ベルバに帰ってくるよ」

　さすがに悪ふざけがすぎたと感じたクレイは、真面目な態度に戻もどる。

「役目を果たし無事に帰ってくると約束しろ。いいか、無事にだぞ！」

　強く念を押おすハクアは、いつだってクレイを心配していた。

「お約束しますよ。我わが女王陛下。だから泣かないでくれ。心配で出発できなくなる」

　クレイは、ぽんとハクアの頭に手を乗せる。

　若き女王の白い頰ほおに涙なみだの筋が落ちてく。

「あ、兄上に万が一のことがあれば……」

　ベルバからヴェトセラまでの長い道程は過か酷こくな旅となる。

　広大な荒こう野やをひたすら南下し、いくつも中ちゆう継けい地を渡わたりながら目的地へ向かう。強い陽ひ射ざしと乾かわいた大地、そしてモンスターの脅きよう威い。あらゆる危険を承知の上で挑いどむ決死行になる。

　下手をすれば今生の別れにもなりかねない今回の任務。

　いつも通りに振ふる舞まおうとしているが、ハクアは内心の不安がふいに涙なみだとなってこぼれる。

「ハクア。泣かないでください」

　アジュールが慰なぐさめるようにハクアを抱だきしめた。

「安心しろ、ハクア。アジュールと一いつ緒しよにいれば僕は荒こう野やの誰よりも安全だよ。それに女王陛下から賜たまわった大役なんだ。国を背負っている以上、無茶はしないさ」

　クレイはそう宣言した。







[image: 第一章　エーテルのカーテン、たったひとりの最前線]







　醜しゆう聞ぶんは荒こう野やを駆かける。

　十年前、当時まだ十七歳だった第一王子ファイゼル・レヴェントンが強行したクーデターの報は、遠いベルバにもキャラバンを通じて届いた。

　狂楽王と悪名高い先代の王様は、魔ま性しようの美び貌ぼうを誇ほこる第一王おう妃ひに入れあげていた。

　第一王おう妃ひの言われるままに国家の財源を浪ろう費ひし、経済成長が頭打ちとなっていたヴェトセラを一気に傾かたむかせた。荒あら過ぎる金かね遣づかいにより広大な国土に住まう大勢の民たみ草ぐさの暮らしはひどく貧しくなった。ろくな政治方針もない放ほう埓らつな統治のしわ寄せは、広大な国土の各地に派は遣けんされた領主への度たび重かさなる徴ちよう税ぜいという形で無理やり帳ちよう尻じりが合わせられた。理り不ふ尽じんなまでに年々重くなる課税に必然、地方領主との折り合いは悪くなる。もはや国家として正常な意思疎そ通つうは困難となり、やがて抗こう議ぎという形で地方からの食しよく糧りよう供給が止まった。

　結果、ヴェトセラの王都トライデントの城下は大勢の餓が死し者で溢あふれ返る。

　それは本物の地じ獄ごく絵図だった。

　文明化された大都市にあるまじき非人道的な状じよう況きようが放置され、機能不全に陥おちいった人類再興の地は終わりを迎むかえつつあった。

　悲劇を止めたのは狂楽王の第一王子ファイゼル・レヴェントンである。




「民たみが死んでいく国に、何の価値があろうか」




　黄金の男と名高い眉び目もく秀しゆう麗れいな第一王子は、民衆の願いに応える理想の王様となっていった。

　ファイゼルは密ひそかに地方の有力諸しよ侯こうをまとめ上げ、クーデターを成功。父親である狂楽王の暗殺をもって、自ら玉座に就ついた。狂楽王と癒ゆ着ちやく関係にあった政治家、豪ごう商しようへの血の粛しゆく清せいにより国家の健全化を図はかった。

　クレイもその当時のことははっきりと覚えている。クーデターの一報が遠くベルバまで届いた時、死んだ祖父ソイル・ネイザルにして「あの青年はもう王になったか。世界は、ひとつの大きなうねりに巻きこまれていくのか」と予言するように幼いクレイの頭を撫なでた。

　何事においても揺ゆらぎを見せなかった祖父のそんな不安げな表情をクレイははじめて見た。




　　　　〇




　ヴェトセラの国土と荒こう野やを隔へだてるのが、エーテルのカーテンだった。

　高さ五十メートルの白い尖せん塔とうが等とう間かん隔かくに延々と続き、その間を青き紗しや幕まくのごとき輝かがやけるエーテルの光が壁かべのように展開されている。

　荒こう野やに引かれた光の境界線。

　反対側が透すけて見えるほど薄うすく青い光の幕はうっかり触ふれたら最後、人間もモンスターも関係なく激痛とともに容よう赦しやなく焼かれることになるだろう。

　約二千キロに亘わたる国土全域をカバーする失われた科学技術が実現したエーテルによる障しよう壁へき。

　旧人類が残したエーテルのカーテンがある限り、荒こう野やのモンスターはヴェトセラの領土内に侵しん入にゆうできない。

「いきなり旧人類の技術をお目にかかれるとは。さすがヴェトセラ、羽は振ぶりがいいねぇ。噂うわさには聞いていたけど壮そう観かんだな。これならモンスターも飛とび越こえられない」

　クレイは地平線の彼方かなたまで続く高い尖せん塔とうの列を遠くへ見やる。

　アジュールは目ま深ぶかに被かぶったローブの下からエーテルのカーテンの冷たい揺ゆらぎを観察していた。

　荒こう野やの熱い風が吹ふきつけるたび、飛ばされた砂さ塵じんが当たりチリチリと焦こげつき弾はじける音がする。尖せん塔とうの間には接近を禁ずる立て看板が設置されていた。

　残ざん酷こくな光の壁かべに近づくものは風以外にはない。

　クレイは手近に落ちていた石をいくつか拾い上げ、高さを変えて次々に放り投げる。

　エーテルのカーテンに接せつ触しよくした途と端たん、石は一いつ瞬しゆんで砕くだけ散ちる。

　どの高さでも均等に粉ふん砕さいされた。容よう赦しやのない破は壊かい力だ。

「モンスターにとってエーテルは餌えさになるけど、この光を食べることはできないんだよな？」

　クレイは思いつきの質問を呟つぶやく。

「食しよく糧りように含ふくまれる成分としてエーテルを摂せつ取しゆできますが、こうした指向性のあるエネルギーはそれ自体が破は壊かい力を有する状態なので不可能です」

「つまり人間に置おき換かえると、たとえば鉄分は食物からは摂せつ取しゆできるけど、鉄でできた刃は物ものを食べても怪け我がするのと同じか」

「その通りです」

「じゃあ君の場合は？　スカルアトラスはエーテル燃料や生のスライムからエーテルを吸収して回復できるけど、この光はやっぱり無理なのか」

「わたしにはエーテルを変換する能力があります。たとえ異なる危険なエーテルでも吸収可能な状態に変化させられます。だからドラゴンの炎ほのおからさえエーテルを抽ちゆう出しゆつできたのです」

　アジュールはおもむろにエーテルのカーテンに手を伸のばす。

　触ふれるものを害する危険な光の幕は、その白い手のひらの中へ輝かがやく粒りゆう子しとなって吸い寄せられていく。

「これだけのエーテルをどうやって賄まかなっているんだ？　昼夜問わず、ずっと張られているわけだろう？」

「この塔とうの表面自体に、太陽の光によりエーテルを増ぞう幅ふくする機能があります」

「スカルアトラスやギガスケルトンと一いつ緒しよの原理か。万ばん能のう元素は便利なもんだ。強力な壁かべが放っておいても維い持じされるんだ」

　クレイはふと背後を振ふり返かえり、自分達がやってきた不毛の荒こう野やをあらためて見た。

「──旧人類が滅めつ亡ぼうして、とてつもない年月が流れた。歴史の長い空白期間を経て、千年前に人類が〈船〉から現れ、ヴェトセラという国をつくる。そこから五百年経たって、当時のヴェトセラから逃にげ出だした人々が奇き跡せき的に荒こう野やの真ん中に円柱を発見してベルバという新しい国をつくった。建国神話では勇ましい物語のように描えがかれているけど、故郷を捨てるほどの事情だ。実態は相当に切羽詰つまっていたと思う」

「クレイの先祖はエーテルのカーテンを出て荒こう野やに旅立った。その決意は並々ならぬものだと思います」

　灼しやく熱ねつの太陽が頭上で燦さん々さんと輝かがやく。地平線の奥おくが蜃しん気き楼ろうで揺ゆらめき、乾かん燥そうした大地が果てしなく広がる。そこは人間が生きるにはあらゆるものが不足した場所だ。

　当時の人々の心境を想像する。

　地図もなく、持てる水さえ限られた状じよう況きようで荒こう野やに一歩を踏ふみ出だすなんて自殺行こう為いだ。

　このエーテルのカーテンがある限り、少なくともモンスターに襲おそわれる心配もない。

　そうした安全を捨ててなお荒こう野やに飛び出さざるをえなかった人々に思いを馳はせると、クレイは一いつ瞬しゆんだけ荒こう野やの暑さを忘れた。

「アジュール。昔このあたりにはどんな施し設せつがあったんだ？」

「臨海地域は巨きよ大だいな工場地帯であった場合が多いです。しかし大気中のエーテル濃のう度どが上じよう昇しようしたことでモンスター化した海の生き物に襲おそわれ、早々に壊かい滅めつしました。スカルアトラスが降下する前に、大半の施し設せつは破は壊かいされ尽つくされています」

「〈船〉から降りた最初の人類はそれらを発はつ掘くつして再利用したってわけか」

「エーテルは不ふ滅めつです。たとえ地中に埋うまっていても、直す技術があればまた使えるでしょう」

「このエーテルのカーテンも？」

「いえ、これは幸運にも壊こわれることなく数千万年もずっと稼か働どうしているのでしょう。現在の人類の技術ではこの施し設せつを建て直すのは難しいと思われます」

　アジュールの見立てのうち、技術的に再建は難しい点についてはクレイも同意する。

　だが海から距きよ離りがあるとはいえ、果たして幸運だけ東西二千キロに亘わたる広大な国土を守る光の幕が残るものなのだろうか。クレイは何か別の要因があるのではないかと思う。

　かつて世界は人間のもので、現在では到とう底てい再現できない技術に囲まれて豊かに生きていた。

　つくづく旧人類の高度な科学文明には驚おどろかされる。

　その究極こそクレイの隣となりにいるスカルアトラスの美少女なのだが。

　クレイはエーテルのカーテンを離はなれ、アジュールと共に入国の列に並ぶ。

「次の人。はい、顔をしっかり見せて」

　尖せん塔とうの下部が出入口になっており、入国窓口の係員が事務的に呼びかける。

　クレイは頭に巻いていたターバンを取り、アジュールもフードを外した。クレイは懐ふところからハクアに出発前に渡わたされた書類を取り出し提出する。

「ほう、美男美女だね。ベルバから来たのかい。なぁ、ハクアって新しい女王だろう。実際どうなの、可愛かわいいのかい？」

　話好きの係員は書類に目を通し、不備がないことを確かく認にんする。適当に相あい槌づちを打ちながら、入国に必要な金額を支し払はらう。

「──汝なんじいつ、いかなる時もエーテルのカーテンに戻もどることを許します」

　係員は二人分の金額を確かく認にんすると、そんな芝しば居いじみた言葉を述べる。

「今の言葉は？」

「ファイゼル王が就任されて以来、誰だれに対しても必ず伝えるように義務付けられたんだよ。要するに危なくなったら、いつでもヴェトセラに帰ってきてもいいよって意味だ。歴史の反省だとさ。難しいことは俺には分からんが、ファイゼル王の言うことだから正しいよ」

　係員の表情から黄金の男ファイゼル・レヴェントンに対する揺ゆるぎない信しん頼らいが感じられた。

　エーテルのカーテンを超こえ、無事にヴェトセラ国内に入ったふたり。

　遠くに見える最古の街タートルメイズに続く道を歩いていく。

「ずいぶんと、あっさりでしたね」

「一番近い中ちゆう継けい地のロタからやってくる人も多いんだろう。何はともあれヴェトセラに到とう着ちやくだ！　アジュール、ここまでの夜間移動で疲つかれは出ていないか」

「わたしは問題ありません。クレイこそ連日の融ゆう合ごうで、身体からだに不調は出ていませんか？」

「スカルアトラスにも慣れたもんさ。余よ裕ゆうだよ」

　本来ならばキャラバンの隊列に加わり、長い時間をかけて危険な荒こう野やを南下していく。

　が、そこはスカルアトラスの出番である。

　ベルバからもっとも近い中ちゆう継けい地であるラーゼルまではクレイの友人であるタービル・エネが親方を務めるエネ・スライム漁団の仕事に便乗してゴーレムで送ってもらった。そこからキャラバンには合流せず、クレイ達は自力でヴェトセラへ向かったのだった。

　スカルアトラスに融ゆう合ごうしたクレイとアジュールは凶きよう暴ぼうなモンスターが住まう荒こう野やを単独縦断。

　人目につかない夜間をスカルアトラスで疾しつ走そうし、日の出前に荒こう野やの各地に点在する中ちゆう継けい地に到とう着ちやくして休息、人々が寝ね静しずまった頃ころに再び出発する。途と中ちゆう、何度かトラブルにも巻きこまれたがスカルアトラスで解決しながら進んだ。

　どの中ちゆう継けい地もモンスターの襲しゆう撃げきを避さけるため土地ごとに工く夫ふうを凝こらしている。岩場の上、深い谷底など地形を利用したり、エーテルを含ふくんだモンスターの丈じよう夫ぶな骨を集めて壁かべを築いたり、神話級モンスターの化石を隠かくれ蓑みのにしたりするなどクレイにとっては興味深いものばかりだった。

　最後にオアシスの中ちゆう継けい地ロタに夜半に辿たどり着ついたふたりは、朝そこを出発する地元の人々が使う走そう脚きやく竜りゆうの定期便に紛まぎれるようにして乗りこみヴェトセラの大地を踏ふむこととなった。

　そしてハクア経由でヴェトセラへ事前に報告していた日程の大おお幅はばな短縮に成功し、クレイ達はファイゼル王との謁えつ見けんまでの自由時間をたっぷり確保した。







　最古の都市タートルメイズの中心には、ヴェトセラを東西に結ぶ鉄道の終着駅がある。

　ベルバからキャラバンで運ばれてきた物資がここの市場で売り買いされ、鉄道によって国内の都市に運ばれていく。ベルバとは桁けた違ちがいの国土を有するヴェトセラでは国の大動脈たる鉄道の輸送力が不可欠だった。

　はじめて見る鉄道、駅舎、朝から賑にぎわう市場や多た彩さいな商店、国中に同一規格で敷しかれている整備された街かい道どうの存在など、ベルバとは規模も形式も異なる都市の様相は、クレイにはすべて新しん鮮せんだった。

「賑にぎやかな街です。ここでもまだ旅の途と中ちゆうなんですよね」

「ヴェトセラ国内の移動には鉄道を利用する。ここから王都トライデントまでは座すわりっぱなしさ。だけど乗車は調査が終わってからな」

　異国の情景を横目で見つつもクレイ達は駅舎を通り過ぎ、ある場所へ真まっ直すぐに向かう。

「これが、海ッ！」

　断だん崖がいに立つクレイは眼下に広がるヴェトセラの青い海に感動していた。

　知識として海の存在は知っていたが、実物は想像を遥はるかに超こえる巨きよ大だいな水たまりだった。

　小さな人間ひとりでは、どれだけ最果てを見通そうとしても不可能。

　水平線の向こうまですべてが水であるという事実を目まの当あたりにして、ベルバから遥はるかに遠くまでやってきたという実感に震ふるえる。

　海面では絶え間なく無数の波が打ち寄せ、一いつ瞬しゆんとして同じ姿をしていない。

　大自然の迫はく力りよくに圧あつ倒とうされながら、クレイは潮風で錆さびた貧ひん相そうな看板の文字に絶望した。

「なのに、遊泳禁止、だと……」

　空は晴はれ渡わたり、陽ひ射ざしは強く、波は穏おだやかに打ち寄せる。

　荒こう野やの円柱育ちであるクレイは泳いだ経験がない。大海うな原ばらを臨のぞむヴェトセラに着いたら一度は泳いでみようと心密ひそかに決めていた。絶好の海日和びよりだというのにクレイは崖がけの上で膝ひざをつくしかなかった。

「そんなにショックなんですか、クレイ」

　うなだれるクレイを不思議そうに眺ながめるアジュール。

「この先、荒こう野やだけを冒ぼう険けんするとは限らないだろう。いざ泳ぐ必要があった時に困るのは嫌いやだから、水泳くらいできるようにしておきたかったんだよ」

「クレイはとても前向きですね」

「スカルアトラスはどこにいるとも限らない。もし水の中に隠かくれていた時に泳げないから調査できないなんて嫌いやだからな」

　スカルアトラスに関しては、何が起こっても不思議ではない。

　それが考古学者クレイ・ネイザルの基本姿勢であり、いかなる事態にも全力で対応するべく準備は欠かさない。

　泳げないなら泳げるようになる。自分の訓練で対応できるなら楽なものだ。

　クレイは悔くやしそうに、穏おだやかな海面を見つめる。

「……わたしの中心よ。飛びこまないでくださいね」

「わかって、いるよ」

　クレイは不承不承、崖がけの端はしから離はなれる。

「海は依い然ぜんエーテル濃のう度どが高いから神話級モンスターの巣そう窟くつです！　海に入るのは丸まる裸はだかで餌えさになるのと同じ。しかも千せん亀き迷めい宮きゆうの付近につきモンスター多数出現、とこの看板の下にも記してあります！」

　隣となりに立つアジュールは、崖がけに立つ看板を指さす。目覚めてから半年、アジュールには読み書きを教えたから大たい概がいの文字情報は自分で理解できるようになった。

「海はこんなに綺き麗れいなんだぜ！　泳がない方が損だろう！　見ろ、海が青いとは知っていたけど、空の青さとはまるで別物だ！　青の色も見えるだけ、あんなたくさんの種類があるんだぜ」

「わたしも綺き麗れいだとは思います。ですが海まで来た目的は泳ぐためではなく、スカルアトラスの足そく跡せきを探すためです。調べるべきは角つの神がみ教きようの神しん殿でん！」

　アジュールが呆あきれる。

「とはいえ、人っ子ひとり見当たらないぞ。あるのはタートルメイズ駅から伸のびた線路のみ。一応使われているみたいだが物資専用だろうな」

　クレイは殺風景な周囲を見み渡わたす。

「人は運ばないのですか？」

「駅が一いつ切さいない。こりゃヴェトセラで角つの神がみ教きようの信しん仰こうが廃すたれたって話は本当だな」

　クレイ達は駅から海に向かって一本の線路を辿たどってきた。国内を東西に結ぶ本線とは別に、分ぶん岐きした単線が伸のびる。樹きの幹から一本だけ不自然に飛び出した奇き妙みような枝先のようだった。その単線を道標の代わりにこの海沿いまで歩いてきた。

　街の中心地から海に近づくにつれ、人の気配は急激に減っていく。

　崖がけ上に築かれたヴェトセラという国は襞ひだのように入り組む複雑な海岸線を有していた。その中でも特に遠くへ突つき出でた先せん端たんは、その末まつ端たんに向かって急激に低地になっていく。長年の波の影えい響きようで細長い砂すな浜はまと化していた。

　その砂すな浜はまの突とつ端たんには丸く大きなドーム状の白っぽい小山が飛び出している。

　不可思議なことに、線路はそこまで繫つながっていた。満潮時に線路が海の下に沈しずまないようにわざわざ基き礎そ工事をして底上げまでしてある。

「僻へき地ちまで一本だけ線路を伸のばした先にある、あの白い小山はなんだ？」

　ちょうど、ガタガタと大きな音を立ててみずぼらしい貨物列車が接近してくる。

　物を詰つめて運ぶ。それだけの目的に特化した車両は装そう飾しよく性のない大きな箱でしかない。海風に晒さらされて、錆さびが浮うく。何両かには鉄てつ格ごう子しの嵌はめられた窓らしき開口部があった。ゆっくりした速度だから、積み荷が気になるクレイは中を覗のぞきこもうと目を凝こらす。

　目と目が合った。

　貨物列車が通り過ぎていくのを見送りながら「人間も積み荷扱あつかいか」と小さくつぶやく。

「クレイ。あれは島ではなく、モンスターの骨です」

　スカルアトラスであるアジュールの視力は人間を凌りよう駕がし、約二百メートルの小山の正体を捉とらえた。ちょうど潮が引いて、海に沈しずんでいた尻しりの部分を含ふくめて全容が見えた。

「ドラゴンよりデカイぞ!?　あの丸みを帯びた形……甲こう羅らか。大きさから察するに神話級モンスターであるアーケロンだな。なるほど、都市の名前の由来はあの巨きよ大だいな亀かめから来たわけだ。千せん亀き迷めい宮きゆうって呼び方が、今風でタートルメイズね。あれだけ大きい遺い骸がいなら内部がダンジョン化しても不思議じゃない。……あの下に千年前に人類の祖先を運んだ〈船〉が埋うまっているッ」

　浜はまに平然と神話級モンスターの骨が残っているなんて幸さい先さきがいい。俄が然ぜん気になってきた。

「断だん片ぺん情報と観察で正体を導き出せるのですから、わたしの中心はやはり優ゆう秀しゆうですね」

　アジュールはどこか誇ほこらしげにクレイを賞賛した。

「クレイ。甲こう羅らの表面には牙きばを突つき立たてられた傷きず跡あとが複数、胴どう体たい側面には下から斜ななめに貫かん通つうしたような穴が残っています」

「海で別のモンスターに襲おそわれて、浜はまへ逃にげてきたってところで〈船〉を下した敷じきにしてしまったってことか。見に行っちゃっ──」

「ダメです。先に角つの神がみ教きようの神しん殿でんです！」

　すっかりクレイの人となりを理解したアジュールは、提案さえさせない。







　程ほどなく歩いたところに崖がけの下に続く階段の痕こん跡せきが見つかった。だがコンクリートで埋うめ潰つぶされて使用することができない。

「ってことは、このあたりの崖がけ下したに神しん殿でんがあるんだろう」

　さらに周辺を散策したが、他の階段や道は見当たらない。崖がけの高さは下の砂すな浜はままでおおよそ三十メートル。さすがに飛び降りる訳にもいかない。スカルアトラスに融ゆう合ごうすることも考えたが「スカルアトラスは無む闇やみになるものではありません！」とアジュールに却きやつ下かされた。

　仕方なくクレイは素す直なおにロープで下りることを選んだ。

　手慣れた作業でロープをしっかり固定、十分に安全を確保する。垂直の崖がけを跳とぶように蹴けりながら、下の浜はまに着地する。

　アジュールもクレイに倣ならってロープで下りるのか思いきや、何の合図もなく崖がけの上から平然と飛び降りた。

「噓うそだろうッ!?」

　まだロープも外していないクレイは、大おお慌あわてで受け止めようとした。だがクレイの心配をよそにアジュールは静かな顔で砂すな浜はまにあっさり着地。

「どうかしましたか、クレイ？」

「……相変わらず反則的な身体能力だな」

「わたしはスカルアトラスです。人間ではありません」

　アジュールはわずかなに乱れた銀色の髪かみを手で整えていた。

「誰だれよりも知っているよ」と苦く笑しようするしかない。

　クレイは海を背にして、視界に収まりきらない崖がけを見る。

　上からでは気づかなかったが、海に面した崖がけには奇き妙みような新円の大穴がいくつも穿うがたれていた。それらの大きな横穴の中でもっとも大きな穴が角つの神がみ教きようの神しん殿でんの入口となっている。

「クレイ。あまりにも不自然な穴です」

「こんな綺き麗れいで大きな穴が、しかも大量だ。波風の浸しん食しよくだけで形成されるとは思えない。穴の角度や大きさにバラつきがある。無計画過ぎるし、わざわざこんな曲面で石材を切り出す理由がない。手間がかかりすぎる。たぶん偶ぐう発はつ的に穿うがたれたんだ」

「一体どうやって？」

「わからん。だが、こんな芸当、人間による仕業のはずがない。順当に考えれば海の神話級モンスター、あるいはスカルアトラスかもしれない」

　両方の可能性が十分に考えられた。神話級モンスターは平気で口からエーテルをビームとして吐き出して攻こう撃げきするから、常識で捉とらえるだけ絶望が大きくなる。

　クレイは海側を警けい戒かいするように見た。波は相変わらず穏おだやかに打ち寄せ、海面は平和そのものだった。

「奥おくへ進もう」

　ふたりは崖がけに穿うがたれた巨きよ大だいな穴の中に築かれた神しん殿でんに入っていく。

　足取りは慎しん重ちようだ。クレイの手は腰こし元もとのロングナイフに自然と伸のび、モンスターが現れても即そく座ざに対応できるように備えた。

　打ち捨てられて久しい神しん殿でんはもはや遺い跡せきと呼んで差さし支つかえない。大海うな原ばらから絶え間なくもたらされた長年の波風によって激しく損傷していた。

　大穴の内部は装そう飾しよくの少ない壁へき面めんで、特に足元は海の満ち引きによる劣れつ化かが激しい。入口付近は濡ぬれていた。壁かべの汚よごれ具合から満潮になれば奥おくまで潮が満ちるのだろう。のんびり調べていたら安全に戻もどれなくなるかもしれない。

「歴史的な価値を持つ神しん殿でんが、保全されていないのが気になるな。ご丁てい寧ねいに階段まで潰つぶして、意図的に放ほう棄きした感じか。誰だれが、どういう理由で進入禁止にしたんだ」

　クレイはさらに穴の奥おくへと進む。岩を削けずり取とって作った祭さい壇だんのようなものが見つかる。よくよく足場を見れば、元は綺き麗れいな石いし畳だたみが人じん為い的に敷しき詰つめられていたようだ。

　この大穴自体が巨きよ大だいな礼拝堂のような役割を果たしていたに違ちがいない。

「クレイ、見てください！」

　祭さい壇だんを細かに調べていたクレイにアジュールが声をかける。

　顔を上げても、アジュールが指さす壁かべの全容は一目では把は握あくできない。横穴の内部は薄うす暗ぐらいため最初は気づかなかった。礼拝堂の真ん中まで下がり、クレイは信しん仰こうの対象を見つける。

「間ま違ちがいない。ここが角つの神がみ教きようの神しん殿でんだ」

「我わが姉し妹まいは、この土地にいたのですね……」

　アジュールは実在した具体的な証しよう拠この発見に、言い知れない高こう揚よう感を覚えていた。

　天てん井じようにいたるまで彫ほられた巨きよ大だいな人型の神像の残ざん骸がい。

　その形が示すのは間ま違ちがいなくスカルアトラスだった。

　造られた当時は凝こった模様の複雑な装そう飾しよくを施ほどこされた、崇すう高こうな姿をしていたのだろう。今は装そう飾しよくとなるような突とつ起きが無残に削そげ落ち、丸みを帯びた表面に成り果てていた。海の波を表す模様で縁ふち取どられた台座。神像の足元には海のモンスターを表現するおどろおどろしい塊かたまりがいくつも固まっている。クラーケンと呼ばれる十本の脚あしと複数の目玉を持つ大王イカ。甲こう羅らを負うアーケロン、その下には巨きよ大だいな涙るい滴てきのようなものを敷しいていた。さらに異様に大口を開けた大海うみ蛇へびが、長い全身をいくつも波立たせるようにして彫ほられている。

「この長いやつはリヴァイアサンか。このスカルアトラスも神話級モンスターを相手にかなり苦戦したんだろうな」

　クレイはドラゴンとの死し闘とうを反はん芻すうし、実にギリギリの勝利であったと今でも肝きもを冷やす。

　旧人類を滅めつ亡ぼうに追いこんだ神話級モンスターの脅きよう威いはつくづく恐おそろしい。

　神話級と呼ばれる超ちよう巨きよ大だいな規格外モンスターは絶ぜつ滅めつしており、化石として発はつ掘くつされる。だが、ドラゴンのように何らかの事情で現在まで生きのびているモンスターもいるかもしれない。

　神像の背後の壁かべには放射状の溝みぞが幾いく筋も外に広がるように彫ほられていた。背中の照射源は小さな円の形をしていた。ちょうどスカルアトラスの背中の突とつ起きが中心にあたる。威い光こうを示すための装そう飾しよくか、別の意味があるのか。現時点では判断できない。

「角の数は……三本か」

　神像にはえていたであろう角は根元の方で折れていた。それでも頭部に残っている角の跡あとから、クレイは予測する。

「ここで我わが姉し妹まいは海のモンスターと戦っていたのですね」

「相当激戦だったんだろう。ヴェトセラの海岸線は極きよく端たんかつ複雑に歪ゆがみ過ぎている。波の作用だけじゃない。たぶんモンスターの攻こう撃げきで、陸地が削けずられたんだと思う」

「確かく認にんできて正解でしたね」

　アジュールはクレイの顔を見て、現時点での結論を求めた。

「これでひとつ、はっきりした。少なくともヴェトセラには三本角のスカルアトラスがいた。君の姉し妹まいがヴェトセラを離はなれたのか、あるいは人間化して、今も千年王国に潜ひそんでいるのか。もしかするとベルバの時と同じように政府中ちゆう枢すうに食いこんでいる可能性もある」

　今後の方針は決まった。

　スカルアトラスに融ゆう合ごうして移動時間を短縮し、前まえ倒だおしでここに来たのも、きっちり調査時間を確保するためなのだ。

　ファイゼル王との謁えつ見けん日まで、ヴェトセラに残る三本角のスカルアトラスの痕こん跡せきを調べる。




　　　　〇




　翌日。

　穏おだやかな海を遠くに眺ながめながら、クレイはプールに浸つかっていた。

　タートルメイズでクレイ達が選んだ宿は、市街地から少し離はなれた断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに程ほど近ちかい場所に立つ絶景プール付きのリゾートホテルだった。

　クレイは一刻も早く三本角のスカルアトラス調査に繰くり出だしたいところ、アジュールに強く止められた。

「連日スカルアトラスで一気にヴェトセラまで来ました。自覚がなくてもエーテル化が進行しているかもしれません。無理は禁物です。一いつ旦たんここで身体からだを休ませましょう」

　アジュールの強い主張に押おされて、クレイはホテルで一日休養をとることになった。

　旅慣れしていないクレイ達は宿の良よし悪あしなどわからず、プール付きという理由だけでこのホテルを選んだ。幸運にも閑かん散さん期のホテルに客はほとんどおらず、ほぼ貸し切りだった。タートルメイズはキャラバンの目的地としてばかりでなく貴族のリゾート地としても有名で、時期が来れば国内の要人達で溢あふれ返る。

　美しい海を目の前にしながらも安全の問題から真下の砂すな浜はまに下りることさえできず、代わりに綺き麗れいな水を張った大きなプールが陽光を白く反射する。

　ホテルで借りた水着に着き替かえたクレイは早さつ速そくプールに飛びこんでいた。

　爽さわやかな水みず飛沫しぶきが勢いよく上がる。

「冷たくて気持ちいいぞ！　アジュールも入れよ」

「わたしは恥はずかしいから、いいです」

　アジュールは頭から大きなタオルを被かぶって、プールサイドのチェアに浅く腰こしかける。

　プールにはふたりの他に反対側でチェアに横たわる女性がひとりだけ。

　遠目からでもわかるメリハリのある肉体、最低限しか隠かくさない大だい胆たんな水着には目のやり場に困る。クレイは極力そちらを見ないようにする。

「今日は貸し切りみたいなもんだ。ここでは人目を気にすることはないよ。こんな大量の真水で遊べるなんて滅めつ多たにないんだぞ。水着を恥はずかしがっていたらもったいないよ」

　わずかに逡しゆん巡じゆんしてから、アジュールはタオルを脱ぬいで水着姿を披ひ露ろうする。

　思わず見とれたクレイは、感動の吐と息いきを漏もらす。

「綺き麗れいだ。良く似合っているよ」

　水着を纏まとった姿が新しん鮮せんでクレイは熱い視線を向けてしまう。

　青と白を基調とした水着は上下に分かれていた。布地は少ないながら女性的なスタイルの良さを強調する上品なデザインは、アジュールの白い肌はだにとても良く似合っている。彼女の魅み力りよくを爽さわやかに引き出し、普段の静かな雰ふん囲い気きを良いい意味で裏切る。長い銀の髪かみは後ろでひとまとめにされていた。

「クレイの視線が、なんだか気になります」

　アジュールは身体からだを隠かくすように身をよじった。

　その様子が妙みように色っぽく、クレイも変に意識してしまう。

「美しいものに見み惚ほれて感動できるのが人間が人間たる所以ゆえんなのだよ」

「わたしはここで日光浴をしながらエーテルを回復させます。クレイは気にせず泳ぎの練習をしてください」

　仕方なくクレイはプールでひとり泳ぐ練習する。

　まずは反対側まで一度も足をつかずに泳ぎ切ってみせると意気ごむ。水の中に潜もぐり、プールの壁かべを蹴けって、水の心ここ地ち良よさを感じながら推進。そこから手足を動かした途と端たん、速度が落ちる。バシャバシャと必死に手足を動かすも真っすぐに進んでくれない。息いき継つぎしようと水面から顔を出した瞬しゆん間かん、激しい水みず飛沫しぶきが上から被かぶさる。鼻に水が入る痛みで何度も足を着いてしまう。むせながらも泳ぐことは止めない。ヨレヨレと蛇だ行こうし、息いき継つぎすらもままならないまま、荒こう野やで鍛きたえた体力で無理やり反対側まで到とう達たつした。

　プールの端はしにようやく手がつくと、激しく咳せきこんだ。

　たかだか二十五メートルのプールを泳いだだけで、すさまじい疲ひ労ろう感だった。クレイはプールから一度上がろうとする。

　次の瞬しゆん間かん、いきなり頭を踏ふみつけられて再び水に沈しずみこんだ。

　あわや溺でき死しになるところで慌あわてて浮ふ上じようするクレイ。

　顔を歪ゆがめながら、クレイは周囲を見回す。

「今踏ふんだのは誰だれだ!?」

「えー溺おぼれる練習をしてたんでしょう？　暇ひまだから手伝ってあげたのに」

　甘あまったるい声が上から浴びせられる。

　クレイは視界を遮さえぎる濡ぬれた髪かみをかき上げて、声の正体を睨にらむように見上げた。

　プールサイドで悠ゆう然ぜんと佇たたずむ美しい少女は、明るく燃えるような赤毛の長い髪かみを耳にかけながら身をかがめた。わずかにサングラスを下げて、クレイの顔をぐっと覗のぞきこむ。ちらりと見えた大きな緑みどり色いろの瞳ひとみは蠱こ惑わく的な魔力を感じさせた。

　いきなり至近距きよ離りに美少女の顔があり、驚おどろいたクレイは反射的に視線を下ろす。

　そこに待っていたのはわずかな面積の小さい薄うす布の上からはみ出しそうなふたつの膨ふくらみ。その柔やわらかさを存分に感じさせるように、彼かの女じよのわずかな動きに合わせて無防備に揺ゆれる。

「──っ、いらんわ！　本気で死ぬところだったぞ！」

　クレイは怒いかりを手放すことなく、彼かの女じよに文句を伝えた。

「じゃあ何してるのぉ？」

　小首をかしげて本気でわからないかのように言う様子があざとく見える。しかも語ご尾びを上げての問いかけ。

「泳いでいるに決まっている！　見りゃわかるだろう！」

「変な泳ぎ方ぁ。水面をバシャバシャさせているだけじゃあない。フフ、面白ーい」

　彼かの女じよはごく自然に小ばかにするような話し方をする。まるで目に入るものすべてが取るに足らないからこそ、逆に何事も愉ゆ快かいに映るようだった。

「泳ぐこと自体はじめてなんだよ！　ベルバから来たからな」

「ベルバ!?　ずいぶん遠くのお客さんね。お兄さん、お仕事？」

　物もの珍めずらしい異い邦ほう人に赤い美少女はわずかな驚おどろきを浮うかべて、サングラスを外した。

「あぁ？　まぁそんなところだよ」とクレイはプールから上がり、彼かの女じよの隣となりに並んだ。

　クレイはあらためて彼かの女じよを全体として捉とらえた途と端たん、陸の上でも息をすることさえ忘れる。

「────」

　サングラスを外した彼かの女じよの素す顔がおは遠くから見た印象に反して、ずいぶんと若い。

　外見はアジュールとそう変わらない十代後半ほどだろう。だが年ねん齢れいに似合わぬ凄まじい色気を放っている。世の男性ならば誰だれもが一度はお近づきになりたいと熱望するような美女。その余よ裕ゆうに満ちた物もの腰ごしには男を手玉にとるなど朝飯前とばかりに、迂う闊かつに手を出せばヤケドしてしまいそうな危険な色いろ香かが漂ただよう。

　布地の少ない大だい胆たんな黒の水着を堂々と着こなし、豊かな胸と細い腰こしに大きなお尻しりを惜おしげもなく強調していた。

　尊大で無む邪じや気きな表情の裏では、男がまんまと女の罠わなに溺おぼれるのを楽しむような気配を感じる。

「ん？　どうしたのかな？　私をじっと見つめて。かわいいからって見とれちゃった？」

「あっ……あぁ。あんまりにも、美人だから、正直、驚おどろいている。個人的に、かなり好みだ」

　クレイは戸と惑まどいを隠かくせず、一いつ瞬しゆんつたない話し方になってしまう。

　男の人生を狂くるわせてしまいそうな、美意識に強きよう烈れつに訴うつたえかける存在が突とつ如じよ出現した。

「んーそういう正直な反応、嫌きらいじゃない。むしろ好き！　特別にちょっとだけ優やさしくしてあげるわ！」

　気さくで友好的な態度だが、その蠱こ惑わく的な唇くちびるには挑ちよう発はつ的な笑えみが浮うかぶ。

「いきなり人の頭を踏ふむ奴やつに今さら気を遣つかわれてもな」

「えー私の好意が伝わらなくて悲しーい」

「足裏から好意的な感情が伝わるなんて初耳だよ」

「え、私に踏ふまれて喜ぶ男は多いわよ」

「特とく殊しゆな連中と一いつ緒しよにすんな！」

「……ずいぶんな変態もいるのね」と彼かの女じよは眉まゆをひそめた。

「なんで僕が例外扱あつかいなんだよ！」

　ヴェトセラには男が女に踏ふまれて喜ぶ慣習でもあるのか。

　ここまで話して、一度たりとも謝あやまる素そ振ぶりさえ見せようとしない赤い美少女。

「お兄さん、男性として正常なの？　まさか私が人間の形に見えていないとか？」

　逆に心配された。

「どれだけ女として自信満々なんだよ」

　言っておきながらクレイは目の前に立つ美少女を爪つま先さきから上まで眺ながめ、納なつ得とくしてしまう。

「なに、やっと欲情でもした？　手間のかかる人」

「しねぇよ。男が全員、君に懸け想そうすると思うな！」

　クレイは極きわめて遺い憾かんな表情を浮うかべて否定する。

「なんだ、つまんなーい」と彼かの女じよは早くもこちらに興味を失いかけていた。

「暇ひまなら僕に水泳を教えてくれよ。正しいフォームを覚えたいんだ。地元民なら泳げるだろう？」

「開き直った新手のナンパ？　呆あきれた。私から水泳を習うなんて、とんだ命知らずね」

「物ぶつ騒そうな断り方だな。別にどこぞのお姫ひめ様って訳でもあるまいし」

　なにせベルバの女王、はとこのハクアと接し慣れているクレイは平然と聞き流す。

「……昨日、角つの神がみ教きようの神しん殿でんを調べていた物好きって、もしかしてあなたのこと？」

「どうして知っている？」

「タートルメイズ一帯がカニンガム家の治める領地だからよ。このホテルだってカニンガム家が所有者オーナー。そして、私もカニンガムに所ゆ縁えんのある女。支配人から風変わりな遠方の客が飛びこみで宿しゆく泊はくしているって聞いたの」

「所ゆ縁えんのある？　カニンガム家の者ってわけじゃないのか」

　その妙みような言い回しをクレイは聞きき逃のがさない。

「旅の思い出に特別に教えてあげるわ。私の名前は、レーティア・レヴェントン」

「レヴェントン？　ん、最近聞いたな」

「賢かしこそうな顔して案外物を知らないのね。夫の名前は、ファイゼル。この国の王様よ」

　貴婦人がさらりと宝石を自じ慢まんするようにレーティアという美少女は身元を明かす。

「はぁ？　君が王おう妃ひだって？　面おも白しろい冗じよう談だんだな」

　クレイは素すっ頓とん狂きような大声を上げてしまう。

「田舎いなか者ものに見み栄えを張るほど暇ひまじゃないの」

　まったく信じようとしないクレイに、レーティアは少々ムキになる。

「お妃きさき様がこんなところに、ひとりでいていいのかよ」

　クレイはもっともな質問をレーティアに投げかける。

「第一王おう妃ひは象しよう徴ちようであり、王様さえも不ふ可か侵しん。世よ継つぎをつくるのは第二王おう妃ひ以降の仕事よ」

「へぇ。変わった風習だな。家同士が決めた婚こん約やく者だったとか？」

　東の樹じゆ上じよう結けつ床しよう国家ラ・ルーの大森林に住む部族の中には、新たに一族の長となる男にあえて年上の女性を嫁とつがせて、導く役目を与あたえるという風習もあると聞く。それ自体は別に不思議ではない。

　彼かの女じよが言う第一王おう妃ひが象しよう徴ちようというのも歴史的な経けい緯いをともなう理由があるのだろう。

　ただ、第一王おう妃ひだけ世よ継つぎを生むのを禁じられるのには違い和わ感かんがあった。

　儀ぎ式しきや風習とは合理性で説明がつくものではないのは百も承知だ。だとしても共同体の長となる人間の子孫は、より早く生まれた方が集団の維い持じをいっそう盤ばん石じやくなものにするはず。

　ファイゼル王が王位に就ついたのが十年前。結けつ婚こんした当時は難しくとも、目の前にいる美少女は十代後半ほどだ。

　果たして極ごく上じようの美人を前に、最高権力者となった男が放っておくものだろうか。

「第一王おう妃ひは代々カニンガム家の女が選ばれる習わしなの」

　ここが異国の地である以上、自分達の常識で無む闇やみに判断するのは得策ではない。かと言って、彼かの女じよの言葉を素す直なおに信じていいものかとクレイは判断を保留する。

「で。私が先に名乗ったんだから、お兄さんの名前も当然教えてくれるわよねぇ？」

　レーティアが急にクレイの腕うでをとる。

「第一王おう妃ひ様が、初対面の男にこんな気安くていいのかよ？」

「その割に嬉うれしそう。かわいい顔なのに意外といい筋肉してる。わぁ腹筋バキバキ」と腹部に指先を這はわす。そのままくすぐるように胴どう回まわりを遠えん慮りよなくなぞる。

「ちょっと、触さわるな！　くすぐったいだろう！」

「名乗ってくれないならもっと苛いじめちゃう！」

　クレイが名乗ろうとする前に、

「クレイ。状じよう況きようを説明してください！」

　異変に気づいたアジュールがプールサイドの反対側から駆かけてきた。

「……あんたの連れにしては、ずいぶんと美人ね。私には負けるけど」

　この女、いちいち自分が上でなければ済まないらしい。くすぐりは止まっていた。

　アジュールは持ってきた花か瓶びんの黄色いシャツをクレイに着せた。ボタンまでとめようとしてくるから、さすがにクレイは自分の手で前を閉じた。

「ハクアが言ってました。若い男女がみだりに肌はだを触ふれ合あうものではないと」

「アジュール。彼女はレーティアと言って、これから水泳を教えてもらおうとしてたんだ」

「先ほど彼女がクレイの頭を踏ふんでいるように見えましたが？」

　アジュールにもしっかり見られていたらしい。

「そうね。足は頭を踏ふむので忙いそがしかったんだけど、彼が私とお近づきになりたいって声をかけてきたの」

　悪だくみを思いついたレーティアは、極きわめて恣し意い的な曲解を平然と言い放つ。

「男女が人前で密着するのは、良くないことだと教わりました」

　ハクアの厳しい教育はアジュールにしっかり刻まれている。しかしレーティアはどこ吹ふく風で「あなた、彼の奥おくさん？」と、挑ちよう発はつするように問う。

「クレイとわたしは、結けつ婚こんの契けい約やくは結んではいません」

　素す直なおなアジュールは訊きかれた通りに答えてしまう。

「じゃあ、いいじゃない。男と女、どこで運命の人と巡めぐり会あうとも限らないでしょう！　相あい性しようの確かく認にん中なんだから邪じや魔ましないで！　うん、気が変わったわ。いっそプールじゃなくてベッドの上で泳がない？　一度溺おぼれたら、二度と私から離はなれられなくなるわよ」

「勝手に進めるな！」

　どこまで本気かわからないレーティアの挑発に、クレイは慌あわてて口を挟はさむ。

「困ります。クレイにはベルバを代表する大切な役目があるんです」

「大げさッ。私みたいなかわいい女の子より優先すべきことなんて他にある？　ないわよね！　はい！　お兄さん、行きましょう！」

　二にの腕うでに柔やわらかい感かん触しよくが遠えん慮りよなく押おしつけられる。

「ちょっと、胸が当たってるからッ」

「何言ってるの。当ててるのよ」とレーティアが耳元で囁ささやく。

「クレイ、様子がおかしいです。その女性から一刻も早く離はなれるべきです」

「やだぁ、嫉しつ妬と。恐ーい」

「何があっても、わたしはクレイを守るだけです」

　固い決意を抱いたアジュールもクレイの腕うでをとり、強ごう引いんに引ひき離はなそうとする。

　結果、両手に花。

「ふたりとも喧けん嘩かだけはやめろ！　アジュール、誤解だ。レーティアもおふざけは大たい概がいにしろ！」

　ふたりの美しい女性から綱つな引ひきされるクレイは緊きん迫ぱくした表情で本気の仲ちゆう裁さいをする。

「私は正直に話したわ。おふざけじゃないし」

　レーティアは唇くちびるを尖とがらせる。

「わかった！　君が第一王おう妃ひ様だって信じるから！」

「じゃあ、お兄さんの名前は？」

「僕はクレイ。クレイ・ネイザル。ベルバの考古学者だ。専門はスカルアトラス」

　彼かの女じよを制するようにクレイはやっと名乗る。

　レーティアはぴくりと固まり、あっさり腕うでを離はなす。

　遊び半分の加か虐ぎやく的な雰ふん囲い気きが一いつ瞬しゆんで霧む散さんし、身構えるようにクレイを見つめる。

「ベルバの、クレイ。クレイ!?　考古学者の。ドラゴンを倒たおしたスカルアトラスね？」

「よく知っているな。興味が、あるのか？」

「……この街に住んでいれば、キャラバンの護衛ゴーレムもよく見るの。ベルバの氷漬づけだったスカルアトラスの存在だって噂うわさには聞いているわ。ドラゴンの件だってすぐに届いたわよ。それより、本当に目覚めたのッ？」

　苛いら立だつレーティアはクレイに答えを急せく。

「はて、誰だれかに頭を踏ふまれた拍ひよう子しにちょっと記き憶おくが曖あい昧まいに」

　途と端たんレーティアは平手打ちをかまそうと腕うでを振ふりかぶりかけて、やめた。

「女をからかうなんてひどい。もったいぶってないで答えなさいよ！」

　レーティアの美び貌ぼうに怒いかりと屈くつ辱じよくが浮うかび、目の端はしには涙なみださえ浮うかぶ。

「クレイ。女の子に意地悪するものではありません」と見かねたアジュールが代わりに答える。

「ベルバのスカルアトラスは目覚めましたよ」

　その答えに、よろけるようにレーティアはわずかに後退する。

「本当に、運命の人だったんだ」

　レーティア本人も無意識のうちに、聞き取れないような小さな声を漏もらす。

　別人のように大人しくなったレーティアの急変の理由を知る前に、海辺の平和は打ち破れた。







　危急を告げる警報が一帯にけたたましく鳴なり響ひびく。

「なんだ、この音は？」

　クレイは即そく座ざに周囲の状じよう況きようを窺うかがう。

　我に返ったレーティアは「海からモンスターが来たのよ。武ぶ装そう海かい岸がんで迎げい撃げきするから、大人しくホテルに戻もどりましょう」とサングラスをかけ直そうとした。

「武ぶ装そう海かい岸がんってなんだ!?」

　気になる単語に反応したクレイが、離はなれたレーティアにぐっと詰つめ寄よる。

「海から来るモンスター対策で海岸一帯に造られた軍事設備の、通つう称しようよ。っていうか近いっ、急に来ないでよ。もう」

　レーティアはかけ損そこねたサングラスを手から落としてしまった。

「昨日、角つの神がみ教きようの神しん殿でん近くには線路以外にそんな設備はなかったぞ」

「人間の住んでいる周辺を重点的に防備しているのよ。ほら、ホテルの敷しき地ちの外側がちょうど武ぶ装そう海かい岸がんになっているわ」

　景色に溶とけこむように沈ちん黙もくしていた武ぶ装そう海かい岸がんが真価を発揮する時が来る。

　目め隠かくし用の柵さくの先、海に面する断だん崖がいの上は頑がん強きような鋼はがねで覆おおわれていた。

　足元を震ふるわせる低い駆く動どう音に合わせて、下に隠かくされていた砲ほう身しんが次々に現れる。

　待機していた兵士達が猛もう然ぜんとした勢いで崖がけ上に備えられた設備に殺さつ到とう。各員が所定の配置に就つき、砲ほう門もんが一いつ斉せいに同じ方向に狙ねらいを定めていく。

　海を臨のぞむ穏おだやかな風景が一転、軍事設備としての正体を露あらわす。

　現れた砲ほう身しんは先せん端たんが鋭するどい槍やりのような形をしていた。入国前に見たエーテルのカーテンを発生させる尖せん塔とうを彷ほう彿ふつとさせる。

「まさかエーテルで攻こう撃げきするのかッ」

「エーテル砲ほうよ。近くにいすぎるとエーテルに汚お染せんされるわ。はやく離はなれないと」

　レーティアは冷然と告げる。

「君らは先にホテルへ避難しているんだ！」

　好こう奇き心の勝ったクレイはひとりで走り出す。プールサイドの囲いを乗のり越こえてホテルの敷しき地ちの外まで移動する。

「ちょっと！　勝手に兵士が片づけるんだから、一いつ緒しよにホテルに引き上げ──」

　慌あわてて呼び止めるレーティアの声はクレイには届かない。

　もはや慣れてしまったクレイの独断専行に、アジュールも黙だまってついていこうとする。

「クレイ・ネイザルってどういう神経しているのよ。死ぬ気？」

　理解不能とばかりにレーティアは吐はき捨すてた。

「だから、わたしがずっと一いつ緒しよにいるんです」

　アジュールは揺ゆるぎない声で答える。

　拾い上げていたサングラスをレーティアに手て渡わたし、クレイを追いかけた。
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　武ぶ装そう海かい岸がん。

　ヴェトセラにとって海は、人類が支配することのできない身近な未み踏とう外領域である。

　歴史の長い空白期間を終え、〈船〉から降りた人類はこの海の近くで文明を再興させた。

　ヴェトセラという国が生まれて千年、その歴史は海のモンスターとの戦いそのものだ。

　打ち寄せる波に紛まぎれて、様々なモンスターが出現した。海に近い低地で生活を営むことができず、生き残った人類はすぐに崖がけの上を目指す。モンスターの襲しゆう撃げき頻ひん度どは減じたが、悪天候で海が荒あれれば高波に乗って高い崖がけに揚よう陸りくしてくるものもいた。あるいは神話級やそれに準ずる大きなモンスターは崖がけの高さを物ともせず平和を脅おびやかす。

　そして約五百年前、ヴェトセラという国は岐き路ろに立たされた。

　未来永えい劫ごう人類を、国を残すべく、多大な犠ぎ牲せい覚かく悟ごで一大国策事業を王命により推おし進すすめる。

　モンスター侵しん入にゆう阻そ止しを目的とした海岸線全域の武装化、および国土全体としての迎げい撃げき機構の構築であった。

　軍備の要となるのが、国内で出土する旧人類の遺産である。

　国中の人々を総動員してモンスターに有効な武器を掘ほり出だし、それらを修理していく。

　旧人類が生産したエーテル兵器は数千万年の時を超こえてなお現げん役えきで稼か働どうする。

　その圧あつ倒とう的てきな有用性が実証されると数を求められ発はつ掘くつ規模はさらに拡大。

　エーテル兵器の発はつ掘くつ量に比例して発はつ掘くつに従事する人々の犠ぎ牲せいも増え、多くの社会問題も続出。国中に武器が増えるほど人々の生活は貧しくなった。苦労に見合うだけの報ほう酬しゆうもないまま過か酷こくな労働の日々だけが続く。

　広い国土は、王に任じられた領主がそれぞれの土地を治める。無論すべての領主が優ゆう秀しゆうとも限らず、無能な領主により民たみは奴ど隷れい同然の扱あつかいを受けることもあった。

　遠い未来の安全のために強しいられる終わりなき労働に耐たえ切れず、逃にげ出だす者も後を絶たなかった。運よく逃にげ切きった者達は、ヴェトセラの棄き民みんとして認にん識しきされていく。

　大たい抵ていの者は捕とらえられ、懲ちよう罰ばつとして死ぬまで強制労働させられる負の歴史も生まれた。

　そうした長く暗い時代を乗のり越こえて、海と陸を隔へだてる武ぶ装そう海かい岸がんがついに完成に至った。

「ヴェトセラの海が塩しお辛からいのは犠ぎ牲せいになった人々の血と涙なみだが流れたからだ」とある歴史家が後に批判する。その者は当時の王によって「ならばお前自身が海の味を確かめてこい」と海に投げ入れられた。

　血で赤くなった海はあっという間に透とう明めいな青に戻もどる。
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　ホテルと武ぶ装そう海かい岸がんを仕切る柵さくを乗のり越こえて、クレイ達は既すでに戦せん端たんの開かれた海を観察する。

「さぁて港こう城じよう要よう塞さい国家のお手並み、見せてもらおうか」

「荒こう野やにいるスライムとは様子が違ちがいますね」

「あれは亜あ種しゆのリキッド・スライムだな。水中での活動に合わせて性質を変化させたんだ」

　海中を移動するリキッド・スライムはかなり俊しゆん敏びんだ。

　透とう明めいな海面の下を素す早ばやく移動する透とう明めいな身体からだ。大きさは約二十メートル前後。その形状は荒こう野やで出くわすスライムと違ちがい、エーテルの丸っこい塊かたまりというより平らで薄うすい円えん盤ばん状に近い。全身が流動性の高いゲルで、その外がい縁えんが襞ひだ状に絶え間なく波打つことで水中を突つき進すすんでいく。

　エーテル砲ほうの突とつ端たんが海中に向けられた。

　水中を移動するリキッド・スライムの進路上に照準を合わせる。槍やりの先せん端たん部分が帯電するように迸ほとばしり、槍やりの穂ほ先さきに向かって光が球体状に凝ぎよう縮しゆく。

　光の砲ほう弾だんが発射された。

　弾だん着ちやく。海面が破は裂れつしたように激しく水柱が立つ。直ちよく撃げきを免まぬがれたリキッド・スライムが水柱の下をすり抜ぬけるように崖がけ下したの浜はまへ突とつ進しんしてくる。

「外れたッ!?」

　すかさずエーテル砲ほうとは異なる固定砲ほう台だいから海に砲ほう弾だんが撃うちこまれる。

「海が紫むらさき色いろに染まっていきます」とアジュールが海の変化に気づく。

　着ちやく弾だん地点から絵えの具ぐを溶とかすように海中に紫むらさき色いろのもやが広がって、リキッド・スライムの進路を濁にごしていく。

「エーテル硬こう化か剤ざいよ。リキッド・スライムが触ふれると、化学反応を起こして肉体の弾だん力りよくを失って固まってしまうの」

　渋しぶ々しぶ追いかけてきたレーティアが退たい屈くつそうに解説した。

　説明通り、もやを抜ぬけたリキッド・スライムは徐じよ々じよにその速度を落としていき、やがて動かなくなり水底に沈しずんでいった。後続のスライムも次々に海中に広がっていく紫むらさき色いろのもやに突つっこんでいく。浜はまに近づく頃ころにはすっかり硬こう化かして、停止していった。

「なるほど、リキッド・スライムは急に止まれないわけね。合理的な作戦だ。しかも複数のモンスターを倒たおした。けど、最初から海にエーテル硬こう化か剤ざいを撒まいておけばいいじゃないか？」

「エーテル砲ほうは勝手にエネルギーを賄まかなってくれるけど、硬こう化か剤ざいは人間達で生産していて手間とお金がかかるから無む駄だ遣づかいできないらしいわ」

「ふーん。現実的な理由だな」

　クレイは唸うなる。翻ひるがえって補給をほぼ必要としないエーテル兵器をもってしても旧人類は滅めつ亡ぼうに追いこまれたのだから、いかにモンスターの脅きよう威いが絶望的かと背筋が寒くなった。

　エーテル砲ほうの砲ほう弾だんが幾いく度どとなく、目と鼻の先で瞬またたく。

　クレイはスカルアトラスとの融ゆう合ごうの影えい響きようで肉体のエーテル化が進行していた。

　本来即そく死しもありえるほど人体に有害なエーテルだが、クレイには身体能力の向上やエーテルに対する感覚の鋭えい敏びん化かがみられる。

　エーテル砲ほうが発射されるたび肌はだの上にピリピリするような刺し激げきをクレイは密ひそかに感じていた。

　あまりにも微び量りようだ。ただちに死に直結するものではない。それでも──

「確かに、こんな環かん境きようで長く働けばエーテル汚お染せんで死ぬ可能性もあるかもな」

「クレイ。長居は身体からだに毒です。そろそろ行きましょう」

　そっと耳打ちするアジュールもまた同じ感覚だった。

「ヴェトセラの男は兵へい役えきで徹てつ底てい的てきに訓練されるから、そんな弱気は消えるわ。誰だれもが危険な海を相手に命を張るために嫌いやでも強くなるのよ」

　レーティアは無感情に断ずる。

　幾いく度どとなく発はつ砲ぽうされ、海面から水柱が上がった。

　リキッド・スライムの群れは次々に固められ、仕留められていく。その中でもひと際大きな個体が硬こう化か途と中ちゆうで、身体からだを引き千切って脱だつ出しゆつするのが見えた。

　沖おきへと逃のがれたリキッド・スライムには赤い核かくが残されていた。陸のスライムと同じく移動しながら怒いかりに燃えるように全身が真っ赤な色に変わる。姿は一層目立ち、水中の移動速度もさらに俊しゆん敏びんとなった。

　陸を目指していた他のリキッド・スライムも呼応するように一いつ斉せいに反転。

「一度で済ませられないなんて下手くそ」

　レーティアは舌打ちする。

「脅きよう威いが去ったなら、いいのではないでしょうか？」

　アジュールはレーティアの反応を不思議に思う。

「陸のスライムみたいに凶きよう暴ぼうになって反はん撃げきしてくるとか」

「もっと面めん倒どう。結合して化け物になるわ。ほら、沖おきからも仲間を呼び寄せている」

　クレイはすぐに赤いスライムの行ゆく方えを見つめる。

　湾わん内に殺さつ到とうしたリキッド・スライム達が一か所に集結し、怒いかりを共有し合うように赤く巨きよ大だいな一個体に合体していく。ただのエーテルの塊かたまりとも違ちがう。形状そのものが変わっていた。

「あの気持ち悪い形、神像の足元に彫ほられていたやつか。だが、もうスライムなんて規模じゃないだろう」

　クレイは異様なものに変質していく巨きよ大だいなモンスターに慄おののく。

　海面を突つき破やぶったのは十本の赤い触しよく手しゆ。

　太い触しよく手しゆだけで長さが三十メートルもあり、空くうを摑つかまんばかりに不気味にぐねぐねとうねる。海中では先せん端たん矢じりのように光らせた巨きよ大だいな円えん筒とう状の塊かたまりが海面そのものを赤く見せた。もはやエーテル硬こう化か剤ざいによる紫むらさきのもやさえ視し認にんできない。

「合体したリキッド・スライムは、クラーケンと呼ばれる。ああなるとエーテル硬こう化か剤ざいも通じない」

　赤くなった海面下では多くのスライムの核かくが集まって複数の目のように見える。

「……もしかして、核かくをひとつ潰つぶしただけでは死なないのか」

「当然。全部の核かくを壊こわさない限り、クラーケンは暴れ回るわよ。おまけに触しよく手しゆのせいで攻こう撃げきが崖がけの上まで届くようになったもの」

「そんなモンスターとどうやって人間だけで戦うんだ」

「ベルバと違ちがって、ゴーレムもスカルアトラスもない。だから犠ぎ牲せいを出してでも追おい払はらうだけ」

　至し極ごく当たり前の残ざん酷こくな答えをレーティアは、目の前の惨さん状じようから目を背そむけて言うだけだった。

　核かくの密集する部分を狙ってエーテル砲ほうが放たれるが、クラーケンの表面を削けずり取とるだけで奥にある核かくまで届かない。すぐに再生する上、余計に怒おこらせていた。

　太い触しよく手しゆは容よう赦しやなく振ふるわれる。下の浜はまで控ひかえていた兵士が一いつ掃そうされる。人間の肉体があの直ちよく撃げきに耐たえられるはずもない。海に落ちたまま動かなくなる者、崖がけに叩たたきつけられてミンチと化す者。一いつ瞬しゆんで湾わん内に死が溢あふれた。

「もういいでしょう。ここを離はなれるわよ！」

　レーティアはサングラスをかけ直し、さっさと建物の方へ戻もどっていく。当然ふたりが着いてくるものだと思っているから、決して人が殺され続けていく海は見ない。

「スカルアトラスで戦うぞ」

「もちろんです」

　ふたりは迷わなかった。

　弾だん力りよくのある触しよく手しゆがぐんと伸のびて崖がけ上の砲ほう台だいへ襲おそいかかる。地面にしっかりと固定された重量のある砲ほう台だいが易やす々やすと吹ふっ飛とばされた。

　宙を舞まう砲ほう台だいは、そのままクレイ達の真上に落ちてくる。

「まずい！」

　クレイとアジュールはお互たがいを抱だき支えて前方へ転がるように跳とんだ。間かん一いつ髪ぱつ、下した敷じきにならずに済んだ。だがいつもの調子で受け身をとった際、薄着のせいで背中を擦すりむいた。大した怪け我がではないが、痛みがわずかに次の行動を遅おくらせた。

「え。ちょっと！　ふたりとも死んでないわよね！」

　叫さけぶレーティアは怯おびえるように肩かたを縮こませ、背後を振ふり返かえらない。

　立ちこめる粉ふん塵じんで周囲を正確に把は握あくできない。エーテル砲ほうの発射音だけが絶えず、頭上で何度も光る。

　アジュールは触ふれているクレイがシャツ越しに血で濡ぬれていることに気づく。

「クレイ、どこか怪け我がをしています」

「血が流れているのは人間の証しよう拠こッ！　このまま行くぞ！」

　迫せまりくる触しよく手しゆの脅きよう威いを察知したクレイはアジュールを抱だき寄せながら走り出す。武ぶ装そう海かい岸がんを真まっ直すぐに突つっ切きり、そのまま崖がけから飛び降りた。

　直後、クラーケンの触しよく手しゆがクレイ達のいた場所を薙なぎ払はらう。

　壊こわされた設備が無残に宙を舞まい、声も出せずに死んだ兵士も落ちていく。

「アジュール、力を貸してくれ」

「はい。ふたりで守ります」

　クレイとアジュールは抱だきしめ合いながら落下していく。

　海と大地の狭間はざま、昼夜を逆転させるほどの輝かがやきを放つ光の柱が天へと上る。

　融ゆう合ごうしたふたりは、二本角の青いスカルアトラスとなって浜はま辺べに現れた。

　鋭するどい二本角が天を差す全長十八メートルの巨きよ大だいな人型。陽光が浮うかび上あがらせる濃のう紺こんの全身骨格、それを包むエーテルの青く透とう明めいな肉体の表面を美しい模様が彩いろどる。

　ベルバの青き守護神の堂々たる威い容ようが着地した瞬しゆん間かん、激しく砂が舞まい上あがった。

　頭上から迫せまってきた触しよく手しゆに対して、スカルアトラスは手のひらから放たれた冷れい凍とう放射で即そく座ざに凍とう結けつ。背後の崖がけと挟はさみこむように後ろ回まわし蹴げりで粉々に砕くだいた。凍こおった触しよく手しゆが細かな氷片へんとなってキラキラと舞まい散ちる。

『クレイ。装そう甲こうなしで大だい丈じよう夫ぶですね』

「機動性重視だ。海の中で何が起こるかわからん。エーテルは抑おさえていこう」

　クレイは冷静に戦略を立てる。ふたりとしても海辺での初戦せん闘とうだ。不測の事態に備える。

　怒いかりに震ふるえるクラーケンのせいで赤い海面が沸ふつ騰とうするがごとく波立つ。打ち寄せる強い波が浜はまに転がっていたものを有う象ぞう無む象ぞうの区別なく持ち去ってしまう。

「なるほど、巨きよ大だいなモンスターが近づくだけで大きな波が立つ。それでこんな高く切り立つ崖がけが延々と続く海岸線がつくられたわけか」

『分ぶん析せきは後です。触しよく手しゆ、残り九本！』

　クラーケンは、突とつ如じよとして現れたスカルアトラスに標的を絞しぼった。武ぶ装そう海かい岸がんを荒あらしていた触しよく手しゆが踊おどるように襲おそいかかる。

「斬きり裂さいてやる！」

　スカルアトラスは両手に、エーテルにより創造されたロングナイフを顕けん現げんさせる。陽光を鋭するどく反射させながら刀身が乱らん舞ぶした。

　左右から鞭むちのように叩たたきつけてくる触しよく手しゆを続けざまに二本、斬きり落とす。

　さらに縦に振ふり下ろされた触しよく手しゆに対して、スカルアトラスは崖がけを足場にしながら素す早ばやく上に飛び上がる。空から振ぶりした触しよく手しゆが激しい水みず飛沫しぶきを立てた。そこを逃のがさず上からの一刀で切断。

『残り六本です』

「図ずう体たいはデカいが、強度は陸のスライムと大差なくて助かった！」

　スカルアトラスは海に入らないように足元を意識する。わざわざ相手の領域で戦う必要はない。だが砂すな浜はまは狭せまく、足には常に激しい波がかかる。

『触しよく手しゆが来ます！』

　大きく弧こを描えがくように上から触しよく手しゆが打ち下ろされる。

　スカルアトラスは見み逃のがすことなく迎げい撃げきの構えをとっていた。

　その瞬しゆん間かん、波間に潜ひそんでいた別の触しよく手しゆがスカルアトラスの足首に絡からみつく。

「しまった!?」

　気づいた時には姿勢を崩くずされ、そのまま物もの凄すごい力で一気に海中に引きずりこまれた。全身が海に沈しずむ。あっという間に背中から砂の感かん触しよくが消え、浮ふ遊ゆう感に包まれる。

『クレイ、呼吸が!?』

「スカルアトラスなら関係ない！」

　溺おぼれる心配はないが、水中の不自由さはスカルアトラスといえども変わらない。

　足首を捕とらえる触しよく手しゆを斬きり落とそうと必死でもがく。だが引き寄せられる強さと水の抵てい抗こうで想像以上に動きづらい。

　上下左右の感覚を見失い、死角から迫せまる触しよく手しゆに対応できなかった。

　スカルアトラスの全身に触しよく手しゆがからみつき、完全に身動きがとれなくなってしまう。

　クラーケンの複数の核かくが勝利を確信するように不気味に光る。

　物もの凄すごい力で締しめ上あげられ、全身が軋きしみを上げた。ロングナイフを握にぎり続けることができず、手から落ちてしまう。

『クレイ、このままではッ』

　アジュールが苦しげな声を漏もらす。

　スカルアトラスの骨格がかつてないほどの危機にある。感覚を共有するクレイにもわかった。このままでは骨が砕くだけてしまう。

「たかがスライム風ふ情ぜいにッ──アジュールを傷つけられてたまるか！」

　クレイの強い想おもいに呼応してスカルアトラスが内側から輝かがやき出す。骸がい骨こつが見えなくなるほど全身が白い光で溢あふれていく。海中に含ふくまれるエーテルを変へん換かんして自らのエネルギーとして吸収する。
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　海中で花が咲さいた。

　白い氷の結けつ晶しようがいくつも咲さき乱みだれ、絶え間なく動くはずの海中が徐じよ々じよに停止していく。スカルアトラスの全身から鋭するどい氷柱が伸のびたかと思うと、そのまま海自体が氷結する。

　スカルアトラスはその全身から冷れい凍とう放射を放っていた。

　海中で広がる白い花弁は鋭するどい刃はのごとく触ふれるものを容よう赦しやなく巻きこむ。

　直接触ふれていたクラーケンの触しよく手しゆはシャーベット状になり、スカルアトラスが手足を動かすだけで崩くずれた。

　自由になったスカルアトラスに対して、瞬く間に凍とう結けつしていく海中からクラーケンは必死に逃のがれようとする。だがどれだけ肉体を切きり離はなそうとしても海が丸ごと凍こおりつこうとしているのだ。逃にげる場所などない。

　沖おきを目指すクラーケンの分厚い肉体は千切れた先から凍こおっていく。凍とう結けつ速度の方が圧あつ倒とう的てきに速く、さながら巨きよ大だいな氷の怪かい物ぶつに咀そ嚼しやくされているようだった。波が次々に止まり、湾わん内すべてが氷と化す。

　凍とう結けつの牙きばが核かくに達する。

　赤い核かくがひとつ、凍こおった。逃にげる拍ひよう子しに砕くだける。クラーケンはまだ動く。だが無む駄だである。すべての核かくを犠ぎ牲せいにしても沖おきへ逃にげ延のびることは不可能。

　もはやスカルアトラスはクラーケンの死を見届けるまでもなかった。

　背中の突とつ起きからエーテルを噴ふん射しや、それを推進力に凍こおった海中をゆっくり浮ふ上じようしていく。

　スカルアトラスの大きな両りよう腕うでで氷の塊かたまりを砕くだき、かき分けた。

　ヴェトセラの海は紫むらさきでも赤でもなく、冷たい白で染まっていった。




　　　　〇




　水面の直前でスカルアトラスは融ゆう合ごうを解く。

　途と端たん、突つき刺さすような冷たさがクレイの全身を襲おそう。ほとんど氷と氷の間をよじ登る勢いだ。素す手でと素す足あしで氷の表面に触ふれる苦行に耐たえながら、クレイは浜はままで這はい上あがった。

「クレイ、やりすぎです」

「おおおッ、お、泳げない、僕らッ、でも、凍こおった海ならッ、登れるだろうッ！　ほ、ほらッ、円柱だって登ったッ、わけだし！」

　歯の根が合わないほど冷え切ったクレイは全身を震ふるわせていた。

　一方のアジュールは特に凍こおった海の影えい響きようもなく、静かな表情でクレイを気き遣づかう。

「顔色が悪いですよ、クレイ。あ、一応海を泳げて良かったですね」

「寒いッ！」

　浜はまに転がり、ひたすら日光を浴びながら体温を上げることに努めた。

　しばらくすると生存者救出にやってきた兵士達の保護を受けて、クレイとアジュールはホテルまで丁てい重ちように送り届けられる。背中の怪け我がを心配されたが、スカルアトラスと融ゆう合ごうした影えい響きようで綺き麗れいに治っていた。

　がらんとしたホテルのロビーで声を潜ひそめながら、ふたりは先ほどの戦せん闘とうを振ふり返かえる。

「無茶をしましたね。クレイ」

「咄とつ嗟さの思いつきだよ。アジュールこそ触しよく手しゆが結構きつかったけど、骨に異常はないか？」

「問題ありません。クレイの機転に助けられました。それに……」

　アジュールの言葉はふいに途と切ぎれた。

「それに、どうした？」

「戦いの最中、嬉うれしい言葉がありました」

　海中でクレイが叫さけんだ「傷つけられてたまるか」の言葉をまた思い返し、アジュールの顔に柔やわらかい自然な笑えみが浮うかぶ。

　その笑え顔がおにクレイはドキリとさせられる。

「ドラゴンとの戦いが役立ったな。水を凍こおらせる作戦や周囲のエーテルを吸収して大おお技わざを繰くり出だす感覚が僕の意志だけでもできた」

　そんな褒ほめられ方をすれば妙みように意識して気恥ずかしくなってしまう。

「──待っていたわ、クレイ・ネイザル！　さぁ行くわよ！」

　部屋に直行しようとしたふたりを呼び止めたのは、レーティア・レヴェントンだった。

　見るからに高級な仕立てのシンプルだが凝った服に着き替かえた彼女が足早に近づいてくる。

「嫌いやだよ。まだ水着だから部屋に戻もどりたい」

「その必要はありませーん。もう部屋は引ひき払はらったから、このまま向かうわよ！」

「はぁ？　どこへ？」

「王都トライデント」

　一方的に突とつ飛ぴな命令を突つきつけてくるレーティアは実に上じよう機き嫌げんだった。

「勝手なことばかり言わないでください。クレイは疲つかれているんです」

　アジュールが口を挟はさむ。

「ここからは大人の話。お子様は黙だまっていて」

　レーティアは笑え顔がおの仮面を被かぶりながら、有う無むを言わさぬ迫はく力りよくで遮さえぎった。男を手玉にとるのが巧うまいだけではない。他人への命令に慣れた者である。

　クレイはアジュールの肩かたに手を置き「大だい丈じよう夫ぶ。話を聞く価値はあるよ」と落ち着かせた。

「どうして、王都にご招待いただけるのかな？」

「ベルバのスカルアトラスがヴェトセラにも出現したのよ！　これは一大事じゃない！　しかも都合よく専門家まで居合わせた。こんな偶ぐう然ぜんってあるかしら！」

「おかげで巻きこまれて凍とう死し寸前だ。風ふ呂ろに浸つかって温まりたいんだけど」

　クレイは大おお仰ぎように身を縮こませて、自分の窮きゆう状じようを訴うつたえる。

　あくまでも自分達は関かん与よしていない、という態度を貫つらぬく。スカルアトラスの正体がバレても無用なトラブルに巻きこまれるだけだ。まして土と地ち勘かんさえない異国の地である。お互たがいの存在以外に頼たよれる相手はいない。何かあった時にスカルアトラスという力ちから業わざで切きり抜ぬける事態は避さけたいところだ。

「ていうか、あなた達はなんで生きているの？」

　こちらの言葉を無視して、レーティアは詰つめ寄よる。

「それこそ偶ぐう然ぜんの賜たま物ものだよ。無事に帰ってこい、とベルバ女王から厳命されているんだ。触しよく手しゆが来たから咄とつ嗟さに海へ飛びこんで、なんとか戻もどってこられた」

「じゃあ奇き跡せきの生せい還かんついでに、ファイゼルに今回のことを含ふくめて説明してあげて。予定より早く来たんだから、一刻も早くファイゼルに会わなきゃ！　時間は無む駄だにできないわよ！」

　上じよう機き嫌げんなレーティアはクレイの腕うでを強ごう引いんに取り、ホテルの外へ連れ出そうとする。

「……僕がヴェトセラに来る日を知っているのか」

　クレイの来訪はハクアを介かいして、上の者同士の限られた者にしか伝えられていない。

　クレイは素す早ばやく四方に視線を配る。

　客がいないと思っていたのは誤解だった。景色に溶とけこむように巧妙に気配を殺し、物もの陰かげから訓練を積んだ精せい鋭えいの兵士が油断なくこちらを監かん視ししている。

「ハクア女王の結けつ婚こん話、破談にしたいんでしょう。面おも白しろそうだから特別に手伝ってあげる」

「……いいのか、持ちかけてきたのはヴェトセラ側だぞ」

「私にはどうでもいいもの。それに、狂楽王の子供達はみんな強きよう烈れつだから伴はん侶りよにはオススメしないわよ。上に立つファイゼルが優ゆう秀しゆうすぎるから、誰だれも逆らわないけど。もしもファイゼル以外が王様になれば国中が血の海になるわね。さぁ、どうする？」

　レーティアはこの上なく楽しそうにクレイを上うわ目め遣づかいに見つめてきた。

　クレイの逡しゆん巡じゆんをすべて見み抜ぬいている。強ごう引いんに連れていくことは彼女にとって造作もない。その上でこちらの自主的な了りよう承しようを求めている。

　男なら抗あらがえない魔ま性しようの女からのお誘さそいである。特にクレイ・ネイザルには効果抜ばつ群ぐんだった。

　激しく波立つ感情は一度受け入れると決めてしまえば、後は流されるだけだ。

「──わかった、付き合うよ。レーティア第一王おう妃ひ殿でん下か」

　レーティア・レヴェントンの正体を認めたクレイは、すべての予定を繰くり上あげるだけの価値はあると判断した。
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　水着のままで王室専用の竜御車に乗せられ、ホテルからタートルメイズ駅まで送られた。そこから王室御ご用よう列車による特別運行で約二千キロの距きよ離りを三日かけて、王都トライデントまで一気に向かうことになる。

　駅の車寄せから専用通路で通された王室専用のホーム。

　出で迎むかえたのは、さながら鋼鉄の大だい蛇じや。

　エーテル機関車だ。

　幅はば広ひろい線路の上に横たわり、いくつもの客車が連なる。それらを引く流線形の先頭車両は、動力となるエーテル機関を搭とう載さいしていた。ピカピカに磨みがかれた美しい車両は、昨日見かけた貨物車両とは雲うん泥でいの差さである。

「それじゃあトライデントでまた会いましょう。車内では好きに過ごしなさい」

　乗車した途と端たん、廊ろう下かであっさり別れを告げられ、レーティアは自室へ消える。

　こちらが戸と惑まどっているうちにエーテル機関車は動き出す。

　ふたりにあてがわれたのは一車両丸ごとである。移動する道中でもくつろぐことのできる家具一式、ベッドがふたつ、洗面所まで完備されている。テーブルの上には冷やされた飲み物や軽食が用意されていた。ホテルの部屋にあったクレイ達の荷物は残さず運びこまれていた。

　着き替かえた後、クレイは遅おそめの昼食をとりながら今後を話し合う。

「レーティア・レヴェントンがヴェトセラの第一王おう妃ひだというのは認にん識しきしました。ですが……彼女には、何やら油断できないものを感じます」

　アジュールがそんな歯切れの悪い言い方をするのは珍めずらしい。

　スカルアトラスである彼女はあらゆる経験がまだ浅く、情じよう緒ちよが発達過程にある。内に渦うず巻まく複雑な感情をうまく言語化できず苦しそうだった。

「ま、いきなり第一王おう妃ひだって信じろって方に無理があるわな。僕だってそうだった。とはいえ彼女の一声でこうして王室御ご用よう車に乗せられているのが、身元を示す証しよう拠こだ」

　クレイはアジュールに同意しつつも、事実は事実として受け入れることと勧すすめる。

「……わたしは、あの女性の色いろ香かに惑まどわされたのかと思いましたよ」

「ははは。アジュールもそういうことを言えるようになったんだな」

「だってクレイ。あなたは少しだけ浮うかれています」

「────」

　虚きよを衡つかれたとはこのことだった。人間に対する洞どう察さつ力に裏打ちされたその発言がアジュールの成長を着実に証明し、クレイは嬉うれしくなってしまう。

「クレイにはどこか危険を愉たのしむ節があります。あなたの命はわたしが守ると、ハクアと女の約束をしました。まして今のあなたはベルバという国を背負っているんです。その意味を忘れていませんよね？」

　アジュールはいつだってクレイ・ネイザルを案じてくれる。そしてハクアと女の約束を守ると誓ちかった。以前よりも遥はるかに広い視野で物事を捉とらえ、懸けん命めいな助言を与えようとしてくれる。

「安心しろ。死ぬつもりはないし、ベルバとハクアのためにも任された仕事は全うするよ。何より君の姉し妹まいは必ず見つける。四大禁きん忌きから全員自由にしてみるさ」

　旧人類が滅めつ亡ぼう前に創り出した地上奪だつ還かん兵器スカルアトラス。

　終末の過ぎ去った現在、世界各地に使命を帯びて派兵された姉し妹まいは、今どこで何をしているのか。四大禁きん忌きに苦しんでいるのなら、その呪じゆ縛ばくから解放する手伝いをする。

　アジュールの姉し妹まい探しは、考古学者クレイ・ネイザルにとって大事な使命だ。

「わたしの中心は、本当に化石バカなのですね」

　アジュールの言葉に、クレイは大笑いする。

　笑いながら、ふと魔まが差したように残ざん酷こくな疑問が青年の胸を貫つらぬく。

「……僕についていけなくなれば、いつでも言ってくれ。選ぶのは君の自由だよ。君の生き方を強制する権利はないさ。スカルアトラスに四大禁きん忌きを科した旧人類と同じにはなりたくない」

　普ふ段だん誤ご魔ま化かしていた弱気が、ふいにそんな言葉をこぼさせた。

　自分の生き方は変えられない。クレイにはそんな確信があった。

　スカルアトラス。化石。死。それらクレイの美意識に触ふれるものは本質的な深い部分で結びつき、今の自分を形成している。

　しかしアジュールは世界を知れば知るほど、もっと変化していく余白をたくさん持っていた。

　いくら自分がどれだけ大切にしても、ふとした瞬しゆん間かん、唐とう突とつに失われる。

　クレイ・ネイザルは失うことに慣れていた──つもりだった。

　半年前ドラゴン襲しゆう来らい時、ずっと側にいたシークという古い女友達が遠くへ去った。

　祖父の死後に出会ってから長い時間を一いつ緒しよに過ごしてきた特別な存在だ。なのに最後に打ち明けられるまで、彼女の正体がスカルアトラスと気づけなかった。

　あらゆる後こう悔かいがクレイの中で今も渦うず巻まく。

　ドラゴンによる被ひ害がいから復興するために慌あわただしく日々が流れ、最初は悲しみに耽ふける余よ裕ゆうもなかった。アジュールとの共同生活に、すぐにハクアも加わり自宅に帰っても賑にぎやか時間が続く。疲つかれ切きった身体からだはすぐに眠ねむりに落ち、次の朝を迎むかえた。戴たい冠かん式を終えて、息つく間もなくヴェトセラ行きが決定し、そして今日ここに至る。

　シークが消えて、まだ半年しか経たっていない。

　大切なものを失う時、記き憶おくは光を放つ。

　その光の眩げん惑わくから醒さめると、否いや応おうなく喪そう失しつ感を自覚させられる。避さけられない心の虚きよ無む。慣れていたはずの悲しみに苛さいなまれ、彼女の不在感が空くう洞どうのように日増しに大きくなる。

　だから、ふいに恐こわくなるのだ。また特別な存在を失った時、この痛みを味わうのか。

　口走ってから、ばつの悪くなったクレイは正面に座すわるアジュールから逃にげるように、車窓を流れていく異国の景色へ目線を逸そらす。

　アジュールの冷たい手がクレイの手をとる。

「円柱の頂上でクレイは言いました。『僕の専門は君だ。君と一いつ緒しよにいることが僕には何よりも大事だ』って。わたしの中心は忘れたのですか？」

　この世のものとは思えない人にん間げん離ばなれした容姿。銀ぎん髪ぱつに赤い瞳ひとみの美しい少女。

　アジュールは迷いなく、自らの意志でクレイ・ネイザルという男を選んでくれたのだ。

　その想おもいは揺ゆるぎなく、だからこそ彼女は少しだけ真しん剣けんに怒おこっていた。

　喪そう失しつ感がクレイの一部になるには長い時間を積み重ねる必要があるだろう。

　だがクレイの弱気は、アジュールのおかげで簡単にどこかへ吹ふき飛とんでいった。

「一言一句間ま違ちがわずに覚えているなよ。冷静になると、ちょっと恥はずかしいだろう」

　クレイは照れながら、その手を強く握にぎり返す。







　列車は途と中ちゆうの補給を除いて、いくつもの都市の駅をほぼ止まることなく過ぎていく。

　進行方向右側の海には複雑な海岸線に沿う形で武ぶ装そう海かい岸がんが延々と続いた。

　食堂車両で食事をした際には反対側の内陸も見えた。工場や発はつ掘くつの跡あと地ち、墓地、緑が眩まぶしい広い牧場もあった。そこで草をはむモンスター達は荒こう野やに暮らす野生のものより極きよく端たんに体格が小さく、しかも世話をする人間が近づいても暴れない。モンスターの家か畜ちく化に成功していたのだ。車窓から見えただけでもレイジング・ブル、ランブル・ポーク、ローリング・シープを確かく認にんした。

　車内を探たん索さくすれば、食堂車両以外にも娯ご楽らく車両に、ちょっとした図書室を備えた車両など乗車中の時間を有意義に過ごすための施し設せつがいくつもある。

　クレイ達は図書室から一冊の本を借りた。

　タイトルは『港こう城じよう要よう塞さい国家ヴェトセラの成立』。

　最初はアジュールが読むつもりで借りたのだが、難解な専門用語と基き礎そ知識の不足からあえなく断念。

「文字が読めても、内容が理解できないとは誤算です」と悔くやしそうにクレイへ本を渡わたした。

　この本によると人類が〈船〉からヴェトセラの海に現れた時点で、荒こう野やを隔へだてるエーテルのカーテンは稼か働どう状態にあった。やはり歴史の空白期間にも壊こわれることなく、エーテルのカーテンは輝かがやき続けていたことになる。

　エーテルは不ふ滅めつ。まさにその証明だ。

　荒こう野やのモンスター侵しん入にゆうの心配がほぼない状じよう況きよう下で、国土の拡大に合わせて継けい続ぞく的な旧人類の遺産の発はつ掘くつ作業は行われていた。当初はそこまで大々的なものではなかったそうだ。

　本格化するのが今から約五百年前、武ぶ装そう海かい岸がんの建設が開始されてからだ。

　以降は国家総動員で発はつ掘くつと建設が同時並へい行こうで進む。

　モンスターはいつ出現するかもわからず武ぶ装そう海かい岸がんの建設は一刻も早く完かん遂すいせねばならない。かなり無茶な作業が長期間に及および、国民に負担を強しいた。

「やっぱり棄き民みんの発生は武ぶ装そう海かい岸がんの建設開始と被かぶるな」

　クレイは化石には異常に詳くわしくとも、人間の歴史には一いつ般ぱん人じんに毛が生えた程度だ。こうして学ぶと、複数の要素が密接に関連していることに気づく。

　スカルアトラスの不在。五百年前。武ぶ装そう海かい岸がん。棄き民みん。

「ヴェトセラのスカルアトラスがいなくなったことと関係がありそうですね」

「第一王おう妃ひに直接訊きいてみるか」

　クレイはレーティアの部屋を訪ねてみることにした。

　部屋の前には屈くつ強きような兵士が昼夜を問わず立っており、雑談のひとつも難しかった。何度頼たのんでも「王おう妃ひ殿でん下かとはお会いになれません」の一点張り。到とう着ちやくまで一度も会えなかった。

　列車は軽快に進んだが二日目の深夜に一度だけ、予定外の停車があった。

　街の港から聞こえてくる警報の音で、ベッドで眠ねむっていたクレイは目を覚ます。カーテンを引き、外の様子を窺うかがう。海側ではモンスターとの戦せん闘とうがはじまっていた。砲ほう弾だんの発射音は駅まで響ひびき、落ち着かない。駅にいる兵士達はキビキビとした無む駄だのない動作で、訓練通りに与あたえられた役割を忠実に果たす。統とう率そつがとれており、迷いがない。兵士の個性や才能に拠よらず一律に高度な成果を発揮した。

　二十四時間体制で海を監かん視し、モンスターが出現すれば死ぬまで攻こう撃げきを止めない。

　国民はモンスターの巣そう窟くつが喉のど元もとに突つきつけられた自国の環かん境きようで、この緊きん張ちよう感を当たり前のものとして過ごして生きているのだ。

　徴ちよう兵へい制のあるヴェトセラではモンスターとの戦せん闘とうが日常の一部として今もある。

　軍事力の質がベルバとは根本的に違ちがう。

　薄うすら寒さむい感じを堪こらえながらクレイは砲ほう撃げきと軍ぐん靴かの音が止やむのをじっと待っていた。

　ベルバが占せん有ゆうしている化石兵器ゴーレムはモンスターと渡わたり合あうには優すぐれている。

　だが人間相手にはどうだろう。訓練された兵士の大軍による周しゆう到とうな作戦の実行。それはモンスターの襲しゆう撃げきより別の意味で質たちが悪い。

　クレイの想像は悪い方向に転がる。

　アジュールの手前、いつも通り振ふる舞まっているがやはりクレイも緊きん張ちようしているのだ。

　次々に目に飛びこんでくる未知の技術、異国の情景。すべてが新しい刺し激げきであると同時にベルバを脅おびやかす懸け念ねん事じ項こうとなって脳内に蓄ちく積せきされていく。過大評価しないように努めているが、もしもヴェトセラに矛ほこ先さきを向けられたとしたら──

　現在の世界情勢では国同士の目立った争いこそないが、ヴェトセラは各国にあらゆる形で手を伸のばしていた。

　キャラバンの行き来のあるベルバには新しいエレベーターなど外交的な貸しを。

　ラ・ルーの川向こうで発展させてきた貿易基地エンゾは、いわば他国内で小さなヴェトセラを発展させたようなものだ。

　ゆくゆくは大河川レルネイを北上して、雪深い霊れい峰ほうにあるソルビオンと正式に国交を開くのを狙ねらっているに違ちがいない。

　西の大草原で乱立した小国の小こ競ぜり合あいが絶えない火山戦国連合アルカンザードに対しても、すでにいくつかの勢力に裏から援えん助じよをしているという噂うわさもあった。

　そして、まだ地図にも描えがかれない世界の外側である未み踏とう外領域へ進出していくだろう。

　バラバラだった世界がヴェトセラというひとつの大波に飲まれていく可能性。

　──そんな未来では、スカルアトラスの存在はどうなっているのだろうか。

　一時間と待たずに列車は再び動き出した。

　ヴェトセラの王都トライデントに到とう着ちやくしたのは、予定通り三日後のことだった。
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　王都トライデントの駅舎はそれ自体が巨きよ大だいな神しん殿でんのような重じゆう厚こうさを持つ建物だった。

　案内がなければ確実に迷うような広さ。建物から吐はき出だされる人の量は、ベルバのバザールに慣れたクレイでも面食らうほどだった。

「ほら、さっさと行くわよ！」

　顔を隠かくすつばの広い帽ぼう子しにサングラスをかけたレーティアが叱しつ責せきした。

　旅慣れた彼女とクレイ、アジュールを取り囲むように数名の兵士達が護衛を務める。彼らの頼たのもしい壁かべに守られながら、出で迎むかえの八頭立ての竜御車に乗りこむ。この地域の走そう脚きやく竜りゆうは鱗うろこの色がより青みがかっていた。ゆるく長い坂道を走そう脚きやく竜りゆう達は力強く登っていく。

　三さん叉さの形をした港を持つヴェトセラ最大都市・トライデント。

　海を臨のぞむなだからな丘きゆう陵りよう地ち帯たいに築かれた人類最大の都市、そのもっとも高い丘おかの上に目指すトライデント城がある。

　個性的で色鮮あざやかな建物がひしめき合う大都市はどこを見ても明るく活気に満ちていた。

　数え切れない商店が並び、路地にいたるまで人で溢あふれる。小こ綺ぎ麗れいな身なりで出歩き、装そう飾しよくの凝こった靴くつが流行らしい。女性は実用性とは無む縁えんのハイヒールを履はき、脚あしを美しく見せる。足元が舗ほ装そうされているおかげで土ぼこりとも無む縁えんだ。街角で売っている氷こおり菓が子しを片手に気ままに買い物を楽しんでいた。誰だれもが晴れやかな顔つきだ。

　広がるように歩く人々が道の端はしに寄れば、トラムと呼ばれる路面列車が現れる。

　王都に賽さいの目め状に張はり巡めぐらされたトラムを乗のり継つげば、街のどこへでも簡単に移動できる。坂を上る竜御車がゆっくりと運行されるトラムと並へい走そうした際、自分と同じ年とし頃ごろの若いカップルが早足で飛び乗る光景が目に入った。

　そこら中に派手な広告看板が設置され、人々の欲望を一層かき立てる。

　色とりどりで猥わい雑ざつとも言える街並みは豊かさの証あかしでもあった。

　つい十年前まで狂楽王の治世で苦しんでいたというのがクレイには信じられない。

　窓に張りついて熱心に観察するクレイは、トライデントの様子を興味深く眺ながめる。そんな子どものような姿に、対面に座すわるレーティアは面おも白しろそうに笑う。

「珍めずらしいものでも見つかった？」

「綺き麗れいな色の都市だ。だから余計に武ぶ装そう海かい岸がんの物々しさが際きわ立だつな」

　クレイはトライデントの第一印象を述べる。

　トライデントの武ぶ装そう海かい岸がんは特に厳重で大規模だった。空と海を荒あらく縫ぬいつけるような高々と掲かかげられたエーテル砲ほう。タートルメイズで見たものより大きく、より長ちよう距きよ離りで高出力の攻こう撃げきが可能となる。他にも見たことのない多種多様な設備が港をぎっしりと埋うめ尽つくす。どのようなモンスターが出現しても確実に防衛するという強固な意志がそのまま体現されていた。

　巨きよ大だいな崖がけに築かれた王都トライデント、その東側には妙みように一直線の幅はば広ひろい谷がある。

　深い谷底を流れるのが大河川レルネイだ。

　谷の両岸にも武ぶ装そう海かい岸がんと同等の軍事設備が敷しかれ、川からのモンスター上陸を阻そ止しする。

　さらに川を下って遠路運ばれてきた積み荷を引き上げる武骨なクレーンが何本も並ぶ。さすがエレベーターを売る国だけあってベルバの物より動力機関がさらに巨きよ大だいだ。

「川にだってモンスターはいるだろう？　どうやって安全に川を行き来するんだ？」

「簡単よ。川のモンスター相手にも戦える武装船を造ったの。ファイゼルが命じてね。だから川上のラ・ルーとの取引量が格段に増したわけ」

　クレイの質問にレーティアはなんてこともないとばかりに答えた。

　大河川といえども海ほど水深はなく、水中のエーテル濃のう度どは高くないから神話級モンスターに匹ひつ敵てきする脅きよう威いは存在しない。ファイゼルはそこに賭かけて、勝った。

　貿易基地エンゾが短期間で急発展した理由も納なつ得とくだ。

　これでヴェトセラは水路を確保したに等しい。

　トライデントの足元を滔とう々とうと流れる川を遡さかのぼれば、樹じゆ上じよう結けつ床しよう国家ラ・ルー、さらに雪深い北の大山脈にあるソルビオンへと行きつく。すでに密使を遣つかっている可能性も高い。

　真まっ直すぐな大河川レルネイには大きな橋がいくつも架かかり、対岸はヴェトセラの食糧事情を支える大穀倉地帯が広がっていた。

　クレイがヴェトセラの実態を知って心しん胆たんを寒からしめる一方、レーティアはよく喋しやべった。

「いい服着ているわね。あなたの雰ふん囲い気きによく似合っているわ」

　レーティアが興味を示したのはアジュールの服装だった。

「ありがとうございます」

「自分で選んだの？」

「これは、姉さんが選んだものです。わたしも気に入っています」

「なんだ、自分で選んだわけじゃないのね。せっかくの恵めぐまれた外見、存分に活用しなさいよ。もったいない！」

「……それはどのような意味があるのですか？」

「愉ゆ快かいでしょう。私に夢中になった男達は、私の意のままになるのよ。何を言っても、首を横になんて振ふらせない。できて当然。できないならできるまで攻せめる。すべては私を満たすために存在するの」

　独特の価値観をてらいなく開帳するレーティア。

　どうやら男を操あやつり人形か何かと捉とらえているようだ。無論、彼女自身の美び貌ぼうに勝てる人間など早々お目にかかれるものわけもないのだから、その傲ごう慢まんは特別な者にだけ許された特権のようなものだ。

「よくわかりません」

「退たい屈くつな女ね。ねぇ、こんな子といて楽しいの？」

　レーティアに問われて、クレイはいつも通りの答えを返すだけだった。

「アジュールと一いつ緒しよにいることほど楽しいことはないよ」

　レーティアはサングラスを外し、不満げにクレイとアジュールの双そう方ほうを交こう互ごに見た。

「私といる方が楽しいってわからせたげるわ」

　レーティアは妖あやしく口元を吊つり上あげた。




　　　　〇




　トライデントの王城は、広大な芝しばの庭園を抜ぬけた先に待ち構えていた。

　非常時には海側から逃にげてくる市民の避ひ難なん場所としての用よう途ともある。

　灰褐かつ色しよくの岩で積み上がった堅けん牢ろうな王城はベルバの王宮とは機能が異なるのが一目で見て取れた。これは高台に構えられた巨きよ大だいな要よう塞さいだ。常に海の状じよう況きようを一望できる指令所として機能する。歴史ある王城は近すぎる未み踏とう外領域である大海うな原ばらへの警けい戒かい心から生まれた、

　いわば現存する人類の最後の砦とりででもあった。

　竜御車を降りて、先せん陣じんを切るレーティアは後続をお構いなしに城内を足早に進む。クレイとアジュールも遅おくれないように、その背中を追いかける。

　大きな議会場の前では、入口を守る堅かた物ぶつそうな兵士がレーティアの乱入を押おしとどめていた。

「ですから、ただいま重要な審しん議ぎの真っ最中であります。今しばらくお待ちください」

「ねえわたしを誰だれだと思っているの？」

「無論、第一王妃ひ殿でん下かにあらせられます」

　顔じゅうに脂あぶら汗あせを浮うかべながら、なんとか職務を全うしようと試みる兵士。

「だったらファイゼルを呼んできなさい！　ベルバの要人を連れてきたのよ！　あなた、一いち族ぞく郎ろう党とうを一人残らず殺されたいの！」

　有う無むを言いわせぬ物ぶつ騒そうな命令が廊ろう下かに響ひびき渡わたる。

　顔を真っ青にした兵士は即そく座ざに議会場に入っていく。

　しばらくすると、今度は派手な音を立てて扉とびらが開け放たれた。

「よく来てくれたクレイ・ネイザル！　会えて光栄だよ！」

　議会場から飛び出してきた長身の男は興奮気味に、迷うことなくクレイを抱だきしめた。

　いきなりのことにクレイは驚おどろいて、硬こう直ちよくしてしまう。

「熱ねつ烈れつねぇ。そんなに待まち焦こがれていたの？」

　レーティアは珍めずらしいものを見た気持ちで、笑いを押おし殺ころす。

　突とつ然ぜんのことに隣となりにいるアジュールはどうすればいいものかと右往左往していた。

「もちろんだとも。我わが国くににとっても、私個人にとっても特別な賓ひん客きやくだよ。レーティア、失礼なく連れてきただろうね」

「あなたの抱ほう擁ようが長すぎる方が失礼じゃないかしら。彼、声も出せてないわよ」

　レーティアに言われて、男はクレイを腕うでの中から解放した。

「失礼ですが、あなたがまさか？」

　今しがた自分を抱だきしめていた背の高い白はく皙せき美び貌ぼうの男が控ひかえめに名を名乗る。

「ファイゼル・レヴェントン。それで説明は十分かな？」

「…………あなたが、ファイゼル王」

　そこに立つのは世界の命運を掌しよう握あくする王だった。

　輝くような長い金きん髪ぱつは眩まぶしく、彫ほりの深い顔立ちには宝石をはめこんだような青い瞳ひとみが輝かがやく。生来の甘あまいマスクは一目見た女性達を虜とりこにし、男達に忠誠を誓ちかわせる魔ま性しようを漂ただよわせている。よく通る低めで艶つやのある声は一度聞けば意識せずにはいられない。仕立ての良いい贅ぜいを尽つくした裾すその長い白い衣ころもに身を包み、高貴で優ゆう雅がな雰ふん囲い気きを全身から発した。

　今目の前にいる黄金の男が、あの狂楽王を殺したファイゼル・レヴェントン。

「君のために盛せい大だいな晩ばん餐さん会も催もよおす準備を進めていたんだ。早く会いたいとは思っていたが、まさかこんなすぐに到とう着ちやくするとは。あぁ、今日はなんて素す晴ばらしい日だろう！」

　ファイゼルはクレイの来訪を心底喜んでいる様子、しかも気さくな態度で会話を続ける。

「お目にかかれて光栄です。クレイ・ネイザルと申します。ベルバの特務調査官を拝命し、此こ度たびは女王ハクア・ミュティスに代わりまして参った次し第だいです」

　緊きん張ちよう気味にクレイはなんとか自己紹しよう介かいを行う。

「堅かた苦くるしいのは抜ぬきにしよう。……大きくなったね、クレイ君」

　なお一層、親しみのある言い方をされて、クレイはいよいよ混乱した。目から火花が飛び散るほど脳内の記き憶おくを大急ぎで総ざらいしてみるが、思い当たる出来事はついぞ見つからない。非常に申し訳ない表情でクレイは恐おそる恐おそる訊たずねる。

「……お会いしたことが、ありましたでしょうか？」

「覚えていないのも無理はないだろう。十年ほど前、私はベルバに行ったことがあってね。その折、スカルアトラスが氷漬づけになっていた採さい掘くつ場を見学させてもらった。案内してくれたのは君のご祖父であるソイル・ネイザル殿だ。あの場には君もいた。聡そう明めいな少年だと思ったが、まさか女王の特使となって再会するとは。立派になったものだ」

　ファイゼル王は親しん戚せきの子どもの成長を喜ぶようにクレイの腕うでにそっと手を添そえた。

　再度思い返してみるが、やはり覚えていない。

「すみません。やはり、記き憶おくにないです」とクレイは正直になるしかなかった。

「あの時の君は途と中ちゆうで飽あきてゴーレムに乗りにいってしまったからね。子どもとは思えない操縦の腕うで前まえには驚おどろかされたものだよ」

「クレイは昔から変わりませんね」とアジュール。

「うるせいやい」

　クレイは思わず素に返る。

「クレイ君。そちらの女性は？」

　ファイゼルはクレイの横に控ひかえるアジュールに視線を移す。

「彼女の名前はアジュール。僕の補ほ佐さ役やくです」

「お初にお目にかかります、陛下。アジュールと申します」

　スカートの両裾すそを軽くつまみ、アジュールは軽く会え釈しやくをする。ハクア仕じ込こみの優ゆう雅がな挨あい拶さつに、ファイゼル王は如じよ才さいない笑え顔がおを浮うかべる。

「ヴェトセラまでの長旅は女性には堪こたえたでしょう。さぞやご苦労されたのでは？」

「クレイに振ふり回まわされるのは毎度のことなので、もう慣れました」

　アジュールは涼すずしい表情で答える。その容姿と相まって無む駄だのない応答は、無む駄だ口ぐちの多いご婦人方よりファイゼルにとって好ましいものに映ったようだ。

「素す晴ばらしい。旧人類の愚ぐ行こうで残ざん酷こくになった世界を生き残るには、何はともあれ強さは不可欠ですからね。どうぞヴェトセラではゆっくりお過ごしください」

「恐おそれ入いります」

　クレイは横目でアジュールの自然な対応を見ながら舌を巻く。氷漬づけから目覚めた半年前に比べて、すっかり人間社会に適応したものだ。王様相手にも問題ない。

「陛下。中座された審しん議ぎがございます」と控ひかえていた側近の者が静かに割りこむ。

「立ち話になってすまない。この続きは夕食をとりながらしよう。目覚めた氷結の眠ねむり姫ひめ──スカルアトラスの話も詳くわしく聞かせてほしい。三日前、タートルメイズにもスカルアトラスが現れたという連れん絡らくがあった。特とく徴ちようからベルバのものと同一個体と思われる。さてはクレイ君が連れてきたのかな？」

　最後にファイゼルは囁ささやくように問いかける。

「ファイゼル王はスカルアトラスにご興味があるとハクア女王からも伺うかがっております。お時間が許す限り、いくらでもお話させていただきますよ」

　クレイは作り笑え顔がおを浮うかべて、審しん議ぎに戻もどることを促うながす。

「夕食が楽しみだよ。すぐ君達の部屋を用意させよう。それまで休んでいてくれたまえ」

　ファイゼルの目線の動きだけで指示は伝わり、控ひかえていた臣下達は迷いなく行動する。

「レーティアも今宵こよいくらいは同席してくれるだろう？」

　ファイゼルは自らの第一王おう妃ひに訊たずねる。

「そうね。久しぶりに付き合ってあげる。その代わり部外者は抜ぬきよ。特に第二王おう妃ひのエリュシオン。私に構わず、レイゼル王子の教育に専念させなさい」

「彼女は、私よりも君の方が好きだから時々焼いてしまうよ」

「ファイゼル！」

「喜んで。我わが妻よ。今宵こよいの特別な場に相応ふさわしいのは君において他にいない。君自ら王都に彼らを連れてきてくれて心よりの感謝を」

　ファイゼルは年若い第一王おう妃ひに最大限の敬意を表す。

　この場を離はなれる前、人類最大の国を統すべる男は歓かん迎げいの意を表する。

「ようこそ、人類の故郷ヴェトセラへ。里帰りした気分はいかがかな？」

　投げかけられた言葉を受けて、クレイはようやく本来の明めい晰せきさを取とり戻もどしていた。

「荒こう野やに散った人間が全員ヴェトセラ出身という意味ですか？　好意的な解かい釈しやくです」

　ベルバを含ふくめた他国の人々が荒こう野やに投げ出されたヴェトセラの棄き民みんという歴史的背景を踏ふまえて、クレイはあえて毒を含ふくんだ言葉を添そえる。

「だが事実だ。君と私も、いわば数百年を隔へだてた家族だよ」

　クレイの聡そう明めいな反応に微ほほ笑えみ、ファイゼルは友好的な握あく手しゆを交かわした。




　　　　〇




　賓ひん客きやく用の部屋に案内されたクレイとアジュールは、ふたりきりになってようやく緊きん張ちようを解く。目に入るものすべてが物もの珍めずらしく、クレイはあれやこれやと気にかかって落ち着きがない。

　王都とその先に広がる海を一望できる眺ながめのいい部屋は、急な来訪にも関わらず賓ひん客きやくとして扱あつかわれている証あかしであった。

「人の良さそうな王様ですね」

　アジュールの率そつ直ちよくな第一印象にクレイも半分同意する。狂楽王暗殺の首しゆ謀ぼう者が一体どれほど危険な人物かと正直身構えていた。

　だが実物のファイゼルは善良と呼ぶに相応ふさわしい穏おだやかな人ひと柄がらを感じさせた。落ち着いた物もの腰ごしに耳じ目もくを惹ひきつける魅み力りよく的な語り口。彼の言葉には自然と染しみ入いるような力があった。

「まさか、じいさんが生きていた頃ころにファイゼル王と会っていたとは驚おどろきだな」

　天てん蓋がいつきのベッドに横たわったクレイは、時間差でせり上がってきた悔くやしさに歯は嚙がみする。

　祖父の名前と予想外の事実に少なからず動どう揺ようさせられた。ハクアから知りえる限りの話は頭に入れ、勇んで角つの神がみ教きようの神しん殿でんを調査するなど十分に準備と心構えはしてきたつもりだ。

　それがあっさり裏をかかれて、結けつ婚こんを断るという本題も切り出せずに終わった。

　面めん倒どう事は早々に片づけて、ゆっくりヴェトセラ国内を旅するくらいの腹積もりだったのに。

　やはり一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ。

「仮にも大国の王となれば、クレイの分が悪いのも仕方ありませんよ」

　アジュールもベッドに腰こしかける。

「上手うまくはぐらかされた気がしてな」

「考えすぎでは？　先代のベルバ王に比べて、こちらの王様は遥はるかに好意的な態度です」

「僕の思おもい違ちがいならそれでいいんだよ。ただ、僕はあくまで考古学者だ。役人じゃあない」

「知っていますよ」

　アジュールは無意識のうちにクレイの髪かみに指先を伸のばす。

「ん。どうした、アジュール？」

「……なんとなくクレイが寝ねている時は頭に手を置かなきゃいけないような気がして」

　アジュールは自分でもよくわからない様子で、触ふれていた白い手を思わず引いた。行き場を失った手が所在なさげだ。

　はじめてスカルアトラスに融ゆう合ごうした直後、クレイは高熱で三日も寝ねたきりになっていた。その間アジュールの冷たい手を額に当てて、ずっと冷やしてくれた。二度目の直後も同じだ。

「好きにすればいいさ」

「では、そうさせてもらいます」

　アジュールはブーツを脱ぬいでベッドの上に座すわる。そしてクレイの頭をふとももの上に乗せた。

「用もないのに膝ひざ枕まくらされると、なんか恥はずかしいな」

「好きにしろと言ったのはクレイですよ」

　アジュールの手はいつも通り頭に置かれた。

「ハクアの結けつ婚こん話を断ったら、今度こそ君の姉し妹まい探しだな」

「……はい。わたしがシークの代わりを果たします」

　クレイはがばりと上半身を起こして、アジュールと真正面から向き合う。

「アジュール。そうじゃない。君は君だ。誰だれもシークの代役なんて求めていない。君が受うけ継つぐのは、シークが姉し妹まいを想おもう気持ちだけだ。それだけでいいだよ」

　見つめる赤い瞳ひとみが大きく揺ゆれ動うごく。

　かつて自力で四大禁きん忌きを破ったアジュールはクレイに寄より添そう形で人間社会に溶とけこんでいる。だが相変わらず自分の意思決定に不安を抱かかえるスカルアトラスの美少女は、つい誰だれかの先例や与あたえられた役割に自分を当てはめたがる傾けい向こうにあった。

「クレイは、いつも欲ほしい言葉をくれます。やはりクレイが側にいてくれないと、わたしはまだまだダメなようですね」

　アジュールは精せい一いつ杯ぱいのぎこちない笑え顔がおを返す。

「僕らは、ふたりでスカルアトラスだ」

「はい。頼たよりにしています」

　クレイの真まっ直すぐな言葉はアジュールを安心させる。

　そこに感じる心ここ地ち良よさは、尊く失いたくないものだとアジュールは自覚しつつあった。

「ところでクレイ」

「なんだ？」

「部屋には大きなベッドがひとつしかありません。今晩は一いつ緒しよに寝ねるということでしょうか」

　アジュールは真顔だった。

　同室をあてがったヴェトセラ側の気き遣づかいを察し、クレイは困ってしまった。
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　ファイゼルに招かれた夕食の席。クレイ・ネイザルは食事を通じて、ヴェトセラという大国に圧あつ倒とうされていた。幸福な拷ごう問もんがあるとするなら、まさにこの時間を言うのだろう。

　ヴェトセラの文化的洗練を舌で味わい、未体験の感動に包まれる。

　夕食の前、十分に気合いを入れたクレイだったが案内された部屋にまず驚おどろかされた。舞ぶ踏とう会も開かい催さいできるような広さ、高い天てん井じようからぶら下がる豪ごう勢せいなシャンデリア、中央に用意された長いテーブルに座すわるのはファイゼルとレーティア、クレイとアジュールの四人だけ。ひとりひとりに給きゆう仕じの者がつき、常に適切なタイミングで気持ちのいいサーブを行う。

　緊きん張ちようは前菜からはじまる美味で駆く逐ちくされ、気づけば食事という行こう為いそのものに没ぼつ頭とうしていた。

　振ふる舞まわれたのは見たこともない趣しゆ向こうと贅ぜいを凝こらした至高の料理。

　それはもはや食べる芸術品と言っても過言ではない。目と鼻で楽しませ、舌と心を満たす。

　どうしようもなく美味すぎる。

　食べたことのない料理の数々に舌した鼓つづみを打ちすぎたクレイは、もし国を背負っているという責任感がなければ、ヴェトセラに移住した程度にはこの豊かさに心を侵しん略りやくされていた。

「アジュールさんも、お味はいかがですか？」とファイゼルは問いかける。

「楽しいお食事です」

　ベルバに旅立つ前、避さけられない食事の場における礼れい儀ぎ作法は、ハクアによって教えられていた。アジュールは上手にナイフとフォークを使い、出された料理を口に運ぶ。

　人間と同じ食事をスカルアトラスが摂せつ取しゆして問題ないかについては、何度か試ためして支障ないことが確かく認にんできている。体内に入った食事はエーテル化して吸収されるとのことらしい。残念ながら回復率はエーテル燃料には及およばないそうだ。

　メインディッシュの肉料理を待つ間に「タートルメイズに現れたスカルアトラスについて、専門家の意見をぜひ拝はい聴ちようしたい。君も見たんだろう」とファイゼルが訊たずねた。

「と、いいますと？」

「何の目的で、氷結の眠ねむり姫ひめは灼しやく熱ねつの荒こう野やを跨またいで我わが国くにを訪おとずれたと思われるかな」

　ファイゼルはクレイ達の来訪とスカルアトラス出現に因果関係があることを疑っている様子だった。もちろん自分達の正体は隠かくす。もしスカルアトラスと知られれば良くも悪くも対等な扱あつかいは期待できない。過度に怯おびえられ捕とらえられるか、どんな手段を使ってでも仲間に引き入れられるか、あるいは両方かもしれない。

　いずれにしろ、クレイ達の自由は奪うばわれる。

「スカルアトラスは、今の世界で神話級モンスターと対等に戦える数少ない力です。もしかしたらヴェトセラにも危機が迫せまっているのかもしれませんね」

　静かな表情でクレイはもっともらしい意見を述べる。

「ヴェトセラを悩なやませていた近海の主リヴァイアサンはこの五百年、一度も出現していない。神話級モンスターとて生き物だ。おそらく数を増やせず絶ぜつ滅めつしたのだろう」

「楽観は禁物です。僕も化石でしか知らなかったドラゴンが、突とつ然ぜんベルバに飛来してきたのです。何が起きるかわかりません」

「不安になるような言葉はあまり聞きたくないものだね」と黄金の男は苦く笑しようする。

「耳みみ触ざわりの良いい報告ばかりでは実態を見誤ります。そのために正直な専門家の意見があります」

「なるほど。正直な専門家の君だからこそ、あの崖がけ下したの神しん殿でんに無断で下りてしまったわけだね。無茶をするものだ。怪け我がはなかったかい」

　すかさず、ファイゼルが子どもの悪戯いたずらを見つけた保護者のように指し摘てきする。

　当然のように王様の耳には届いていた。

「それは、その……申し訳ないです。特務調査官として他国のスカルアトラスには、どうしようもなく興味があったものでして」

　クレイはできるだけ悪気のない風に、あくまで出来心の結果であるように伝える。

「職務に熱心なことは結構なことだよ。特務調査官殿が予定より早く到とう着ちやくしたのは、この地でスカルアトラスを探すためかい？」

「角つの神がみ教きようの発はつ祥しよう地であるヴェトセラに可能性を見み出いだすのは必然です。ただ、あくまでも考古学者である僕個人の判断。ハクア女王も預かり知らない行動です」

　クレイは自分の責任であることを強調した。

「ふむ。確かにスカルアトラスが人間を守っていた時期もこの国には確かにあった。伝説ではなく事実、としてだ。だが五百年前、その守護は唐とう突とつに終わり、我わが国くにの角つの神がみ教きようは衰すい退たいした。スカルアトラスに見限られた人類は、遅おくればせながら自力で海のモンスターと向き合うことになった」

「その結果が──武ぶ装そう海かい岸がん」

　また五百年前だ。そして、きっかけはスカルアトラス。

　三本角のスカルアトラスの守護の代わりに、ヴェトセラは武ぶ装そう海かい岸がんを造り上げる。

　武ぶ装そう海かい岸がんとエーテルのカーテンで挟はさみこみ、自国からモンスターの脅きよう威いを遠ざけた。

　国土全域にわたる防衛機構、そして鍛きたえ上あげた軍事力。鉄道もまた同じ理由だ。走そう脚きやく竜りゆうを遥はるかに上回る輸送力をもって人や物資、兵力を移送し、国家に致ち命めい傷しようをつくらせない。安定した防衛網もうの構築でモンスターによる決定的な破は綻たんを防ぐ。

「──祈いのるより戦うことにした。そのためには、まだまだ旧人類の技術が足りない。すべての人間が安心して生きるためにはスカルアトラスを上回る武力が必要なんだ」

「三本角のスカルアトラスを取とり戻もどそうとは思わないのですか？」

「スカルアトラスに兵器としての魅み力りよくがあるのは認める。しかし管理できない力に依い存ぞんすることはあってはならない。裏切られた時が悲ひ惨さんだからね」

「ファイゼル王。あなた、スカルアトラスを憎にくんでいるのですか？」

　クレイはふと感じた印象を口にした。

　奇き妙みような沈ちん黙もくがもたらされる。

「あぁ、そうかもしれないね」

　ファイゼルの冷たい怒いかりが一いつ瞬しゆんだけ透すけて見えた。

　そして、すぐに憂うれいを帯びた静かな言葉を紡つむぐ。

「あんな強大な戦力が自由に出歩くのは人間にとっては、それだけで恐きよう怖ふだ。遠くベルバにいたはずがエーテルのカーテンをいつの間にか越こえて、ヴェトセラ国内に現れた。先日は人間を守ってくれたようだが、次は襲おそうかもしれない。スカルアトラスによる悲劇を我々は望まない」

「管理できない存在は、必要ないと？」

「神様に見捨てられた国とは哀あわれなものだよ。この国は五百年前スカルアトラスの守護を失って、大混乱に陥おちいった。ひたすら信しん仰こうに縋すがる者と現実を見み据すえる者が混じり合い、勇気ある者は荒こう野やに出た」

　ファイゼルは悔かい恨こんと賞賛を交えた口くち振ぶりで、自国の過去に触ふれる。

「勇気ある者──それらの棄き民みんがベルバへと至り、さらに荒こう野やへと広がって多くの国を生んだ」

「歴史とは皮肉に満ちている。悲しみが新しいものを生み出す。そう、我々が生きる今の世界さえ一度滅ほろんだ結果だ」

　クレイは声にこそ出さないが、、ファイゼルの言葉に同意していた。

「じゃあ私が新しい悲しみを教えてあげる。ベルバの女王様は結けつ婚こんをお断りだって。残念だったわね、ファイゼル」

　嘲あざけるようにレーティアが軽い調子で突とつ然ぜん言い放つ。

「おや。そうなのかい？」

　ファイゼルは穏おだやかな表情で、クレイをじっと見る。

「その件については──」

「せっかくの食事の席、つまらない遠えん慮りよは無ぶ粋すいだ。私は君ともっと親しくなりたいんだ。まして初対面というわけでもない。私にとって君は懐なつかしい友人なのだよ」

「恐おそれ入いります」

　クレイはこれ以上ないほどに居住まいを正してしまう。

「硬かたいよ、クレイ君。やはり私の弟と君の国の女王が結けつ婚こんして、正式に縁えん戚せき関係に戻もどるのが良さそうかな」と微び笑しようを口元に浮うかべる。

「ファイゼル王。ベルバは今回の婚こん姻いん、正式にお断りさせていただきます。ハクア女王はまだ若く、就任して日も浅い。先の復興事業も道半ばです。今すぐ結けつ婚こんというのは難しく──」

「だからこそ経験豊かな私の弟を側に置いた方がハクア女王の負担も減るのではないかね。縁えん戚せき関係になれば便べん宜ぎを図はかりやすくなる。荒こう野やのベルバはさながら陸の孤こ島とうだ。物資の確保に時間もかかるだろう。国家のことを考えれば、決して早すぎる結けつ婚こんという訳でもあるまい」

　ファイゼルは正論で切り返す。

「ヴェトセラの多大なる支し援えんには感謝しております。しかしハクア女王は、お心こころ遣づかいいただくより遥はるかに賢けん明めいで優ゆう秀しゆうです。必ずこれまで以上のベルバをつくります」

「興味深い。ギガスケルトンを掘ほり出だしたゴーレムラッシュ以上の治世になる、と？」

「今のハクア・ミュティスに必要なのは大国の伴はん侶りよではなく、時間です」

　クレイは胸を張って答える。それは彼自じ身しんの純じゆん粋すいな想おもいでもあった。

「ベルバ側の意向は了りよう承しようしたよ。今回はひとまず諦あきらめるとしよう。だが私の八番目の弟も見所がある。もしも私が急死することがあれば、息子むすこのレイゼルが成長するまで国の舵かじ取とりを任せるつもりだ」

　才覚ある王子をハクアの結けつ婚こん相手にあてがうほど、ヴェトセラ側は本気だと暗に匂におわせる。

「もしハクア女王が今回断ったことを後こう悔かいしても、僕が代わりにもっと立派な結けつ婚こん相手を探してやりますよ」

「──頼たのもしい男になったものだよ」

　ファイゼルは目を細めて、幼い頃ころのクレイを思おもい浮うかべながら、その成長を我わがごとのように喜ばしく感じていた。

「ハクア女王が君を寄よ越こしたのも納なつ得とくだ。血筋や肩かた書がきなどしょせん他人から与あたえられるもの。君個人の資質をこの眼めで確かめられたのは僥ぎよう倖こうだよ」

「出た。ファイゼルは人材集めが趣しゆ味みなのよ。世界中から優ゆう秀しゆうな人をヴェトセラに集めて、国を豊かにすることばかりしている」

　レーティアは小石を見つめる程度の反応だった。

「政務以外に現うつつを抜ぬかせば、国が傾かたむくことは狂楽王が嫌いやというほど教えてくれた。我わが妻もよく知っているだろう」

「さぁね。私はカニンガムの屋や敷しきに籠こもりきりだから世事には疎うとくて」

　ニコニコした笑え顔がおを浮うかべながら、レーティアは明らかに聞き流している。

　ファイゼルは慣れているようで特に気分を害した様子はない。そのままクレイに語りかける。

「クレイ君。人材集めのきっかけはベルバ遊学だ。私の人生において、もっとも価値ある学びの日々だった。短い時間ではあったが君の祖父であるソイル・ネイザル殿と話をできたことは望外の幸福だ。私はぜひヴェトセラに来てくれ、とその場で願い出たものだよ」

「だけど祖父は断った」

「大切なお孫さんを育てるので忙いそがしいから無理だと、きっぱりね。おそらくご高こう齢れいだったソイル殿はスカルアトラスの研究を自力で続けるのは難しいと悟さとっていたんだろう。だから孫の君に託たくしたに違ちがいない」

　ファイゼルは感かん慨がい深ぶかげにクレイの顔を眺ながめる。

「クレイ君。このままヴェトセラに残りたまえ。一芸一能に秀ひいでた人材は代えがきかない。君を最上級の人材として登用し厚こう遇ぐうする。家や金、女、君が望むすべてを保証しよう。何不自由ない暮らしを約束する。そしてこの世界に暮らす人類全体の幸福のために貢こう献けんしてもらいたい」

　今を生きる人類の頂点に立つ男は、真しん剣けんな表情で申し出る。

「……過分な申し出ですね」

「チャンスを前に尻しり込ごみするのは愚おろか者ものの選せん択たくだよ。君にはそれだけの価値があると私が認めたんだ。私が支し援えんし、君は考古学者として存分に発はつ掘くつ研究をしてもらいたい」

「ヴェトセラには優ゆう秀しゆうな学者がいくらでもいるでしょう」

「だが、君ほどではない」

　ファイゼルの鋭するどい視線にクレイは我知らず気け圧おされる。

「僕に、何をさせたいんです？」

「すべては、私の理想を実現する手伝いだよ。そのために君の力がどうしても必要だ」

「あなたの理想とはなんですか？」

　クレイは問う。




「人類再集結リユニオン」




　ファイゼルは端たん的てきに答えた。

「リ、ユニオン」とクレイは遠大な理想を把は握あくするように繰くり返かえす。
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「ヴェトセラの歴史は海との戦いそのものだ。その大半は敗北と犠ぎ牲せいで埋うめ尽つくされている」

　苦い想おもいを吐はき出だすようにファイゼルはヴェトセラの歴史を語りはじめた。

「これまで数多くの旧人類の遺産をヴェトセラは発はつ掘くつしてきた。だが、すべてのはじまりである〈船〉はまだ我々の手に戻もどらない。千年前人類はアーケロンのある浜はまのような低地から逃にげるように高い崖がけ上へ移動し、このトライデントを中心地に据すえた。タートルメイズを終着とした主要都市部を結ぶ鉄道はそのままヴェトセラの人々が辿たどってきた歴史だ。遠く離はなれて、長らく忘れられていた〈船〉の存在だが、スカルアトラスの守護を失った後、王家は再び〈船〉の発はつ掘くつを命じた。発はつ掘くつには、〈船〉を下した敷じきにしているアーケロンの体内を突とつ破ぱしなければならない。それが現在までも続く」

「五百年も発はつ掘くつできていない〈船〉に、どれほどの価値が？」

「モンスターに対たい抗こうしうる乗り物として。そして〈船〉が抱かかえる旧人類のあらゆる叡えい智ち」

「浜はまへ向かう貨物列車を見かけました。積み荷は人でした。あれはなんです？」

「彼らは罪人だ。伝統の刑けい罰ばつとして千せん亀き迷めい宮きゆうの攻こう略りやくを科せられた。千年の月日がアーケロンの体内をモンスターの巣そう窟くつに変えた。危険はともなうが、成功すれば恩おん赦しやとして自由を与あたえる」

　ファイゼルは淡たん々たんと述べる。

「僕にもそれを手伝えと？」

「話が早くて助かるよ」

「他のことをさせられても困りますから」

「そうかね？　ではハクア女王ではなく、君が私の妹と結けつ婚こんするのはどうかね？　どれも美人揃ぞろいだ。きっと気に入ると思うよ」

　平然と会話を続けるクレイに、アジュールが慌あわてて口をはさむ。

「クレイには結けつ婚こんも危険な真ま似ねもさせません！」

「おや、アジュールさんは特務調査官殿とは補ほ佐さ役やく以上の間あいだ柄がらなのですか」

　意味深な視線をクレイとアジュールに配るファイゼル。

「楽しそうねぇ、ファイゼル。あなた友達いないというものね」

「王様とは孤こ独どくな生き物だからね。並び立つ者がいないのは、退たい屈くつで寂さびしい日々だよ」

　レーティアの毒どく舌ぜつにもファイゼルは涼すずしい顔だった。

　黄金の男と肩かたを並べる存在はクレイにも想像がつかない。凡人には到とう達たつできない高みに立つからこそファイゼルは唯ゆい一いつ無む二にの輝かがやきを放つ。人々を魅み了りようする理想の王様。誰も勝てないから従う。

　だが、もし並び立つ者があれば、それは理解者にして最大の敵となりえるのではなかろうか。

「クレイ君。ヴェトセラの発展には多大なる国民の犠ぎ牲せいを強いた。我わが国くにから見れば、義務を放ほう棄きして荒こう野やへ逃とう亡ぼうした罪人だが、他国の人々からすればヴェトセラの棄き民みん。そういう認にん識しきがあるのも承知している。…………私はね、王として先祖の罪つみ滅ほろぼしをしたいだけなのだよ。奇き跡せき的に荒こう野やを生き延のびた人々にもより同等の高い安全を共有してもらい、モンスターの脅きよう威いから遠ざけたい。それは王家に生まれた者の責務だ」

　物事は立場によって見方が変わる。

　法律に照らし合わせれば罪人。だが課せられた過か酷こくな義務から逃にげなければ死んでしまう。加害者と被ひ害がい者による意見の食くい違ちがい。

「君にも、この世界をより良くする手伝いをしてほしい。ベルバやヴェトセラなど国家という枠わく組ぐみさえ私にとってはどうでもいい。離はなれ離ばなれになった人々を元のひとつに束ね、真にモンスターに対たい抗こうする体制を築くことこそが最優先だ」

　ファイゼルの目は本気だった。

　静かな語り口だが、そこにこもる熱量にあてられて熱くなるのもわかる。

「人材は宝だ。ファイゼル・レヴェントンの名をもって発はつ掘くつには万ばん全ぜんの支し援えんを惜おしまない。君の命は必ず守る。そして千せん亀き迷めい宮きゆうの〈船〉さえ手始めに過ぎない。ゆくゆくはエーテルのカーテンの外、荒こう野やにも眠ねむるであろう旧人類の遺産も見つけてもらう。すべては、この世界に生きる人類のためだ！」

　だからこそクレイは己おのれの好こう奇き心に従った問いを重ねる。

「人類再集結リユニオンで、具体的に何が起きるんですか？」

　真しん摯しに語るファイゼル王。だが言い知れぬ危あやうさを同時に感じたクレイは、この男が見み据すえる未来の実像を正確に理解することに努める。

「まずは荒こう野やという見えない境界線をなくす。国家間の交流を増やすため、私はヴェトセラとベルバの間に荒こう野やを縦断する鉄道を敷しきたいと考えている。荒こう野やに点在する中ちゆう継けい地を線路で結び、国と国を物理的に繫つなげたいんだ」

　ヴェトセラ国内の成功事例をそのまま国家間で再現しようとする試み。確かに現状のキャラバンによる交易には長い時間と危険が伴ともなう。それらがエーテル機関車による輸送網もうが構築できれば、双そう方ほうに驚おどろくほどの利益をもたらすだろう。

「どうやって荒こう野やに線路を敷しくのですか？　とてもじゃないが安全で継けい続ぞく的な作業なんて不可能ですよ」

　荒こう野やでの安全な発はつ掘くつ作業をずっと夢見たクレイである。誰よりも考えたからこそ実現性の低さはよくわかっていた。そんな方法があるならクレイは真っ先に実行している。

「思考を止めるな、クレイ君。十分な資金とゴーレムに相当する武力を注力すれば荒こう野やの真ん中でも安全に作業できる」

　平然と言い放つファイゼルには明確な根こん拠きよがあるように思えた。

「仮に作業が可能だとしても、敷しいた線路はモンスターに邪じや魔まされて状態が維い持じできない。野生のレイジング・ブルなら簡単に線路をひっぺがえしますよ」

「誰が地上に線路を敷しくと言ったかな？」

「じゃあ、どこに」

「地下だよ、クレイ君。さしずめ荒こう野や縦断地下鉄道と呼ぼうか」

　クレイは啞あ然ぜんとして言葉を失う。

「できない、とは言わせない。地下を大規模に掘ほり進すすめた実績はベルバの地下街とゴーレムにより実証されている。それは私自身がこの目で確かめたんだ」

「ベルバ遊学が活いきていますね」

「ゴーレムの数さえあれば十分に可能だ。ベルバはゴーレムを、ヴェトセラは資金と資材を。荒こう野や縦断地下鉄道は決して夢物語ではないんだよ」

「長期間の大規模工事になります。その間のベルバの防衛はどうなる？」

「それこそベルバにはスカルアトラスがいるじゃないか。ドラゴンを討うち取とった青き守護神。ゴーレムが束になっても敵かなわない強敵をたった一体で撃げき退たいした。むしろベルバは戦力過多ではないかね。ゴーレムという貴重な戦力を一国で独どく占せんするのはいかがなものだろう？」

　ハクアとの結けつ婚こん話は、クレイの予測を遥はるかに超こえた計画の足あし掛がかりに過ぎない。

　人類再集結リユニオン。世界を繫つなげ、人類を再び束ね直す。

　クレイの警けい戒かい心を察するようにファイゼルは穏おだやかに言葉を重ねる。

「自国の利益に固こ執しつする考えを捨て、広い視座から世界を眺ながめるべきだ。他の国家は争う相手ではない。かつて同じ場所にいて、荒こう野やに散った仲間だ。ひとつに束ね、人類の総力としてモンスターに挑いどむだけだ」

　ファイゼルは諭さとすように、言葉を変えて繰くり返かえす。

「今の世界がすべてではない。人類は千年かけてなお地図の外側に無数の未み踏とう外領域を残している。私達はこの大地の全容さえ摑つかめていない。地続きの大陸なのか、それとも巨きよ大だいな島か。ソルビオンが潜ひそむ大雪山の向こうには、ヴェトセラの海岸線の終しゆう端たんには、ラ・ルーの大森林の切れ目の先には、アルカンザードの大草原の果てには何が待っているのか。エーテルのカーテンのように稼か働どうする旧人類の施し設せつか、未知なるモンスターの生息地か、あるいは未み確かく認にんの国家があるかもしれない。私達が足あし踏ぶみしている間にも、未み踏とう外領域の方から何かがやってくるかもしれない。この場に囚とらわれている場合ではないのだよ！」

　まやかしではない。クレイもまた遠大な理想を追いかける黄金の男に魅みせられていた。

　真まっ直すぐに投げかけられた言葉に、クレイは一いつ瞬しゆんだけ同じ夢を見る。

　クレイの才能はファイゼルの理想を前進させる力になるのは間ま違ちがいない。クレイにとっても刺し激げきに満ちた挑ちよう戦せんになるだろう。

「ロマンに満ちている。僕も、世界の全容には興味ありますよ」

　クレイは同意する。

「そうだろう！　私はね、未み踏とう外領域をなくし、完全なる世界地図を描えがきたい」

　ファイゼルはまだ幼い少年のように興奮気味に夢を語る。

　この顔こそが玉座を離はなれたファイゼル・レヴェントン本来の姿なのだろう。

　今を生きる人類で誰よりも重い責任を負う男は、生まれついた瞬しゆん間かんから玉座に縛しばられていた。誰よりも優ゆう秀しゆうだからこそ人々から必要とされ、誰にもできない役目を当然のように果たす。

　私欲というものを抱くことなく生き続けてきた。

　それは、なんて虚うつろな人生だろう。

「あなたはこの国を離はなれて、世界中を旅したいんだ」

「……あぁ。そうなんだろうな。玉座を捨て、冒ぼう険けん家になるのも楽しそうだ」

　ファイゼルは悲しげに微笑ほほえむだけだった。

　その青い瞳ひとみの奥おくには底知れぬ虚うつろが延々と広がっているようにクレイには見えた。

「初耳。ファイゼル、王様辞やめたいの？」

「君は王おう妃ひを一日も早く辞やめたいんだろう」

「聞くまでもないでしょう。いいじゃない、王おう妃ひはいくらでもいるんだし。狂楽王みたいに好き放題して、無む闇やみに王位継けい承しよう権を持つ子どもを増やせば」

「君という存在に代わるものはいないよ」

「どうだか」

　レーティアは皮肉そうに口元を歪ゆがめた。

「メインディッシュを前に、王の遠大な理想でお腹なかいっぱいになりそうですよ」

　場の空気が緩ゆるんだのを見計らって、クレイはさらに和なごませるように一言添そえた。

「皿を前にすれば、そんなことは言えなくなる。クレイ君。私の提案への返事は十分に消化してからで構わないよ」

　事実、ファイゼルの言う通りになった。







　メインディッシュとして饗きようされた厚切りのステーキ肉の美味さにクレイは唸うなるしかない。

　一切れ食した瞬しゆん間かん、肉の旨うま味みと絶ぜつ妙みような脂あぶらの甘あまみが口の中で爆ばく発はつする。

　クレイも様々なモンスターの肉を食してきたが、これほど癖くせがなく立体的な旨うま味みをもつ肉ははじめてだった。

「何の肉ですか!?　ベルバでもこんな美味うまい肉は食べたことないです」

「レイジング・ブルを品種改良して小型化したものだ」

「列車の窓から牧場が見えました。あの猛もう牛をよく飼い慣らしたものですね」

　野生のレイジング・ブルは体長十五メートル、二本の太い角が特とく徴ちようでとにかく怒おこりっぽくて気き性しようが荒あらい。ちょっとの刺し激げきにも敏びん感かんで、別のモンスターが近くを横切るだけでも暴れ出す。大きな図ずう体たいに似合わぬ脚きやく力りよくで追い回し、モンスターを角で突つき飛とばす。

　レイジング・ブルは草食のため追つい突とつして殺したモンスターを自ら食べることはない。死体はその場に放置され、他のモンスターの貴重な栄養源となる。それは人間にとっても同じで、自力ではとても狩かることもできない大物の肉にありつくこともある。食べもしないモンスターを無む闇やみに襲おそうのは、その死体を養分に大地の草木を育てるためというのが有力な説だ。

　多くのモンスターはレイジング・ブルを見かけたら、襲おそわれる前に視界から姿を消す。

　数少ない例外がスライムである。

　レイジング・ブルが追つい突とつしても、弾だん力りよくのある肉厚なエーテルの肉体に守られたスライムの核かくを潰つぶすことはできない。むしろ真っ赤になったスライムの方も襲おそいかかる事態となり、日が暮れてレイジング・ブルの体力が尽つきるまで泥どろ仕じ合あいをしている光景も見かける。

「狩かりという手段だけではヴェトセラの民たみの飢うえを満たすのは難しいからね」

　ファイゼルは優ゆう雅がにナイフとフォークで肉を切り分け、口に運ぶ。

「食料の安定供給は繁はん栄えいの要ですからね。とはいえ、量の確保のみならず味も向上させるとは。それに、この調理技術にも」

「これらは旧人類の食事を再現したものだよ。お気に召めしたのなら幸いだ」

　クレイは説明を聞きながらも、気づけばステーキの最後の一切れまで食べ切っていた。

　綺き麗れいに平らげられたクレイの皿にファイゼルは満足げだ。

「ファイゼルは旧人類好きなのよ。何でも真ま似ねして、再現したがる。そんなに感動しているなら、私の分も食べれば」とレーティアが自分の皿をクレイに勧すすめてきた。

「よろしいんですか？　先ほどから何も召めし上あがっていませんが」

　クレイは無作法と知りつつ、未知の味わいへの食欲を抑おさえ切きれない。

「こんなもの興味もないし。ファイゼル、他に新しい料理はないの？」

　レーティアの言葉通り、先ほどから出された料理を一度も手をつけていない。

「君の舌が肥え過ぎているんだよ、レーティア」

「私を喜ばせるのが王様の役割でしょう」

　レーティアは王様相手にも傲ごう慢まんをやめない。

「我わが妻はいつも手厳しいな」

　ファイゼルは言葉でこそ困っているが、その表情は微び苦く笑しようにとどまる。

　穏おだやかで知的な王様と若く美しく尊大な王おう妃ひの組み合わせはとても絵になる。王おう妃ひのわがままさえファイゼルの懐ふところの広さを示すスパイスでしかないように思えた。

　幾いく人もの王おう妃ひを抱かかえているとはいえ、レーティアの美び貌ぼうは群を抜ぬいているだろう。

　そんな女性を誇こ示じするわけでも執しゆう心しんするわけでもないファイゼルはやはり大物だ。

「肉に飽あきたというなら、海のモンスターを食用として食べないんですか？」

　クレイは別の質問を投げかける。

「陸上のモンスターと違ちがって桁けた違ちがいにエーテル濃のう度どが高すぎて、とても人間の食べられる代しろ物ものではない。昔は興味本位で肉にく片へんを焼いて食べた者が即そく死ししたなんて笑い話も聞く。海は依い然ぜんとしてエーテル濃のう度どが高く、巨きよ大だいなものばかりで捕つかまえる意味もない」

「だから荒こう野やのモンスターを捕つかまえて品種改良する方が楽だと」

　その計り知れない手間や苦労の末に、この美食がある。クレイは二枚目のステーキを心して味わいながら食べていく。やはり美味うまい。

「何より海と違ちがって窒ちつ息そくの心配がない」

「はじめて泳ぎましたが水の中とは苦しいものですね」

　クレイはホテルで苦戦した水泳を思い出す。水の中では上手に動くことができず、息も長くはもたない。そんな不自由な状じよう況きようでモンスターの相手は現実的ではない。

「溺おぼれるのが上手だものねぇ」

　レーティアはからかう。

「僕は身につける途と中ちゆうなだけです。ベルバに帰るまでに自力で泳げるようになります」

「だとしたら一生ベルバには帰れないわよ」

　レーティアは笑え顔がおを浮うかべるが、その瞳ひとみの奥おくには獲え物ものを狙ねらうような鋭するどい光があった。
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　夕食を終えて、クレイはアジュールを先に自室に帰らせた。

　ハクアの結けつ婚こん話を無事に断れた礼を一言述べるため、クレイはレーティアの自室を探す。

「人類再集結リユニオンか…………」

　廊ろう下かでひとりになって、思わず深々と息を吐はき出だした。腹は存分に満たされたが、緊きん張ちようから解放されて心身の疲ひ労ろうを自覚する。

　人は短い一生のうち、どれだけの偉い業ぎようを成なし遂とげられるのだろう。

　ファイゼル・レヴェントンという傑けつ出しゆつした男なら、思おもい描えがくすべてを成せるかもしれない。

　城内を歩きながら、とめどないことが浮うかんでは消える。

　廊ろう下かから見えるトライデントの夜景。

　立ち止まって眺ながめているうちにクレイは郷きよう愁しゆうに誘さそわれた。街明かりはベルバより多く、海から吹ふく湿しつ気けのある風は自分の知る風の感かん触しよくや香かおりとはまるで違ちがう。

　異なる土地に来ているのだ。あらためて思わされた。

「廊ろう下かで何ぼんやりしているの。クレイ・ネイザル」

　クレイは我に返る。声の方に振ふり向むくと、ガウンを羽織るレーティアが立っていた。

「先ほどの結けつ婚こん辞退の件、お力ちから添ぞえいただき感謝致いたします」

「礼はいいから、少し話をしましょう。ちょっと来なさい」

　気の抜ぬけていたクレイはレーティアに手をとられて、そのまま部屋に連れていかれる。

「え。ちょっと!?」

「恩を感じるなら、私に付き合うのも嫌いやとは言わせないわよ」

　手を引く力には有う無むを言わさぬ強さがあった。

「ここは？」

「私の私室。誰も邪じや魔まは入らないから、心配しないで」

　部屋の造りはクレイ達の部屋と変わらない。大きなベッドと眺ながめのいい景色、高級な調度品。

　一目見て、ここにはレーティア個人を物語るものがまるでなかった。

　レーティアは後ろ手に部屋の鍵かぎをかける。

　密室に男女がふたりきり。しかも相手はヴェトセラの第一王おう妃ひである。

「ほら。あなたも座すわりなさいよ」とレーティアはガウンをするりと脱ぬぎ捨すて、薄うすく透すける下着同然の姿になってカウチに横たわる。

「いやいや。まずいでしょう！」

　クレイは慌あわてて固辞しようとするが開かない。扉とびらは内鍵かぎとなっており、しかも鍵かぎを差しこまない限り部屋の外には出られない。

「ファイゼルのことは気にしなくていいわ。さっき見てわかったでしょう。別に縛しばられているわけじゃない。だから遠えん慮りよはいらないわ」

「──って、そんなわけいくか！」

「ふたりだけでもっと親しくしたいだけよ。大だい丈じよう夫ぶ、ひどいことはしないから」

「こんなことで命なんて懸かけられるか！」

　クレイは自分の迂う闊かつさを責めた。

　レーティアは色いろ香かを発して凶きよう悪あくな追い打ちをかけてくる。

　王様は誰よりも未来を見み据すえ、第一王おう妃ひは退たい屈くつを持て余す。

　誰が見ても美男美女の組み合わせ。だが、内実まで美しいわけではなさそうだ。

「酷ひどい言い草。私、自信失なくしちゃうわ。ぐすん」

　カウチの肘ひじ掛かけにうなだれるようにレーティアは顔を伏ふせる。

「無礼なら謝罪しますから、どうかご勘かん弁べんを」

「私ってそんなに魅み力りよくがない？」

　短い裾すそは迂う闊かつに脚あしを組みかえれば、その下がはっきりと見えてしまう。レーティアが動いた拍ひよう子しに肩かた紐ひもの片方がするりと外れ、いよいよ胸がこぼれてしまいそうだった。

「あなたの魅み力りよくと、それに応じるかは別問題です！」

　クレイはレーティアから背を向け、必死にこの場を逃のがれる方法を考えた。窓から飛び降りるか。だが腰こし元もとにはロングナイフ以外の装備がない。強ごう引いんに扉とびらを破るか。いや、派手な音を立てれば確実に誰かが駆かけつけてくる。

　どうする。どうすればいい。妙みよう案あんが浮うかばず、焦あせりばかりが募つのる。

「わぁ、こんな汗あせをかいている。シャツがびっしょり濡ぬれているわ」

　まったく接近に気づかなかった。レーティアが身体からだをピタリと密着させてくる。いけないとわかっていても胸の柔やわらかい感かん触しよくをどうしようもなく意識してしまう。

「私を長い孤こ独どくから解放してほしいの」

「────ッ」

　甘あまい囁ささやきに、クレイの背中にゾクリとしたものが駆かけ抜ぬける。

　するりと脇わきの下したからレーティアの細ほそ腕うでが回りこみ、クレイの胸むな元もとを這はう。

「プールの時にも思ったけどあなた、細身のわりに案外逞たくましいのね。ふふ、素す敵てき」

　細い指がクレイの胸むな元もとを滑すべり、おもむろにシャツのボタンを外してくる。見ることなく指先の感覚だけでひとつ、ふたつと器用に。そして、その手を下腹部へと滑すべりこませようとしてくる。

　耐たえ切れなくなったクレイは距きよ離りを置くため、扉とびらから離はなれる。

「ダメ、逃にがさないわ」

　シャツの裾すそを握にぎったままのレーティアは素す早ばやくクレイの足をかけて、床ゆかに転がす。クレイでも反応しきれなった。残っていたボタンが弾はじけ飛び、クレイの上半身が完全にはだけた。尻しりもちをついて倒たおれたところにレーティアがのしかかる。

「わたしのお願い、叶かなえてほしいの」

　紅潮するレーティアは喜色満面だった。昂たかぶる気持ちを抑おさえるのに必死な様子で顔を寄せてくる。
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「さぁ、私を喜ばせなさい。クレイ・ネイザル」
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　先に部屋へ戻もどっていたアジュールは、部屋に備えつけの風ふ呂ろに入っていた。

　いつもより長い時間湯船に浸つかっていたのは、ベルバと違ちがって手間をかけることなくお湯が自由に使えたからだ。

　廊ろう下かの異変に気づいたのは、ちょうど寝ね間ま着きに着き替かえ終わった頃ころだった。慌あわただしい足音が聞こえ、扉とびらの外を覗のぞく。

　聞こえてくるのは「第一王おう妃ひ様が殺されたぞ！」という信じられない内容を告げる怒ど鳴なり声。

　わずかに躊ちゆう躇ちよしたが、夕ゆう餉げを共にした相手のただならぬ事態が気にかかりアジュールは廊ろう下かに出た。

　人の気配が集まる方へ廊ろう下かを進んでいく。ある部屋の前には大勢の兵士が集まっていた。

　蹴け破やぶられた扉とびら。兵士に押おさえつけられて室内から連れ出されたのはクレイだった。シャツがはだけ、首元が赤く濡ぬれていた。

「クレイッ!?　首から血が出ています！」

　アジュールは慌あわてて駆かけ寄よろうとして、兵士に阻はばまれる。

「大だい丈じよう夫ぶだ、アジュール。心配するな。部屋で待っていてくれ。助けにくるな！」

　連行されるクレイは、アジュールの眼めを見ながら強く念を押おした。

　今すぐにでもこの場にいる兵士を倒たおして、スカルアトラスで脱だつ出しゆつすることも頭によぎった。だが、クレイの明確な意思表示を受けとったアジュールは思わず固まってしまう。どうすれば良いのかと迷っているうちに、クレイの背中が見えなくなった。

　混乱するアジュールが部屋の様子を一いち瞥べつして、倒たおれた女性の脚あしだけ確かく認にんした。詳くわしく見ようとしたがクレイの関係者であるアジュールは入室を許されない。

「一体、何が起こったんですか。クレイ」

　クレイ・ネイザルは王おう妃ひ殺しの罪で投とう獄ごくされた。
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　ほんの少し前には貴族となって女王陛下直属の特務調査官に命じられたというのに一転して他国で罪人に転落してしまった。世の無情さを感じずにはいられず、下世話な噂うわさ好きには格好の話題だろう。

　捕つかまったクレイは、てっきり激しい尋じん問もんに遭あうものと覚かく悟ごしていた。

　ところが首の傷が手当てされた上で、ただ牢ろう屋やに放りこまれただけだった。ロングナイフは没ぼつ収しゆうされたが、檻おりの外には見張りさえつけられていない。

　もっとも牢ろう屋やの居い心ごこ地ちがいいはずもない。尻しりは冷たく、繫つながれた鎖くさりは重いから腕うでが疲つかれる。無む駄だだと思いつつ一通り暴れてみたが当然のように鎖くさりが千切れるはずもなかった。

　牢ろう屋やに使われている石材の種類を確かめたりしながら時間を潰つぶすことにも飽あきて、クレイは目を瞑つぶりながら夜の静けさに耳を傾かたむける。

　やがて雑念や不安を洗い流すように感覚が研とぎ澄すまされていく。

　そのうち「クレイ」と呼ぶ小さな声がするのに気がついた。

　何度も自分の名前を呼びかける声はアジュールのものだった。

　クレイは苦く笑しようするしかない。どうやら幻げん聴ちようが聞こえるほどには参っているらしい。

「まいったな。アジュールは大だい丈じよう夫ぶなんだろうか……」

　またも予想外の展開に、ろくに言葉も交かわせないままに離はなれてしまった。

　アジュールを氷漬づけから目覚めさせて以降、ふたりは常に一いつ緒しよにいた。こんな風に彼女の目の届かない距きよ離りまで離はなれたのは、考えてみればはじめてのことだ。

　クレイは自分の置かれた現状よりアジュールの方がずっと気がかりだった。

　急に不安になる。スカルアトラスである彼女に命の危機が及およぶことはないだろうが、不測の事態に巻きこまれているかもしれない。

「クレイ」

　幻げん聴ちようがより明めい瞭りように聞こえるようになった。

「あぁ、まずいぞ僕。心配しすぎで声がどんどんはっきりと」

「クレイ！　わたしはここです！」

「へ？」

　クレイは目を開けて、薄うす暗ぐらい牢ろう屋やを見回す。誰もいない。アジュールの影かげどころか見張りさえ立っていないのだ。この場には鎖くさりで繫つながれた自分だけしかいない。

「クレイ！　下を見てください」

　小さな声に促うながされるままに床ゆかへ視線を落とす。目を凝こらすと足元には親指サイズの白い人形のようなものが動いている。手を振ふり、自分の存在を主張していた。

「まさかッ!?　本当に、アジュールなのか」

「助けにきました」

　小さな人形から強きよう烈れつなエーテルの輝かがやきが発せられる。眩まぶしさにクレイは一いつ瞬しゆん目を閉じた。再び目を開けると、目の前にはいつもの人間の大きさであるアジュールが立っていた。

「縮んで、いたのか??」

　クレイは助けが来た安あん堵ど感より、はじめて見るスカルアトラスの新しい事象に意識が向いてしまう。

「スカルアトラスから人間の大きさになれるんです。そこからさらに小さくなっただけです」

「服はどうしたんだ？　君の肉体はエーテルだから縮小の説明はつくけど、服がどうして元の大きさに戻もどるんだ？」

「助けに来て、最初に聞くことはそれですか？」

　アジュールは投とう獄ごくされてなお、ブレないクレイの精神力に驚きよう嘆たんさせられた。

「君のことなら何でも知りたいんだよ」

「スカルアトラスに融ゆう合ごうする際、クレイの肉体を取りこむ原理と一いつ緒しよです。身につけているもの程度なら一時的にエーテル化できるので」

「ドラゴンの炎ほのおをエーテルとして変換したことの応用か。違ちがう物質を分解して、エーテルに還かん元げんする能力なんてとんでもないな」

　クレイは自分の肉体がエーテル化する理由を察した。幾いく度どとない融ゆう合ごうと再生を繰くり返かえすなかで人間の肉体がエーテル寄りになってきているということだ。

「よく牢ろう屋やの場所がわかったな」

「部屋に閉じこめられてしまったので見張りの兵士からクレイの居場所を聞き出して窓から抜ぬけ出だしました。そこから屋根伝いに移動して、牢ろう屋やに忍しのびこむために小さくなったんです」

　タートルメイズの断だん崖がいで見せたスカルアトラスの身体能力なら、窓から飛び降りて王城の屋根の上を渡わたることなど造作もない。しかも肉体を縮小して助けにくるとはアジュールにしかできない芸当だ。

「首の怪け我がは平気ですか？　他に痛むところは？」

　アジュールはクレイの全身をぺたぺた触ふれて、異常ないかを確かめる。

「どうして助けにきた？　大だい丈じよう夫ぶだって言ったよな。僕の言葉が、信じられなったのか？」

　クレイはアジュールの白く美しい顔に問う。

「クレイのことは信じています。わたしの中心は特別です。特別だから、心配なんです」

　彼女の赤い瞳ひとみが同じくクレイの目を見つめる。

　そんな風に言われてしまえば、何も言えなくなってしまう。離はなれ離ばなれになって心配だったのはアジュールも同じだった。そんな純じゆん粋すいな気持ちと彼女らしからぬ大だい胆たんな救出作戦には感謝こそあれ、文句を言う道理はない。

「さぁ、クレイ。ここから逃にげますよ」

　アジュールはクレイを縛しばる鎖くさりをあっさり引き千切った。

「待った、アジュール！　僕は脱だつ獄ごくできない。このままこの場に残る」

「まさか、本当に第一王おう妃ひを殺したんですか？」

　脱だつ獄ごくを拒きよ否ひするクレイにアジュールは当然戸と惑まどうしかなかった。

「もちろん濡ぬれ衣ぎぬだよ！　ただ、この複雑な事情を説明するのは難しい」

「捕つかまった理由はどうあれ、クレイを死なせるわけにはいきません！　ハクアとも約束しました。ヴェトセラに身み柄がらを拘こう束そくされるのは危険と判断します！」

　アジュールは珍めずらしく強い語調でクレイの言い分を否定し、手て枷かせを素す手でで壊こわした。

「わかる！　僕も確実にそう思うけど、勝手に脱だつ出しゆつするのもマズイ」

「あの王様に懐かい柔じゆうでもされたんですか？」

「違ちがう！　違ちがうけど君のためでもある」

「凍て殺しますよ！」

　痺しびれを切らしたアジュールは手にエーテルの輝かがやきを宿らせる。

　彼女は、本気で怒おこっていた。

「待って！　さすがに僕も冷れい凍とう放射は死にかねない」

　クレイも本気で焦あせり出す。化石バカの本領発揮とばかりに他国で牢ろう屋やにぶちこまれた状じよう況きようより、スカルアトラスの美少女の機き嫌げんを損そこねたことが大問題だった。

「言うことをきかないなら凍こおらせてでもベルバに連れて帰ります！」

「わかった、話す！　ぜんぶ話すからッ！」
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　クレイは慌あわててレーティアの部屋での出来事を語り出した。




　　　　〇




　時は少しだけ遡さかのぼる。

　レーティアの部屋、ヴェトセラの第一王おう妃ひに押おし倒たおされたクレイ。

　神聖不ふ可か侵しんな女性は馬乗りになり、その美しい顔がすぐ側にあった。

「さぁ、私を喜ばせなさい。クレイ・ネイザル」

　極ごく上じように綺き麗れいな女からそんな台詞せりふを囁ささやかれれば、男は我が慢まんできなくなるだろう。

　だが、クレイ・ネイザルは生きつ粋すいの化石バカである。

　クレイはこの場を穏おん便びんに辞すことは諦あきらめた。わざとらしい動どう揺ようを収め、吐と息いきのかかりそうなレーティアを見上げながら本音で向き合うことにした。

「僕はいつまで君の下手くそな人間芝しば居いに付き合えばいいんだ？」

「……急に強気になって、どうしたのよ」

　あまりにもクレイの急な変わりぶりに、レーティアがわずかに顔を離はなす。

「そうやって上手うまいこと歴代の王様を手玉にとってきたんだろう。国中から狂楽王と呼ばれるまでに骨ほね抜ぬきにしたのは大したものだと思うよ。だけど悪いが、僕には通じない」

　これまで数え切れないほど向けられた情欲の炎ほのおに燃える眼めとは真逆のクレイの冷徹な眼まな差ざし。

　胸中を見み透すかされた気分のレーティアだが、すぐにクレイの上からどくことはなかった。

「余よ裕ゆうぶって。女に組くみ敷しかれるのは嫌きらい？　自分で主導権をとれないのが恐こわいのね」

「僕はさ、ベルバ一の大女優の名演で目が肥えているんだ。その程度で騙だまされるほど御ぎよしやすい男じゃない」

「騙だます？　なんのこと？」




「レーティア・レヴェントン。君が──三本角のスカルアトラスだ」




　クレイは真実を言い当てる。

　レーティアは人にん間げん離ばなれした動きで即そく座ざに距きよ離りを置いた。その動作がすでに答えだった。

「それだけ動けるってことはエーテルも十分にあるんだな」

　クレイはゆっくりと立ち上がる。

「あーあ、シャツのボタンが外れて、しかも破けているし」

「どういうつもりよ」

　レーティアは甘あまくまとわりつく雰ふん囲い気きから一転、敵意をもって睨にらんでくる。

「君が困っているなら、手助けしたいと思ってね」

「口説き方が下手くそね。タイミング最悪」

「別に下心があるわけじゃないから安心しろ。僕はアジュールと一いつ緒しよに、他のスカルアトラス達の力になろうとしているんだ」

「そうやって無害そうな顔して近づいてくる人間は見み飽あきたわ。しかも他の女の名前まで出してッ！」

　レーティアの背後が水面のように揺ゆらめく。

　落ちた水すい滴てきの中心から波は紋もんが外へ広がっていくようにエーテルが急激に可視化される。あたかも光輪を背負うように眩まぶしい輝かがやきを放ちながらエーテルが渦うずを巻きはじめた。

　渦うずの速度が増すにつれ、クレイの危機感も一気に高まっていく。

　脳のう裏りによぎるのは神しん殿でんで見た光景。神像の背後の壁かべに彫ほられた放射状の溝みぞ、そして岸がん壁ぺきに穿うがたれた大穴の数々。

　三本角のスカルアトラスは、背後の渦うずから何かを射うち放つと予想される。

　直感に従い、クレイは最速最善の動きで反応していた。

　腰こし元もとから抜ばつ刀とうされていたロングナイフ。そのエーテル製の切っ先がまだ見ぬ敵意を迎むかえ撃うつ。人間の動体視力で追い切れる速度ではない。見えてからでは遅おそすぎる。ただ、そこに描えがかれるであろう射線を断たち切きるように舞まう。

「弄もてあそぶのは愉たのしいけど、拒きよ絶ぜつされるのって屈くつ辱じよくね！」

　レーティアが叫さけぶ。

　同時に背後に光る渦うずの表面が弾はじける。エーテルの光が迸ほとばしり、ビームとなって飛んだ。

　ただの脅おどしとして放たれた鋭するどい閃せん光こうはクレイによって見事に弾はじき返かえされた。

「私のエーテルレイを反射させたッ!?　ズルい!!」

　信じられない神かみ業わざにレーティアは固まっていた。弾はじかれたビームはカウチを貫つらぬいていた。

「うぉ、間に合った。さすがエーテル製！」

　クレイは刀身に傷がないことに安あん堵どしながら、心の中で死んだ祖父に感謝した。

「人間のくせに、なんでエーテルの気配がわかるのよッ！」

　脅おどしが通じないことに、レーティアは本気で焦あせり出す。

「さてね。荒こう野やで鍛きたえた野生の勘かんか、エーテル化の影えい響きようかな」

　その一言で、クレイはロングナイフを鞘さやに納めてしまう。

「あんた、本当に人間なの？」

「正しよう真しん正しよう銘めい、人間だよ。たまにアジュールと融ゆう合ごうしてスカルアトラスをやっている」

　対等の話し相手となるためクレイは自ら打ち明ける。

「人間とひとつになるなんて、考えただけでゾッとする」

「君は、人間が嫌きらいなんだな」

「大だい嫌きらいよ。あんな弱くて身勝手な生き物ッ。四大禁きん忌きがなければ、見るのもごめんだわ」

　正体を見破られたレーティアは隠かくしていた生理的嫌けん悪お感を露あらわにした。

　人間嫌ぎらいのスカルアトラスが、ヴェトセラの第一王おう妃ひをやっている。

　そこにはかなり複雑な事情があるのではないかと推察される。

「だいたいあんた、なんでエーテル汚お染せんで死んでないのよ！　あのアジュールって子も人間を取りこんだら四大禁きん忌きの第一条に反するでしょう！　どうして無事なの」

「その口くち振ぶりから察するに、ヴェトセラはスカルアトラスの正体が僕とアジュールだととっくに摑つかんでいたんだな」

　お互たがいの正体を晒さらしたところで、緊きん張ちよう感が緩まるわけではない。

　レーティアはこちらの出方を慎しん重ちように見定める。背後で光の渦うずは収まらない。

　警けい戒かい心を解いてもらうために、まずはこちらから歩み寄ることにした。

「君の質問に答えよう。僕が無事なのはおそらくエーテルに強い特異体質だから。アジュールはそもそも自力で四大禁きん忌きを解いた」

「──噓うそ。噓うそよ。そんなのできっこない。四大禁きん忌きを自力で解く？　あの苦痛を乗のり越こえるなんて不可能よ！　噓うそを言わないでッ！」

　クレイの誠心誠意な答えはいきなり悪手だったらしく、レーティアを激しく混乱させた。

　感情を破は裂れつさせるように背後から無数のエーテルレイが発射された。

　クレイはロングナイフを納めたまま表情ひとつ変えない。

　激しい光の雨が降り注いだが、その雨あま粒つぶがひとつとしてクレイに届くことはなかった。クレイを避さけるようにして床ゆかに細かな穴が大量に穿うがたれていた。

　レーティアの赤い髪かみが激しく乱れる。顔を隠かくすようにかかった髪の隙すき間まから怯おびえるようにクレイを見た。

「どう、これが四大禁きん忌きで縛しばられたスカルアトラスよ」

　レーティアは人間に対する不信感と嫌けん悪お感の塊かたまりだった。

「どうもしないさ。君が困っているなら助ける。それだけだ」

「……なんであんたが泣きそうな顔するのよ」




「僕は、スカルアトラスを見み逃のがすミスを繰くり返かえすわけにはいかないんだ」




　クレイ・ネイザルが抱かかえる致ち命めい的な後こう悔かい。

　それはずっと側にいてくれた女性・シークの正体がスカルアトラスと気づけなかったことだ。一生消えることのない失態。その手痛い経験と大きすぎる代だい償しようを血肉に変えて、成長したクレイはレーティアの正体を看破することができた。

「人間なんかにッ、何がわかる！」

「わからないから知りたいんだ！　僕らは君を四大禁きん忌きから解放するために来た！」

　レーティアは敵意を解くことなくクレイを睨にらみつける。

「解放、してくれるの？　アーケロンの下に埋うまった〈船〉にその方法が残っている可能性があるのを知っていたの？」

「そういうことか。ファイゼルは〈船〉そのもの、君は四大禁きん忌きを解くために僕をヴェトセラに残らせたかったんだな」

　失言に気づいたレーティアは舌打ちする。

「いつ、私の正体に気づいた？」

「気づいただけなら、プールで君を見た時から」

「……っ、最初からじゃない!?」

　美び貌ぼうに壮そう絶ぜつな焦あせりと屈くつ辱じよくを浮うかべてレーティアがギリっと歯を鳴らす。

「歯ぎしりはしない方がいい。スカルアトラスの歯が欠けたら一大事だ」

「訳わかんないこと言ってんじゃないわよ」

　毒気を抜ぬかれたようにレーティアは、背後に揺ゆらぐエーテルレイをようやく消し去った。

「ねぇ。なんで一目でわかったのよ？」

「……それを訊きくのか？」

　クレイはやや困った様子で言いい渋しぶる。

「いいから言いなさい。見破られたことなんて一度もないんだけど」

　余よ程ほど気に食わなかったらしくレーティアは命令口調を崩くずさない。

「僕が女性として魅み力りよくを感じるのは、みんなスカルアトラスなんだよ。それだけだ」

　クレイは答えた。

「なにそれ」

　レーティアに誤算があるとすれば、クレイ・ネイザルという男の化石バカぶりを侮あなどっていたことだろう。

「降参よ。私があなたを呼び寄せた理由を素す直なおに聞かせてあげるわ」

　レーティアはそっとベッドに腰こしかける。その所作には相変わらず妙みような色気があった。

「話をする前に、ひとつお願いがある。とりあえず上に羽織ってくれ」とクレイは拾い上げたガウンを彼女に渡わたした。

「わざわざ服を着せるなんて物好きね。普ふ通つうの男は一枚脱ぬぐたびに目を血走らせて喜ぶのに」

　レーティアはわずかに警けい戒かいを緩ゆるめた。

「いきなり脱ぬがすのは駄だ目めだって学習したからな」

「うわ、過去にやらかしたことあるんだぁースケベ」

「とにかく、そういうことは無理に話さなくてもいいよ」

　クレイは椅い子すを引き寄せ、レーティアの斜ななめ前に座すわる。

　お互たがいを見合わずとも会話できる距きよ離りを保つ。

「人間嫌ぎらいの私が最後まで関係を持つわけないでしょう」とレーティアは偉えらそうに腕うでを組む。

「名実ともに第一王おう妃ひは不ふ可か侵しんなわけだ。王様相手によくもまぁ」

「五百年も人間の真ま似ね事ごとをしてれば嫌いやでも立ち振ふる舞まいがわかるものよ。必要なことだから」

　スカルアトラスの美少女は後天的に男心を転がす手練手管を学んでいた。

　冷めた横顔だった。







　地上奪だつ還かん兵器スカルアトラス。

　最後の希望として製造された七体の姉し妹まいはそれぞれの使命を帯びて、地上へ送られた。

　二本角の青いスカルアトラスであるアジュールの場合は、旧人類にとって最後のエーテル製造施し設せつである世界樹の守護と周辺モンスターの駆く逐ちくを命じられた。

「私の使命は、海から押おし寄よせるモンスターの上陸を阻そ止しすること。海からの陸への玄げん関かん口になっていた現在ヴェトセラ全域がちょうど守備範はん囲いよ。鉄道で移動したタートルメイズからトライデントあたりまでね」

「ヴェトセラの両りよう端たんは未み踏とう外領域だから実際の状じよう況きようを僕は知らないけど、その辺りからの上陸はなかったのか？」

「あっただろうけど、ほぼヴェトセラの海に集中していたのよね。今はベルバの円柱になった世界樹を目指していたみたいよ」

　興味深い証言だ。人工エーテル製造施し設せつである世界樹をモンスターは破は壊かいしたかったのか。

「それにしても随ずい分ぶんと広いな。ひとりでよく死守したもんだ」

　自分が実際に鉄道に乗ったからこそ広大さを実感できたクレイは素す直なおに感心してしまう。

「そう！　ひとりで海を受け持つとかありえないわよね！　そりゃ海のモンスター全部が上陸可能な水陸両用の身体からだじゃないから接近戦は陸より少ないわ。けど体格のデカい連中は平然と沖おきからビームとかで攻こう撃げきしてくるのよ！　リヴァイアサンに何度崖がけを削けずられたことか」

　今思い出しても憎にくたらしいとばかりにレーティアが怒おこる。

　普ふ段だん接するスカルアトラスがアジュールだから、ころころと表情を変えて豊かに感情表現するレーティアは新しん鮮せんだ。アジュールも月日を重ねれば、こんな風になるのだろうか。

「それでタートルメイズの崖がけには、あんな巨きよ大だいな穴が穿うがたれていたわけね」

　角つの神がみ教きようの神しん殿でんに使われていた横穴を思い返す。

「リヴァイアサンの貫かん通つう光線は当たったらシャレにならないのよ！　トライデントの東に流れる大河川レルネイだって、リヴァイアサンの攻こう撃げきがトライデントに命中して今の河口を創ったんだから」

「は？　陸地ごと削けずり取とってるじゃないか！」

「そうよ。ナイフを上から差しこむみたいな攻こう撃げきがレルネイの中流まで到とう達たつして、深い溝みぞのような一直線の流れが一発で河口までできたわけ」

　クレイは啞あ然ぜんとした。想像を絶する破は壊かい力である。

「エーテルのカーテンを上手うまく避さけて良かったな」

「あれがないと私は陸と海のモンスター両方を相手しないといけないからね。そりゃ死ぬ気で守ったものよ。結局私の使命は内陸で戦う他のスカルアトラスの負担を増やさないためだし」

「空白期間を超こえてエーテルのカーテンが残っていたのは、やっぱり君のおかげか」

「ええ。来る日も来る日も海の見張り番として、監かん視しを怠おこたることなく長い間、たったひとりで海と陸の境界線を守ってきた」

　レーティアは、昔のことは思い出したくもない様子だった。

「さっきのエーテルレイを射うち続けてきたわけか」

　今より大気中のエーテル濃のう度どが高い時代、海に生息するモンスターは陸上よりさらに巨きよ大だい。

　対するレーティアは全方向に射しや撃げき可能なエーテルレイと呼ぶビーム攻こう撃げきで、海岸線一帯を掃そう射しやしてきた。当時の環かん境きようならばありあまる大気中のエーテルを利用でき、エーテルレイはほぼ無制限に射うち続けることができた。

「私はずっと自分の使命を疑うことなく戦ってきた。やがて戦うより待つ時間が増えてからも四大禁きん忌きを律りち儀ぎに守り、黙もく々もくと使命に従った。でも、転機は訪おとずれた。今から千年前、人類が〈船〉から現れたの」

「僕らのご先祖様が歴史の表おもて舞ぶ台たいに返かえり咲ざいたわけだ。けどエーテル濃のう度どの下がった頃ころだから、君は長く戦えなかったんじゃないか？」

「そう。人間が目の届く足元に集中していたうちはまだ良かった。だけど、連中が数を増やしてグループが分かれて、どんどん遠くに離はなれていくにつれ守れなくなった。戦せん闘とう頻ひん度どに対してエーテルの回復が追いつかず、遠えん距きよ離りや大規模な攻こう撃げきが難しくなった。人間の死を知るたびに四大禁きん忌きによる激しい苦痛に私は襲おそわれた。死ぬのは自己責任よ。だけど人間の好き勝手で私も一いつ緒しよになって苦しみを味わうのは理り不ふ尽じんでしょう！」

　それは、どうあっても人間に好意を持つのは無理な話だ。

　どれだけ角つの神がみ様と祭り上げられたところで、人間の死の責任をすべて背負わせられれば嫌きらいになるのが当然だろう。

「狂楽王がどれだけ人間を犠ぎ牲せいにしても気にならないか」とクレイは沈しずんだ声で納なつ得とくする。

「──私と人間は平等じゃない。一度たりとも」

　敬意もなく利用されてきたレーティアは冷れい酷こくに言い捨てる。

　自分が扱あつかわれたように、自分もまた人間に接しただけだ。それを誰が責められるのか。

「狂楽王の時は何を望んだんだ？」

「千せん亀き迷めい宮きゆうの攻こう略りやくを急せかしただけよ。狂楽王は志願者の不足を補うために、どんな小さな罪でも捕つかまえて貨物列車に詰つめこんだ。ファイゼルが立て直すまで国内の情勢は最悪だったから罪人には困らなかった。だけど成果は上がらず、国はますます悪化した。まぁ私がいなくても、あの異常に俗ぞく物ぶつな男は勝手に殺されていたわ」

「そんな面めん倒どうな男をよく転がしたものだな」

「貢みつぎ続ければ、いつかは抱だけると思っていたんでしょう。そんな未来、絶対に起こるわけもないのに。必死になっている男は愚おろかで面おも白しろいわ」

　そう語る彼女の口調はまるで楽しそうではない。

「人間の姿になっても四大禁きん忌きが無効化されるわけじゃないだろう？」

「四大禁きん忌きには盲もう点てんがあったの。私が目視で認にん識しきさえしなければ苦痛は発生しないのよ。だからカニンガム家に匿かくまわれる形で私は外の情報を完全に遮しや断だんした」

「なるほどね。けど、どうしてカニンガム家が出てくるんだ？」

「もともと五百年近く戦ってきたおかげで、私を神様と崇あがめる人間も出てきた。私が人の姿になった瞬しゆん間かんのはしゃぎぶりは凄すさまじかったのよ」

　レーティアの思い出し笑いは嘲ちよう笑しように近かった。

「それが角つの神がみ教きようのはじまりで、カニンガム家が教祖ってことか」

「連中、私の言うことをなんでもきいてくれたわ。人間に命令ができない私の独り言のようなワガママなお願いを彼らは全力で叶かなえてくれた。気分が良かったわ。まるで私が人間を支配している気分になれた」

　レーティアは長い間、自分達が敵かなわない海のモンスターから人間を守ってきてくれたのだ。

　人間にとってレーティアというスカルアトラスは守護神そのもの。自然と信しん仰こうの対象となり、角つの神がみ教きようという宗教が成立する。その偉い大だいな存在の言葉に従って当然だった。

「カニンガム家は代々よく世話してくれたわ。人間社会に不慣れな私への助言者もいた。連中はそうして私の意志をヴェトセラに行いき渡わたらせるために身を粉にして尽つくしてきた」

「その究極が、王様のお妃きさき様になることか。案外と可愛かわいらしい手段だな」

「だって最初に考えたのは私の部屋に遊びに来ていた小さな女の子よ。カニンガム家の傍ぼう流りゆうで、賢かしこい子だから面おも白しろい話し相手になったわ。ある時、私がこの国から自由になるにはどうすればいい？　って訊きいたの。そしたら『この国で一番偉えらい王様にお願いすれば、レーティア様を自由にしてくれます』だって。だから王様に直接語りかけられる立場を望んだ。あぁ、……すっかり忘れていたわ」

　去来する懐なつかしさはレーティアに作り物ではない自然な微び笑しようをもたらす。

　純真無む垢くな少女の無む邪じや気きな提案をきっかけに、彼女は本当に王おう妃ひとなって国を動かした。

「その女の子もさぞや驚おどろいただろう」

「──あの子は知らないわ」

「？　正体を隠かくすために秘密にしたのか？」

「私が守らないせいでヴェトセラは自力でモンスターと戦うしかなくなり国中が乱れた。危険を承知で大勢の人間が新天地を求めて出ていった。あの子も年頃になって出ていったわ。きっと荒こう野やの何ど処こかで死んだわ」

　荒こう野やへの旅は限りなく自殺に等しい。その旅立たざるをえない状じよう況きようを引き起こしたのは、他ならぬレーティアが自じ我がを主張した結果なのだ。

　彼女は兵器ではなく、ひとりの存在として自由に生きることを望んでいた。

「いやいや、案外ベルバに辿たどり着いた最初の一団にいたかもしれないぜ」

　複雑な胸中に暗くなるレーティアを、クレイは励はげまそうとする。

「そういえば、ちょっとだけ性格があんたに似ていたかも。私相手に恐こわがらず、平然と話しかけてくるんだもの。名前は確か……そう、セリア・カニンガムだったかな」

「セリア・カニンガム！！！」

　クレイは素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

「いきなりうるさいわよ！」と突とつ然ぜんの大声にレーティアは眉まゆをひそめた。

「いや、だって。信じられなくてさ」

　クレイは思わず椅い子すから転がり落ちて、床ゆかで大笑いするしかないかった。

「あんた、持病でもあるわけ？」

　レーティアはクレイの様子を伺うかがう。

「安心しろ。その子は生き残ったよ」

「バカにしているの？　それで慰なぐさめているつもり？」

　レーティアは本気で怒おこっていた。その殺意を前に笑い続けるクレイは、四大禁きん忌きに縛しばられた自分を侮あなどっているようにしか見えない。

「僕が、彼女の生き残った証あかしだよ」

「え？」

「セリア・カニンガムは荒こう野やを渡わたり、ベルバの円柱を発見した。新たに王族として名乗った姓せいはミュティス」

「それって、まさか……」

　レーティアは目を見張り、息をのむ。

「セリア・ミュティス、彼女はベルバ王家の始祖。つまり僕やハクア女王のご先祖様だ」

　こんなところで己おのれの源流ルーツまで知ることになるとは思わなかった。

　自分に流れる血筋には余よ程ほどスカルアトラスと縁があるようだ。

　レーティアはクレイの隣となりでゆらゆらと膝ひざをつき、ぺたりと弱い力でクレイの頰ほおを撫なでた。

「生きていたなら、早く伝えに来なさいよぉ」

　五百年越しの愚ぐ痴ちをレーティアは、その身にセリアの血を継つぐ青年に漏もらす。

「だから、予定を繰くり上あげてきただろう」

　レーティアは今にも泣なき崩くずれそうだった。

「私には、あんた以外にもう希望はないんだからぁ！」

「……そんな泣き顔で脅おどされてもな」

　クレイは苦く笑しようする。

「知らない！」

　レーティアはしばらくの間、クレイの胸に顔を埋うめていた。







「今のことは、忘れなさい。いいわね！　何もなかったんだから！」

　何事もなかったようにレーティアは命令する。だが、その言葉の棘とげははじめて会った時よりも弱々しい。

　クレイは、レーティアからファイゼルの計画を聞く。

「要するに千せん亀き迷めい宮きゆうの攻こう略りやくがずっと手て詰づまりなんだな。ヴェトセラの王おう妃ひになってから歴代の王様を裏から操あやつって、あらゆる物・金・人・時間を費ついやしても、〈船〉に到とう達たつできていない。打開できる人材を国外に求める中で、ファイゼルは僕という考古学者を思い出した。ギガスケルトン採さい掘くつ場責任者の孫で、当然スカルアトラスにも詳くわしい。そこでハクア女王への結けつ婚こん話を餌えさにして、僕はまんまと釣つられた。色いろ仕じ掛かけで罠わなにはめても縛しばりつけておきたいわけだ」

「そう。最初から目的はあんただったってこと。結果的に事情を知ってもらえて良かったわ。もちろん協力してくれるわよね」

　すっかり心を許したレーティアは、クレイのこれまでの口くち振ぶりから当然力を貸してくれるものだと思った。

「いや、断る」

　レーティアの期待を裏切る即そく答とうによって、クレイの投とう獄ごくはめでたく決定した。




　　　　〇




　クレイは大急ぎで、ここまでの経けい緯いを途と中ちゆうまで話した。

「つまらない噓うそをつくようになりましたね」

　アジュールとは思えない見下すような冷たい視線を送られた。

「本当だって。一いつ緒しよに神しん殿でんで確かめただろう。レーティアはあの神像のモデルになった三本角のスカルアトラスだ。五百年前に人間となって、角つの神がみ教きようの教祖となったカニンガム家に匿かくまわれた。彼女は今も四大禁きん忌きに縛しばられている。それを解く方法がアーケロンの下に埋うまっている〈船〉にあるって話だ。だから彼女はヴェトセラの第一王おう妃ひになって歴代の王様を操あやつって、千せん亀き迷めい宮きゆうを攻こう略りやくしようとしているんだよ。スカルアトラスだから老いも死も関係ないから、すべての第一王おう妃ひは外見を変えたレーティアなんだって！　実際は人間じゃないから世よ継つぎもできない。だから象しよう徴ちよう。な、筋は通っているだろう」

「……捕つかまった間に考えた割には説得力のある噓うそですね」

「全部レーティア本人から聞いた事実だ！」

「そんな都合のいい話がありますか。いくらわたしでも騙だまされませんよ」

　アジュールはムキになって信じようとはしない。

「僕だって半信半疑だから黙だまっていたんだよ」

「レーティアさんがスカルアトラスだと知ってて黙っていたんですよね？」

「…………」

「クレイ？　答えてください」

　助けにきたはずのアジュールから取り調べを受ける始末。声に宿る威い圧あつ感は厳しくなる一方だった。あぁ、二度目の同じ展開。

「そうです……」

　小さな声で、つぶやく。

「どうして!?　いつでもわたしに相談する時間はあったはずです！」

　怒おこったアジュールがポコポコとクレイの胸を叩たたく。

「一目見て、彼女の正体を直感しただけだ。話すには根こん拠きよがなかったし、不用意に君を動どう揺ようさせたくなかったんだよ」

「いくらなんでも化石バカがすぎますよぉ！　クレイが一目で正体を見み抜ぬけるのに、姉し妹まいであるわたしが気づかないなんて本気で傷つきます」

　アジュールは顔を伏ふせて、完全に塞ふさぎこんでしまう。

　消しよう沈ちんするスカルアトラスの少女に、クレイは情けないくらいにオタオタしていた。

「ご、ごめんなアジュール。君を悲しませるつもりはなかったんだ。ただ、物事には適切な順序があってだな」

「そんなの知りませんッ！」

　必死に宥なだめようとするクレイだが、いかんせん化石にばかり夢中だった人生は女心の扱あつかいには疎うとかった。

「おや、取りこみ中だったな」

　現れたファイゼル・レヴェントンはクレイとアジュールの痴ち話わ喧げん嘩かを目もく撃げきした途と端たん、退場しようと気を利きかせてみた。

「誰のせいだよ！」

「君がレーティアの部屋に忍しのびこんで、殺したのだろう」

　からかうようにファイゼルは投げかける。

　黄金の男は付き人もなく、ひとりで訪おとずれていた。牢ろう屋やの鍵かぎがかかっているのにアジュールが内側にいることを驚おどろく素そ振ぶりも見せない。

　そのあまりに泰たい然ぜんとしすぎた態度が、アジュールを身構えさせる。

「レーティアが死んで涙なみだひとつ流していないのは計画の内だからか？」

　クレイは挑ちよう発はつするように硬かたい声で投げつける。

「人聞きの悪い。一夜の相手になることを拒こばんだのは君だろう。精神不安定ゆえに引きこもりがちな第一王おう妃ひは錯さく乱らん。君と激しい揉もみ合あいの末に倒たおれてしまう。打ちどころが悪かった彼女は動かなくなる。激しい音を聞きつけた兵士は鍵かぎのかかった部屋を蹴け破やぶる。密室には息をしていない第一王おう妃ひと、衣服の乱れた君。現行犯逮たい捕ほとして十分すぎる」

「それが王様の描えがいた筋書きか。人間にスカルアトラスが殺せるわけがないだろう。もし可能なら、とっくにヴェトセラが第一王おう妃ひを殺しているはずだ」

　これまでの腹の読み合いから、取り繕うことない腹を割った話し合いができる。

　鉄てつ格ごう子し越ごしながらファイゼルはいよいよ親しみをこめてクレイに接する。

「ついに真の本題に入れるわけだね。しかし気づいた上で、自分から罠わなに飛びこむとは大した度胸だよ。そして彼女の正体を見み抜ぬく眼力には心から敬服しよう。まさかレーティアの色いろ香かに騙だまされない男が私以外にもいたとはね。嬉うれしいよ、クレイ・ネイザル」

　レーティアの正体をあっさり認めたファイゼル。

「本当にレーティア第一王おう妃ひの正体は、スカルアトラスなのですね」

　ようやく信じたアジュール。

「無理もありませんよ。アジュールさん。あなたと違ちがってレーティアは歴代の王をたぶらかしてきた魔ま性しようの女です。人間より遥はるかに人間を知しり尽つくしています。その振ふる舞まいをもって第一王おう妃ひとして君臨して五百年、このヴェトセラを裏から支配してきた」

「象しよう徴ちようとしての第一王おう妃ひ。妙みような風習だと思ったが、老いることのない絶世の美女の正体を隠かくすためには都合がいい。王といえども男だ、骨ほね抜ぬきにしてやれば国を支配したも同然か」

　最高権力者である王でも手出しできない女。それは儀ぎ式しき的な意味合い以上に、スカルアトラスであるという極きわめて現実的な理由からだった。

「では、角つの神がみ教きようの神しん殿でんに祀まつられた三本角のスカルアトラスは消えたのではなく、ずっと人間として振ふる舞まっていたと」

　アジュールの確かく認にんにクレイは頷うなずく。

　人類最大の国家ヴェトセラ──そこはスカルアトラスに支配された国だった。




「大きな噓うそをつくなら堂々と、平然に。たとえ第一王おう妃ひを利用しても」




　ファイゼルは仮面のような完かん璧ぺきな笑え顔がおで、コツを伝授するように認めた。

　クレイ・ネイザルという有用な人材を確実に手元に置くためなら第一王おう妃ひの死さえ偽ぎ装そうして濡ぬれ衣ぎぬを着せる。密室での偽ぎ装そう殺人という大おお掛がかりな罠わなまで用意する執しゆう着ちやく心しんをもってクレイを手に入れようとした。

「ご高説、どうも。だけど考古学者にとって捏ねつ造ぞうはご法はつ度とでね。噓うそをつくなってじいさんに厳しくしつけられたんだ」

「幸せなことだ。虚きよ偽ぎや策さく謀ぼうと無む縁えんに育ってきた証しよう拠こだよ。君は恵めぐまれている。まともな大人に囲まれて穏おだやかに幼少期を過ごせたのは財産だ」

　善人面でクレイを牢ろう屋やに叩たたきこんだ男に言われても微み塵じんも嬉うれしくない。

　むしろファイゼル・レヴェントンという存在に空恐おそろしさを覚える。

　歪ゆがみ、と呼ぶにはファイゼルの抱かかえる闇やみは底が見えない。

　クレイでさえも計り知れない。異質で、はじめて見るタイプの人間だった。

　命知らずか、大物なのか。この期に及およんで珍めずらしいものに興味を抱いてしまうのがクレイの悪い癖くせだ。一歩間ま違ちがえば殺されてもおかしくない状じよう況きようで、目の前の対象を観察してしまう。

「クレイを陥おとしいれるためだけに、レーティアさんを利用したのですか？」

「私とレーティアはお互たがいを利用し合う共犯者だ。私は世界の繁はん栄えいを、彼女は自由を。ただ、それぞれの理由から〈船〉を掘ほり出だす目的で一いつ致ちしているにすぎない」

「仮にも結けつ婚こん相手の死を偽ぎ装そうして、レーティアさんに対して想おもうことはないのですか？」

　気に入らないアジュールが、ファイゼルの振ふる舞まいを責める。

「ない。何な故ぜなら彼女自じ身しんがそうやって何度も自分の死を偽いつわって、容姿を変えて、次の王の第一王おう妃ひになることを繰くり返かえしてきた。今いま頃ごろはもう列車に乗っている。またカニンガム家に引ひき籠こもって悠ゆう々ゆう自じ適てきに過ごすのだろう。そして私が失敗すれば、また新たな王の第一王おう妃ひに堂々と戻もどるだけだ。命に限りがないとは怖ろしいものだね。姿形は人間そっくりでも、中身は別物だ」

「わたし達にも人間と同じ心があります！　嬉うれしいことがあれば喜び、気に入らないことがあれば怒おこり、哀かなしいことがあれば涙なみだだって流れるかもしれません！　知った風な口をきかないでください！」

　アジュールはムキになって怒おこっていた。

「……君はずいぶんと姉し妹まい想おもいのスカルアトラスだ。そして人間が好きなのだろう」

　ファイゼルは目を眇すがめつつ、ベルバのスカルアトラスを端たん的てきに評した。

「だが、道具は使うためにある。それ以上でもそれ以下でもない」

　その上で、ファイゼルは感情の欠けつ如じよした声で容よう赦しやなく断ずる。

「あなたという王様は滅ほろんだ旧人類によく似ています」

　アジュールの言葉を皮肉と受け取ったファイゼルは「光栄だよ。エーテルで自じ滅めつした人々の血が脈々と流れていることがめでたく証明された」と自分の胸むな元もとに手を置いた。

「王の仕事は物事を正しく管理することだ。それに尽つきる。大事なのは全体のバランスだよ。だが私は旧人類と同じ運命は辿たどらない」

「だから〈船〉を発はつ掘くつして、レーティアの願いを叶かなえることで追い出すのか」

「遠とお縁えんであるクレイ君は、だいぶ血が薄うすくなったようだね。私の説得もレーティアの誘ゆう惑わくも、この若き考古学者には通じなかった。そしてアジュールさん。命令待ちの大人しい方だと思っていましたが、救出に来るとは予想外でしたよ。いや、人間とスカルアトラスの種族を超こえた美しい信しん頼らい関係だ」

　ファイゼルは賞賛するように音もない拍はく手しゆを送る。

「さぁ、もっと相応ふさわしい所に場所を変えよう。これからの話し合いには人類の未来が懸かかっている」

　スカルアトラスを対等な存在として捉とらえていない。

　目指す未来の話し相手は、ファイゼルにとってクレイだけだった。




　　　　〇




　ファイゼルに連れてこられたのは王城の裏手にある人目につかない場所だ。

　下に続く階段の先には、広々とした円えん筒とう状の空間があった。

　天てん井じようの明かりは一部だけが灯ともっていた。

「奈な落らくに落ちたら無事では済まないよ。気をつけたまえ」

　ファイゼルは、彼専用の憩いこいの場へ先に下りていく。

　そこは深い穴の上に張り出すように設けられていた特等席だ。不気味な空くう洞どうの上部にはいくつかの段差があり、ぐるりと奈な落らくの底を覗のぞきこみやすい形をしている。

　上部全体はさながら円形の観覧席だ。

　奈な落らくの底で興じられた見世物を、社会的地位の高い人々が優ゆう雅がに見物していたのだろう。

　その中でも一番眺ながめのいいファイゼルの特等席には豪ごう勢せいなソファー一式とテーブル。足元には華か麗れいで複雑な模様の芸術的な美しい敷しき物もの。奈な落らくに面した場所以外の三方には書しよ棚だなが目め隠かくしを兼かねた壁かべのように並ぶ。

　クレイも特等席の端はしに立ち、落下防止の厳重な柵さくの上から奈な落らくの底を覗のぞきこむ。

　辛かろうじて見える底は綺き麗れいに整地されている。だが、がらんとした穴が孕はらむ薄うす闇やみから妙みような冷たさと不気味な気配を感じた。消しても消しきれない、底にへばりついた死の残ざん滓し。

　ここで大勢が死んだのだろう、とクレイは思った。

「私が王になるまで、ここは人間同士が殺し合う闘とう技ぎ場だった。夜よ毎ごと、貴族達が集まり大金を賭かけて、人間同士の殺さつ戮りくに熱ねつ狂きようした。僕らがいるのは王族専用の観覧席だ。ここでは赤ら顔で腹の出た狂楽王が美女をはべらせていた。城下では誰もが今日の食事どころか着るものにさえ困っていた時にだ。戦っていたのは罪を犯おかした庶しよ民みん。人殺しの罪で捕つかまった者から飢うえで仕方なく盗ぬすみを働いた者。あの時代は牢ろう屋やが満まん杯ぱいになるくらい、いくらでも罪人を用意できた。一方は高みの見物、他方は命いのち懸がけの戦いを見世物にされる。命の値ね崩くずれが起きたように無数の血が流れ、死んでいった」

「醜しゆう悪あくがすぎる」

　文明再興の地の暗部で繰くり広ひろげられたあまりにも野や蛮ばんな行いにクレイは吐はき気けを催もよおす。

「私が父に連れてこられたのは七歳さいの時だった。『目を逸そらすことなく見ておけ。これは王命だぞ』と先王に酒さけ臭くさい息で命令された。私が泣き喚わめき、漏もらす姿でも見て面おも白しろがりたかったのだろうね。だが私は最初の死人が出るまでずっと無表情に眺ながめていた。すると突とつ然ぜん顔を殴なぐられた」

　ファイゼルは、狂楽王の言葉の部分だけ滑こつ稽けいなほど野太い声で演じた。

「……噂うわさに違たがわぬ人のようですね」

「人の形をしたモンスターと変わりない。……口から血を流し倒たおれた私を気き遣づかって、側にいた女性が駆かけ寄よってきた。顔は覚えていないが、綺き麗れいな人だったよ。だが、その気き遣づかいが気に食わなかったのだろう。先王は女性をここから蹴けり落とした。すぐに下を見たが、この高さだ。彼女は即そく死しだっただろう。先王は勝者に汚きたない賞賛を浴びせると、勝者は動かない彼女を引きずって辞した。ここは弱肉強食とも呼べない。荒こう野やより遥はるかに無意味と理り不ふ尽じんが横おう溢いつした場所だ」

「だから、狂楽王の暗殺を決意したのですか？」

　クレイは苦い気持ちに苛さいなまれながら、穢けがれを知らないような王の美しい横顔を見た。

「いや、若くとも私の方が指導者に相応ふさわしい才覚を持っていた。それだけの話だ。従順な息子むすこを演じて、王の代役として私は早くからヴェトセラ各地の領主と直接言葉を交かわした。支持は自然と集まり、多くの賛同者の期待に応えたにすぎない。そしてカニンガム家の後あと押おしが大きかった。私が玉座に就ついたのは、結局人々の総意だ」

　ファイゼルは花びんの水を取とり替かえるような気軽さで、狂楽王の暗殺劇の顚てん末まつを述べた。

　幼い頃ころから抱かかえてきた怒いかりを胸に秘め、感じていた違い和わ感かんを正すために玉座に就つく。

　隣となりに立つ黄金の男は、新たなる希望として大勢の人々に眩まぶしく映ったに違ちがいない。その輝かがやきは褪あせるどころか、十年で国を立て直した実績を積んでなお光を増していく。

「アジュールさん、ひとつ忠告だ。人間という不完全な生き物に近づきすぎるな。その醜みにくさまで染しみついてしまう。やがては自分を苦しめ、損そこねることになる」

　冷ややかなファイゼルの助言に、アジュールはクレイの手を握にぎりながら答える。

「あなたのような人間の命令は聞きません。わたしの生き方はわたしが決めます」

　ファイゼルは「かけたまえ」と壁かべの棚たなから分厚い辞書のような箱と灰皿を持ってきた。

「君もどうかね？　吸えば気分が楽になるよ」

　ソファーに腰こしかけたファイゼルは答える前に端はしを切り、マッチの火で着火した。先せん端たんが吸うたびに赤く灯ともり、口から煙けむりとなって吐はき出だされる。

　クレイとアジュールは立ったまま、薄うす闇やみを漂ただよう煙けむりを見た。

「葉巻を嗜たしなむとは意外です？」

「中身はエーテルだよ」

　クレイはファイゼルの口から葉巻を奪うばい、灰皿に押おしつけた。

　ファイゼルは驚おどろきつつも、どこか嬉うれしげだった。

「王様に毒殺がつきものだからね。こうして訓練している次し第だいだよ」

「……冗じよう談だんですよね？」

「安心したまえ。医い療りよう用に改良された極低濃のう度どの立派な嗜し好こう品だ。吸えば気持ちが楽になり、心ここ地ち好よい高こう揚よう酩酊に包まれる」

　ファイゼルは箱から二本目を取り出し、再び煙けむりをくゆらせる。

「正気ですか？　エーテルを吸うなんて危険すぎるッ」

　袖そでで口元を覆おおいながらクレイは煙けむりから距きよ離りをとる。

　ゆったりと漂ただよう煙けむりの向こうで微笑ほほえむ黄金の男を、疑わしげに見た。

「もちろん。毎夜吸っても、私はエーテル汚染で死んではいない」と、クレイの分の葉巻を差し出す。

「これもヴェトセラが誇ほこる旧人類の技術の賜たま物ものですか？」

「いや。荒こう野やのどこかで巻かれたものらしい。詳くわしいことは私も知らない。だが、古くから存在する。この葉巻は誰がどのような方法で創り出したものなのか。ヴェトセラの科学者達に分ぶん析せきさせても、いまだにエーテルの無毒化する製法には辿たどり着ついていない。いやはや、荒こう野やは広いね。私の知らない優ゆう秀しゆうな人材はいくらでも眠ねむっているのだろう。ひとりでも多くをヴェトセラに招きたい。これらを生産できれば世界中で売れるだろう」

「ベルバではエーテル汚お染せんで大勢が死ぬ事故がありました。僕の両親もその時に死にました。だから、とてもじゃないけど吸う気にはなりません」

　睨にらむような目つきでクレイは断った。

「角つの神がみ教きようのテロはヴェトセラにもすぐ届いたよ。許しがたい事件だ。あの美しい頂上で大勢の人が亡なくなったかと思うと胸が痛む」とファイゼルの口くち振ぶりには確かな哀あい悼とうの意が帯びる。

「私も角つの神がみ教きようは嫌けん悪おする。そして、あの歪ゆがんだ集団が崇すう拝はいするスカルアトラスも」

「見事な仮面夫ふう婦ふですね。レーティアの正体を知らなければ、とても信じられません」

「彼女の気まぐれで国が傾かたむくんだ。顔を会わせるたび、気苦労は絶えないよ」

「だから、そんなものを吸い続けるのですか？」

「潔けつ癖ぺきだな。私が自覚する数少ない贅ぜい沢たくのひとつだ。この場所で好きなものに囲まれている時だけ、私が王の重責を忘れられる。正気を保つ手段として見過ごしてもらえると嬉うれしい」

　先せん端たんの灰になった部分を灰皿に落とすと、ファイゼルは昔話を語る。

「──狂楽王の治世、トライデントの城下でこのエーテル葉巻の粗そ悪あく品が横行した。正規品は非常に高額だ。王家さえも製造方法は知らない。無論、市民にも不可能。だが一度味わってしまった快楽は忘れがたい。人々は代用品としてリキッド・スライムを燃料材にしたものを原料に強ごう引いんにエーテル葉巻を造った。その毒性は比べものにならないほど高い。そして当然のように大勢が、エーテル汚染で死んだ。餓が死しや病死だけが死因ではないんだ。街角に死体が転がっていない日の方が珍めずらしい。むしろ自殺の道具としてわざとエーテル濃のう度どの高い代しろ物ものまで造られる有り様だ。当人に痛みはなくとも、死んだせいで火の始末をする者がいない。おかげで火事が頻ひん発ぱつしてね。必死に生きようとする者まで巻まき添ぞえにあった。それがわずか十年前までの、文明再興の地の実態だ」

　ファイゼルは遠くを見つめるように煙けむりの消えていく様を眺ながめた。

「私は平和なベルバが羨うらやましかったんだよ。荒こう野やの中心に立つ白い円柱。虹こう層そう円柱国家ベルバ。こんなに穏おだやかで落ち着いた美しい国があるのかと心底驚おどろいた。感動に震ふるえたんだ」

　葉巻をくゆらせながらファイゼルは長い脚あしを組みかえる。

「ぜひ見てもらいたいものがある。私の憧あこがれがようやく完成した。明かりを照らせ」

　ファイゼルの一声で天てん井じようの明かりが、穴の底に潜ひそんでいたものを浮うかび上あがらせる。

「──これは、ゴーレム？」

　クレイは見慣れた形状とは異なる、しかし確かに知っている存在に目を奪うばわれていた。

　間ま違ちがいなくゴーレムだ。だが、そのプロポーションは大きく異なっていた。

　壁かべ際ぎわに鎮ちん座ざするのは赤い装そう甲こうに覆われた単眼複ふく腕わんの巨きよ人じんだった。

　足は二本だが、両りよう肩かたから三本ずつ計六本の腕うでがある。腕うでが増えたことで肩かた周りのボリューム大きくなり、可動域確保の問題から背中の搭とう乗じよう席がより高い位置に取りつけられていた。腰こし元もとの動力機関もヴェトセラの技術により小型化され、すっきりとしている。結果、ベルバで馴な染じみ深いゴーレムのように背中は丸まっておらず、逆三角形で背筋のしっかり伸のびた姿勢となっている。胸部と頭部の装そう甲こうも一体型ではない。頭部だけをすっぽりと覆おおう装そう甲こうの正面には三本の角が取りつけられ、顔の中央には今は消灯された単眼がある。

「三本の角飾かざりがあるのは、ヴェトセラにいたスカルアトラスにあやかっているんだろう。だけど、腕うでが六本もあるなんて……」

「どうかな。ヴェトセラで造った私のゴーレムは？」

　黄金の男は、期待をこめた眼まな差ざしをクレイに向ける。

「どうして、ゴーレムがヴェトセラに？　ベルバから輸出はすべて禁止されているはずだッ。それに見み違ちがえるほど改造されている……」

　どうしようもない違い和わ感かんにクレイは表情を曇くもらせた。

　ありのままを美しいとするクレイの美意識。

　クレイの化石に対する美意識の根源とは、生命に対する限りない敬意だ。

　死した姿を晒さらしてなお貶おとしめず、一層称たたえるような気持ちで常に向き合ってきた。

　それはクレイだけの感覚ではない。

　ベルバの人々は荒こう野やで生き残るため、ギガスケルトンを操縦可能なゴーレムに改造した。それは道具である以上に、平和を守る希望そのものだ。エネ・スライム漁団では一日の漁を終えれば内部のギガスケルトンを丹たん念ねんに点検し大切に扱あつかっていく。人間そっくりの巨きよ大だいな骸がい骨こつを損そこねることがあれば、自然と心の痛みを覚えるからだ。

「クレイ、あれは違ちがいます。我が同胞がひとりではありません」

　アジュールも険しい眼まな差ざしで奈な落らくの底に立つ複ふく腕わんの巨きよ人じんを見つめる。

「ああ。だから荒こう野や中から部品を集めたんだ。ここまで仕上げるのに苦労したよ。運びこまれる残ざん骸がいはモンスターに無残に喰くい荒あらされているから、使い物にならなかったのが大半だ」

　苦労を笑い話に変える気軽さで、ファイゼルは楽しげに説明する。

「集めたって。まさかキャラバンの護衛ゴーレムの残ざん骸がいを組み合わせて一体のゴーレムにしたのか!?」

「私達は、あれをアシュラと呼ぶ」

　彼の言葉通りなら、ゴーレムの素体となるギガスケルトンの化石の断だん片ぺんをかき集めて、無理やり一体に仕立て上げたことになる。

　複数の死体を強ごう引いんに接合して、仕立て上げた人工のまったく新しい存在。怪かい物ぶつとも言うべき単眼複ふく腕わんの巨きよ人じんは奈な落らくの底で沈ちん黙もくを守る。壁かべにはその手に握にぎらせる様々な武器も飾かざられていた。

　ただの部品として組み合わせて、道具として目的を果たせれば問題ない。

　そんな合理的な考え方の結果生まれたアシュラ。

　素体となるギガスケルトン、それを改造したゴーレムという存在そのものを愛するクレイにとってファイゼルの行こう為いは踏ふみ越こえてはいけない一線を超こえていた。

　あまりにも、あまりにも化石に対する敬意がない。

　意図的に本来の形を逸いつ脱だつした不自然な姿を醜しゆう悪あくとさえ思う。

「わざわざ腕うでを増やす理由がわかりません」

「好こう奇き心だよ。せっかく集めた部品を余らせておくのは、もったいない。それに腕うでが多い方が便利じゃないか」

　ファイゼルは化石兵器ゴーレムを完全なる道具として割り切っていた。

　共に同時代の人間に比べて遥はるかに先見性を持ち合わせるふたりだが、倫りん理り観の差から明確な違ちがいが浮うき彫ぼりになる。

　クレイなら躊ちゆう躇ちよを感じる冒ぼう瀆とく的な行いを、一いつ切さいの感傷もなくファイゼルは易やす々やすと踏ふみ越こえている。

　ファイゼルは、エーテルにより栄え滅めつ亡ぼうした旧人類の正統な後こう継けい者だ。

「アシュラ……動くのか？」

「もちろん。操作性は通常の二本腕うでのゴーレムよりは複雑だが、腕うで利ききのゴーレム乗りなら十分に活用できる。もっともメイン二本の腕うで以外は、便利な副腕に近い。それでも手だから様々な武器を携たずさえることができるので戦せん闘とう時の戦略の幅はばが広がる」

「飾かざっておくのは勿もつ体たいない。使えばいいじゃないか」

　クレイは露ろ骨こつに嫌いや味みっぽい言い方をしてしまう。

「やっと組み上がった一体だ。失うには惜おしい。もっとも、ベルバからゴーレムを買うことができれば話は別だがね」

　煙けむりの向こうでファイゼルが冷れい徹てつな為い政せい者しやの顔を見せる。

「さぁ、第一王おう妃ひ殺しの容疑者となったクレイ・ネイザルにはふたつの選せん択たく肢しを与あたえよう。ひとつは千せん亀き迷めい宮きゆうの発はつ掘くつ調査を成功させた恩おん赦しやで自由の身になるか。もうひとつは王おう妃ひ殺しの大罪で死し刑けいになるか」

　クレイとアジュールはヴェトセラの最高権力者と対たい峙じする。

「両方断れば？　スカルアトラスになって脱だつ出しゆつするのはわけないぞ」

　融ゆう合ごうすれば天てん井じようをぶち破ることも容易たやすい。いつでも逃にげ出だせる自信がある。

　ファイゼルもそれを理解してなお護衛もつけず、単独でいる。

「その時は君の正体を国内外に知らせ、首に賞金を懸かけよう。王おう妃ひ暗殺およびこの場における私の暗殺未み遂すいの罪状かな。裏で糸を引いていたのはベルバの女王ハクア・ミュティス。スカルアトラスを直接送りこんでヴェトセラを崩ほう壊かいさせようとする非道な計画。私でも抑おさえ切れないほどベルバへの敵意と不信感は燃え上がり、遠く荒こう野やを越こえていくだろう。勇ゆう壮そうなヴェトセラの兵士達はゴーレムの足元を搔かい潜くぐって、ハクア女王の枕まくら元もとまで届く。そして指導者を失った円柱はヴェトセラの支配下に置かれる。あの荒こう野やを一望できる景色を再び眺ながめられるのは楽しみだ。そんな未来も悪くない」

　クレイには断りようがない。

　ファイゼルに従う以外、どう立ち回ってもベルバは窮きゆう地ちに立たされる。

「逆らえば？　スカルアトラスはベルバを守るぞ」

「もちろん我々にはスカルアトラスと真正面から戦う手段などないよ。ただ静かに、一方的に、制圧する。人間同士の戦争だ」

　ファイゼルは手のひらをポンと音を立てて合わせる。

　ふたつの勢力がぶつかり合いを暗示させた。

　クレイが断れば、王おう妃ひ殺しを口実にベルバを軍事力で侵しん略りやくする。

　組織力がある兵士の強きよう襲しゆうではベルバには勝ち目がない。やがてゴーレムを奪うばわれ、波が足元の砂をさらい、やがて陸地を浸しん食しよくするように戦せん況きようは着実に覆くつがえされていく。

「クレイ、話になりません。わたしがいればベルバは守れます」

「それだけはダメだ。君に人殺しをさせられない」

　千せん亀き迷めい宮きゆうの攻こう略りやくも検討するが、やはり無む謀ぼうである。

「モンスターの巣そう窟くつを潮の満ち引きという時間制限付きで突とつ破ぱしなければならない。間に合わなければ窒ちつ息そく死し。こんなもの、誰も進んで挑ちよう戦せんしたがらないぞ」

「だから挑いどむのは罪人と命令を与あたえられた兵士、そして専門家だ」

　ファイゼルは平然と言い放つ。

「……あんたは立派に狂楽王の息子むすこだよ。まともじゃない」

「心外だな。私は罪を償つぐなう場を与あたえているだけだよ」

　整った顔立ちに一いつ瞬しゆんだけよぎる不快感。

「人間に殺されるか、モンスターに喰くわれるかの違ちがいしかない死し刑けい場だ」

「今や君は専門家にして罪人、理想の適任者じゃないか」

「僕が戻もどってこなければベルバも黙だまってないぞ」

「それこそ問題ない。何な故ぜなら今日、君はヴェトセラにはいないのだから。スカルアトラスで来てくれたおかげで誰も君の動向を把は握あくすることができない。いや、できないように君達が積極的に隠かくしてきた。予定では今もまだ荒こう野やだろう。そして約束の日になっても到とう着ちやくしない君を心配して、我々は堂々とベルバに相談ができる。ヴェトセラは君の探たん索さくにも喜んで人手を出そう。ハクア女王はたったひとりの肉親である君の安否を気き遣づかい、ヴェトセラの申し出をきっと断れない。絶対にだ。そうして返せない借りを増やしていく」

　すべてはファイゼルの手のひらの上だ。

　クレイがどれだけ先を読もうとも、斬ざん新しんな発想で突とつ破ぱしようとしても黄金の男の思考は常に上を行く。先回りし、先手を打たれており、つけ入る隙すきが見当たらなかった。

　勝てない。

　この男を出し抜かない限り────

「あぁ、すぐ自由になれる解決策がひとつだけある。そこのスカルアトラスがヴェトセラにとどまり、この先も兵器として従順に貢こう献けんしてくれるのなら、クレイ君だけは解放しよう」

「ふざけんな！　アジュールは物じゃない！」とクレイは即そく座ざに拒きよ絶ぜつする。

「では、選びたまえ。掘ほるか、死ぬか」

　ハクアとベルバが人ひと質じちにとられたクレイに選せん択たく肢しなどはない。

　クレイ・ネイザルという男の本質はすでに見み抜ぬかれていた。自分ひとりの命のために国を、スカルアトラスを捨てられない。

　クレイはファイゼル王の要求をのむしかなかった。

　もう無む邪じや気きに自分の好こう奇き心のままに発はつ掘くつができる立場にないことを思い知らされる。

「わかるかい、クレイ君。これが国を背負うということだ」とファイゼルは静かに微笑ほほえむ。

「計画を立てよう、ファイゼル。僕はベルバに帰ると約束したんだ」

　権力に対して自分を貫つらぬく難しさを痛感しながら、クレイは承しよう諾だくした。
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　三人は具体的な千せん亀き迷めい宮きゆう攻こう略りやくの作戦会議に移る。

　案内された会議室には、これまでに把は握あくされた千せん亀き迷めい宮きゆう内部の見取り図がテーブルに広げられていた。その他、過去の調査記録資料など必要なものは一式揃そろっている。

「論文執しつ筆ぴつが終わったのに、また資料と睨にらめっこか」とぼやきながらも、クレイは最新の概がい要ようをまとめた報告書に素す早ばやく目を通し、現状を理解していく。

　あらゆる土木的手段は海に棲すむモンスターの存在によって封ふうじられている。

　やはりどう足あ搔がいても、真正面からのダンジョン攻こう略りやく以外に有効な手段はない。

　八はつ方ぽう塞ふさがりとはよく言ったものだ。潮の満ち引きによる時間制限とモンスターとの戦せん闘とうにより凄すさまじい数の死者が出ていた。完全に行き詰づまったダンジョン攻こう略りやくに王様と王おう妃ひが他国の要人に冤えん罪ざいを着せてまで、協力させようと考えるわけだ。

「ドラゴンを倒たおしたスカルアトラスの力なら、手早くアーケロンを壊こわせないのか？」

　ファイゼルは期待をこめて訊たずねる。

「一いつ緒しよに船ごと消し飛び、地形まで変わる。ついでに押おしのけた波が戻もどってくる時には大波にもなって崖がけの上まで届く。一いつ緒しよにモンスターまで陸りく揚あげされるぞ」とクレイは聞き流す。

「それほど強力か？」

　ファイゼルはにわかに動どう揺ようを見せた。彼とてドラゴン襲しゆう来らい時の報告は把は握あくしている。だからこそクレイという当事者の説明は想像以上のものだった。

「面めん倒どうだからスカルアトラスで一気に突とつ破ぱさせろ。それが一番確実だ」

　読み終わった資料を投げ置き、クレイはそう結論づける。

「それはやめてもらおう。甲こう羅らを砕くだいて、逃にげ出だすかもしれないだろう」

「信用ないな。ここまで手のこんだ罠わなに僕をハメた上に、まだ疑うのか？」

「必要なものは好きに言いたまえ。自由以外はすべて提供しよう」

「──アシュラに乗せろ。それが成功に不可欠な最低条件だ」

　クレイは代案を述べる。

「根こん拠きよを聞こう」

「満潮までに帰き還かんするには、とにかく速度が不可欠だ。ちまちまモンスターを退治している時間はない。六本腕うでのゴーレムで一気に最深部まで突とつ破ぱし、正しいルート確かく認にんと可能な限り〈船〉を調査して戻もどってくる。僕は泳げないんだ。溺おぼれて窒ちつ息そく死しはごめんだ」

「君の腕うで前まえなら、そこまでできると？」

「適任者なんだろう。他に誰ができるんだよ。良かったな、僕が一流のゴーレム乗りで」

「だが他の者はどうする？　君がアシュラで先行しても追いつけないぞ」

「大所帯は足手まといだ。僕とアジュールだけで十分。行きで死体が増えるほど、帰りには餌えさにつられたモンスターとの戦せん闘とうが増えて間に合わなくなる」

　クレイはずばり言い切る。

「アシュラの使用を許可しよう。だが、君達の監かん視し役も兼かねて腕うで利ききを帯同させる。元はベルバでゴーレムも操縦していた男だ。多少騒さわがしくなるが、邪じや魔まにはならないよ。君もよく知っている男だ」

　最後の一言にクレイは嫌いやな予感がした。

　大きなノックの後、ひとりの男が入室してくる。

「フハハハハハ、久しいな！　クレーイぃ、ネぇーイザルッ！」

　その聞き覚えのある不快な呼び方。クレイは嫌いや々いやながら扉とびらの方を振ふり返かえる。

「ゴーデス・タネン。生きていたのか」

　はち切れんばかりの筋肉を誇こ示じするようにヴェトセラの軍服を着た脳筋傲ごう慢まん男がそこにいた。ドラゴン襲しゆう来らい時、王宮への接近を阻はばんでクレイとゴーレム同士の一いつ騎き打うちとなり、乗っていたゴーレムを槍やりで串くし刺ざしにされた。その後ドラゴンの焼しよう却きやく熱線でゴーデスのゴーレムは消し飛んだため、てっきり死んだものとばかり思っていた。

「ファイゼルに告げ口したのはお前か。どうして僕達の正体を知った」

　すでに追いつめられた状じよう況きようのクレイは今さら取り乱さない。淡たん々たんと問いただすだけだ。

「曲芸技わざに不覚をとったが、すぐに貴様達の後を追ったのだ！」

「王宮の跳はね橋ばしは上がったままだろう？　濠ほりを泳いで渡わたったのか？」

「無論ッ。心技体に優すぐれたるタネン家の男、水みず搔かきなぞ造作もない。さらに素す手でで城じよう壁へきを登り、貴様の落下した大広間へ駆かけつけたのだ」

　なんだか負けた気分になってクレイは露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんになる。

「王宮の一大事に、突とつ如じよ一本角の黒い骸がい骨こつ巨きよ人じんが現れた時には驚おどろかされたものだ。やはり信ずる者は救われるのだと。すると大広間からハクア姫ひめ様を抱だき上あげた貴様と連れの女が出てくるではないか。しかも貴様らが抱だき合あうと爆ばく発はつしたような眩まぶしい光の柱が夕暮れの空に突つき上あげ、青いスカルアトラスになるとは。うーむ、一体全体どのような御み業わざか。これ一大事と角つの神がみ教きようの宗そう主しゆたるカニンガム家に急ぎ報告しに荒こう野やを渡わたったのである」

　相変わらずの強きよう烈れつな自信の塊かたまりである。むしろスカルアトラス同士の戦せん闘とうに加えて、ドラゴンとの戦いで半はん壊かいした王宮から無事に逃にげおおせただけでも凄すさまじいのに、荒こう野やを渡わたってヴェトセラ王に仕えているとは。その強運には舌を巻く。もはや強きよう靭じんな生命力の賜たま物ものか、厚かましいまでの生き汚ぎたなさが成せる奇き跡せきか。

「タネン。君の説明はわかった。彼らの逃とう亡ぼう阻止とアシュラを傷いためないよう、監かん視しを怠おこたるな」

「無傷で冒ぼう険けんなんかできるか。アシュラの水すい没ぼつくらい覚かく悟ごしろ」

　隣となりに座すわるクレイは鼻で笑う。

「貴様。相変わらず位の高い者に対して無礼な態度、なんとかならんのか！」

「知るかよ。こっちは無実の罪を着せられて命いのち懸がけの冒ぼう険けんをさせられるんだ！」

　再会しても絶望的に歩み寄る余地がないクレイとゴーデス。ひたすら相あい性しようの悪さを再確かく認にんするだけである。こんな男について来られると思うだけで、クレイは今から気が重い。

「アジュール様。この不ふ埒らちな男に代わって、いっそ私とスカルアトラスとなりま──」

　濃こい顔をアジュールに近づけ、ぬけぬけと申し出るゴーデス。

「死んでも嫌いやです。わたしの中心は、クレイただひとりと決めているんです」

　アジュールは光の速さで拒きよ絶ぜつした。

「…………ぅぬ。その、もう少し悩なやんでも構わないのですよ？」

　ゴーデスを無視して、アジュールは鋭するどい視線でファイゼルを睨にらむ。

「……どうやら彼女にはすっかり嫌きらわれてしまったようだ」

　耳打ちしてくるファイゼルはどこか面おも白しろがっている気配すらあった。

「自分の姉し妹まいが道具扱あつかいされて平然とできるか？　僕だってあんな怒おこっているアジュール、はじめて見たよ」

「スカルアトラスに嫌きらわれるのには慣れている」

「……もしレーティアが本当に殺されたとして、あんたは怒おこらないのか？」

「私達は共犯者なのだよ。利用され、利用するだけだ」

　ファイゼルは互たがいに一いつ切さいの情を介かいさないと割り切っていた。

　作戦会議が終わる。

　クレイは整備担当者に、アシュラに必要な武器や装備の指示を出す。彼らは一言一句漏もらさず書き止め、すぐに準備にとりかかった。

　夜が明ける前には、王城の地下からトライデント駅まで装備一式の整ったアシュラは秘密裏りに運び出され、王室専用列車に乗せられた。

　クレイ達も一日を待たずして王都トライデントを離はなれ、再びタートルメイズへ向かった。
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　三日後の早朝。タートルメイズに戻もどったクレイ達は潮が引きはじめるのを見計らって、千せん亀き迷めい宮きゆうの攻こう略りやくに出発した。

　アーケロンの巨きよ大だいな頭ず蓋がい骨こつが入口となり、内部へ進んでいく。

　普ふ段だんは海の中で、浜はまに揚よう陸りくして千年の月日が経たっているのだ。様々なものが堆たい積せきし、固着したせいで辺りは岩いわ肌はだのようにしか見えない。死んだモンスターの骨が土台となり、やがて道を塞ふさぐ壁かべとなる。その繰くり返かえしが千せん亀き迷めい宮きゆうと呼ばれるほど複雑な内部を形成した。

　千せん亀き迷めい宮きゆうが抱かかえる湿しつ気けのある暗くら闇やみは、とにかく磯いその臭においが鼻についた。

　潮が引いた直後だから足元は濡ぬれている。半分までは攻こう略りやく済みだから、途と中ちゆうまではある程度均ならされており歩きやすい。だが徐じよ々じよに下りの傾けい斜しやがきつくなり足元の凹おう凸とつも激しくなる。道中には新しいモンスターの死体がいくつか転がっていた。その新しん鮮せんな餌えさに群がってくれたおかげで、戦せん闘とうは最小限で済んだ。

　アシュラの顔の真ん中にある単眼が威い嚇かくするように赤く点灯する。

　クレイはアシュラの背中にある搭とう乗じよう席に座すわり、慣れない六本腕うでの使い方を動かしながら覚えていく。基本的な動かし方はファイゼルの説明通り、通常の二本腕うでに副腕として四本を動かす形だ。細身の機体には各種の手持ち武器が手に届く距きよ離りに括くくりつけられている。他にも食しよく糧りようや水、必要なもの一式が腰よう部ぶにまとめられていた。

　両りよう肩かたには遠くまで光の届く電灯が装備されており、広く前方を明るく照らす。

　内部は高い天てん井じようの広がる空間で、アシュラの光源でも暗くら闇やみをすべて振ふり払はらうことはできない。

　進路に現れたナマコのモンスター。全長は二メートルほどで小型に分類される。明かりでてかる表面に、先頭を歩くゴーデス・タネンが戦せん斧ふを叩たたきこむ。柔やわらかい身体からだが真っ二つにされ、絶命。ゴーデスは勝利の雄お叫たけびを上げた。

「おい、タネン。声は小さくしろ。反はん響きようして余計にうるさい」

「ふん。ここまでモンスターを片づけてきたのは私である。文句は言わせんぞ、点灯係！」

「騒さわぐと踏ふみ潰つぶすぞ！」

「そんな下手を打つなら私が操縦を交代してやろう。光の届かぬ物もの陰かげには意外とモンスターが潜ひそんでいる。先頭の者を失うのは攻こう略りやくの痛手だぞ」

　ゴーデスにはアシュラの両りよう肩かたの光がまだ届かない前方を先行し、モンスターの有う無むを確かく認にんする斥せつ候こう役を頼たのんでいた。

　ここまで人間大のモンスターばかり。

　意外なことに肉にく弾だん戦においてゴーデス・タネンは想像以上に役立った。

　その無む駄だとも思える過か剰じような筋肉がここぞとばかりに活かつ躍やくし、小型のモンスター相手には数え切れない打だ撃げきをお見み舞まいしていた。平気で殻からを砕くだき、ぬめって柔やわらかい肉体を的確に叩たたき潰つぶすなど独どく壇だん場じようである。

　しかも息ひとつ切らさず「小物め、取るに足りんわ」と調子に乗る始末。

　好調なペースで半分を過ぎるまでアジュールも補助席を降りることなく来られた。

　アシュラはひたすら進路を照らすことしかしていない。

　やがて道を塞ふさぐように大量のモンスターの死し骸がいが山となって積み重なっていた。その高さは全長二十メートルのアシュラをわずかに上回る。

　搭とう乗じよう席に座すわるクレイの目線から少し上で、彼女は待ち構えていた。

「クレイ、遅おそいわよ！　いつまで待たせるつもりッ」

　三本角のスカルアトラスであるレーティアだった。

「レーティアさんが何な故ぜここに？」

「僕達の共犯者さ。これがすぐに脱だつ獄ごくできなかった本当の理由だ」

　予期せぬ姉し妹まいの登場に目を丸くするアジュール。

　クレイは予定通りとばかりに平然と話しかける。

「レーティア！　君が全部片づけたのか？　じゃあ途と中ちゆうの死体も」

「おかげでスイスイ進めたでしょう？　感謝しなさい！」

「それだけ戦えるなら単独で最深部まで行けるんじゃないか。スカルアトラスなら暗くら闇やみでも目が利きくし、窒ちつ息そく死しの心配もないだろう」

「えぇー無理！　私、そんな体力ないから途と中ちゆうでエーテル切れ起こす！　だからクレイに冤えん罪ざいまで着せて手伝わせたんじゃない」

　エーテル切れについて引っかかったクレイは、補助席に座すわるアジュールへ振ふり替かわった。

「なぁアジュール。海水に混じるエーテルを変へん換かんすれば問題ないよな？」

「はい。荒こう野やの乾かわいた大地よりエーテルの補給が容易にできます」

　レーティアの目は信じられないものを見るように大きく見開かれる。

「…………日光とスライム齧かじる以外にエーテルを補給する方法があるの？」

　アジュールが頷うなずくと、レーティアは激しく動揺した。

「何それ、聞いてない！　四大禁きん忌きから解放されたら、私もエーテル無制限になれるわけ!?」

　大おお仰ぎように騒さわぐレーティアは、戦せん闘とう中のエーテル吸収ができないらしい。

　両者の違ちがいは興味深かった。レーティアの言う通り、四大禁きん忌きがスカルアトラスに副次的な制せい御ぎよをかけている可能性は極きわめて高い。

　実際アジュールのように任意で周囲のエーテルを取りこむことができれば、理論上は半永久的に戦せん闘とう行動が継けい続ぞくできる。それは支配している旧人類には恐おそるべき脅きよう威いだ。もしもスカルアトラスが裏切ることがあれば、一転して最大の敵となってしまう。

　クレイは、どうにも四大禁きん忌きには拘こう束そく力の強力さに反して穴も多いように感じた。

「もう！　今すぐ出発よ、クレイッ！　はやく私をこの国から解き放って！」

　死し骸がいの山から、レーティアはアシュラの肩かたに飛び移る。

　その人にん間げん離ばなれした身のこなしだけで彼女が間ま違ちがいなくスカルアトラスだとわかる。

「アジュール。あらためて彼女は──」

「こら。ふたりきりの秘密を他人に聞かせるものではないでしょう」とレーティアは意味ありげな視線を送って、クレイの言葉を遮さえぎる。

「ある程度は説明済みだ」

「なーんだ、つまんなーい」

　アジュールとレーティアがはじめてお互たがいを見合う。

「我わが姉し妹まい、ご機き嫌げん麗うるわしゅう。気を使って、お姉さまとでも呼べばいいですか？」

　レーティアはわざわざ畏かしこまった風に挨あい拶さつする。

「会えて嬉うれしいです。呼び方は、お任せします」

　アジュールは懸けん命めいに言葉を交かわそうとする。

「良かった。いきなり姉貴面されても断るつもりだったので安心したわ」

「はい。姉という言葉には特別な響ひびきを感じます。無理に言う必要はないと思います」

「へぇ。形から入って慣れていくこともあるわよ？」

「大切なのは気持ちです」

「あ、そう」

　レーティアは聞き流し、また相手への配はい慮りよもなく自分の意見を早口でしゃべる。

　アジュールは生き真ま面じ目めに丁てい寧ねいに接する。

　そんなふたりの会話のテンポが合うはずもなく、どうにもギクシャクしていた。レーティアは露ろ骨こつに面めん倒どうくさそうな顔をしている。アジュールは逆に感情が表に出ていない。

　そう簡単に感動の対面とはいかないようだ。

「で。私の席はどこ？　まさか歩けとは言わないわよね。エーテルの無駄使いは嫌いなの」

「あー補助席はひとつしかないんだよ」

「じゃあこちらを使ってください」とアジュールはベルトを外して、席を立とうとする。

「あなたから譲ゆずられるのは負けた気がするから結構！」

　好こう意いを拒きよ絶ぜつしたレーティアがどこに落ち着いたかと言えば、クレイの両脚の間に、横向きで滑すべりこんできた。

「……おい、邪じや魔まだ。どいてくれ」

「ひっどーい。男の人は腿ももの上に可愛かわいい女の子を乗せるの好きでしょう」

「操縦しづらいんだよ！　前も見づらい！」

「私がいればヤル気もでるじゃない。ほーらぁ頑がん張ばれ」

　絡からみつくようにレーティアはさらに身体からだを押おし寄よせて、両りよう腕うでをクレイの首に回してしなだれてくる。

「あれぇ、緊きん張ちようしている。なんか硬かたいよぉ？」

「どこがだ！　アジュール、君の妹をなんとかしてくれ」

　クレイは思わず助けを求める。

「レーティアさん」とアジュールはじっと自分の姉し妹まいの目を見た。

「……なによ、文句ある？」

「クレイはスカルアトラスとあれば見境がなくなるので、操縦中でなければ色々調べられていますよ？」

　どんな警告だ。

「それならもう経験済み。彼、情熱的だから困っちゃった」

　レーティアはにたりと勝かち誇ほこったような顔で挑ちよう発はつ的な笑えみを浮うかべる。

　王城のレーティアの部屋で繰くり広ひろげられた駆かけ引ひきの顚てん末まつを、レーティアはこれでもかと大げさに盛もりながらアジュールに語り聞かせた。
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　レーティアから協力を求められて、クレイは「いや、断る！」と即そく答とうした。

「調子乗ってんじゃないわよ！」

　クレイの胸むな倉ぐらを摑つかむ。さらにシャツが破けた。

「本気だ。君を四大禁きん忌きから解放するのは構わない。だけど、それはファイゼルにも旧人類の技術を新たにもたらすことになる。僕が無責任に掘ほり出だしたせいで、今の時代に混乱をもたらすわけにはいかない」

「そんなにファイゼルが恐こわいの？」

「あの人は人類全体の指導者になりえる器うつわの持ち主だ。今、人類再集結リユニオンが実現すれば、ヴェトセラの一極支配は確実になる。抵てい抗こうすればベルバは孤こ立りつし、多くの血が流れるかもしれない。今回の結けつ婚こん話を破談にした意味もなくなってしまう。僕は断るためにヴェトセラに来たんだ。そんなお粗そ末まつな幕引きはごめんだ」

　クレイは掛かけ値ねなしにファイゼル・レヴェントンを評価している。自分の味方であれば、これほど頼たのもしい相手はいない。武力と財力、権力と魅み力りよくのすべて持ち合わせた男は、立場の異なる者からすれば強敵以外の何者でもない。

「じゃあ、どうするのよ？」

　クレイはロングナイフを抜ばつ刀とう、自分の首筋に刃を沿えた。

「条件に折り合いがつかなければ、僕はこの場で自殺する」

「……人間風ふ情ぜいが、スカルアトラスを脅おどすつもり？」

　レーティアはたじろぐ。

「四大禁きん忌きに縛しばられた君は人間を殺せない。だけど僕は自殺することができる」

　クレイはレーティア・レヴェントンの名をもつスカルアトラスを見つめる。

　揺ゆるぎのない力強い眼まな差ざしにレーティアは気け圧おされていた。

「はったりよ。自分を殺すなんて簡単なことじゃないわ！」

　四大禁きん忌きに苦しめられ、生きることに倦うんだレーティアとて自殺を試みたことはある。命ひとつの重さや価値を実感できないスカルアトラスの軽けい率そつな行い。だからこそ正気で自分の命を終わらせるのは多大なる勇気がともなうのをよく知っている。

「どうかな」

　クレイはロングナイフの刃はを薄うすく立てた。首筋から血が流れていく。覚かく悟ごを決めた男は表情を変えない。赤い血が刃は先さきを伝って、クレイの手を濡ぬらしていく。

「狂くるっているの？」

　レーティアは瞠どう目もくし、狼ろう狽ばいした。

　角つの神がみ教きようの生きた御ご神体として振ふる舞まっていたレーティアは時折、自分の命を惜おしまない熱ねつ狂きよう的な信者を知っている。彼らは喜んで自分の命を捧ささげると宣せん誓せいし、理り不ふ尽じんな命令に従い死んでいった。それが異常であると気づいたのは、だいぶ後になってからだ。

「スカルアトラスに強い気持ちがあるのは間ま違ちがってない。だけど僕は角つの神がみ教きようの信者でもなければヴェトセラの国民でもない。僕は考古学者だ。化石には優やさしい人間さ」

　レーティアにとってクレイのような人間ははじめてだった。

　自分の美び貌ぼうにも惑まどわされず、地位に屈くつすることも信しん仰こうと引ひき換かえの思考放ほう棄きもない。我が欲よくを解消するための道具扱あつかいとも違ちがう。

　対等な存在と認めたうえで、彼にとって最善の交こう渉しよう材料として自分の命を懸かけていた。

「…………あんたの勝ちよ、クレイ・ネイザル」

　レーティアは屈くつ服ぷくさせるのではなく、信じることを選んだ。かつてない可能性を秘めた化石バカに、自分の未来を預けてみる。こんな晴れがましい気分はひさしぶりだった。

「で、クレイ。あんたが私の四大禁きん忌きを解いてくれるなら、結局千せん亀き迷めい宮きゆうに挑いどむことになるのよ。どうするつもり？」

「僕から君への頼たのみはふたつ。ひとつは、ファイゼルを裏切って僕らの味方になれ」

　クレイは、ファイゼルとレーティアの陰いん謀ぼうを逆手にとることを提案した。

　ファイゼルを出だし抜ぬくため、あえてクレイは、このまま罠わなにハマったふりをして千せん亀き迷めい宮きゆうを攻こう略りやく。交こう換かん条件にレーティアの四大禁きん忌きを解放後は、〈船〉の扱あつかいはクレイに一任される。動かせるならば別の場所へ。無理なら破は壊かいもありえる。成功するまでの間は第一王おう妃ひの名の下による庇ひ護ごが約束される。

「自由になれれば〈船〉はどうでもいいわ。好きにすれば。その代わり、私も千せん亀き迷めい宮きゆうには付つき添そうわよ」

「当然。戦力が増えるのは逆に助かる」

　言いながらクレイは「痛つつ」と首元の痛みに顔をしかめる。

「手当て、しなくていいの。すごい血が出ているわよ」

「僕が本気で抵てい抗こうしたことを示さないとファイゼルを騙だませない。僕らの共きよう謀ぼうがバレたら、逆に千せん亀き迷めい宮きゆうに派は遣けんしない可能性も出てくる」

「あぁ、間ま違ちがいないわね」

　思し慮りよ深ぶかく懐ふところの広いファイゼルだが、自分で管理できない不測の事態を嫌きらう。

　レーティアの裏切りを知った上で素す直なおに送り出すとは思えない。

「僕を誘さそいこんだ後の段取りはどうなっている？」

「本来なら、あなたを誘ゆう惑わくして協力を同意させる。大人しく従わなければ私の殺人事件をでっち上げる。タイミングを見計らって、何も知らない見回りの兵士に私の死体を発見させるわ。私はそのまま死体としてタートルメイズのカニンガム家へ運び出される。そして〈船〉の発はつ掘くつをプールで日光浴でもしながら待つわ」

「優ゆう雅がな計画だな。そんなに都合よく君を死体だって断定できるのか？」

「こっちは生きた化石よ。息もせず、脈もなく身動きをしなければ死んだと思うに決まっているでしょう」

「スカルアトラスならではの完かん璧ぺきな偽ぎ装そう工作ってわけか。生きた化石が人間の死体を演じるなんて妙みような話だが」

「そういう素そ朴ぼくな感想は牢ろう屋やに入ってからにしなさい。あなた達の動きはカニンガム家によって逐ちく一いち把は握あくできる。ファイゼルに気づかれないように合流は、千せん亀き迷めい宮きゆうの内部にしましょう」

　両者が暴れてボロボロになった密室。服が破れ、血を流す容疑者。被ひ害がい者であるレーティアは死体を装よそおい、ファイゼルとの当初の計画通りに王城からタートルメイズへ運び出される。

　状じよう況きようは整った。

　捕つかまったクレイ・ネイザルはあくまでもファイゼルに負けたふりをする。そして罪を償つぐなう形で千せん亀き迷めい宮きゆうの攻こう略りやくへ挑いどむ。

「クレイ。そろそろ兵士が私の死体を発見する時間だわ。もうひとつの望みは？」

　レーティアは急せかすように問う。

「君の特別なものを見せてほしい」

　クレイは真しん剣けんな顔になって、急にレーティアに近づく。

「ちょ、え。時間ないって言ったでしょう！」

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐに済む」

「すぐに済むって、え、いきなり」

　レーティアは上ずった声で動どう揺ようしていた。

「本当は最初に会った時から、ずっと考えていたんだ。けど、もう我が慢まんできない」

「わ、私はじめてだから、もっと落ち着いた時にぃ」

「いや、この場で僕は焼きつけておきたいんだ」

「クレイ、私は……ぁ」

「君の角の本数は三本でいいんだよな？　今出せるか」

「──はぁ？」

　クレイの言葉に、レーティアはキレる。

「やっぱり、あんた特とく殊しゆな人間じゃない！」

「失敬な。僕は知的好こう奇き心に従っているだけだ」

　口をへの字に曲げて、納なつ得とくのいかないレーティア。だが、彼の血筋や人ひと柄がら、その知識や行動力を含ふくめて、自分の命運を託たくしてもいいと感じてしまった。

　きっと彼が自分を救ってくれる運命の人なのだから。

「私のありのままを見せた人間は、あなたがはじめてだからね」

　レーティアの額から現れた三本の角に、大いに興奮したクレイはさらに出血した。
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「また、角ですか」

　黙だまって聞き終えたアジュールは、クレイに冷めた視線を向けながら、呆あきれたように言う。

「あんな情熱的に迫せまられたら、ついね。特別なんだから！　あー恥はずかしかった」

　レーティアはクレイの膝ひざの上で身もだえる。離はなれようとする気配がない。

「クレイは相変わらず角が好きなんですね」

「ちょっと！　その言い方、まさかそっちもクレイに見せたの!?」

「はい。求められたので応じました」

　アジュールは特に躊躇ためらいもなく答える。

　レーティアはクレイとアジュールの顔を交こう互ごに見て、無言で搭とう乗じよう席からどいて左ひだり肩かたの電灯の上に腰こしかける。こちらに背を向けて、何も語らない。

「レーティアさん。角は迂う闊かつに見せるべきものではないのでしょうか」

　自分の振ふる舞まいに自信のないアジュールは逆に助言を求めようと、その背中に話しかける。

「知らない！　簡単に許しちゃった私がバカみたい！　私にとっては最初でも、クレイは何度も見ているのね！」

「クレイッ！　レーティアさんに一体どんな真ま似ねをしたんですか！　いくらわたしの中心でも、姉し妹まいを悲しませることは見過ごせません」

　かつて自分の角を見せた時にシークが窘たしなめたように、今度はアジュールがレーティアのために怒おこる立場に回ろうとした。

　姉し妹まいのために懸けん命めいに背せ伸のびするアジュールはなんだか可愛かわいらしい。

「はぁ？　私を庇かばおうとして、どういうつもり！　自分の方が先だったからだって調子に乗らないでよ」

　レーティアの怒いかりの矛ほこ先さきは、突とつ如じよとして味方になろうとしたアジュールに向く。

「わたしは、悲しんでいるレーティアさんの力になろうとしただけです」

「誰も頼たのんでないし！　そういう感じが上から目線っぽいのよ！」

「やめてくれ！　スカルアトラスの姉し妹まい喧けん嘩かだけは、もう二度と見たくないんだ」

　クレイは仲ちゆう裁さいに入る。

「射て殺すわよ！　クレイは邪じや魔ましないで！」

「凍て殺しますよ！　元はと言えばクレイが原因です！」

　スカルアトラスの美少女達に左右から怒おこられる。

「レーティア、君は誤解している。僕はスカルアトラスそのものが大好きなんだ。特に角が魅み力りよくだと思っている。そこに優ゆう劣れつなんてない！」

　クレイは美意識に基もとづく想おもいを訴うつたえる。

　スカルアトラスの数だけ角の魅み力りよくはそれぞれ異なり、すべてが唯ゆい一いつ無二だ。

「本当に？」

　レーティアがこちらを見てくる。

「あぁ、もちろん！　僕にとっては何度でも、その瞬しゆん間かんだけが特別だ！」

　大変に遺い憾かんな疑ぎ惑わくに対して、クレイは誠心誠意の全力で反論する。

「特別なら許す！　大事なのは順番じゃないものね！」

　あっさり機き嫌げんを直したレーティア。

「あれ？　もう、いいんですか？」と拍ひよう子し抜ぬけするアジュール。

「最後に私を選べば、それでいいのよ」

　不敵な笑えみでレーティアはクレイに流し目を送る。

　そこに装そう甲こうをよじ登って、ゴーデスが搭とう乗じよう席の様子を窺うかがいに来た。

「何を、遊んだ女を慰なぐさめるような言葉を吐はいているクレイ・ネイザル。女の機き嫌げんをとる前に先へ進め。あと浮うわ気きするなら秘密裏りにしておけ。私のように鍛きたえ抜ぬかれた立派な筋肉がなければ刺さされた時に死ぬからな。ガハハ」

「てめえにだけは言われたくねえよ！」

　ベルバで散々女性に対して失礼な態度をとりまくっていた野や郎ろうに注意されるのは業ごう腹はらだ。

「ん。あれに見えるは第一王おう妃ひ殿でん下かではないのか？　何な故ぜこんな所にいらっしゃるのだ。それに先ほどからスカルアトラスが、どうのと。話が見えんぞ」

「彼女もスカルアトラスなんだ」

「なんと！　スカルアトラスは美人揃ぞろいだな」

　鼻の穴を膨ふくらませ、興奮するゴーデス。

「わかっているな。スカルアトラスで、第一王おう妃ひだ。手を出したら終わりだぞ」

「愚おろか者ものめ。主君の奥おく方がた様に敬意はあれども、下心など抱くものか」

　ゴーデス・タネンは立場で物事をきっぱりとわける人間だった。上下関係に忠実であり、仕える者には粉ふん骨こつ砕さい身しん、目下の者には無ぶ遠えん慮りよに振ふる舞まう。

「はい、そこの筋肉。うるさいわよ。この場のことはすべて秘密。漏もれたら、あんたを海に放り出すから！　わかったわね！」

「ハッ！　かしこまりました。ゴーデス・タネン、持ち場に戻もどります」

　威い勢せいのいい声のあと、ゴーデスは素す早ばやく下に下りていった。

「さぁ行くわよ！　〈船〉を見つけて、私を自由にしなさい！」

　意い気き揚よう々ようとレーティアが号令をかける。

「……クレイ。わたしが彼女の役に立つのは、とても難しいように感じます」

「君は半年、向こうは五百年。きっと人間歴の差だよ」

　補助席からこぼれたアジュールの悩なやみに、クレイなりの根こん拠きよを添そえてみる。







　二体のスカルアトラスに、改造ゴーレムであるアシュラという強力布ふ陣じんによって千せん亀き迷めい宮きゆうの攻こう略りやくは順調に進んでいく。すでに地図に記き載さいのない深部にまで入っていた。帰りに迷わないようにとクレイは暗くら闇やみでも光る塗と料りようを固めたボールを小まめに投げ捨てる。最悪の事態を想定した時に無事に戻もどるための目印だ。意外なことに奥おくへ行くほど道みち幅はばは広がっていく。

　すなわち、これだけの広さが必要な大きさのモンスターがいる証しよう拠こだ。

　アシュラの光だけが頼たよりの視界不良では、どこからモンスターが出現するかわからない。

　補助席争いは決着がつかず、スカルアトラスの美少女達はアシュラの両りよう肩かたにそれぞれ立つことで落ち着いた。

　襲おそいかかるモンスターは、右側がアジュールによる冷れい凍とう放射、左側がレーティアのエーテルレイによってアシュラが対応する間もなく掃そう討とうされる。

　厄やつ介かいなのは、壁へき面めんに張りついているモンスターが罠わなのように不意打ちで襲おそいかかってくることだ。

　壁かべに溶とけこみ目立たず、アシュラの投光範はん囲い外の死角に潜ひそんでいることが多い。

　ただの凹おう凸とつだと思ったものがボール・ヒトデで、星型の五本脚あしを折りたたむように嚙かみついてきたりする。回かい避ひすると星型から球体状に丸まって、周囲を跳はねながら追つい撃げきをかけてくる。

　瘤こぶ状のでっぱりはクラッカー・イソギンチャクで、カラフルでネバネバした触しよく手しゆを爆ばく発はつするように絡からみつかせてきたりした。

　まぁ、それらは暗くら闇やみでも視界が利きくスカルアトラスの姉し妹まいによって秒殺された。

「ちょっとクレイ、こっちのモンスターが少ないんだけど！」

　レーティアは倒たおした数を勝手に競きそい合あっている。

「スカルアトラスが二体あれば、モンスターなぞ恐るるに足らずですな」

　足元のゴーデスもいよいよ暇ひまそうだった。

　しばらく進むと、やたらトゲのある岩山が進路の真ん中を塞ふさぐ。

「なんだあ、これは。前に進めないではないか！」

　ゴーデスが無警けい戒かいに近づく。

「バカッ！　それもモンスターだ！」

　クレイの叫さけびと同時に、中に潜ひそんでいた本体が現れる。折りたたまれていた脚あしが底から広がり、つぶらな瞳ひとみとそれに似合わぬ巨きよ大だいな鋏はさみが持ち上がる。

「ふたりとも捕つかまっていろ！」

　ゴツゴツとした鉄てつ槌ついのごとき右みぎ腕うでの鋏はさみが容よう赦しやなく振ふるわれた。

　クレイがアシュラを素す早ばやく横に移動させる。

「キャッスル・ヤドカリだ。ふたりは降りろ。こいつはアシュラが相手する！」

　巨きよ大だいな巻貝に身を隠かくすキャッスル・ヤドカリはさながら海を歩く城じよう塞さいである。

　柔やわらかい肉体を守るために背負うのはエーテル濃のう度どの高い深海に棲すむ貝かい殻がらだ。その異常な強度の貝かい殻がらの底から外に現れる頭胸部は黒目がちな可愛かわいらしい顔と左右の大きさが異なる鋏はさみを備える。円えん錐すい状の巻貝の高さが二十メートルもあり、その重量を支える強きよう靭じんな脚きやく力りよくは侮あなどれない。

　アジュールとレーティアは近くの足場まで離り脱だつした。

　その直後に、キャッスル・ヤドカリが追いつく。

　二撃目の殴おう打だを、アシュラはその六本の腕うでで受け止めた。衝しよう撃げきが搭とう乗じよう席を震ふるわせる。

「モンスターを押おさえこむのははじめてだ。腕うでが多いのも役立つもんだな！」

　ここまでの冒ぼう険けんを通じて複雑な操作系統に慣れてきたクレイ。ついに本領を発揮する。

　鋏はさみを引こうとするキャッスル・ヤドカリと力比べを愉たのしむように六本の腕うでは離はなさない。

「やっと、アシュラの面おも白しろさがわかったんだ。ちょっとくらい付き合えよ」

　ベルバのゴーレムよりもアシュラの方が体感としてパワーが強い。

　己おのれの武器の自由が奪うばわれたキャッスル・ヤドカリは慌あわてたように体当たりで引きはがそうとした。

　その瞬しゆん間かんにアシュラは手を離はなして、回かい避ひ。キャッスル・ヤドカリはそのまま壁かべに激げき突とつした。

「代わりに、動作はかなり重めだな」

　クレイはゴーレムで見せた宙を飛とび跳はねるような曲芸技わざは難しいと判断した。

　のそりと落石の下から脱だつ出しゆつするキャッスル・ヤドカリ。固そうな貝かい殻がらの印象通り、ずいぶんと頑がん丈じようだ。表面の棘とげも折れている様子はない。

　千せん亀き迷めい宮きゆうに踏ふみこんで以来、もっとも大きいモンスターだった。迷いこんだモンスターや人間を食い散らかして大きくなった主だ。いずれは、このアーケロンの遺い骸がいを新しい住居として背負っていくつもりだろう。

　クレイは腰こし元もとに携たずさえた手て斧おのをアシュラの両手に握にぎらせる。

「とりあえず、その脚あしからいただく！」

　重たい鋏はさみを軽々と振ふり回まわすキャッスル・ヤドカリに対して、手て斧おのが迎むかえ撃うつ。ぶつかり合うたびに火花が散る。動くたびにアシュラの両りよう肩かたから伸のびる光が両者の激げき闘とうを影かげ絵えのように甲こう羅ら内部で踊おどらせた。

　手て斧おのが貝かい殻がらを掠かすめるが、表面の棘とげに阻はばまれる。貝かい殻がらを砕くだくのは難しそうだった。

　キャッスル・ヤドカリの巨きよ体たいに似合わぬ素す早ばやい動きと暗くら闇やみで、クレイの目測がわずかに狂くるう。

　そこにアシュラの重い動作と操縦の複雑さも合わさり、狙ねらった通りの一いち撃げきが綺き麗れいに決まらない。

「ゴツイ割にステップは上手じゃないか！」

　重い鋏はさみを凌しのぐばかりで隙すきを作るのが難しい。シャカシャカと複雑に動く脚あしで手て斧おのの一いち撃げきを躱かわしていた。危ない時はすかさず貝かい殻がらの中に身を縮こませる。

「チィ─────！」

　それでも大鋏はさみを上手うまく受け流して、アシュラの手て斧おのを貝かい殻がらの下に滑すべりこませる。そのまま強ごう引いんに持ち上げて、身を隠かくす前に脚あしを一本切断した。

　だが沈ちん黙もくしていた左の小さな鋏はさみが、すかさずアシュラの副腕の右手首を一本摑つかむ。後ろに引っ張られたせいで距きよ離りを置くのが遅おくれた。

　クレイが振ふり返かえると、右の大鋏はさみが開いていた。

　容よう赦しやなく閉じられ、アシュラの腕うでが一本切断された。

「クソ、装そう甲こうの上から骨ごと斬きり落とすのかよ」

　クレイは舌打ちする。

　左右の鋏はさみの大きさが極きよく端たんに異なるのは相手の出方に合わせて、無理なく対応するためだ。

　左の小さな鋏はさみは必ずしも切断するだけの力は必要ない。ただ相手を押おさえつけさえすれば、あとは右の大鋏はさみで装そう甲こうごと圧壊させる強ごう引いんな切断で片づけられる。

　クレイは幾いく度どとなく荒こう野やでキャッスル・ヤドカリに匹ひつ敵てきする大きさのモンスターと戦ってきた。だが、その多くはスライムを除けば基本的に四足の生き物だ。千せん亀き迷めい宮きゆうに棲すむモンスターは知識としては知っていても、実際に会敵するのははじめて。知識だけでは埋うめ切れない想定外の動きにクレイも翻ほん弄ろうされた。

　離はなれた場所で戦せん闘とうを見守るアジュールとレーティア。

「クレイ、負けそうじゃないの！　エーテルは温存したいけど元に戻もどるしか──」

　堪たえ切れず、飛び出そうとするレーティアの手をアジュールが両手で摑つかんだ。

「邪じや魔ましないでよ！」

「クレイを信じてください。わたしの中心は負けません！」

　アジュールは緊きん迫ぱくした表情ながら、決して離はなそうとはしなかった。

　キャッスル・ヤドカリの鉄てつ腕わんが猛もう威いを振ふるう。

　周囲の岩を砕くだき、足元はますます荒あれていく。

　アシュラが躓つまずき、態勢を崩くずした。すぐさま立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、上から振ふり下ろされる重たい大鋏はさみの打だ撃げき。

「腕うでが多いのは、こういう時のためだろう！」

　残った三本の副腕で大鋏はさみを受け止める。

「貝かい殻がらには隠かくれさせねえよ！」

　キャッスル・ヤドカリを吊つり上あげるようにして底部を露あらわにする。

　手て斧おのを持つ二本の腕うでが立て続けに脚あしを切り落とし、むき出しになった胴どう体たいに重たい一いち撃げきを刺しこむ。濁にごった緑色の体液がアシュラに降り注ぐ。それを合図に下に潜もぐりこんだ状態から二本の手て斧おので太たい鼓こを打つがごとく連打で切り刻む。

　複数の腕うでによる異なった動作の実現。

　この土ど壇たん場ばにおいてクレイはアシュラの操縦方法を完全に把は握あくした。

　キャッスル・ヤドカリは傾かたむいたまま動かなくなる。

　自重を自力で支え切れなくなり、倒たおれてくる寸前でアシュラも脱だつ出しゆつした。

　右の大鋏はさみを受け止めていた副腕にはいつの間にか棘とげが刺ささって手のひらに穴が空いたもの、骨にヒビが入ったもの、へし折れる寸前まで曲がったものなど代だい償しようがきっちり残る。美しい赤い塗と装そうの上には緑色の体液がべったりと付着して汚よごれていた。頭部の赤い光も一部が体液で遮さえぎられる。

　クレイは念のためトドメを加えるために近づく。

　その足首を緑色の体液にまみれた左の小さな鋏はさみが摑つかんでいた。

「マズイ！」

　気づいた時にはアシュラが引ひき倒たおされていた。激しい衝しよう撃げきに肺の空気が絞しぼり出だされ、一いつ瞬しゆん動けなくなってしまう。クレイが呻うめいていると金属のこすれ合うような嫌いやな音が聞こえてくる。

「案外、しぶといじゃないか」

　大鋏はさみがアシュラの頭部を挟はさみこんだ。頭部装そう甲こうが軋きしみを上げる。単眼の赤い明かりがチカチカと点てん滅めつし、今にも途と切ぎれそうになっていた。

　クレイはなんとか操縦桿かんに再び手を伸のばす。

　だが、逃にげようとする前にアシュラの頭部は無残に潰つぶされた。単眼の赤い光が壊こわれる。

「────ッ」

　クレイはバラバラになった頭部の中身を見て、怒いかりが滾たぎる。

　中にはギガスケルトンの頭ず蓋がい骨こつの一片ぺんさえもなかった。首から上はすべて金属製の部品だけで構成されていた。

　アシュラは腕うでが六本もあっても、頭ず蓋がい骨こつは最初からなかった。

「クソ！」

　怒いかりを脇わきに置き、クレイは操縦するために搭とう乗じよう席に落ちてきた細かい部品を急いでどかす。

　大鋏はさみが再び開かれていた。だが動きは鈍にぶい。

「加勢してやろう、クレーイぃ、ネぇーイザルッ！」

　上から飛び降りてきたゴーデスが戦せん斧ふを突つき立たて、キャッスル・ヤドカリの黒目を潰つぶす。その追つい撃げきが大きな隙すきを生む。

　首を失ってなおアシュラは動いた。

　手て斧おのを投とう棄きし、クレイはアシュラ胸部に固定された短たん剣けんを引ひき抜ぬく。

　ゴーデスが素す早ばやく離り脱だつしたキャッスル・ヤドカリの頭部に、逆手に持った短たん剣けんを突つき刺さす。

　そのまま柔やわらかい肉体に刃はを滑すべらして力いっぱい引ひき裂さいた。

　円えん錐すい状の巻貝は、今度は反対側に倒たおれる。キャッスル・ヤドカリは完全に沈ちん黙もくした。

「ファイゼルめ！　僕に首無しのゴーレムを操縦させるなんてッ！」

　許しがたい冒ぼう瀆とくだった。クレイは身を焦こがすような怒いかりに震ふるえる。そして気づかぬまま操縦し、命を救われてしまった自分が不ふ甲が斐いない。

「……拾ってきた死体の断だん片ぺんを継つぎ接ついで身勝手にゴーレムの模造品を創っておいて、足りない頭だけは機械で代用するなよ」

　生命の尊厳を汚けがすような行こう為いに自ら加担した感覚に陥おちいり、クレイは搭とう乗じよう席で暗あん鬱うつとした気分に支配されてしまう。

　操縦桿かんを握にぎる力が緩まり、首をなくしたアシュラは脱だつ力りよくした姿勢で棒立ちになっていた。両りよう肩かたの明かりは足元だけを照らし、暗くら闇やみが大半を占しめる。

　普ふ段だんのクレイならばモンスターの気配を敏びん感かんに察知するが、この時ばかりは無理だった。

　キャッスル・ヤドカリの新しん鮮せんな死体に群がる他のモンスターに気づくのが遅おくれる。

「しっかりしてください、クレイ！」

　アジュールが両手の冷れい凍とう放射で接近するモンスターを次々と凍こおらせていく。

「しょうがいないわね！　エーテルの無む駄だ遣づかいは嫌きらいなのに！」

　第一条、人間の生命と安全が侵おかされることを禁ず。

　四大禁きん忌きに衝つき動うごかされたレーティアが足場から飛び降りる。瞬しゆん間かん、全身が赤く光り出す。周囲に鋭するどい光をまき散らすような激しい輝かがやきが、千せん亀き迷めい宮きゆうの暗くら闇やみを塗ぬり替かえる。

　現れたのは、三本角の赤いスカルアトラスだった。攻こう撃げき的な三本の角が、見たものを容よう赦しやなく威い嚇かくする。暗くら闇やみに灯る聖なる炎ほのおのごとき姿。燃えるような赤く透とう明めいな肉体の下に全身骨格が浮うかび、表面をはしる模様は稲いな妻ずまのごとく危険を警告する。

『私を邪じや魔まする罪、命を燃やして後こう悔かいしなさい！』

　赤い骸がい骨こつ巨きよ人じんの、その背中にはえる突とつ起きを中心に可視化されたエーテルが大渦うずを巻く。混こん沌とんとした流動は、そのまま敵意の収束だった。海岸の神しん殿でんで見た神像の背後に放射状に彫ちよう刻こくされた彼女の攻こう撃げき。歴史の表おもて舞ぶ台たいに再び現れた人類を守まもり抜ぬいてきた光の雨。

『ことごとく滅めつせよ、エーテルレイ[image: かんたんふ]』

　爆ばく裂れつした無数の光線が、群がるモンスター達の中心部を正確に貫つらぬいていく。光の矢の暴ぼう威いから逃のがれられるモンスターはいない。

　ただひとりの例外、暗くら闇やみで弾はじけた光のおかげでアシュラの背中にいたクレイは我に返る。

　見み渡わたすとエーテルレイに貫つらぬかれたモンスターは全ぜん滅めつしていた。







　赤いスカルアトラスの絨じゆう毯たん爆ばく撃げきのような圧勝は、周囲にしばしの沈ちん黙もくを強要した。

　貫つらぬかれたモンスターの風穴から焦こげた異い臭しゆうが漂ただよう。

　だが耳をそばだてれば、闇やみの奥おくで蠢うごめく気配が新たに近づきつつあった。

　ここを離はなれないと、数分としないうちに戦せん闘とうとなってしまう。これ以上の時間を浪ろう費ひすれば、帰き還かんが困難になる。

　再び人の姿になったレーティアは大量のエーテルを一気に射うち放って、疲ひ労ろう感をにじませた。だが腑ふ抜ぬけていたクレイが謝罪を口にする前に、命令する。

「クレイ。潔けつ癖ぺきな感傷は後回しにしなさい。タネンは、これを動かせるんでしょう。じゃあクレイと交代。今すぐ！」

「レーティア、僕は」

「あんたの一番の仕事は見つかった〈船〉を調べることよ！　私が真の姿を見せたからには、役目は果たして」

「わかった。……あぁ、さっきの君もとても綺き麗れいだった」

「はぁ!?」とレーティアは不意打ちに、声が裏返る。

　クレイは、動どう揺ようするレーティアに気づかないまま搭とう乗じよう席をゴーデスに譲ゆずった。

「おや、第一王おう妃ひ様。お顔に赤みが差しているように見えますが」

「うっさい、タネン！　出発よ！」

　全員がアシュラの搭とう乗じよう席や肩かたに乗って、千せん亀き迷めい宮きゆうの奥おくへと進む。しばらく後方から死体を漁あさる嫌いやな音が聞こえていた。

　やや憔しよう悴すいしたクレイを気き遣づかうようにアジュールは黙だまって側につく。

「クレイ。死した我わが同どう胞ほう達に心を砕くだいてくれたこと、感謝します」

　かつてアジュールは指揮官として、ゴーレムの素体となるギガスケルトンという兵士を従えてモンスターと戦ってきた。現在は大気中のエーテル濃のう度どが低下したことで通信が確立できず、彼女の指令はもう届かない。

　その繫つながりが切れた今も、アジュールは変わり果てた無言の戦友達に思うところがあった。

「僕は矛む盾じゆんしている。ゴーレムとアシュラは、化石に手を加えている点では大差ない。だけど、アシュラの在り方は容認できないんだ」

「あなたとあの王様は違ちがいますよ。致ち命めい的な損そん壊かいをしたギガスケルトンでは元々エーテルの回復が望めません。このアシュラは技術で無理やり動くようにしただけです。つまりこの戦いならずとも負った破損はベルバのゴーレムと異なり、二度と直りません」

　アジュールは自分の従えた同どう胞ほうの性質をクレイに伝える。

「それでも、もっと大切に乗ってやれば良かった」

　クレイは振ふり返かえる。アシュラの副腕はボロボロで使い物にならない。

「その気持ちだけで十分です。あなたを守ってくれた同どう胞ほうがわたしには誇ほこらしい」

　失った頭部があった場所で勇ましく立つレーティアは暗くら闇やみの先を見つめたままクレイに言葉をかける。

「ファイゼルは王様になるために優やさしさを全部捨てたのよ。生まれた時から国中に死が溢あふれて、その異常な環かん境きよう下かで育ちながら周囲の堕だ落らくした価値観に染まらずに成長してきた。指導者としての資質があるのは誰の目に見ても明らか。だけどファイゼルの一番の武器はどんな残ざん酷こくなことが目の前で起こっても、決して流されない心の強さよ。多数の幸福のためなら少数の犠ぎ牲せいを厭いとわない。その決断ができるから憎にくきスカルアトラスの私とさえ手を組んだ。私も、彼を王様に選んだ。狂楽王どころか、どんな王様よりファイゼルは理想の王様であり続ける」

「狂楽王の異常性はファイゼルから聞いたよ。地下の闘とう技ぎ場で観覧を強要させられて、自分を庇かばった女性が奈な落らくに落とされたと」

　レーティアはふいに口を噤つぐむ。

「まだ覚えていたんだ、そんなこと」

「何か知っているのか？」

「落とされたのは私よ。狂楽王があまりにもしつこくて面めん倒どうだったから見限ることにしたの。珍めずらしくカニンガム家出て、鉄道で王都に来た。その道中もずっと暴言と文句を言って挑ちよう発はつし続けた。どれだけ貢みついでも靡なびかない私に我が慢まんの限界に達するようにね。そして息子むすこに優やさしくしたことに嫉しつ妬として、ついに蹴けり落して殺した。そう思わせて、姿を消した。それで信者──カニンガム家に命じて、次の王様にファイゼルを擁よう立りつする準備をさせた」

　そこに見たのは、第一王おう妃ひとして国家の影かげの頂点に君臨し続けた女の老練な一面だった。

　彼女は何度も死を装よそおい、そして次の王様の第一王おう妃ひになることを繰くり返かえす。

「それが、狂楽王暗殺に繫つながる真の顚てん末まつか」

「四大禁きん忌きに縛しばられた私には人間を殺せないからね。狂楽王はお願いを何でも叶かなえてくれたけど、王様としては俗ぞく物ぶつで無能すぎた」

「ファイゼルは落ちた女性が君とは言っていなかったぞ」

「私は今とは見た目も少し変えてたし、小さかったから覚えてないでしょう。それに外を出歩くようになったのはファイゼルが玉座に就ついてからよ。私は基本的にはタートルメイズのカニンガム家にずっと籠こもりきりだし」

「ん、まさか鉄道を敷しいたのは、歴代の王様が君に会いに行くためか？」

「それも、理由のひとつ」

　レーティアは男心をくすぐる様な理想的なウインクを送る。

　まったくもって愛に溺おぼれた権力者のすることはスケールが違ちがう。

　つくづく王様とて人間に過ぎない。

「大国を傾かたむかせた原因は、スカルアトラスか」

「──それも、そろそろ終わりね」

　アシュラが停止する。道はここより先にはなかった。




　　　　〇




　クレイとアジュール、レーティアはアシュラから降りて周辺を探たん索さくする。

　アシュラの両りよう肩かたの光源で照らすが、それらしいものは見当たらない。

　海水の出入りがある隙すき間まらしきものは見つかるが、その下に〈船〉があるとは考えにくい。長年の付着物による壁かべを丁てい寧ねいに沿いながら歩いても丸い甲こう羅らの外がい縁えんに合った形なのでこれ以上の奥おくはない。天てん井じようも低くなってきているので間ま違ちがいなく千せん亀き迷めい宮きゆうの最さい奥おう部はここになる。

「ここが行き止まり。そして時間切れか」

　本当はこの場に留まって、じっくりと調査に当たりたい。

　だが足元には海水が溢あふれつつある。確実に潮が満ちてきている。揺ゆらめく暗い水面。水位が上じよう昇しようすればモンスターの動きも変わってくる。早く戻もどらなければ窒ちつ息そく死しだ。

「悔くやしいけど今回は引こう」

　クレイは決断する。

　スカルアトラスに融ゆう合ごうして内側からアーケロンの遺い骸がいを消し飛ばすことも考えた。千せん亀き迷めい宮きゆうの甲こう羅らがなくなれば窒ちつ息そく死しの心配はなくなる。が、露ろ天てんになると海の影えい響きようをさらに受け、外海にいるモンスターの脅きよう威いに晒さらされてしまう。千せん亀き迷めい宮きゆうに住むモンスター達がタートルメイズの街を襲おそう可能性も考えられ、撤てつ退たいしかないと判断した。

「ちょっと、なんでよ！　ここまで来て、行き止まりなんてありえないでしょう！」

　行き止まりの壁かべに向かって、レーティアは狂くるったようにエーテルレイを撃うちまくる。

　砕くだけた破は片へんが四散し、クレイ達は慌あわててアシュラの裏に隠かくれた。

　レーティアの絶ぜつ叫きようと破は壊かい音だけが響ひびき渡わたる。眩まばゆいエーテルの点てん滅めつ。砕くだかれた破は片へんが満ちてきた海水に落ちていく。無数の着水音。

　やがてエーテルが尽つきて、レーティアはその場に座すわりこむ。

　クレイはレーティアに近づく。

「無む駄だ足あしだったわね。戻もどってヴェトセラと喧けん嘩かするか、いっそこのまま窒ちつ息そく死しして楽になる？」

　心の折れてしまったレーティアは赤子が手を振ふるように無意味に水面を叩たたく。ばしゃばしゃと跳はねた水すい滴てきが髪かみや顔を濡ぬらす。

　クレイはレーティアがやけになって的にした、壁かべだったものに近づく。

　千せん亀き迷めい宮きゆうは奥おくに進むにつれて足元は傾けい斜しやしていった。アーケロンの尾び部ぶは砂すな浜はまに埋まい没ぼつしている。部屋のように壁かべで空間が区切られているわけではない。

　ひたすら砂なのだ。

　レーティアが眼前の壁かべを削けずる行こう為いは、実際には足元の砂を掘ほると同義である。

「やっと考古学者らしく地面を掘ほれたわけだ。ここまで長かった」

「つまんない強がりはよしなさいよ」

　レーティアは俯うつむいたまま、目の前に隠かくれているものに気づいていない。

「いや──よくやったよ、レーティア。ここが目的地だ」

　クレイは手て袋ぶくろを外して、素す手でで丁てい寧ねいに表面を払はらっていく。いつもと同じだ。まだ付着する細かな砂すな粒つぶを綺き麗れいに除き、掘ほり出だされた物を確かく認にんする。行き止まりの下に隠かくれていた白い装そう甲こうにそっと触ふれた。

「〈船〉の装そう甲こうだ」とクレイは推測する。

　その証しよう拠こに、レーティアの乱射を浴びながら傷ひとつないのだ。

「噓うそッ!?」とレーティアは急いで立ち上がった。

「入口はどこ!?　探して！」

「クレイ、レーティアさん。一度離はなれてください」

　アジュールが大きな声を上げた。

「時間がないのよ。邪じや魔ましないで！」とレーティアは騒さわぐ。

「逆です。一気に表面を剝はがします」

　アジュールが両手を突つき出だし、行き止まりと思われた壁かべ全体に冷れい凍とう放射を浴びせる。

　一いつ瞬しゆんにして凍こおりつき、体感温度が一気に下がる。

　白い暗幕を取とり払はらうように、氷結した壁かべが剝はがれ落おちていく。その下から現れたのは巨きよ大だいな〈船〉の一部。そこに、長方形の入口となる扉とびらがあった。

「これが、僕らの歴史のはじまり。旧人類が造った〈船〉」

　クレイ達は人類を運んできた〈船〉をついに発見した。

　三人が扉とびらの前に立つ。

　沈ちん黙もくを守っていた扉とびらの外がい縁えんに光が走る。

　千年の時を経て、扉とびらは再び開かれた。

　足元に溜たまっていた海水が勢いよく〈船〉の内部に流れこんでいく。

　このまま扉とびらを閉じずに引き返せば、水みず浸びたしになって〈船〉が壊こわれるかもしれない。自動で扉とびらが開いたことから、このエーテル製の〈船〉は死んでいない。

「扉とびらが開かれた以上、行くしかないな！」

　スカルアトラスのふたりには窒ちつ息そく死しなど関係ない。

「では、私は一足先に引き返すことにするぞ」

　搭とう乗じよう席でモンスターの警けい戒かいにあたっていたゴーデスが叫さけぶ。

「ついてこないのか？」

「旧人類の遺産なぞ興味もない。第一、ここに偽にせゴーレムを放置してはモンスターの餌え食じきになる。待機しようとも海水漬づけになれば動作に支障が出るやもしれん」

「変なところが律りち儀ぎだな」

「私は角つの神がみ教きようの信者だが、ベルバ王家に忠誠を誓ちかった身だ。貴様のことはまったくもって好かんが、ハクア女王の血けつ縁えんと知った以上守らざるをえんだけのことよ。それにファイゼル王から命じられたのは任務遂すい行こうの監かん視しとこの偽にせゴーレムを持ち帰ることだ」

「ひとりで帰れるのか？」

「私は最高級の寝しん具ぐの上で家族に見送られる死に方以外をするつもりはない！」

「腕うでが多い分、操作が複雑だぞ」

「ふん、なくした首と腕うでの責任はすべて貴様のせいにしてやる。ほれ、潮が満ちるぞ。お互たがい二度と顔を会わせたくないものだな！」

　ゴーデス・タネンはどこまでも裏表がない。

　最低限の荷物を携たずさえて、準備を整える。

　クレイ達はついに〈船〉の中に足を踏ふみ入いれた。
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〈船〉の内部は全体的に真っ白な空間だった。

　広々として清潔感があり、とても千年も使われていなかったとは思えない。劣れつ化かという状態変化が見当たらないのだ。何より扉とびらが開いたと同時に内部が明るくなった。天てん井じようや壁かべのいずれかが照らしているのだろうが、光源は見当たらない。念のためカバンの中にたいまつを用意しておいたが不要そうだ。

　生命の気配はない。

　真っ暗な千せん亀き迷めい宮きゆうをくぐり抜ぬけた安あん堵ど感はなかった。

　むしろ未知の領域という意味ではこちらの方がわからないことだらけで、緊きん張ちよう感は一層増す。一目して原材料にエーテルが使われているのは間ま違ちがいない。だが製造方法の予測がつかない。恐おそろしく精度の高い部品が組み合わさり強固な空間を構築している。〈船〉内部は微び差さがあれども似た造りの連なりで、通路の右を見ても左を見て区別がつかない。

「エーテルは不ふ滅めつか…………」

　クレイはロングナイフを構えながらも、長い年月を経てなお〈船〉が活いきている状態にあるのを察する。クレイは自分の発はつ掘くつ行こう為いが空恐おそろしくなった。ファイゼルの手に渡わたれば、世界にどのような変革が引き起こされるのだろうか。

「どこでもいいから先へ進むわよ！」

　気の急せいたレーティアが闇やみ雲くもに通路の奥おくへ行こうとする。

「扉とびらを閉じるのが先だ。機械に水は良くない。幸いここは酸素があるから、最悪次の引き潮で戻もどればいい」

　クレイは扉とびらを閉じる手段がないのか探す。

「ここは専門家であるクレイの指示に従いましょう。勝手な行動で壊こわすことがあれば、困るのはレーティアさんです」

　アジュールが宥なだめる。

　壁へき面めんに埋うめられた半透とう明めいな板に触ふれると、点灯して〈船〉の案内図が浮うかび上あがる。

〈船〉は落ちた涙なみだの粒つぶのように前方が尖とがり、後方が丸く膨ふくらんだような形だ。この形状、角つの神がみ教きよう神しん殿でんで台座に彫ほりこまれた形とよく似ていると思った。クレイ達が入った扉とびら、その前で三つの点が明めい滅めつを繰くり返かえす。おそらくクレイ達の現在地を示している。扉とびらの大きさから比ひ較かくした〈船〉全体の規模は、想像よりもかなり巨きよ大だいだ。武器を示す区画もいくつも存在し、複数のスカルアトラスが収容できそうな格納庫もある。

　単純に人を運ぶ目的の〈船〉ではなく、戦せん闘とうを前提とする戦せん艦かんだった。

『ようこそ、新しい時代の皆みな様さま。ご乗じよう艦かん、心よりお待ち申し上げておりました』

　突とつ然ぜん知らない声が聞こえてきた。同時に扉とびらが勝手に閉じられる。

「誰だ!?　どこに隠かくれている！」

　クレイはロングナイフの切っ先を構えて、声の出所を探さぐる。

『開発ナンバーＳ３‐Ｅ３、当艦かんの管理中ちゆう枢すう思考機構でありますティコと申します。以後お見知りおきを』

　若い声には起き伏ふくが乏とぼしく、感情が読みづらい。男性か女性なのかも区別がつかない。まさか生きた人間が残っているとも考えづらく、ここまで来てはもはやクレイの知識も役に立たない。

　アジュールとレーティアの方も見たが、何かを知っている様子はない。

『詳くわしいお話は指令室でいたしましょう。足元の案内灯に従い、どうぞお進みください』

　声と同時に廊ろう下かの両りよう端たんが発光。案内する方向へ導くように時間差で点てん滅めつを繰くり返かえす。

　無用な先入観は抱いだかず、ありのままに接することにした。

『それから艦かん内ないは危険物の使用は厳禁となります。お手持ちの武器は仕し舞まっていただいて結構です。ご安心を、当艦かんには貴方あなたを害する敵はおりません』

「ティコと言ったな。君を信用していいのか？」

『スカルアトラスを二機も連れて、暴れさせない貴方あなたは極きわめて理性的な人間であると推察致いたします。ご協力いただいた方が余計な諍いさかいも少ないと存じます』

　ティコと名乗る存在は、ふたりの正体をスカルアトラスと見み抜ぬいていた。

「まずは、言葉が通じて良かったよ」

　ロングナイフを納めて、クレイ達は光の案内に従って艦かん内ないを歩き出す。







　通路のどこを歩きながらでもティコの声は聞こえてきて、会話ができた。

「この〈船〉の来歴を教えてくれないか？」

『千年前、本艦かんは天空浮ふ遊ゆう大陸ヘミソフィアを初出航。一部施し設せつの稼か働どうおよびスカルアトラスの存在を確かく認にん、地上でもっと安全な場所という判断からこの海岸に降下しました』

　ティコは前置きもなく、いきなり重大な情報をぶっこんでくる。

　クレイとアジュールはエーテル通信の途と絶だえたはずの天空から人間が下りてきた事実に衝しよう撃げきを受けた。

　かつてのアジュールは天からの指示がなくなったことで、世界樹の切断を自ら決断した。

　レーティアは迷めい惑わくそうな顔をしながら「昔の私、真面目すぎ」と四大禁きん忌きを忠実に果たした自分を嘲あざける。

「千年前まで空の上にいたってことは、旧人類の残りがずっと空で生き残っていたのか？」

　クレイは声を震ふるわせる。ひとつ問うたびに誰も知らない過去が次々に明かされていく。さながら神の啓けい示じのごとく、簡単に答えがもたらされる状じよう況きように戸と惑まどいを隠かくせない。

『誤解なきように。天空浮ふ遊ゆう大陸ヘミソフィアは、スカルアトラスの地上降下後に発生した内ない紛ふんを引き金に自じ滅めつしました。空で生きている人間はおりません』

　ティコは淡あわい期待に冷たく水を差すように、旧人類の絶ぜつ滅めつを報告した。

「じゃあ僕らの先祖は、この〈船〉で運ばれてきた人間は一体なんだ？」

『わたくしが護送したのは、内ない紛ふん以前に冷れい凍とう睡すい眠みん処置をされていた先せん遣けん隊の人々です。彼らは内ない紛ふんの被ひ害がいを奇き跡せき的に逃のがれたため保存され続けました。大気中のエーテル濃のう度どが人間の生存可能値まで低下した千年前、プログラムに従い先せん遣けん隊の地上帰き還かんを実行した次し第だいです』

「冷れい凍とう睡すい眠みん？」

『エーテル汚お染せんを比ひ較かく的てき受けにくい体質の人間を優先的に選せん抜ばつ、生きたまま凍とう結けつさせることで長期間の生存を可能とする技術です。本来は地上の再建を託たくされた人々が、結果的に唯ゆい一いつ生き残った人間となったのは誠に残念なことです』

　ティコは極きわめて模も範はん的な反応で悲しみを表現するが、そこに感情はこもっておらず共感が難しい。逆に散々人間の感情表現を学んできたレーティアにとっては、その無機質な喋しやべり方が手て抜ぬきのように感じられてかなり苛いらついていた。

「空に生存者はいないとしても、その天空浮ふ遊ゆう大陸はどうなった？」

『天空浮ふ遊ゆう大陸ヘミソフィアは現在も飛行を継けい続ぞくしていると推察されます。しかし内ない紛ふん時の戦せん闘とうで各主要施し設せつに甚じん大だいなダメージを受けております。人間が空で生活を営むのは困難です』

　空に新たなる希望はない。

　ただ廃はい墟きよと化した人工の大陸が青空のどこかを漂ただよっているだけだった。

「僕らはこの大地の上で生きていくしかないんだな」

『天に逃のがれた人々は地上を長らく恋こいしがっておりました。地に根を張るような確かな生き方が懐なつかしい、と』

　高度に発展した科学文明でさえ行き詰づまり、破は滅めつを迎むかえる。幸福とは所しよ詮せんないものねだり。あればあるだけ欲ほしがり、過ぎたる欲望は身を滅ほろぼす火種となる教訓だ。

「地上で生きていた施し設せつってのはエーテルのカーテンのことか？」

『左様です。海のモンスター上陸阻そ止しを目的に築かれたエーテルのカーテンですが、千年前の段階でも内陸部全域でモンスターが生息しており、とても人間の住める環かん境きようではありませんでした。モンスターとの接敵確率を比ひ較かくした結果、スカルアトラスの反応もあり、本来エーテルのカーテンの外にあたる海側への着陸を選びました』

「なるほど、元々は逆だったのか」

　荒こう野やのど真ん中でモンスターに囲まれて文明を再興するより、エーテルのカーテンで少なくとも荒こう野やの脅きよう威いから守られる海側がまだ安全というわけだ。

　人類文明が再興できた理由。それは荒こう野や側をエーテルのカーテン、海側を三本角のスカルアトラスで挟はさみこむことで生存圏けんの安全が確保されていたからだ。

「どうしてアーケロンの下した敷じきになったんだ？　これだけ立派なら戦うことも逃にげることもできたんじゃないか？」

『人命最優先を厳とし、乗組員全員の退たい避ひが完かん了りようするまで応戦しました。が、エーテルの不足により敗北。無人になった本艦かんは先せん遣けん隊の地上護送の任務を達したと判断。秘ひ匿とくされていた特別任務の遂すい行こうへ切きり替かわり、以降は別命あるまで待機状態を維い持じしておりました』

「エーテル不足。どっかで聞いたな」とクレイはレーティアの顔を見た。

「アーケロンくらい自力で倒たおしなさいよ。私がどれだけ四大禁きん忌きに苦しんだと思うの！」

　レーティアは恨うらみ節を遠えん慮りよなく姿なき声にまき散らす。

『そういえば、遠方から遅おくれての支し援えん砲ほう火かはありましたね。エーテル密度の高いアーケロンの甲こう羅らが全部弾はじいていましたが。──ろくに役立たなかったのです、あれは一体なんだったのでしょうか。まったくもって無意味極きわまりませんでしたね』

　ティコの声そのものは静かだが、実に饒じよう舌ぜつではあった。

「なんですって！」

　気の短いレーティアと相あい性しよう最悪なのは千年前に確かく認にん済みらしい。

　殺風景な真っ白い廊ろう下かを進んで、指令室の扉とびらの前まで来た。

　指令室は、巨きよ大だいな球体の空間である。半透とう明めいなガラス質で構成された乳白色の曲面が継つぎ目めなく組み合わされていた。

　そして──床ゆかがない。

　クレイ達は中が空くう洞どうの球体を真横から水平に分ぶん割かつにした際、そのちょうど切断面にあたる部分に出た。指令室へ二歩目を踏ふみ出だす前に気づいたクレイは、慌あわてて廊ろう下かまで下がった。

「なんの罠わなだよ！」

　クレイは姿なき声の主に向かって文句を叫さけぶ。

『問題ありません。そのまま前へお進みください』

「って、どう見ても落ちるだろう、これ……」

　クレイは下を眺ながめる。身を投げ出せば、半球の曲面を滑すべり落おちる羽目になる。カバンを漁あさってロープを探すが、引っかけられるような場所はどこにも見当たらない。

　片足だけ伸のばして足場を探さぐってみても床ゆかはなく、硬かたい感かん触しよくはどこからも返ってこない。

『怯おびえることはありません。貴方あなたの足場は貴方あなたの思うままに存在します』

　クレイは視線をわずかに上に向ける。大きさは人間と同じくらいだ。

　周囲の白さに溶とけて、すぐに気づけなかった。ちょうど指令室の中心には長方形の澄み切った板が宙に浮ういている。

「僕らに話しかけていたのは君か？」

　クレイは直感的にそう思った。

『わたくしがティコにございます。乗じよう艦かんを歓かん迎げいいたします』

　ティコとあらためて名乗る透き通った物体が音もなくクレイの前まで滑すべり降おりてくる。

　無機質な声に流りゆう暢ちような喋しやべり方というのは奇き妙みような響ひびきをもたらす。柔じゆう軟なんな思考と機知に富んだ反応は極きわめて人間に近しい一方、発せられる声からは感情をくみ取れない。

「透とう明めいな板が浮ういて喋しやべっているわね」

　アジュールとレーティアもそれぞれの感想を漏もらす。

『エーテルの塊かたまりであるスカルアトラスに驚おどろかれたくありません。わたくし達の身体からだは似たようなものです』

　クレイはティコの言う通りに思い切って踏ふみ出だす。

　両足が通路から指令室へ飛ぶように一気に移った。

「お？　おおお!?」

　球体の底はかなり下にあるのに、クレイはしっかりと立っている。

　自分の足元より下には見えない床ゆかでもあるかのように、立ち位置をどんなに変えても落ちることはない。次に上に行こうと強く蹴ければ、身体からだは宙を浮うく。慌あわてて止まろうとするとその瞬しゆん間かんに再び足場の感かん触しよくが生まれる。

「うわ、浮ういたぞ。今。なんだ？」

『本艦かんではエーテル・リンク・システム、通つう称しようＥＬＳエルスを採用しております。指令室では念じた通りに浮ふ遊ゆう移動し、立つも座すわるも自由自在。さらに様々な情報にその場でアクセスできるためお好みの姿勢で業務遂すい行こうが可能です。よって床ゆかを廃はいした空間となっております』

「まるで水の中を漂ただよっているみたいだな。しかも抵てい抗こうがないから、僕でも泳げるぞ」

　クレイの思った通りに、身体からだは縦じゆう横おう無む尽じんに球体空間を滑すべるように移動した。手足を使わずとも勝手に進む。もっと早くと念じれば移動速度が上がり、球体の曲面にぶつかりそうになると自動で制動がかかる。

　クレイに倣ならうようにアジュールとレーティアも続く。

「このＥＬＳエルス、どういう仕組みだ？　重力が弱まって上から吊つり上あげられているみたいだ」

　クレイは自分の中心から出ている見えない糸で釣つられているかのように錯さつ覚かくする。

『上手うまい例えです。単純化して表現するなら貴方あなたはこのエーテルに満ちた世界と繫つながり合っています。貴方あなたの意識を感じ取り、それを実現する一種の力場を指令室内で発生させています』

「意識のやりとり。もしかしてスカルアトラス同士の、エーテル通信も同じ原理か？」

『新しいお客様は聡そう明めいで助かります』

　アジュールは不思議そうな顔でふわふわと漂ただよい、レーティアは自分の意のままビュンビュンと飛び回る。

『どうぞ、ご自由にお寛くつろぎください。脚あしがお疲つかれでしたら、座すわっていただいても結構です』

「椅い子すなんてないけど？」

　急制動をかけたレーティアがつっかかる。

『わたくしが話しかけているのは、サードではありません』

　ティコはレーティアをまるで相手にしていない態度だった。

「口の利きき方を知らない板切れね。旧人類が処分し損そこねた不良品なんじゃないの。言うこと聞かないなら、ぶっ壊こわすわよ！」

「落ち着けレーティア！　これ全部が旧人類の貴重な遺産なんだ！　君を四大禁きん忌きから解放する絶好の機会を自分の手で潰つぶすな！」

　敵対的な態度が気に障さわったレーティアは攻こう撃げきも辞さない。上から滑すべり降おりてくるクレイ。最さい先せん端たんの貴重な発はつ掘くつ品である。何としてでも現状維い持じに努めたいので全力で止めにかかる。

『黙だまりなさい。口の悪いスカルアトラスですね。貴方あなたに命令権はありません』

「決めた、まず礼れい儀ぎから教えるわ！」

『やれるものならご自由に』

　売り言葉に買い言葉。

　即そく座ざにレーティアの背後で可視化された濃のう密みつなエーテルが揺ゆらぎ、渦うずを巻く。

「却きやつ下かッ!!」

　エーテルレイを躊ちゆう躇ちよなく射るより先に、クレイが尋じん常じようならざる速度で抜き放ったロングナイフがレーティアの顔の前で遮さえぎった。

　人間ではないティコは四大禁きん忌きの対象外。透き通った板のど真ん中を射い抜ぬくはずだったエーテルレイは弾はじき返かえされ、鋭するどい一いち撃げきがそのままレーティアの美しい顔に迫せまった。

『──お見事です。よくぞ反応されましたね。とても人にん間げん業わざとは思えません』

　ティコは目の前で披ひ露ろうされた超ちよう人じん的な絶技に興味を示す。

　クレイのおかげで間かん一いつ髪ぱつ、レーティアは奇き跡せき的に守られていた。

　火花のようにエーテルレイがクレイの一刀に散らされる。

　エーテルナイフの刀身に映りこむレーティアの表情は石せつ膏こうのように固まり動かない。

「お前、僕が許可するまで攻こう撃げき禁止な！　王おう妃ひとして死んだんだから傲ごう慢まんも一いつ緒しよに葬ほうむり去され！　アシュラの首無しで懲こりたばかりなんだ！　いいか、次はないぞ！」

　クレイは本気で説教する。

　レーティアも首を縦にブンブン振ふるしかなかった。

「あ、本当に椅い子すのような感かん触しよくがありますね」

　アジュールが腰こしを下ろすと、ゆったりと座すわった姿勢が維い持じされる。確かに透とう明めいな椅い子すがあるようだ。







　座すわった三人の前に、ティコが語りかける。

「えっと、ティコはエーテルの板だよな？」

　浮ふ遊ゆうする長方形の板に、クレイは違い和わ感かんを覚えながら話しかける。

『はい。それよりも貴方あなたの先ほどの動きは見事でしたね。今の時代の人間はあれほど高い身体能力をお持ちなのですか』

　エーテルの板が言葉に合わせて光る。

　奥行き二十センチ、幅八十センチ、高さ百八十センチの超ちよう高純度のエーテルの塊かたまり。表面に光こう沢たくはない。現在では精製不可能な技術の結けつ晶しようである。

「あれはクレイにしかできないと思います」

　アジュールが答えると『セカンドは丁てい寧ねいですね。良きことです』とティコはまた点てん滅めつする。

『はるばるご足労いただき感謝申し上げます。お名前を伺うかがっても宜よろしいでしょうか？』

「僕はクレイ・ネイザル。銀ぎん髪ぱつの丁てい寧ねいな方がアジュール、赤い髪かみの雑な方がレーティアだ」

『あぁ、大変覚えやすい』

　怒おこり出しそうなレーティアをアジュールは「我が慢まんしましょう」と宥なだめる。

「君がアジュールをセカンド、レーティアをサードと呼ぶのは角の数と関係あるのか？」

『記録によればスカルアトラスの降臨順位と角の数が連動しています』

「…………」

『────』

「なぁ、どうにも壁かべと会話している気がして落ち着かないんだ。どうにかならないのか」

　無反応で声だけ返ってくる状じよう況きようがクレイには喋しやべりづらい。

『そうしましたら人の形をとりましょう。男性女性、外見のお好みなどはありますか？』

「君は君だろう？　好きにしてくれ」

　ティコの提案にクレイは素す直なおに思ったことを答える。

『大変寛かん容ような貴方あなたに感謝を』

　透とう明めいなエーテル板は中性的な若者としか表現できない外見に変へん貌ぼうした。

　あの人間大の板が発光後、どこからどう見ても人間そっくりの姿に早変わりする。縫ぬい目めのない滑なめらかな表面の衣服を纏まとう。全体に余よ裕ゆうのある装よそおいで体型から性別も判断できない。

「ティコ、君は一体何者なんだ？」

『わたくしは管理中ちゆう枢すう思考機構です。人間ではありません』

「かみ砕くだいて説明してもらえるか。何せ君らの文明が滅めつ亡ぼうしてから相当な時間が経たっているんだ。前提が違ちがいすぎる。残念ながら常識は化石として残ってはいない」

『わたくしのことは、高度な思考を可能とする意識だけの人工存在とお考えください』

「じゃあ生き物ではないのか？」

『生き物の定義にもよりますが、肉体の有う無むだけで論じるならば該がい当とうしません。人間のような寿じゆ命みようもありません、一方で同じくエーテルという不ふ滅めつの万ばん能のう元素で構成されたスカルアトラスも生き物として捉とらえるならば、返答も変わります』

「ティコ自身は、自分をどう捉とらえる？　管理中ちゆう枢すう思考機構、以外の答えで頼たのむ」

『さしずめ、滅ほろびた文明の墓はか守もりでしょうか』

「君の仕事に対する義ぎ理り堅がたい態度には敬意を表するよ。だが先祖の墓参りに来たわけじゃない。僕らの目的は、彼女の四大禁きん忌きを解くためだ」

　クレイはレーティアを目線で示す。

『セカンドの方はよろしいのですか？』

「アジュールは自力で乗のり越こえた。今は僕とふたりでスカルアトラスだ」

　ティコの問いかけにクレイが代わりに答えた。

『無事で何よりです。セカンドが世界樹を切断したと聞いた時は、てっきり異常が発生したのかと。ファーストが天空浮ふ遊ゆう大陸ヘミソフィアから飛び出していった時は、どうなるものかと心配しましたよ』

「ファーストって、一本角のスカルアトラスはここにいたのか!?」

　クレイは立ち上がる。白い球体空間を見み渡わたし、見えるはずもないシークの痕こん跡せきを探す。

『彼女は最初のスカルアトラスとして地上奪だつ還かん作戦に大いに貢こう献けんしました。彼女は今どこに？』

「姉さんは、エーテルの彼方かなたに還かえりました」

　アジュールは絞しぼり出だすように答える。

『エーテルは不ふ滅めつです。機会があれば再会もできるでしょう』

「──姉さんにも同じことを言われました」

　レーティアなりに我が慢まんして黙だまっていたが、湿しめっぽいクレイ達の雰ふん囲い気きに思わず口を挟はさむ。

「ねぇ！　私を置いて話をしないでくれる？　シークとかエーテルの彼方かなたとかなんなのよ！」

『サードはずいぶんとわがままな性格に育ちましたね。降臨直後は七姉し妹まいで一番大人しかったというのに』

「うっさいわね！　自分の生まれた時なんて覚えているわけないでしょう！　板切れが見ていたような口くち振ぶりをして！」

『わたくしは創造主の補ほ佐さとして、あなた達の誕生以前から地上奪だつ還かん作戦に携たずさわっています』

　ティコが指令室の中心から移動し、そこに映し出されたのはひとりの若い女性だった。

「「シーク!?」」

　クレイとアジュールは声を揃そろえて驚おどろく。

　一目見た瞬しゆん間かん、クレイは激しく動どう揺ようする。

　アジュールも映し出された女性の姿に複雑な表情を浮うかべる。

　唯ゆい一いつ面識のないレーティアだけがふたりの反応に不思議そうにしていた。

　ティコの視線は、スカルアトラスの姉し妹まいに向けられる。

　アジュールは拙つたない喋しやべりで、レーティアにシークのことを説明していた。

『彼女の名前はソフィー・デュリア。スカルアトラスの開発責任者であり、わたくしの創造主にございます。いわゆる天才と呼ばれる類の人間です』

　ティコはクレイの背後に移動してくる。

　ソフィーは、一本角のスカルアトラスであったシークとあまりにも容姿が似すぎていた。だが冷静に見れば顔立ちはシークそのものだが、髪かみは金色で青い瞳ひとみに白い肌はだをしている。

「シークが模も倣ほうした相手は、この人だったんですね」

「ソフィー、デュリア……」

　クレイは空間に投とう影えいされた、よく見知った顔の別人をじっと見つめていた。この容姿で今の時代、ベルバの環かん境きように溶とけこむようになればクレイの知っているシークの外見になる。

　ＥＬＳエルスの作用で力が抜ぬけたクレイの身体からだはいつの間にか宙を漂ただよっていた。

　ティコは腕うでを伸のばし、クレイの手を摑つかむ。

『わたくしの創造主、ソフィー・デュリアの遺ゆい言ごんを預かっております。あの方の想おもいを託たくすに相応ふさわしい貴方あなたにぜひ真実を知っていただきたいのです』

「……僕でいいのか？」

『必要な資格はスカルアトラスに心から寄より添そっていることです』

「──聞かせてくれ」

『かしこまりました』

　指令室の明かりが消え、暗くら闇やみに包まれる。




　　　　〇
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　明かりの落とされた指令室に浮うかび上あがる光の巨きよ大だいヴィジョン。

　そこにソフィー・デュリアの姿が映し出される。

『じゃあティコ。記録を開始して』

　映像の中のソフィー・デュリアが語りはじめる。

　クレイは、自分の知っている顔の別人をじっと見つめていた。

『はじめまして。わたしの名前はソフィー・デュリア。突とつ然ぜんのことで訳わかんないよね。これを見ているあなたは、どれだけ未来の人なんだろう。今は六体のスカルアトラスが地上へ派は遣けんされて、しばらく経たった頃ころよ。わたしは天空浮ふ遊ゆう大陸ヘミソフィアの港で建造中の新造戦せん艦かん、その指令室の中にいます。管理中ちゆう枢すう思考機構にわたしの創ったティコが搭とう載さいされて、その最終調整中なの──表向きはね』

　愛あい想そのいい笑え顔がおは一いつ瞬しゆんで消えた。

『上層部はスカルアトラスによって地上を取り返せることを信じて疑わない。残念だけどわたしは間に合わないと思う。地上のモンスターを殲せん滅めつするより先に人間が全ぜん滅めつする。地上からの交信も途と絶だえて、かなりの時間が経たった。それに空は安全とされていたけど、この天空浮ふ遊ゆう大陸ヘミソフィアでもエーテル汚お染せんは広がる一方よ。その件を頑かたくなに認めない上層部への不満は限界を超こえている。もしかしたら人類の最さい期ごはモンスターによる破は壊かいでもエーテル汚お染せんでもなく、殺し合いによる自じ滅めつかもしれないわね。残った総人口の九割以上を地上に置き去りにして、雲の上まで逃にげてきてもまだ人間の争いは絶えない。つくづく愚おろかな生き物ね……あぁ、ごめんなさい。こんな愚ぐ痴ちを言いたくて記録しているわけじゃないの。嫌いやね。弱気になると、すぐ暗いことばかり言いたくなるんだから』

　我に返ったようにソフィーは手を振ふりながら「仕切り直しっ」と、はにかむ。

『この映像はティコが認めた人間に向けて送ります。調子に乗って高性能に創りすぎちゃって、ずいぶんと頑がん固こで毒どく舌ぜつな奴やつになったけど、見る目は確かよ。後のことは全部ティコに任せてある。きっとあなたの力になるわ』

　ソフィーは大きく息を吸う。

『そこにスカルアトラスの子達はいるのよね？　何番目の子なんだろう。あなた達を大切にしてくれる人に出会えて、わたしは本当に嬉うれしい。わたしの唯ゆい一いつの心残りは、あなた達の成長を見守れなかったこと。だから──このメッセージを残します』

　少しやつれた顔に決意をこめた眼まな差ざしをこちらに向ける。

『わたし達はもう後がない。世界樹による人工エーテルの過か剰じよう生産によって地上は死の世界に変わった。増えすぎたエーテルが太陽光を遮さえぎり、地上は昼でも薄うす暗ぐらい。すでにエーテル汚お染せんが蔓まん延えんした影えい響きようで出生率は限りなくゼロに近い。わたし自身が出産で生まれた最後の世代よ。わたしも生まれた時から暗い空が当たり前だから、大昔は空が青かったなんて記録でしか知らない。とても綺き麗れいよね。そっちの空は今青いのかしら？　わたしも生きているうちに地上から青空が見たかったなぁ……。って、わたしの感傷はどうでもいいわよね』

　ソフィーは話しているうちに話題が勝手に別の方向に転がるタイプの女性のようだった。

『人間は、ここで二度目の同じ過あやまちを繰くり返かえしたの。わたし達の祖先はもともと別の星で生まれたのよ。──地球っていう水と緑の豊かな美しい惑わく星せい』

　ティコは、地球と呼ばれる水の惑わく星せいを別のヴィジョンに映し出す。

　宇宙の暗くら闇やみに浮うかび上あがる地球の神秘的な青は心を捉とらえて離はなさない。

『だけど自分達のせいで住めなくなった母なる地球を捨て、遠い宇宙へ旅立った。そして長い時間を航海しながらこの星、エーテリアスという楽園に出会った。エーテルという万ばん能のう元素に満たされた惑わく星せいは、すべてが自己完結しており美しい調和が保たれていた。生命の存在も確かく認にんされない穢けがれなき新天地だった』

　旧人類が滅めつ亡ぼうするより遥はるか大昔の長い旅路が示される。

　地球を出発して、瞬まばたく星が無数に散らばる宇宙を遠く移動し、クレイにとって見覚えのあるエーテルの青さをたたえる惑わく星せいに近づく。

『エーテルという万ばん能のう元素を発見した人類はここを第二の故郷として入植、嬉き々きとして発展を続けた。さらなる栄えい華がを求めるあまりエーテルが不足する状じよう況きように陥おちいり、世界樹による人工エーテルの生産に手を出した。それが、自じ滅めつのはじまり』

　ソフィーの瞳ひとみにかすかに昏くらい光が灯ともる。

『エーテリアスはかつてないほどエーテルに満たされた結果、様々な異常をきたした。ゆるやかに出生率が落ち、突とつ然ぜん死しが多発した。エーテル汚お染せんは世界樹に近い地域から世界中に広がった。そして生き物の急速な巨きよ大だい化と凶きよう暴ぼう化。モンスターと呼ばれるまでに変へん貌ぼうし、次々に都市を破は壊かいしていった。モンスターが縦断すれば一晩で地図上から大都市がひとつ消えるの。誰かの故郷が毎日蹂じゆう躙りんされて、もう戻もどれない瓦が礫れきの大地だけが広がっていく。逃にげても逃にげてもモンスターはそこら中から湧わいてくる。わたしが生まれる前は遺伝子操作で愛あい玩がん用の新しい生き物を創るのが普ふ通つうで、特にそれらの生物が特に早い段階で影えい響きようを受けていたそうよ。わたしも、ドラゴンが昔は自宅の籠かごで飼われていたなんて信じられない。…………わたしの生まれた街もドラゴンに跡あと形かたもなく焼かれたわ』

　一いつ瞬しゆん、言葉につまるソフィー。目元を手で覆おおうが、頰ほおからは涙なみだの雫しずくが伝う。すぐに自分を立て直し、手ての甲こうで涙なみだを拭ぬぐうと言葉を続ける。

『エーテル濃のう度どの上じよう昇しよう、増え続けるモンスターに地上における人間の生存可能圏けんは減る一方。モンスターを倒たおすための主力兵器ヘラ＝クレス、えっと……機械兵器ロボツトって言えば伝わるかな？　ティコみたいな人口存在を搭とう載さいした機械の兵器のおかげで、人間は戦場に身を置く必要がなかったの。だけど、大量投入されたヘラ＝クレスの奮戦も徒労に終わった。重要拠きよ点てんが次々に放ほう棄きされる壊かい滅めつ的状じよう況きようは、ついに人間が機械兵器に搭とう乗じようするしかないところまで時代を逆ぎやく戻もどりさせた。無人操作する部品が作れなくなったの。そこからの人口減少は早かった』

　投とう影えいされた映像のヘラ＝クレスは、グランレオンを彷ほう彿ふつとさせる雄お々おしい頭部を持つ鋼鉄の巨きよ人じんだった。両りよう肩かたと両りよう脚あしが大きく、全体的に鋭えい角かくを強調するラインで構成された力強いシルエット。戦せん闘とう場面に映像が切きり替かわると、ヘラ＝クレスが手に持つ大きな棍こん棒ぼうのような物体は、状じよう況きように応じて武器としての形状を変えた。打だ撃げきでモンスターの頭部を砕くだき、先せん端たんから放たれるビーム攻こう撃げきは空飛ぶモンスターから翼つばさを奪うばう。

　ヘラ＝クレスが戦う姿はどうしようもなくゴーレムと重なる。

『大勢がモンスターとの戦いに駆かり出だされ、あっという間に人間の命が使い捨てられた。男性がいなくなると幼い男の子が、最後は女性も老人も戦場に送られた。だけどモンスターは減らない。人類文明は衰すい退たいの一いつ途とを辿たどるしかなかった』

　ソフィーはそこで一度言葉を切る。言うべきことは舌の上にありながら、それを明かすのを躊躇ためらっていた。

『諦あきらめて死ぬか、諦あきらめずに死ぬか。その程度の差しかないような終わりのない撤てつ退たい戦の日々に、突とつ然ぜん、希望の火が灯ともった。それがあなた達スカルアトラスよ』

　希望を口にするソフィーの表情は後こう悔かいと悲しみに満ちていた。

　まるで罪の告白だ。

『わたしはエーテル研究の実績を買われて、地上から天空浮ふ遊ゆう大陸ヘミソフィアに召しよう集しゆうされた。ここは地上のエーテル汚お染せんとモンスターから逃のがれるために政府が雲の上に築いた安全地帯』

　一時の避ひ難なん場所であったはずの天空も最後には、旧人類の墓場となったわけだ。

『ここでわたしは地上奪だつ還かん計画を担になう次世代兵器の開発に従事していたの。もともとは医い療りよう用エーテルの研究者だったのに、なんで兵器を創っているんだろうって最初は思ったわ。だけど、そういう時代なの。物事の優先順位は変わる。大いなる時代の流れに個人は逆らえない。命を救いたかった人間が、人類全体の絶ぜつ滅めつに抗あらがうために戦うことを選んだ』

　ソフィーは急に咳せきこんだ。その手のひらをじっと見つめながら、皮肉げに口元を歪ゆがめた。彼女は、エーテル汚お染せんの症しよう状じようで、死期がもうそこまで迫せまっているのがわかった。

『……わたしも純心すぎたのよね。スカウトにきた悪わる賢がしこい上司、あのジャン・ジュロスに善意を利用されただけなのかも。今生き残っているのは実働部隊として働くわたしのような若い世代。抵てい抗こう力が高いから辛かろうじてエーテル汚お染せんの進行が遅おそい。そして、上層部の大半を占しめるのが〈恐おそるべき老人達〉』

　ジャン・ジュロスの名めい簿ぼが映し出される。見た目は二十代前半の潑はつ剌らつとした若者。ふさふさの髪かみ、皺しわやシミがひとつもないツヤツヤした肌はだ、身体からだつきは細身だが筋肉は十分にある。だが、その実年ねん齢れいは二百歳さいを超こえていた。

『物質的に満たされた人間が最後に望むのは永遠の命。エーテルに不老不死の可能性を見み出いだし、その過程で発展した高度な医い療りよう技術のおかげで寿じゆ命みようを劇的に延長できた最後の世代よ。わたしが生まれた時にはすでに地上から失われた技術で、この天空でさえも不可能。仮にできたとしても、わたしは拒きよ否ひする。あたえられた寿じゆ命みようで十分。終わりがあるから精せい一いつ杯ぱい生きようと思う。それは、エーテル汚お染せんに侵おかされた今のわたしでも変わらない』

　己おのれが死の淵ふちに瀕ひんしていてもソフィーに迷いはない。

『エーテリアスで繁はん栄えいした人類文明は、長らく〈恐おそるべき老人達〉の独裁体制になっていた。長く続いた平和な時代には彼らの助言はそれなりに有効だった。だけど時代の前提が覆くつがえれば、もう意味をなさない。〈恐おそるべき老人達〉は狡こう猾かつで疑うたぐり深ぶかく、何より頑がん迷めいだった。自身の知識と経験を過信して、正しい状じよう況きよう認にん識しきをできないくせに立場を守ることに固こ執しつした。どれだけ肉体を若く保っても、心まで若返らせるのは無理だったみたい。すべてが後手に回り、絶ぜつ滅めつの淵ふちに立たされていると気づいた時には手て遅おくれ』

　ソフィーは他人ひと事ごとのように語る。そうでなければ心の均きん衡こうを保てないのだ。お前達が間ま違ちがえなければ、という怒いかりさえ浮うかばぬほど世界は終しゆう焉えんに近づいていた。

『地上奪だつ還かん計画で次世代兵器に求められたのは、とにかくモンスターを倒たおす力だった。モンスターに当たり負けしない大きさ、圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力を有しながら自律思考し、正しい行動を選せん択たくする大量破は壊かい兵器。そして人間に逆らわない。そんな都合のいい兵器を一刻も早く投入して、モンスターを地上から駆く逐ちくしエーテルに毒された地上を正常化する。今思えば、夢物語もいいところだわ』

　ソフィーはどこか強がっているようにも見えた。

『目をつけたのは過去に失敗したエーテルを使った人工臓器の技術だった。残念ながら肉体のエーテル化は、医学的には正常な人体への悪あく影えい響きようを克こく服ふくできずに終わった。だけど生身の人間に使わなければ問題ない。むしろ最初から純じゆん粋すいなエーテルだけの肉体を創ればエーテル汚お染せんを考こう慮りよする必要はない。エーテル濃のう度どの高い地上でも効率よく活動できると考えた。その可能性を無理にでも実現するために、わたしが連れてこられた』

　ソフィー・デュリアの語る過去はいよいよ核かく心しんに迫せまる。

　すでに十二分に語り疲つかれた様子の彼女は映像の外から差し出された容器を受け取る。水分を補給し、なおも言葉を紡つむぐ。

『高純度エーテル組成の巨きよ大だいな器うつわまではすぐに用意できた。問題は中身よ。当初はヘラ＝クレスの無人操縦技術を転用する形で進んだ。だけど器うつわは機械から発せられるＥＬＳエルスには一いつ切さい反応を示さない。次に試ためされたのが人間の意識を転写すること。つまり──魂たましいのエーテル化よ』

　クレイの身体からだがぶるりと震ふるえる。

　魂たましいのエーテル化とは、それ自体が永遠の命を獲かく得とくする技術そのものだ。

　ヴィジョンにはクレイも見覚えのあるスカルアトラスが横たわる姿が映し出される。

　一本角が額から伸のびた巨きよ大だいな赤い骸がい骨こつ。だが、中身が空っぽの肉体は半透とう明めいな白い色をしている。

『だけど、これは失敗が目に見えていた。過去に生身の脳を移植する非人道的な実験が行われた記録では、すべての被ひ検体はエーテル汚お染せんで死亡。魂をエーテル化するために色々試ためしたけど全部手て詰づまり、計画はいよいよ暗あん礁しように乗り上げた。わたしの上司であるジャン・ジュロスは毎日のようにキーキーと甲かん高だかい声で成果を求められた。あれは鬱うつ陶とうしかったぁ』

　ソフィーは苦く笑しよう交じりにため息をつく。

『そもそも何な故ぜスカルアトラスが人型を模しているのか？　それは魂たましいが器うつわの影えい響きようを大きく受けるからなの。不定形な魂たましいは肉体という鋳い型がたに収まることで、はじめて形を獲かく得とくする』

　クレイは、そこに大いなる納なつ得とくを得た。

　人間である自分がスカルアトラスと融ゆう合ごうし、肉体を再形成できる理由。

　クレイ・ネイザルの魂たましいが自身の肉体と同じ形をしているならば、それに合わせて物理的に復元すればいいだけの話だ。

　その完成度を高める補助をしているのが他人であるアジュールの認にん識しきだった。

『モンスターとの戦いが激化していく中で、戦場に送られる兵士の精神的安定を保つために意識を操あやつる洗脳の分野は一気に発展した。洗脳の技術を転用し、最大限の効果を発揮できるようにあえて人間の似姿としたの。趣しゆ味みが悪いでしょう。わたしもそう思う。地球にあった宗教には、神様が自らの姿に似せて人間を創ったって話もあるそうよ。滅めつ亡ぼうしそうな人間がこの期におよんで神様を気取りなんて──だけど、奇き跡せきは起きてしまった』

　口く惜やしそうに、ソフィーはスカルアトラス誕生の瞬しゆん間かんを語る。

『一度ゼロから再検討するために余計なものを取り除いた状態で、外部からＥＬＳエルスによる刺し激げきを与あたえただけなの、だから発見は偶ぐう然ぜん。高純度エーテルの肉体に魂たましいの発火が確かく認にんされた。その刺し激げきが鍵かぎとなって魂たましいと肉体が結びつく──つまり命が宿った。わたしは純じゆん粋すいな惑わく星せいエーテリアス由来の生命体が生まれた瞬しゆん間かんに立ち会ったの。対外的な呼こ称しようはファーストだけど、わたしは彼女にシークという名前を与あたえた』

　別のヴィジョンに映し出される奇跡の瞬しゆん間かん。シークの誕生は記録されていた。

　沈ちん黙もくを守っていた一本角のスカルアトラスの肉体が突とつ然ぜん輝かがやき出し、爆ばく発はつするような眩まぶしい光が画面を白く塗ぬり潰つぶす。半透とう明めいだった肉体は内側から放つ白い光で輝かがやき、動いていた。

　クレイにとってはよく知っている発光現象。

　アジュールと融ゆう合ごうする際に放たれる、昼夜をひっくり返すほどの光の柱そのものだ。

　あの光は、もしかしたら魂たましいが放つ輝かがやきなのかもしれない。

『ＥＬＳエルスの開発過程で、エーテルには形けい而じ上じよう学がく的不可視領域の存在は確かく認にんされた。先人は、これをエーテルの彼方かなたと呼んだ。スカルアトラスの魂たましいはそこからやってきたと推察される。つまりエーテリアスは最初から生命のない惑わく星せいではなかった！　入植当時の人間には確かく認にんできていないだけで、別の領域に隠かくれていただけなのよ！　滅めつ亡ぼう寸前の人類が土ど壇たん場ばでついに異なる知的生命体と邂かい逅こうした。お互たがいの存在を目で見て、触ふれ合あえる距きよ離りで認識し合えた！』

　興奮気味に語るソフィーの表情にはじめて明るさが差す。

『そこからは完全に子育てよ。生まれたばかりのスカルアトラスの魂たましいはあまりに無む垢くで無知で無む邪じや気き。善悪の区別がつかない赤子のような状態だった。だけどわたしの言葉を認にん識しきする知性を備え、対話できるようになると急速に知識を獲かく得とく。さらにエーテルを自在に操あやつる能力があることが実証される。その過程でファースト──シークは人間の、わたしの姿を模も倣ほうした。まさかスカルアトラスが自分そっくりの姿になるなんて予想外すぎて、最初はすごく恥はずかしかったわ。だけど、振ふり返かえれば忘れたくない大切な思い出よ』

　できることならソフィーに伝えてあげたい。シークは世界が滅めつ亡ぼうした後も、育ての親であるソフィー・デュリアの外見であり続けた。

『あまりにそっくりだから試ためしにシークと服装を入いれ替かえて、お互たがいに成りすましてみたのね。すぐ気づかれると思ってたんけど、誰も気づかなかったの。毎日シークと接している同じ研究チームでもよ。わたしの知る限り、人間とスカルアトラスの区別がつく人はいない。もしもそんな人が現れたら、相当スカルアトラス好きよ。わたしが断言する。物もの凄すごく貴重な人間だから、大事にした方がいいわ』

　思い出し笑いをするソフィーは、最後の言葉に見定めるようなニュアンスを含ふくませていた。

　アジュール、レーティア、ティコの視線が一いつ瞬しゆんクレイに集中する。

　ここからソフィーの口は重たくなっていく。

『でも、楽しかったのは最初だけ。シークが賢かしこすぎたせいで兵器としての有用性に不足なしと、〈恐おそるべき老人達〉はすぐさまスカルアトラスの増産を強行した。連中にはスカルアトラスの魂たましいの正体や自じ我がの発達なんてどうでもいいのよ。反対したわたしは即そく座ざに計画から外された。もちろんシークからも引ひき離はなされた』

　ソフィーの言葉には消えることのない怒いかりがこめられていた。

『ジャン・ジュロス主導によってスカルアトラス増産計画は〈救世の七姉妹プライマル・セブン〉と呼ばれた。まずはシークを使って二体目のスカルアトラスの魂たましいをエーテルの彼方かなたから呼び寄せた。それが繰くり返かえされる。スカルアトラス開発過程で造られたギガスケルトンも再利用して、ＥＬＳエルスを応用した遠えん隔かく指揮をスカルアトラス自身にさせようとまで思いついた。生まれたばかりのセカンドは素す直なおな子で、その与あたえられた指揮権を上手に使ったそうよ。そうやって各スカルアトラスの使命に合わせた独自の力を覚えこませた』

　アジュール──セカンドによるギガスケルトン軍団の指揮。

　レーティア──サードによるエーテルレイ。

　他のスカルアトラスも異なった力を有している。

『ジャン・ジュロスの下種げす野や郎ろうは芝しば居いがかったことが好きだから、スカルアトラスの降誕だのと宗教じみた儀ぎ式しきに仕立て上げていった。スカルアトラスを祭り上げ、自分は司祭を気取っていたわ。宇宙を超こえてきた末まつ裔えいが、滅めつ亡ぼうを前に他の星で神様を持ち出すなんて滑こつ稽けいよね。スカルアトラスは、あくまでエーテリアスの命でしかないのに』

〈救世の七姉妹プライマル・セブン〉から一方的に外されたソフィーは、彼女達に関わることを許されなかった。だが万が一の事態に怯おびえるジャン・ジュロスは、ソフィーを空から放り出すことをしない。すでにエーテル汚お染せんの末期だった彼女は病室のベッドに縛しばりつけておけば十分だった。

『人類の滅めつ亡ぼうを目前に控ひかえ、他の六体をシークのように悠ゆう長ちように教育する時間がない。精神の成長を待たずに四大禁きん忌きを定めて無理やり洗脳、人間の命令にだけ従う兵器に短期間で仕立て上げた。守りの要であるシークをヘミソフィアに残して、他の姉し妹まいは地上奪だつ還かん兵器スカルアトラスとして世界中に降下させられた』

　ソフィーは悔くやしそうに訴うつたえる。

『わたしは、あの子達を守れなった。ただの無む垢くな命を一方的な都合で兵器として戦いの場に送りこむのを止められなかった。スカルアトラスは人間の道具なんかじゃない』

　ソフィー・デュリアが真まっ直すぐにクレイに向かって指をさす。

『だから、わたしはせめてもの反旗を翻ひるがえすため──彼女達に希望を残します。ここに来るスカルアトラスが四大禁きん忌きを解除できる手段を先ほどティコに預けました。もしも苦しんでいる子がいたら、この〈船〉に連れてきて。お願い……ッ』

　最後にソフィー・デュリアは研究者としての冷静さを脱ぬぎ捨すてた。

　慈じ母ぼのごとき深い愛情を溢あふれ出ださせるように泣きながら伝える。

『不完全な人間なんかスカルアトラスの支配者ではありません！　ただ誕生に立ち会っただけよ！　教師としてすら不適格なのに、自分の都合だけで偉い大だいなる生命を支配するなんて傲ごう慢まんすぎる！　母なる地球を捨てて、今度は我々を受け入れてくれたエーテルの星まで犠ぎ牲せいにするなんて！　そんな醜みにくい真ま似ねッ、繰くり返かえした人間が滅めつ亡ぼうするのは当然なのよ！』

　弱った身体からだから発せられた信じられないほど強い意志。

　ソフィーは滂ぼう沱たの涙なみだを流しながら、それでも微笑ほほえんだ。

『愚おろかな人間を許して。あなた達を身勝手な呪のろいで縛しばりました。無力なわたしはこの言葉が届くのを祈いのることしかできません。それでも最後に言わせて。わたしのかわいい娘達、生きて。この惑わく星せいは生まれた時からあなた達のものよ、どうか自分の望むままに生きて。そして未来でもまだ生きている人間がいたら、今度こそスカルアトラス達に寄より添そってください。せっかく遠い宇宙を超こえて奇き跡せきのように出会ったのよ。一いつ緒しよに生きてくれれば、これ以上の理想はありません。──あなた達こそが楽園を継つぐ者、どうか幸せに』

　ソフィー・デュリアは万ばん感かんの想おもいをこめて、祝福と理想を未来に託たくした。

『大だい丈じよう夫ぶよ、ママ。私が必ず妹達を守るから任せて』

　映像の外側から飛び出すように現れたのはソフィー・デュリアと同じ顔と背格好をした女性。つまりシークだった。シークは、涙なみだの止まらない母と慕したう女性を愛おしそうに抱だきしめる。

　そのふたりの姿を見届けるように、映像は終わった。

　はじめて触ふれた母の声に、スカルアトラスのふたりも我知らず涙なみだを流す。

　指令室は暗くら闇やみのまま、巨きよ大だいヴィジョンだけが光を放つ。

　クレイは姉し妹まいの泣き顔を見ないように、そっと上に浮うかぶ。

　ティコは静かにクレイの後に続く。

「ソフィー・デュリアの最さい期ごは？」

『このメッセージの記録後、〈恐おそるべき老人〉達に対する暴動が発生。ヘミソフィアの重要施し設せつが多数破損、もはや地上のスカルアトラスに指令を出すどころの状じよう況きようではなくなりました。死傷者多数。仮に暴動の被ひ害がいを免まぬがれても、我わが創造主の肉体はすでに限界を超こえていました。おそらく亡なくなったでしょう。そうしてかつての人類は自じ滅めつし、天空浮ふ遊ゆう大陸ヘミソフィアは空飛ぶ墓場となりました』

「空に残っていたシークはどうしたんだ？」

『ファーストは暴動の際、〈恐おそるべき老人〉から人間を殺すように命じられました。四大禁きん忌きに縛しばられていない彼女は命令を拒きよ絶ぜつし、この〈船〉に引ひき籠こもりました。その後、世界樹の切断を聞いて、単身地上へ飛び出したまま彼女は戻もどってきませんでした』

　クレイは期せずして訪おとずれた異国の地で、シークの過去までも知ることになった。

　母親のような存在であるソフィー・デュリアと引ひき離はなされた彼女は、天空浮ふ遊ゆう大陸ヘミソフィアの守りを任され、〈救世の七姉妹プライマル・セブン〉の要として〈恐おそるべき老人〉に利用された。

　地上に降りたシークはアジュールとの戦いに敗れ、斬きり落とされた世界樹の上で長い時を過ごす。やがてヴェトセラから捨てられたセリア・ミュティスが円柱を登頂し、虹こう層そう円柱国家ベルバが誕生。約七十年前、目覚めた彼女はベルバの巫み女ことして王様に助言する。そして半年前、ドラゴン来らい襲しゆう時にアジュールと再戦。彼女はエーテルの彼方かなたへ消えていった。

　去来する万ばん感かんの想おもいを一言では表せない。それでも聞けて良かった。

「よく、今日まで守ってくれた。ありがとう」

　クレイは自然に感謝を述べた。

『礼には及およびません。仕事でございますゆえ』

　クレイは暗くら闇やみの中でなお目を瞑つぶる。

　世界の全容さえ摑つかめてないのに雲の上には今も人工の大陸が浮ういており、空を超こえて宇宙まで話は広がるとは。人間が地球という別の惑わく星せいからやってきた衝しよう撃げきの真実までを一度に聞かされてしまった。もはや時間も空間も超ちよう越えつした壮そう大だいなスケールは、クレイ・ネイザルという人間ひとりでは捉とらえきれない。

　あまりにも大きすぎるものを託たくされた。

　それでも大切な真実を確かめられた喜びが胸を満たす。

「どんなきっかけでも、彼女達の誕生に心からの祝福はあったんだ」

　クレイは再び目を開ける。

『良き言葉です。貴方あなたこそ創造主の理想を継けい承しようするお方、わたくしがお仕えするべき新たなる船長にございます』

「僕は、ただの考古学者だよ」

『彼女達にとっても、わたくしにとっても信しん頼らいできる人間に舵かじを預けたいのです。お手持ちのエーテルの結けつ晶しようをお出しいただけますか』

　クレイは腰こし元もとのロングナイフを抜ぬく。

『わたくしの胸に差しこんでください。安心してください、死にませんので』

「わかった」

　刀身は手応えなくティコの胸にあっさりと吸いこまれた。刀身は背中を貫つらぬき、柄つかの部分で止まる。ティコの内側から光がこぼれていく。

『誓せい約やくします。これよりキャプテン・ネイザルを唯ゆい一いつの主とすることを、ここに刻みました』

　引き出されたロングナイフの内側には、うっすらと紋もん様ようが描えがかれる。スカルアトラスの表面の美しく流れるような模様とよく似ていた。

『キャプテン・ネイザル、わたくしに艦かん名をいただけますでしょうか？』

「また名前か？　こういうのは苦手なんだけどな」

　指令室を漂ただよいながら考えていると、クレイの視界に二粒つぶの光る涙なみだが下から浮うかんでくる。

「ここでは涙なみだは下に流れないんだな」

『スカルアトラスの涙なみだはエーテルが多いため、ＥＬＳエルスが異なる作用をしたのでしょう。わたくしもはじめて知りました。記録はしておきましょう。この世界は着実に前進しているのですね』

　二粒つぶの涙なみだはつかず離はなれず、上へ昇のぼっていく。

「決めたよ。彷徨さまよえる涙なみだ──ストレイ・ティアーズだ！」

『承知しました。本艦かんはこれより艦かん名をストレイ・ティアーズと呼こ称しようします』

　ティコは高らかに宣言する。

『優美ですね、わたくしも気に入りました』

「最初の艦かん長ちよう命令だ、ティコ。レーティアの四大禁きん忌きを解除しろ！」

『かしこまりました。キャプテン・ネイザル』

　ティコはエーテル板の姿に戻もどると、レーティアの頭上に滑すべり降おりる。

　横よこ倒だおしになって回転するティコは光を放つ。その光に呼応するようにレーティアの全身も赤く輝かがやいた。発光したまま下降するティコ。物質として存在しながら、レーティアを透とう過かして頭から足先までくぐり抜ぬける。

　ティコが足裏を離はなれると、くるりと一回転して人間の姿に戻もどった。

「どうだ？」

　クレイが呼びかける。

「四大禁きん忌き、第一条、人間の生命と安全が侵おかされることを禁ず」

　心ここにあらずの虚うつろな表情で小さく独り言を漏もらしながらレーティアはクレイに近づいてきた。そしておもむろに指を絡からませるようにして、ロングナイフをクレイの手から取り上げる。

「……、レーティア？」

「解けたかどうか試ためさせて」

　レーティアは、ロングナイフの切っ先を迷うことなくクレイに刺さしこんだ。
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　最初は目の錯さつ覚かくだと信じたかった。ただの見み間ま違ちがいなのだ、と。

　伝説にある海の魔ま物ものの姿が水平線の彼方かなたに見えた時、見張り番の兵士は何な故ぜよりにもよって自分が第一発見者なのかと嘆なげいた。今日が休日の非番であれば自宅で家族との穏やかな時間を打ち破られても、来きたるべき厄やく災さいに身を寄せ合い、最後の言葉を交かわすこともできたのに。彼は怯おびえるより先に家族に別れさえ告げられないことを悔くやんだ。

　一いつ瞬しゆんだけ感傷に流されて俯うつむき、再度双そう眼がん鏡きようを構えた。

　現実は変わらない。

　そして彼は自分の職務に従い、正しい手順をもって仕事を遂すい行こうした。

　緊きん急きゆう迎げい撃げき指令は程ほどなくヴェトセラ全域に伝わることとなる。

　国中の武ぶ装そう海かい岸がんが海にエーテル砲ほうの先せん端たんを向けた。湾わん内の波がやけに静かで、それが一層不気味だった。いつも、ふらふらと波間を漂ただようリキッド・スライムを今朝から一匹ぴきも見かけない。近づいてくる脅きよう威いを前に逃にげ出だしたのだろう。

　何もしなくても超ちよう巨きよ体たいが接近するだけで大波が起きる。高い岸がん壁ぺきさえ乗のり越こえてくる可能性は極きわめて高い。その波に巻きこまれた別のモンスターも陸に運ばれてくるかもしれない。

　避ひ難なん勧かん告こくが発令され、特に海近くに住む人々は至急逃にげることを求められた。非番の兵士も全員駆かり出だされて、一軒けんずつ回って急ぎの避ひ難なんを強制する。とにかく海から離はなれろ。急げ。

　水平線から迫せまる細長い影かげはあたかも自分の存在感を示すように顔を上げて海を進む。

　海の魔ま物ものの名はリヴァイアサン。

　神話級モンスターの大海うみ蛇へびは陽の光さえ届かない深い海かい溝こうに普ふ段だんは身を潜ひそめ、海底火山の熱でエーテルを賄まかなう。

　長い全身は強きよう靭じんで弾だん力りよく性に富んだ鱗うろこに覆おおわれている。滑なめらかにくねらせる動きに合わせて長く連なる背びれ、翼つばさにも似た胸むなびれと扇おうぎのような尾おびれが舞まう。猛もう然ぜんと海中を移動しながらも、その巨きよ体たいからは想像もつかないほど速く静かに潜せん行こうする。

　頭部の大きさに対して目は小さい。だが、隈くま取どりされたような目元の色も相まって禍まが々まがしい面つら構がまえを引き立てる。視覚を補うように二本のひげのような触しよつ覚かく器官が生えており、海中の様子を敏びん感かんにする。

　最大の特とく徴ちようは海中の獲え物ものを丸のみできるほど大きな口だ。獲え物ものを骨ごと砕くだく武骨な牙きばと発達した巨きよ大だいで頑がん丈じような下した顎あごは、一度捕とらえたら決して逃のがさない。

　リヴァイアサンは鎌かま首くびをもたげるように洋上を進む。

　その状態ですらヴェトセラの高い岸がん壁ぺきを軽々と上回る高さだった。気まぐれに首を振ふるだけでも武ぶ装そう海かい岸がんには甚じん大だいな被ひ害がいをもたらすだろう。

　湾わん内侵しん入にゆうを待たずにリヴァイアサンを攻こう撃げきできれば、より着実に追おい払はらえる。

　だが、ここで武ぶ装そう海かい岸がんの密ひそかな弱点が露ろ呈ていする。

　国土の海岸線すべてを武ぶ装そう海かい岸がんに改造するには巨きよ額がくを要する。その実現のために最重要都市を除く場所は、湾わん内に現れたモンスターの上陸阻そ止しに特化していた。

　すなわち、モンスターが湾わん内という射程圏けん内ないに入らなければ武ぶ装そう海かい岸がんの攻こう撃げきが届かない。

　長らく海上に姿を現さなかったリヴァイアサンの存在はヴェトセラにとってもはや伝説でしかない。絶ぜつ滅めつしたとされるモンスターが敵害対象から外されたのは極きわめて合理的な判断だ。無理もない。頻ひん度どと現実的な予算から、日常的な脅きよう威いが潜ひそむ湾わん内の対応だけで手いっぱいなのだ。

　要するに、想定外の事態が不運にも今日訪おとずれたにすぎない。

　そして、人間の必死の努力を嘲あざ笑わらうかのようにリヴァイアサンの攻こう撃げきは遠距離から陸地にまで易々と届く。

　狙ねらう先は王都トライデント。

　ヴェトセラでもっとも長ちよう距きよ離り攻こう撃げき可能なエーテル砲ほうすべてが発射される。

　真昼の海上を迸ほとばしるエーテルの輝かがやき。

　それでも海面を破は裂れつさせ、激しい水柱を立てるだけに留まる。目標には掠りもしない。

　リヴァイアサンの口がゆっくりと開かれていく。

　開口部は横よこ面つらが切きり裂さかれたように目の高さまで達する。太い牙きばが外側へ倒たおれるように広がり、限界まで下がった発達した下した顎あごがさらに左右に開かれた。不気味な花が開花するように開け広げられた口こう腔こう。その奥おくから迸ほとばしったのはエーテルが凝ぎよう縮しゆくされた一筋の光線だった。

　貫かん通つう光線。

　空と海の青さを両断する黄金の輝かがやきが駆かけた。

　文明再興の地が引ひき裂さかれる。

　一いつ瞬しゆんにしてトライデントの武ぶ装そう海かい岸がんが無残に破は壊かいされた。

　岸がん壁ぺき自体を突つき崩くずすように破は砕さいされ、残ざん骸がいが海中に沈しずんでいく。湾わん岸がん部の見張り台がすべて倒たおれ、遠えん距きよ離り砲ほうの突つき出でた砲ほう身しんが砕くだけ散ちる。海が見えなくなるほど火の手が上がり、立たち昇のぼる黒こく煙えんが、青空を汚よごす。その被ひ害がいは港のみならず城下にまで及およんでいた。地じ盤ばん自体が掘ほり起おこされ、沿岸部の家々は見る影かげもない。爆ばく発はつの衝しよう撃げき波はでトラムが線路から弾はじけ飛び、城下中の窓ガラスが砕くだかれた。トライデント駅構内にはガラスの雨が大勢の利用者の上に降り注ぐ。国家の大動脈たる鉄道は海から飛んできた大小様々な物体により寸断される。

　たった一匹ぴき、ただの一いち撃げき。

　それだけで人類最大の都市は無残に破は壊かいされた。

「旧人類はあんな次元の違ちがうものと戦おうとしていたのか……」

　王城の高台に立つファイゼル・レヴェナントは、変わり果てた城下の光景に目を疑う。

　混乱と悲しみ、怒いかりと憎にくしみなど無数の負の感情が奔ほん流りゆうとなってファイゼルにまで届いた気がした。あまりにも理り不ふ尽じんな戦力差にファイゼルは言葉を失うしかない。狂楽王の失政から十年、せっかく立て直した王都トライデントが一いち撃げきで壊かい滅めつした。

　リヴァイアサンの貫かん通つう光線はそのまま舐なめるように海岸沿いに放たれ続ける。あたかも人類の歩みを否定するかのごとく全土を蹂じゆう躙りんしていく。

　ヴェトセラは戦う手段を一いつ瞬しゆんにして失い、五百年前のように海に対して完全無防備となる。

「人類の命運は、またもスカルアトラスに託たくさないといけないのか！」

　燃もえ盛さかるヴェトセラを眺ながめるしかないファイゼルは、無力な拳こぶしを叩たたきつける。

　その視線は我知らずはるか遠くの千せん亀き迷めい宮きゆうへと向けられていた。
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　指令室の暗くら闇やみでクレイとレーティアは折り重なったまま動かない。

「これで、私は、自由なのね」

　レーティアは惚ぼけた声で全身の力を抜ぬいた。

「生あい憎にくと、筋肉パワーより直感スピード派でね」

　突つき出だされたロングナイフを、クレイは身体からだを捻ひねって回かい避ひしていた。ちょうど腰こしのあたり、刃は先さきは鞘さやの表面を滑すべったおかげで無傷だ。クレイはすぐさまロングナイフを手から取り上げて納刀する。

「……本当に、四大禁きん忌きが解けている」

「危ねぇーだろ、レイティア！　本気で刺さそうとしやが──」

　レーティアはクレイが言い終わる前に抱だきついていた。

「ありがとう！　クレイ！　私は自由よ！　どこへでも行ける！　なんだってできる！　私は私の望むように生きられる！」

　あまりのはしゃぎように、クレイは怒おこる気力も失うせた。

　殺意がなかったせいで逆に反応が遅おくれた。彼女はただの動作としてロングナイフを突つき出だしてきたのだ。クレイでなければきっと刺さされていた。

「少しは人間を好きになれたか？」

　クレイは問う。

「……わかんないわよ。人間なんて弱くて強ごう欲よくなだけなのに」

　四大禁きん忌きによってレーティアは防衛範はん囲いであったヴェトセラという国に縛しばりつけられた。

　望んで人間社会の中で過ごしてきたわけではない。彼女にとって人間は徹てつ底てい的てきに利用するか、利用されるかの対象でしかなかった。

『サード、そういった目に見える価値だけで判断するものではありませんよ。わたくしにはキャプテン・ネイザルとセカンドのような在り方こそ創造主の見たかった光景のひとつだと思います』

　ティコはアジュールを見つめる。

「ずいぶんと理想主義なのね。私達の創造主サマは」とレーティアは斜しやに構えたままだ。

『サードにもいつか実感する日が来るでしょう。きっと特別な相手が現れれば』

「ふーん。とりあえず、今は返すわ」

　レーティアはクレイの身体からだを軽く突つき飛とばして、下にいるアジュールに追いやった。

　宙を漂ただよって下降するアジュールはクレイを優やさしく受け止める。

「貸したつもりはありません。クレイは、いつだってわたしの中心です」

「言うじゃない。欲ほしくなったら遠えん慮りよなく奪うばいにいくからね」

　姉し妹まいの視線が意味ありげに重なる。

　アジュールはクレイを後ろから抱だきしめたまま離はなさない。

「おい、人を物みたいに扱あつかうな」

　当の化石バカだけが、微び妙みようにして複雑に進展した姉し妹まい事情を察することができない。







　胸を撫なで下おろすのも束つかの間ま、非常事態を告げて指令室全体が赤く点てん滅めつを繰くり返かえす。

「あれ、私のせい？」

　解放感から我に返るレーティアが慌あわてる。

『サードの蛮ばん行こうについては後回しです！　海上にモンスター出現！　目標を識別、リヴァイアサンです！　これより戦せん闘とう態勢に移行します』

　指令室全体に明かりが戻もどり、前面の巨きよ大だいなヴィジョンが地図上に接近する対象を映し出す。海岸線の形がクレイの知っているものとやや異なる。警告を告げた赤い光が粒りゆう子しとなって、指令室内に各役割の座席を出現させた。ティコは中央の艦かん長ちよう席の真横に立つ。

「リヴァイアサンだと!?　またスカルアトラスに誘さそわれたのか？」

『高純度エーテルが二機も揃そろえば、ごちそうですからね。あれは近海の主ですが、いまだに生きているとは恐おそろしい生命力です』

　ティコの淡たん々たんとした報告は無用に想像力を刺し激げきする。

「全長は？」

『音おん響きよう観測では本艦かんのおよそ倍と推察されます。アーケロンがわたくしを下した敷じきにした原因もそもそもはリヴァイアサンの捕ほ食しよくから逃にげてきたからです。何もわたくしの上で産さん卵らんして力ちから尽つきなくてもいいのに』

「今さら吞のん気きに愚ぐ痴ちってんじゃねえよ！」

　クレイは卒そつ倒とうしそうになった。奇き跡せき的に倒たおしたドラゴンでさえ全長百メートル。リヴァイアサンが六百メートル、大きさだけで単純に六倍。しかも水中がテリトリーだ。

「ティコ。戦せん闘とう態勢って言ったな。動けるのか？」

『船長命令があればすぐにでも』

「頼たのむ」

　クレイは迷わず指示した。そのまま中心の艦かん長ちよう席に滑すべりこむ。

「上にはアーケロンの遺い骸がいがありますが出航できるのですか？　必要ならばスカルアトラスで先に壊こわします」

　近づいてきたアジュールが進言する。

『心配無用です、セカンド。そのまま遺い骸がいを押おし上あげて一気に海上へ出ます』

　艦かん内ない状じよう況きようが別のヴィジョンで表示される。

　ストレイ・ティアーズの機関部に火が灯ともっていく。アーケロンの重量で沈しずみこんだだけで、艦かん内ないに異常はない。

「エーテル切れで下した敷じきになったんでしょう！　飛べるの？」

　レーティアが素す早ばやく指し摘てきした。

『千年間も吞のん気きに亀かめの下で眠ねむっていたわけではありません。大量の砂のせいで効率は悪かったですが、海水からエーテルを抽ちゆう出しゆつ。飛行に支障なく回復しております』

　ティコが現状報告。千年の眠ねむりから覚めた〈船〉の動力機関がついに甦よみがえる。

『浮ふ上じようを開始します。無作法な真ま似ねゆえ艦かん体が揺ゆれる恐おそれがあります。ご容よう赦しやを』

　ストレイ・ティアーズは後方の噴ふん射しや口から推進力をともなう膨ぼう大だいな光を激しく放出した。アーケロンの遺い骸がいと海中の砂に埋うまった艦かん体が、そこから強ごう引いんに抜ぬけ出だしていく。それでもＥＬＳエルスのおかげで振しん動どうは大おお幅はばに軽減された。

　リアルタイムの映像が前方に投とう影えいされる。

　先せん端たんの明かりが照らす海中は砂が激しく舞まって視界不良。それが一いつ瞬しゆんにして消え去る。一気に水面へ浮ふ上じよう、そのまま青空だけを映し続ける。

「おい、本当に飛んでいるぞ!?」

　クレイが興奮気味に叫さけぶ。

『本艦かんは天空浮ふ遊ゆう大陸ヘミソフィアで建造されたのですよ。降下してきたのですから飛行くらい造作もありません。いや、しかしこれは、綺き麗れいな青空になりましたね』

　ストレイ・ティアーズ──白はく亜あの装そう甲こうに包まれた巨きよ大だいな涙なみだの雫しずくを形どる飛行戦艦は千年ぶりに惑わく星せいエーテリアスの空を飛ひ翔しようした。

　空中で安定姿勢をとり、ストレイ・ティアーズは目標を捉とらえる。映像が拡大され、リヴァイアサンの凶きよう悪あくそうな顔がより鮮せん明めいになる。

『あぁ、すでに被ひ害がいは出てしまったようですね』

　貫かん通つう光線に切きり裂さかれたヴェトセラの海岸線は見るも無残な有り様だった。

『エーテルミスト散布開始。防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを形成します』

　ストレイ・ティアーズの各部から放出される霧きり状のエーテルが艦かん体を包みこむ。

「クレイ！　どうして当然のようにリヴァイアサンと戦う流れなのよ！　おかしいでしょう！」

　異を唱えたのはレーティアだった。

「発はつ掘くつ後は、僕の自由にしていい約束だろう。君との約束はきちんと果たしたぞ」

「それとこれとは別！　相手が悪すぎる！　むざむざ死ぬだけよ！」

　神しん殿でんに彫ほられたように過去に何度となく戦ったレーティアは、その無む謀ぼうな行いを諫いさめる。

「モンスターとの戦いは人間にはいつも危険だよ。それにこれ以上の被ひ害がいは出したくない」

　リヴァイアサンは今も火の手が上がる王都トライデントに向かって海を進んでいた。

「他国の話よ！　ベルバじゃない！　別に逃にげたって文句を言われる筋合いはないでしょう」

　レーティアの言い分はもっともだ。罪人扱あつかいした他国を命いのち懸がけで助ける義理はなかった。

「それでも見た以上、放っておけない。リヴァイアサンを倒たおせる可能性があるのは僕らしかいないだろう」

　クレイはアジュールとティコ、そしてレーティアを見み渡わたす。

「私は手伝わないからね！　散々ヴェトセラを守ってきたのよ！　やっと解放されたばかりなのに、一番危険な敵と戦うわけないでしょう！」

　レーティアの態度は頑かたくなだ。クレイもその気持ちは十分理解できる。自分を縛しばりつけた国のために今さら身を挺ていして戦わせるのは酷こくだろう。

『畏おそれながらキャプテン・ネイザル。わたくしからも一点、懸け念ねん事じ項こうが』

「まだ勝ち目が下がるのか。手短に」

『長年砂の中に埋うまっており、エーテルの回復率にまだ不安があります。現在陽光を浴びて急速回復に努めておりますが艦かん体防ぼう御ぎよを優先するため、火器兵装の使用が大おお幅はばに制限されます』

「ほら見なさい！　珍めずらしく板切れが役立つことを言った。リヴァイアサンは下手すりゃ旧人類が残っていた頃ころから生きているのよ！　あの生きた化石にどうやって対たい抗こうするわけ？」

　その言葉を受けて、クレイはアジュールと目を合わせる。

　いつでも構わないとアジュールの赤い瞳ひとみが告げた。

　新たな短い警告音が鳴る。

　ヴィジョンに拡大されたリヴァイアサンがこちらに向けて開口、貫かん通つう光線が発射された。

　ストレイ・ティアーズは滞たい空くう状態から即そく座ざに回かい避ひ行動。

　表面を舐なめた攻こう撃げきをエーテルミストが散らし、直ちよく撃げきを防いだ。艦かん体を包んだエーテルミストの穴は自動で埋うめられていく。

「被ひ害がいは！　ＥＬＳエルスのせいで艦かんの動きが体感としてわからないぞ！」

　クレイが叫さけぶ。

『軽けい微び、飛行に支障なし。ですがＥＬＳエルスの緩かん和わ効果を弱めますと、生身の肉体に大きな負ふ荷かがかかります。人間には推すい奨しようしかねます。特に、今のような状じよう況きようでは！』

　ティコが無表情に話しながらも、艦かん体は猛もう烈れつな勢いで次々に傾かたむく角度を変えた。

　リヴァイアサンは続けざまに貫かん通つう光線を短く空に放つ。

『やられっぱなしは癪しやくですね。艦かん長ちよう、攻こう撃げきをします。よろしいですね！　撃うちます』

　ティコはストレイ・ティアーズを急加速させ、リヴァイアサンに距きよ離りを詰つめた。

　クレイが答える前に、艦かん体からエーテル砲ほうが放たれる。

　命中。だがエーテル回復途と中ちゆうのストレイ・ティアーズでは、リヴァイアサンの分厚い鱗うろこを砕くだけない。相手も貫かん通つう光線を乱れ撃うつ。

　ストレイ・ティアーズは重力とダンスする木の葉のような曲芸飛行で華か麗れいに回かい避ひしていく。急加速と急制動を繰くり返かえし、視界がぐるぐると回る。

「ゴーレムを操縦しているわけじゃないのに、また曲芸かッ！」

「クレイと一いつ緒しよにいると、こんなことばかりです」

　上空へ離り脱だつするために一回転しようとした時、ストレイ・ティアーズの後方噴ふん射しや口に貫かん通つう光線が掠かすめた。

　空中で、動力機関が突とつ如じよ停止。

　ＥＬＳエルスも止まった。糸が切れたような浮ふ遊ゆう感。直後、全員が指令室内で落下する。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!?」

　曲面の壁かべにぶつかる寸前、ＥＬＳエルスの機能が先に甦よみがえる。身体からだが再び浮ういた。

『キャプテン・ネイザル、本艦かんはこのままでは海面に激げき突とつします』

　ティコの声だけが冷静だった。艦かん体は今も落下中だ。

「持ち直せないのか!?」

『すぐには無理です』とにべもなくバッサリ断定する管理中ちゆう枢すう思考機構。

「じゃあどうするんだよ！」

『リヴァイアサンに、ドリルで直接攻こう撃げきはいかがでしょうか』

「切きり抜ぬけられるならなんでもいい！」

　クレイはやけっぱちに叫さけぶ。

『了りよう解かいしました。ドリル・ラムアタック、起動』

　防ぼう御ぎよに使っていたエーテルミストを攻こう撃げきに転用。ストレイ・ティアーズの艦かん首しゆからエーテルの強い光が発生、巨きよ大だいな傘かさを突つき出だすような鋭するどい円えん錐すいのフィールドが展開された。エーテルの傘かさが回転を帯びる。

『突とつ貫かんします！』

　落下の勢いのままにリヴァイアサンへ突とつ撃げきするストレイ・ティアーズ。

　迎むかえ撃うつ貫かん通つう光線さえ光のドリルは弾はじき飛とばす。

　逃のがれようとするリヴァイアサンに激げき突とつ。頭部直ちよく撃げきならず。しかし表面の分厚い鱗うろこを削けずり取とり、肉にく片へんと濁にごった青色の血を海にまき散らしていく。リヴァイアサンは悲鳴じみたくぐもった声を上げて、倒たおれながら海中に潜もぐっていった。

　動力機関が復活したストレイ・ティアーズも着水寸前で艦かん体を起こし、再び上じよう昇しようする。

「旧人類は何でもありだな……」

　クレイは興奮を通とおり越こして、逆に冷静になってしまう。

『このくらいできないと飛行戦艦かんはモンスター達のいい的です。連中はビームを撃うちますし』

　壊こわれることなく飛行を維い持じする強きよう靭じんな動力機関と丈じよう夫ぶな艦かん体、空中でも機き敏びんな回かい避ひを可能とする脅きよう威いの機動性、エーテルを物理攻こう撃げきに転用する汎はん用よう性、さらに乗員を保護するＥＬＳエルス。

「今ので倒たおせたのか？」

『まさか。海中でもあの光線で獲え物ものに致ち命めい傷しようを負わせて、骨ごと嚙かみ砕くだくのがリヴァイアサンのいつもの捕ほ食しよく方法です。本艦かんとて例外ではありません。今ならまだ逃にげられますが？』

「攻こう撃げきはスカルアトラスで補う。ティコ、ここは任せた。行こう、アジュール」

　クレイは迷わず指令室の扉とびらへ向かう。

　アジュールも後に続く。

『……キャプテン・ネイザル、スカルアトラス専用兵装モノリスが格納庫にまだ一基残っております。必ずやお役に立つでしょう。貴方達は我わが創造主の描いた理想です。まだ死ぬべきではありません。ご武運を』

　ティコは新たなる主の帰き還かんを切実に望んだ。

「正気なの！　やめなさいよ！」

　レーティアは扉とびらの前で立たち塞ふさがる。

「どいてくれ、レーティア。リヴァイアサンを野放しにはできない」

「私は人間が嫌きらいよ！　でも！　……でも、クレイは例外だって認めてもいい。あんたには死んでほしくない」

「ありがとう。それだけで十分だ。ここまで巻きこんで悪かったなレーティア。タイミングを見て、君は上手うまく離り艦かんしてくれ」

　言っても聞かないと判断したレーティアは、アジュールに頼たよる。

「さっきのあれ、見たでしょう！　ソフィー・デュリアは人間と生きろと言ったわ！　モンスターを倒たおせとは命じてない。そうでしょう？　巻きこめばクレイも死ぬかもしれないのよ！　……私の、姉貴なんでしょう、妹に模も範はんを示さなくてどうするの」

　苛いら立だちと羞しゆう恥ち心しん、それを押おし殺ころしてレーティアは不器用な説得を試みる。

「く、クレイ。ついにレーティアさんがわたしのことを姉と認めてくれました！」

「あぁ、僕も確かに聞いたぞ。良かったな、アジュール」

「この土ど壇たん場ばで、ふたりして喜んでんじゃないわよ！」

　レーティアは怒おこる。

「だって、なぁ」

「はい」

　クレイとアジュールは目と目で会話して、レーティアを見た。

「──楽園を継つぐ者。託たくされたものは、次へ継けい承しようしなければならない。だから僕らは負けない」

「残った四人の姉し妹まいにも、わたしは会います。レーティアさん、さっきの言葉嬉うれしかったです」

　ふたりは迷うことなく指令室を飛び出していった。
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　格納庫でふたりを待っていたのは、モノリスと呼ばれる巨きよ大だいな黒い長方形の板だった。

　スカルアトラスと同等の高さ十八メートル。真っ黒な表面には継つぎ目めがなく。恐おそろしく美しい一枚板だった。漆しつ黒こくの闇やみを押おし固めたような謎なぞの物体が何の支えもなく直立している。

「これ、僕は見たことがあるぞ。ラーゼルの黒い大屋根だ」

　ベルバに一番近い中ちゆう継けい地ラーゼルの切り立つ黒い岩がん盤ばん、その特とく徴ちようは紛まぎれもなくモノリスそのものだった。エネ・スライム漁団の仕事で荒こう野やに出た際、遠目によく見ていた。

「そういえば似ていますね」とアジュールも同意する。

　格納庫に鎮ちん座ざするモノリスは、故郷の近くで見慣れた景色の一部とピッタリ一いつ致ちした。

『製造が間に合った二基のモノリスのうち一基は、世界樹に急行するためファーストが持ち出しました』

　ティコは言葉を選び、肯こう定ていする。

　シークはこれを使って切断された世界樹の元まで駆かけつけたのだ。

　アジュールはかすかな動どう揺ようを見せるも「行きましょう、クレイ。そしてベルバに帰りましょう」とクレイの手を握にぎった。

　上部ハッチが開放される。

　ストレイ・ティアーズから、昼と夜を覆くつがえすような激しい光の柱が青空へと放たれた。







　全方位が青かった。空と海の間の高い景色をクレイは見み渡わたす。

「──スカルアトラスが、空を飛んでいる」

　光が晴れると、全身に白と銀の装そう甲こうを纏まとったスカルアトラスが天に浮ういていた。

　背後に負う黒いモノリスが発生させるＥＬＳエルスの力場により、スカルアトラスの浮ふ遊ゆうが実現されていた。スカルアトラスの背中の突とつ起きとモノリスの間にはわずかな隙すき間まがあり、接続されていない。見えない糸でモノリスと繫つながり、空中でも地上と変わらない感覚で動くことができる。

　クレイは全身に風を纏まとったような清すが々すがしい気持ちで、眼下の海を見下ろす。

「アジュールの方は違い和わ感かんないか？」

『ＥＬＳエルスの作用で皮ひ膚ふがくすぐったいというか、感覚が拡張されていくような。エーテルの彼方かなたにいた時と少しだけ似ています。何やら落ち着かない気分です』

　アジュールは明らかに戸と惑まどっていた。だが恐きよう怖ふより妙みような高こう揚よう感を彼女から感じる。

「ぶっつけ本番だ。飛びながらコツを摑つかんでくれ！」

　海面が爆ばく発はつするようにして盛せい大だいな水みず飛沫しぶきを上げながら、リヴァイアサンが大口を開けて飛び出してくる。そのまま丸のみするつもりか、正確にスカルアトラスの真下から来た。

　杭くいのような牙きばが迫せまり、クレイは太陽を目指して飛ひ翔しようした。

　モノリスの感度は想像以上に鋭えい敏びんで、一いつ瞬しゆんにして上空へ引き上げられる。

　獲え物ものを捕とらえ損そこねたリヴァイアサンは再び海中へ潜もぐった。

「────くっ」

　スカルアトラスの肉体をしてなお感じる負ふ荷かをクレイはぐっと堪こらえる。ペースを上げすぎれば、あっという間に力ちから尽つきてしまう。そんな危険な軽快さがモノリスの飛ひ翔しようにはあった。

『これは、クセになりそうですね』

　逆にアジュールは上気した声で答える。いつもと様子が違ちがう。クレイは気になった。

「──来るぞッ！」

　リヴァイアサンが再度飛び出してくる。

　宙を滑すべるようにスカルアトラスは、今度は最小限の動きで回かい避ひした。

　先ほどよりもさらに高く海面上を突つき出でたリヴァイアサンがそのまま自分の身体からだを叩たたきつけるように上から覆おおいかぶさってきた。巨きよ体たいが陽光を遮さえぎる。

　背面にあったモノリスが急回転し、スカルアトラスの前方に回りこんで盾たてとなる。力場の驚きよう異い的な力でリヴァイアサンの巨きよ体たいを押おしとどめた。その隙すきに離り脱だつしたスカルアトラスは一気に上じよう昇しよう。モノリスも追従する。

『クレイ、興味深いです！』

　アジュールが別人のようにはしゃぐ。普ふ段だんの冷静さが奪うばわれ、別の何かに塗ぬり替かえられている。そしてスカルアトラスの出力もモノリスなしの時より確実に上がっていた。

『キャプテン・ネイザル。モノリスによる飛ひ翔しようや、先ほどの盾たては副次的な効果に過ぎません。最大の目的はモノリスを介かいしてエーテルの彼方かなたから、こちら側へエーテルを引き寄せること。常時エーテルを供給することで、より長時間大出力を可能にする支し援えん兵装。その対象は四大禁きん忌きによりエーテル吸収を制限された個体です』

　艦かん体のエーテルミストにより確立されたエーテル通信により、ティコの声も届いた。

「じゃあ今、エーテルがアジュールに勝手に流れこんでいる状態なのか？　どれだけ旧人類はスカルアトラスを使い倒たおすつもりだよ！」

　ソフィー・デュリアの存在を知った後では、他の旧人類の悪あく辣らつさが余計に際きわ立だつ。

『翻ひるがえって、四大禁きん忌きを自力で超ちよう克こくしたセカンドでは大変危険です』

「何が起きる？」

　エーテルの過剰摂取オーバーフローであたかも酩めい酊てい状態に陥おちいったようなアジュールは、クレイからスカルアトラスの主導権を奪うばいつつあった。

　しかも襲おそいかかるリヴァイアサンを弄もてあそぶのを愉たのしんでいる風ふ情ぜいさえある。

　この状態は、最初にスカルアトラスになった頃ころのクレイ・ネイザルそのものだ。

　エーテルに酔よいしれ、普ふ段だんより冴さえ、身体からだが軽くなり、高こう揚よう感にのみこまれる。

　客観的な目線で見た時、アジュールが肉体の主導権を奪うばわれるのを嫌いやがった理由も、ようやく痛感する。他人に身を預ける恐きよう怖ふをクレイも遅おそまきながら理解した。

『スカルアトラス自体、正体不明の魂たましいをエーテルの彼方かなたという未知の領域から呼び寄せたものです。あらゆる不測の事態が考えられます。魂たましいがその器うつわから剝はがれて、エーテルの彼方かなたへ戻もどってしまう可能性もありえるでしょう』

　半年前、シークとの戦いでアジュールは一度エーテルの彼方かなたへ行っている。

　ティコの推測は十分に現実味があった。

　アジュールはリヴァイアサンを挑ちよう発はつするように海面ギリギリをあえて飛行する。

　水面の下で巨きよ大だいな影かげが浮ふ上じようしてくるのが見えてきた。

「アジュールッ！　好き勝手するな！　遊びじゃないんだ！　上じよう昇しようして距きよ離りをとれ！」

『クレイにだけは言われたくありません』

　爪つま先さきギリギリまで海面に接近して航こう跡せきのごとき白い筋を引く。

　否定できないのが悔くやしい。それでもアジュールの方がずいぶんと質たちが悪い。

　アジュールは上じよう昇しようしようとするクレイの意志に抵てい抗こうする。ふたりの調和が乱れ、ここまで安定を保っていたスカルアトラスの飛行姿勢がグラつきはじめる。

「僕は君とスカルアトラスであるのが好きなんだ！　戦いが好きなわけじゃない！」

　高速で並へい走そうするように海面を切きり裂さくリヴァイアサンの顔が間近にあった。ぎょろりとした丸い目玉と視線が合う。次の瞬しゆん間かん、海水ごと飲みこむように大口を開けてきた。

『急がなきゃッ！』

　アジュールの焦あせる気持ちは即そく座ざに伝わった。だが、手て遅おくれだ。

「スカルアトラスは食い物じゃないんだよ！」

　脱だつ出しゆつに遅おくれ、口が閉じる。だが閉じるはずの上下の顎あごをスカルアトラスは四し肢しの力で強ごう引いんに阻はばんだ。クレイは全ぜん身しん全ぜん霊れいをもってリヴァイアサンの咬こう合ごう力に抗あらがう。

　スカルアトラスの双そう眸ぼうが光る。

　驚きよう異い的な力によって閉口できないリヴァイアサンは、そのまま冷たい海中へと沈しずんだ。

『──ッ!?　クレイ、息が!?』

「スカルアトラスでなら問題なし！　目が覚めたか、アジュール」

　トライデントの沖おき合あいを深く潜せん行こうしていく。冷たい水温で我に返ったようにアジュールが正常な意識を取とり戻もどす。陽光の明かりが遠ざかる。全身をすり抜ぬけていく水流の勢いも加わりスカルアトラスの手足の力を奪うばっていく。背中にある平たいモノリスのせいで水圧をモロに受けて、身体からだがじわじわと口の奥おくへと押おしこまれる。

　リヴァイアサンの喉のど奥おくが黄こ金がね色いろに輝かがやきはじめた。

「顎あごでも疲つかれたか！」

　ゼロ距きよ離りから放たれる貫かん通つう光線。

　だがモノリスが阻はばむ。スカルアトラスの前方に再び回りこみ、盾たてとなって防いだ。高速回転をする黒い板はリヴァイアサンの照射を受けながらも決して貫つらぬかれることはない。

「やるじゃん、モノリス」

『クレイ、口をこじ開けて脱だつ出しゆつします！』

　モノリスとスカルアトラスの間で、アジュールはかつてドラゴンの焼しよう却きやく熱線の直ちよく撃げきを防いだ氷結結界を展開した。エーテルが豊富な海中では陸上より勢いよく広がる。爆ばく発はつするように咲さいた氷の花が、リヴァイアサンの顎あごを強ごう引いんに開口させた。口くちの端はからこぼれたスカルアトラスは海中に投げ出される。リヴァイアサンの巨きよ体たいが動くだけで発生する激しい水流にきりもみになり、上下感覚が奪うばわれてしまう。

　モノリスが発するＥＬＳエルスの力場に引き上げられる形で無理に急浮ふ上じようしようとしても、その平たい長方形のフォルムが完全に仇あだとなった。とんでもない水の抵てい抗こうを受けてしまい、水流に引きづり回される。完全に水中での自由を奪うばわれたスカルアトラス。自分の角がどこに向いているのかもわからない。

「マズイ！」

　リヴァイアサンの巨きよ体たいを見失う。

　暗い海中。死角を突つくように現れ、その長い身体からだでスカルアトラスに巻きついてくる。運悪くモノリスが背中から大きく離はなれていたため、がっちり締しめ上あげられて動けない。

「ぐっ、がぁああああああああーーーーーッ!?」

　全身の装そう甲こうにヒビが入る。そしてスカルアトラスの骨格が激しく軋きしみを上げた。体中の骨が悲鳴を発し、危機を叫さけぶ。意識が千々に乱れて対たい抗こう策を考えられない。

　体格差を利用したあまりにも強ごう引いんな決着が近づく。

　クレイとアジュールが限界を迎むかえようとしたその時、暗い海に無数の細い光が差しこむ。

　エーテルレイによる光の雨が降り注ぎ、リヴァイアサンの全身を貫つらぬいた。あたり一面、傷口から溢あふれる血液で濁にごっていく。リヴァイアサンは痛みにもがき、拘こう束そくが解けた。

　その隙すきにスカルアトラスは上空まで急浮ふ上じようする。

　ストレイ・ティアーズの甲かん板ぱん上に立つのは、三本角の赤いスカルアトラスだった。

『レーティアさん！』「レーティア!?」

「私は体力ないの！　時間稼かせぐから倒たおす手段を考えて！」

　エーテルレイを海中に掃そう射しやするレーティア。

「ヴェトセラに近づかせるな！　沖おきに押おしとどめてくれ！」

　クレイが叫さけぶ。

　反はん撃げきとばかりに幾いく条もの貫かん通つう光線が上空に放たれる。

　ストレイ・ティアーズはエーテルミストによる拡散で守られ、飛行状態を維い持じした。

　モノリスがスカルアトラスの正面で回転して盾たてとなって防ぐ。

　空からエーテルレイ、海から貫かん通つう光線。破は壊かいの光の撃うち合あいだった。

　滞たい空くうしながらスカルアトラスは決着の手段を探す。

『ドラゴンの時の一いち撃げきでリヴァイアサンを倒たおせますが、ヴェトセラへの影えい響きようは避さけられません』

　アジュールもまた現実的ではないとわかっていた。

　迷っている間にもレーティアとストレイ・ティアーズのエーテルと時間が消えていく。




『その頭で、この残ざん酷こくな世界に勝って』




　シークの声が響ひびく。

　集中するクレイの思考は冴さえ、加速し、深く沈しずみこむ。

　あの最強の一いち撃げきをリヴァイアサンに叩たたきこめば海が割れてしまう。その反動で大量の海水が大波となって陸に押おし寄よせる。

　かといってリヴァイアサンが顔を出した瞬しゆん間かんを狙ねらって首だけ斬きり落とすのは望のぞみ薄うす。すでに水中からしか攻こう撃げきしてこなくなった。
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　不得手な水中戦を挑いどむのは下策だ。

　持久戦に持ちこめば諦あきらめて沖おきへ帰る可能性もあるが、手負いの神話級モンスターがそんなに素す直なおなら旧人類も滅めつ亡ぼうしていない。そもそもレーティア達の限界が先に来る。

　何よりアジュールを長い時間モノリスによる影えい響きよう下かに置きたくない。

「陸に影えい響きようを与あたえず、海中の動きを封ふうじられれば──」

　リヴァイアサンは海中を絶え間なく移動しながら、次々に別の場所から貫かん通つう光線が空を切る。

　あの動きさえ止められれば──

「そうか！」

『クレイ、指示を』

　待っていたとばかりにアジュールが訊たずねる。

「リヴァイアサンは狙ねらわない。海ごと凍こおらせるぞ！　今ならモノリスの力でできる」

　クラーケンと戦った時と同じだ。

　海中丸ごと凍とう結けつさせれば波も起こらず、あの巨きよ体たいの動きも止められる。

『やってみます』

「君がエーテルの彼方かなたに流されそうになっても、僕が必ず繫つなぎ止める」

『──はい！』

　クレイとアジュールの心は重なる。

「レーティア、策が決まった！　あと少しだ！　海面には近づくなよ」

『早くしてよ、もうッ！』

　残った力を振ふり絞しぼる。エーテルレイが豪ごう雨うのごとく海面を射い抜ぬく。

　空中でスカルアトラスはエーテルを一点に集中させた。ただの冷れい凍とう放射ではリヴァイアサンに逃にげられてしまう。もっと強力で、大規模な凍とう結けつを一いつ瞬しゆんでもたらす。

　背後のモノリスが高速回転すると、その黒い中心部が青く光りはじめた。

　果てしなく透すき通とおった美しい青は光輪のごとく大きく広がる。

　世界との境界面が曖あい昧まいになるにつれて、エーテルの彼方かなたを彷ほう彿ふつとさせる眩まばゆい青がスカルアトラスにエーテルを流しこむ。スカルアトラスの全身がエーテルの輝かがやきに溢あふれ、装そう甲こうの内側から光が零こぼれていく。クレイもアジュールもドラゴン戦以上のエーテルを感じる。

　上空で高まるエーテルにリヴァイアサンが反応した。貫かん通つう光線がスカルアトラスを狙ねらう。

『逃にげて！』

　レーティアが叫さけぶ。

『キャプテンッ！　セカンド！』

　急旋せん回かいしたストレイ・ティアーズでも射線上に割りこむのは間に合わない。

「──時よ、凍こおれ。そして涙なみだは流れない」

　スカルアトラスの突つき出だされた両手から解き放たれた白い光が世界を停止させた。

　貫かん通つう光線はスカルアトラスより発せられた力の前に、エーテルの指向性を維い持じできず届くことはない。

　あらゆる現象が停止を強制させられた。

　白波は崩くずれることなく止まったまま。海中にいたリヴァイアサンごと巻きこんで、遥はるか遠くまで完全凍とう結けつした海面が続く。

　そこに現れたのは巨きよ大だいな氷の大地だった。

　陽光を反射する白き氷の原野はモンスターの生存を許さない。

　温度差で白い靄もやを漂ただよわせる幻げん想そう的な死の塊かたまり。

　静寂のサイレント白き世界・ホワイト。

『……よもや大海うな原ばらを巨きよ大だいな氷に変えるとは』

　ティコの驚おどろく声は新しん鮮せんだった。

「レーティア！　トドメだ。リヴァイアサンを壊こわしてくれ」

『え、私がやるの？』

「ヴェトセラを守ってきたのは君だろう。最後の仕事だ」

『またドラゴンのように復活されては大変です。お願いします、レーティアさん』

　クレイとアジュールに背中を押おされ、渋しぶ々しぶストレイ・ティアーズの舳へ先さきに立つ。

『──さよなら、ヴェトセラ』

　三本角の赤いスカルアトラスは渾こん身しんの一射で分厚い氷の中にいるリヴァイアサンを射い抜ぬいた。

　巨きよ大だいな氷の大地に大穴が穿うがたれる。そこから亀き裂れつが広がっていく。しばらくすれば大海うな原ばらの偉い大だいな波の力によってトライデントから沖おきへ遠ざかり、ヴェトセラからも見えなくなるだろう。その氷はどこへ辿たどり着つくこともなく、やがて溶とけて消えていく。




　　　　〇




　戦いを終えたストレイ・ティアーズは洋上から真まっ直すぐトライデント王城へやってきた。

　湾わん岸がん部の物理的な被ひ害がいは甚じん大だいだが、事前避ひ難なんできたおかげで市民の死傷者は最小限で済んだ。トライデントの広大な前庭は逃にげ延のびてきた人々で溢あふれ返っている。

　着陸はしない。浮ふ遊ゆう状態を維い持じしたまま艦かん体の下部搭とう乗じよう口を開いて、クレイが姿を現す。

　ファイゼルは王城の高台で待ち構えていた。

「クレイ君、よくやった！　君なら千せん亀き迷めい宮きゆうを攻こう略りやくできると信じていた！　しかもリヴァイアサンまで倒たおして、無事に帰き還かんするとは！　それが旧人類の〈船〉か！」

　ファイゼルは少年のように興奮しながら叫さけんだ。

「この〈船〉の名前は、ストレイ・ティアーズだ」

　対照的にクレイは静かな緊きん張ちよう感を帯びて、再びヴェトセラの王に対面する。

「君がここにいるなら、一体誰が動かしている？」

「ストレイ・ティアーズは人間がいなくても問題ない。自分で考え、自分で動く。誰かが舵かじを取ることなく、どこへでも飛んでいける」

「素す晴ばらしい技術だ。これで未み踏とう外領域がなくなり、世界の全容を摑つかむことができる。君の功績は人類の歴史に永久に刻まれるだろう！」

「本来ここにいない僕が、どうして歴史に刻まれる？　ファイゼル、約束通り恩おん赦しやはもらうぞ。僕はベルバに帰る！」

「君に自由は返そう。だが〈船〉で帰ることは許さない。それはヴェトセラのものだ。これで人類再集結リユニオンは理想から現実へ大きく近づく！」

　クレイは首を横に振ふる。

「ファイゼル！　人類再集結リユニオンは正しい。いつか辿たどり着つくべき理想だろう。だけど今はまだ早すぎる。実現するのはヴェトセラの一極支配だ。世界が大きなヴェトセラになるだけだ」

「見方の問題に過ぎないよ。人々がバラバラのままでは、永久にモンスターに怯おびえ続けるぞ」

　ファイゼルはクレイの言葉に耳を傾かたむけない。

「今あなたが人類の頂点に立てば、人類をヴェトセラの価値観に洗脳するだけだ。国同士が対等に話し合えもせず、未熟なまま先に進んでも、僕らは遠い未来で旧人類と同じ滅めつ亡ぼうを繰り返すだけだ。この国はあまりにも旧人類に染まりすぎている」

　ソフィー・デュリアの理想を受うけ継つぐ者として、ベルバという国家を背負う者として、この世界の歴史を継けい承しようする考古学者として、そして今の時代を生きるクレイ・ネイザル個人として、そんな結末は望まない。

「それもまた人の幸福の、ひとつの答えだ。私は簒さん奪だつ者ではない。人々は変化にすぐ慣れる」

「もしもヴェトセラという国の在り方が正しい幸福の答えなら、何な故ぜ他の国は受け入れない？」

「この残ざん酷こくな世界に生きる全員の成熟を待つまでに、どれほどの犠ぎ牲せいが積み重なる。君が掘ほり出だした〈船〉がその足あし掛がかりなんだ。私が生しよう涯がいを懸かけて、この世界全体を引き上げてみせる！」

　ファイゼル・レヴェントンならば人類の盟主として世界に君臨できるだろう。

　それでもクレイ・ネイザルは黄金の男が掲かかげる正しさに異を唱える。

　理想の王様かもしれないファイゼルもまた、不完全な人間だ。完かん璧ぺきじゃない。

　知らなければ心しん酔すいしていた。だが、クレイは惑わく星せいエーテリアスの真実を知ってしまった。

　惑わく星せいエーテリアスは、人間と彼女達が生きる世界なのだ。

　誰かクレイが声を上げない限り、七姉し妹まいはまた人間の都合に踊おどらされる。

「そうやって上を望みすぎた傲ごう慢まんが旧人類を自じ滅めつさせたんだ！　それを歴史は証明している！　過去の失敗を繰くり返かえすな！」

　繁はん栄えいと犠ぎ牲せいの天てん秤びんはいとも容易たやすくバランスを崩くずす。

　そして旧人類の文明は消え去り、広大な荒こう野やだけが残った。

「まだ別の未来が、あるとでも？」

「あなたの描えがく未来にはスカルアトラスが含ふくまれていない！　人類再集結リユニオンは人間だけを想定した世界の在り方だ。それは間ま違ちがっている。彼女達は人間の道具じゃない。対等な命だ。人間と同じくこの世界で生きている。だから、そんな人間本位の理想を僕は認められない。一方的な支配の理り不ふ尽じんと苦痛を誰よりも知るのはファイゼル、あなただ！」

「スカルアトラスを妻に娶めとるつもりならやめてきたまえ。彼女達はどれだけ美しい人間の形をしていても人間じゃない」

「それでも僕らはこの世界で共に生きている」

　クレイは高らかに告げる。その紛まぎれもない事実。遥はるか昔からスカルアトラスは人間の側にいたのだ。

　これまではずっと対等に認め合えなかった。

　最初は見えておらず。出会ってすぐに地上奪だつ還かん兵器として支配し、長い空白を超こえた再会後には角つの神がみ様さまとして勝手に祭り上げた。

　だけど、これからは違ちがう。

「先にスカルアトラスを支配したのは旧人類だ。それでも彼女達はずっと苦しみながら、この世界で僕達、最弱の人類を守ってくれた。だから生き残り、千年もの歴史を紡つむいでこられた。あなたが棄き民みんへの罪つみ滅ほろぼしを願うように、僕は彼女達を旧人類の呪いから解放する！」

　すべてのスカルアトラスを四大禁忌から解き放つ。自由意志を返して、惑わく星せいエーテリアスという楽園はようやく次の段階に進める。

「クレイ・ネイザル！　人類再集結リユニオンとも違ちがう君の理想はどんな世界だ！」

　微び笑しようの仮面が外れた。

　自分に拮きつ抗こうするほど骨のある問答を重ねながらファイゼルは未知の狂きよう喜きが沸わき上あがり、白い歯を見せて破顔する。そんな自分に恥はじらいを覚えるように思わず手で半分顔を隠かくしながら、その答えを待つ。

「僕は、スカルアトラスが自らの意志で人間との共栄を望んでくれる世界を目指す。お互たがいが対等になれば、この星で生きる僕らの未来は交わる。だから僕は懸かけ橋はしになるよ。過去と未来、スカルアトラスと人間の双そう方ほうを結びつける」

　理想の王様と並び立つに値あたいする者がそこにいた。

　化石バカという異なった価値で、同じくらい遠い未来を見み据すえた男だ。

「ファイゼル王！　ストレイ・ティアーズをヴェトセラが所有すれば世界の新たな火種になる。これは僕達全員の先祖を運んだ〈船〉。みんなの物であり、誰の物でもない。来るべき時まで〈船〉の意志に任せ、空に預けよう！」

「だが目の前の現実を見ろ。リヴァイアサンの攻こう撃げきで武ぶ装そう海かい岸がんは死んだ！　一いつ瞬しゆんで五百年前に逆ぎやく戻もどりだ。満身創そう痍いのところにモンスターがいつ海から来るとも限らない。今度はエーテルのカーテンまで破られるかもしれない。彼らの日々を守るために、その〈船〉は今まさに必要なのだよ。それとも君は他国の出来事だとして見捨てるのか？」

　王城に集まった大勢の避ひ難なん民は固かた唾ずをのんで見守っていた。

　突とつ如じよとして飛来した謎なぞの飛行物体と対たい峙じするファイゼル王の身を案じた。絶大なる信しん頼らいを寄せる指導者にもしものことがあれば、自分達はどうなるのか。皆みなが怯おびえた表情で身を寄せ合いながら、これ以上の破局を想像して恐きよう怖ふしていた。

「提案がある。この〈船〉より価値あるものを差し出そう」とクレイは切り出す。

「聞こうじゃないか」

「──百年の時間だ。国を立て直す時間をつくる。代わりにストレイ・ティアーズを諦あきらめろ」

「君達が新しいヴェトセラの守護神になってくれるのかい。それは私としては大だい歓かん迎げいだ」

「ヴェトセラの海にスカルアトラスで防ぼう波は堤ていを築く。モンスターも湾わん内に侵しん入にゆうできない巨きよ大だいなもので、百年かけて溶とける氷だ。その間に武ぶ装そう海かい岸がんでもなんでも造り直せ。神様に祈いのるより、人間の力で戦うんだろう。あなたが指揮するなら、今度はきっと上手うまくいく！」

　ヴェトセラは国内における武ぶ装そう海かい岸がんの再建に注力せざるをえない。人類再集結リユニオンによるベルバへの干かん渉しようも無防備なヴェトセラがモンスターに襲おそわれることも先延ばしにできる。

「考古学者の君が、自分で掘ほり出だしたものを手放すのかい？」

　クレイはファイゼルの青い瞳ひとみを見る。

「僕の専門はスカルアトラスだ。手放したくないものは、もう隣となりにいる」

　アジュールと生きていく。それ以上の価値あるものはクレイにはない。

「本当に、君は化石が好きなんだな」

　ファイゼルは心の底から笑った。

　こんな晴れやかな気分で、人の言葉を聞けたのはいつぶりだろう。策さく謀ぼうも駆かけ引ひきもない。

　ただ純じゆん粋すいに、人間クレイ・ネイザルの化石バカぶりを信じてみたくなった。

　再び眼下を埋うめ尽つくす愛すべき人々を見み渡わたす。




「──民たみのいない国を残して、何の意味があろうか」




　かつて狂楽王を討うった時の言葉を、ファイゼル・レヴェントンは繰くり返かえす。

　人類を導く盟主としての宿命を課せられた男はどこまでも自分を殺して、人間を守ることを選んだ。希望を演じ、人類の最大幸福のために奉ほう仕しする王様という機能。

　ファイゼル・レヴェントンは、自らの人を見る目が正しかったことを再確かく認にんする。

　異国で見た好こう奇き心旺おう盛せいな少年は、頼たよりになる男となって現れた。

　人類再興の地が五百年かけても成なし遂とげられなかった難行を果たした考古学者は、手て駒ごまでも敵でもない。

　──異なる道を歩んでいく自分と肩かたを並べた盟友ともなのだ。

　そしてクレイ・ネイザルの行く先が自分よりも遥はるかに険しく、不ふ透とう明めいな道ということも理解していた。

　たったひとりの最前線にいた黄金の男は、ようやく長い孤こ独どくから自由になれたのだ。

「次から君は交こう渉しようの場に立たないでくれ。また濡ぬれ衣ぎぬを着せて、今度こそヴェトセラに閉じこめておきたくなる。その方が君のためだ」

「ハクア女王は僕より優ゆう秀しゆうさ」

「それも楽しみだ」

　話はついた。晴れて自由の身になったクレイは今すぐにでも防ぼう波は堤ていの構築に取とり掛かかりたい。だが、このまま海へ向かうのを躊躇ためらわれた。

「……レーティアは、どうなった？」

　ファイゼルは一言だけ訊たずねた。

「あぁ、彼女は無事に解放された」

「違ちがうな、クレイ君。ヴェトセラが彼女から自由になったんだ」

　口先では言葉遊びを弄ろうして誤ご魔ま化かした風だが、ファイゼルは喜びも安あん堵ども薄うすい。

「何も想おもわないのか？」

「そうだな。今後第一王おう妃ひを空位にしておくか、第二王おう妃ひ以降を繰くり上あげるかを検討しなくてはならないかな」

「僕はレーティアについて訊きいているッ！」

「私を裏切って、君と行動を共にしたことを怒おこれとでも？」

「気づいていたのか？」

「彼女に忠誠を誓ちかう角つの神がみ教きようの教祖一族──カニンガム家でさえ、今や私の従順なる配下だよ。レーティアのことはすべて知っている。もう行きたまえ。ヴェトセラの海は広い。防ぼう波は堤ていの件、よろしく頼たのむ」

　黄金の男は踵きびすを返かえして、ストレイ・ティアーズから背を向ける。

「ファイゼル！　もうひとつだけ！　狂楽王に落とされた女性のことだけど、あれは──」

「──気づいたさ」

　ファイゼルは先に答えた。仕方がないとばかりに肩かた越ごしに振ふり返かえる。

「覚えていないふりをして、第一王おう妃ひとして接していたのか？」

　クレイは最後に不意を突つかれた。




「『大きな噓うそをつくなら堂々と、平然に。たとえ第一王おう妃ひを利用しても』と言ったはずだ」




　彼の噓うそは、クレイに対してではない。

　為い政せい者しやとしてスカルアトラスを憎にくみながら、ひとりの男の本心は押おし殺ころしてきたのかもしれない。

「ファイゼル！　本当は、レーティアを愛していたのか？」

「我わが妻は最後まで私の手には余るほどの美人だっただけだよ！」

　レーティアに対する想おもいを秘したままファイゼル・レヴェントンは去った。




　　　　〇




　ストレイ・ティアーズの甲かん板ぱんに立った二本角の青いスカルアトラス。

　海上に創造された巨きよ大だいな氷の防ぼう波は堤ていはモンスターの侵しん入にゆうを防ぎ、ヴェトセラを守っていく。百年かけて溶とける前にはファイゼル・レヴェントンが新たな対策を講じるだろう。

　壊こわれた海岸線を辿たどりながらトライデントからタートルメイズまで到とう着ちやくする頃ころには陽が傾かたむいていた。アーケロンの遺い骸がいはストレイ・ティアーズの発進により大おお幅はばに向きが変わっている。その近くには首がなく、腕うでも二本しか残っていないアシュラが浜はまで甲こう羅ら干しになっていた。

　融ゆう合ごうを解いたクレイとアジュールは甲かん板ぱんの上に寝ねそべりながら潮風を浴びる。

　見上げる視線の先には空が夜の気配を纏まとい、小さな星がいくつも瞬まばたく。

　この空の遥はるか彼方かなたにかつて人間が住んでいた地球もあるのだろう。

　どれだけ遠い場所なのか。

　荒こう野やどころか星の海を越こえた末に、今、自分という存在はここにある。

　そして、隣となりにはアジュールがいた。

「クレイ」とアジュールが半身を起こす。

　夕ゆう陽ひで透すける銀ぎん髪ぱつが風に揺ゆれるのを片手で押おさえながら、クレイに顔を近づける。

「なんだ？」

「わたしの姉し妹まいを助けてくれてありがとう」

　アジュールが微笑ほほえむ。

　それだけで十分だった。







[image: エピローグ　永遠も半ばも過ぎて]







　夜半、ヴェトセラ上空を飛行するストレイ・ティアーズの指令室にクレイはいた。

　待機状態の指令室は明かりが落とされ、薄うす暗ぐらい。

　ティコはクレイ・ネイザルの全身検査を終えて、光る板から人型の姿となる。

「結果はどうだ？」

　クレイは単刀直入に訊たずねる。

『驚きよう愕がくすべき事態です。キャプテン・ネイザルの肉体はエーテル化が進行しながら、人間としての生命機能を問題なく維い持じしております』

「僕は、いつ死ぬんだ？」

　肉体を宙に漂ただよわせて、その場に留まるコツをクレイは摑つかんだ。

　浮ういた状態を保ったままティコの言葉に耳を傾かたむける。

『残念ながら逆です。貴方あなたはかつての人類が多大なる努力と犠ぎ牲せいを払はらってなお実現できなかった不老不死に限りなく近づいております。よって前例がない以上、寿じゆ命みようについてお答えできません。このままエーテル化が順調に進行すれば、貴方あなたは死を克こく服ふくします』

　ティコの事務的な報告が逆に助かる。

　クレイは「そんなものか」と驚おどろきも悲しみもしない。

『喜ばないのですか？　文明が滅ほろんでも辿たどり着つけなかった極地ですよ』とティコは訊たずねる。

「まぁアジュールと長くいられるのは嬉うれしいさ。ただ」

　クレイは変わることない化石バカぶりを発揮しながら、ある憂うれいを口にする。

「永遠の生が正解なのかはわからない。それはなった時に考えるよ。ただ、どんな結末になってもアジュールは気に病やむと思う。だから僕は自分の意志で選ぶ。いつもみたいに心から好きなことを望んで、彼女の憂うれいをすべて消し去るくらい笑うだけさ」

　モノリスによって疑ぎ似じ的に開かれたエーテルの彼方かなた。そこからのエーテル過か剰じよう供給で真っ先に影えい響きようを受けるのは全身エーテルのアジュールではない。

　ただの人間であるクレイだった。

　クレイは自覚症しよう状じようがないのがかえって不気味で、ティコに内密に調べさせたのだ。

　案の定、エーテル化は一気に進んでいた。

『ご自分よりスカルアトラスを気き遣づかわれるとは、懐ふところの広い方ですね』

「不老不死に興味はないからなぁ……」とクレイは率そつ直ちよくな気持ちを言葉にした。

　死ぬのは恐こわいけど、終わりは必要だと思う。区切りが見えないということは今日という一日の価値を正しく把は握あくできない。限りがあるからこそ大切にできる。終わりがあるから心構えを決められる。唐とう突とつに途と切ぎれ、悔くいが残ることも珍めずらしくない。だからこそ懸けん命めいになれる。

『贅ぜい沢たくなお人です』

「ティコ。それは嫌いや味みか？」

『はい。わたくしのように最初から創られた存在には死を選ぶ権利もございませんゆえ』

　管理中ちゆう枢すう思考機構であるティコは旧人類の文明が滅めつ亡ぼうしてなお今日まで維い持じされた。エーテルを素材として造られた艦かん体に収まる人工の意識。

「……ティコが望むなら、発はつ掘くつした僕が責任をもって終わらせるぞ」

『有あり難がたい申し出ですが退たい艦かん許可は当分結構です。わたくしは貴方あなたとセカンドの行ゆく方えを見届けることに個人的な興味があります。その土産みやげ話を持って我わが創造主に会いに行くのでも遅おそくはありません』

　ティコの言い方は命ある存在と何ひとつ変わらない。

　クレイ、アジュール、ティコ。この惑わく星せいエーテリアスには異なる三つの永遠があった。

　限りある命から解き放たれつつある人間、惑わく星せいエーテリアスに潜せん在ざいしていた不ふ滅めつの存在、人間により創られた人工の意識。

「僕はまだ人間なのか？」

『奇き跡せきに解説は無ぶ粋すいでしょう。人類が滅めつ亡ぼうしても到とう達たつしなかった領域に、貴方あなたはスカルアトラスを受け入れたことで辿たどり着ついた。あえて申し上げるなら、愛の御み業わざですかね』

　からかうようなティコの表現にクレイは反応に困る。

「なぁ、ティコ。不老不死ってのは僕の魂たましいまでエーテル化されることだよな」

『エーテルの彼方かなたから呼び寄せたスカルアトラスは必然的に魂たましいもエーテルである、とソフィー・デュリアは定義しております。逆説的には、その通りでございます』

「感情や記き憶おくも永遠になるってことだろう」

『何を仰おつしやりたいのです？』

「エーテルの彼方かなたに消えたスカルアトラスが生き返ることはありえるのか？」

『エーテル化した魂たましいは不ふ滅めつです。収まるべき新しい器うつわがあれば、ファーストの帰き還かんもありえるでしょう』

　クレイの意図する問いに、ティコは正確に回答した。

「ありがとう。それが聞けて良かった」

　これからもクレイはアジュールのために彼女の姉し妹まい全員を必ず引き合わせる。

　その中にはもちろん、エーテルの彼方かなたに旅立ったシークも含ふくまれていた。




　　　　〇




　星が煌きらめく夜空の下、甲かん板ぱんにはスカルアトラスの姉し妹まいがいた。

「本当に、わたし達とベルバに来ないのですか？」

「しつこいわね。やっと自由になったのよ。しばらくは自分の目で世界を見たいの」

　再三のアジュールの説得にも、レーティアは頑がんとして応じない。

「せっかく会えたのに」

　露ろ骨こつに悲しがるアジュールに、レーティアは妙みような罪悪感を覚えた。

　長い間傲ごう慢まんな第一王おう妃ひとして振ふる舞まう中で培つちかった観察眼は、それゆえ相手の機き微びを繊せん細さいに拾い上げる。

　特に裏表のない純真な相手は打算もなく真まっ直すぐすぎて、レーティアは苦手なのだ。

「姉貴には借りもあるわ。何か望みがあれば叶かなえるから、それでチャラにして」

　レーティアは嫌いや々いやながらも提案する。ひとりで煩わずらうより、いっそ相手の要求を叶かなえてスッキリさせた方が楽だ。

　アジュールは少しだけ考えて、要望を口にした。

「では、ベルバがピンチの時には助けに来てください」

「は？　そんなんでいいの？」

「クレイは特務調査官として、これからも各国を巡めぐります。わたしも付き添いながら他の姉し妹まいを探します。だから、わたし達が不在時にベルバを守ってくれると心強いです」

「間に合う保証はないわよ」

「王宮に行けば、クレイの親しん戚せきでもあるハクア女王が迎むかえ入いれてくれます。レーティアさんもベルバを気に入り、きっと長居したくなります」

　やたらと自信満々にアジュールは話す。

　その説明にちょっと興味を抱いてしまったレーティアは、だが慌あわてて誤ご魔ま化かす。

「ふ、ふーん。荒こう野やのど真ん中に立つ円柱でしょう。どうせヴェトセラより不便な生活してるんじゃないの。まぁ、セリアの子孫の顔を見に行くくらいはしてもいいけど」

　レーティアは顔を逸そらしながらも興味は隠かくしきれない。

　クレイも「なんだ、姉し妹まいで楽しくお喋しやべりか？」と合流してくる。

「違ちがう！　ただの雑談！」「はい。楽しい時間でした」

　姉し妹まいの反応の差が面おも白しろく、クレイはぐっと笑いを嚙かみ殺ころす。

「ニヤけるな。射いて殺すわよ！」

「四台禁きん忌きから解放されて、さらに強気になったな」

　笑うクレイは真に受けない。

「じゃあエッチなおしおきならどう？」

　レーティアは誘さそうような眼まな差ざしをクレイに送る。

「…………」

「今ちょっとだけ想像したでしょう。クレイのスケベ」

「クレイ。何やらいかがわしいやりとりを感じました!!」

「ふたり同時に責めてくるのは勘かん弁べんしてくれ」

　クレイは両手を上げて無む抵てい抗こうを示す。

「……本当にひとりで行くのか？　困ったことがあればいつでもベルバに来い。女王のハクアには僕から伝えておくから」

「あーもう知ってるってば！　さっきも同じ説明を受けたから聞き飽あきた！　ったく、ふたりして世話焼きね！」

　クレイとアジュールは顔を見合わせ「だってなぁ」とばかりに心配を共有する。

『キャプテン・ネイザル、間もなく目的地周辺です。これより降下を開始します』

　ストレイ・ティアーズはヴェトセラからもっとも近い中ちゆう継けい地オアシスのロタの人々の眠ねむりを覚まさない程度の距きよ離りで着陸した。




　　　　〇




　夜明け前の荒こう野やにクレイとアジュールは降り立つ。

「それじゃあティコ、レーティアのことはひとまず任せたぞ。ファイゼルの手前、おおっぴらなことはするなよ。人類に干かん渉しようしない範はん囲いであれば、好きにして構わない」

『かしこまりました。ますは天空浮ふ遊ゆう大陸ヘミソフィアを探して、現状を確かめてこようと思います。もしかしたらキャプテン・ネイザルにも有益な情報が残されているかもしれません』

　下部乗降口に立つレーティアとティコはふたりを見送る。

「ベルバまで飛んでいけばいいのに」とレーティアは不思議がる。

『サードこそ自分の脚あしで歩いて構わないのですよ。少しは体力も増えるかもしれません』

「うるさい！　王おう妃ひとして送そう迎げいが当たり前だったから歩くとか無理。とりあえず行きたい場所が見つかるまでよ。乗り物が搭とう乗じよう者に文句言うな」

　ストレイ・ティアーズに残るレーティアは、少し寂さびしそうにふたりを見る。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、レーティア。あっさり君が見つかったおかげで、今回の旅には時間がたっぷり残っている。いい機会だから、人類が歩んだ道のりを体感しておきたくなってね」

「この世界で誰よりも速く移動できる人間のくせに物好き。……感謝しているわ、クレイ」

　湿しめっぽい感傷を笑い飛ばすように、強気な笑えみでレーティアは恩人を見つめる。

「レーティアさんもお元気で。また会えるのを楽しみにしています」

　アジュールも笑え顔がおで妹に別れを告げる。

『お困りの時にはいつでもお呼びください。周囲のエーテル濃のう度どが高い環かん境きようであれば、刻印したエーテルの結けつ晶しようでわたくしを呼び出すことが可能です。たとえ地の果てからでも駆かけつけます』

　クレイはロングナイフをわずかに鞘さやから抜ぬき出だし、納める。

「じゃあ、行くわ。レーティア、外の世界を楽しめ」

　クレイは三本角の赤いスカルアトラスに声せい援えんを添そえた。

「どうしても退たい屈くつになったら、特別に会いに行ってやるわ。それまでは死ぬんじゃないわよ、人間」

「その心配だけはないさ」とクレイは隣となりのアジュールを見た。

「はい。わたしがクレイを守ります」

　寄より添そう人間とスカルアトラス。そのふたりの可能性をレーティアは目に焼きつける。

　星空の輝かがやく一粒つぶに混じるように、ストレイ・ティアーズは飛び立った。後方噴ふん射しや口が吐はき出だす残光はあっという間に見えなくなった。







　青白い夜の静かな荒こう野やをふたりは進む。

　陽ひ射ざしのない乾かわいた大地は氷点下近くまで気温が下がる。周囲にはモンスターの気配はなく、ふたりの足音だけが聞こえた。着の身着のまま、なんの準備もできないまま出立したので手元には水さえない。ヴェトセラを出て最初の中ちゆう継けい地であるオアシスのロタ。そこまで自分の肉体だけが頼たよりだった。

　過か酷こくな旅である。

　目の前に広がる茫ぼう漠ばくたる旅路はクレイに人間の矮わい小しようさを自覚させていく。ここからでは帰るべき故郷のベルバ、その白い円柱も見えるはずもない。もっと遥はるか先だ。

　振ふり返かえればエーテルのカーテンが青い光を放つのがわずかに見える。

　旅立ちの未練や不安を振ふり切きったから、新天地に辿たどり着つくことができた。

「『──汝なんじいつ、いかなる時もエーテルのカーテンに戻もどることを許します』」

　クレイは入国時にかけられた言葉をふいに諳そらんじる。

「今からでも戻もどりますか、わたしの中心よ」

「僕に似合うのは海より荒こう野やさ」

　クレイは向き合った何もない荒こう野やに遠い過去を幻げん視しする。

「なぁアジュール。万ばん能のう元素のエーテルは不ふ滅めつだ。なのに旧人類の都市はどこに消えたと思う？」

「モンスターに踏ふみ潰つぶされて壊こわされたからではないのですか？　少なくともわたしが空から降下した際には、都市の残ざん骸がいが広がっていましたよ」

「エーテルなら世界樹の切り株であるベルバの円柱やストレイ・ティアーズと同じように朽くちることなく残っているはずだろう。まさか凶きよう暴ぼうなモンスターが懇こん切せつ丁てい寧ねいに砂すな粒つぶになるまで踏み潰したとは考えにくい。せめて廃はい墟きよの形けい跡せきや断だん片ぺんくらい見つかってもいいのに、僕はこの荒こう野やでモンスターの化石しか発はつ掘くつしていない」

「都市の痕こん跡せきがまるでない、と？」

「そう。つまり物理的に消えて、発見されない理由があるんだよ」

「都市だと気づいていない別の姿に変わっている。目に見えなくなった、あるいは完全消しよう滅めつ」とアジュールなりの推論を列挙する。

「歴史の空白期間に荒こう野やでは何かが起きたんだ。僕も知らない秘密がまだ隠かくされている」

　クレイの好こう奇き心には限りがない。考えただけでもワクワクする。

「目に見えなくても──残るか」

　その一言が呼び水となり、「あぁ、そういうことか」とクレイは別の疑問が解けた。

「アジュール。君はハクアが好きか？」

「もちろんです。彼女は信しん頼らいにたる立派な女王です」

「僕はさ、君が川岸で初対面の時からハクアをいきなり信しん頼らいしたことが実は不思議だったんだ。単純に指揮官としての能力で評価したとも思ったけど、本当の理由は別にあったのかも」

「どういう意味ですか？」

「ハクアの考え方はベルバの王宮で巫み女こをしていたシークから教えられたものだ。そのシークは、ソフィー・デュリアから影えい響きようを受けている。君はさ、きっとハクアの中に宿るソフィー・デュリアという母親の面おも影かげに惹ひかれていたんじゃないか」

「ハクアの中に、シークやソフィー・デュリアが隠かくれていた」

「そう。スカルアトラスの君達も時を超こえて色んなものを継けい承しようし、しっかり繫つながり合っているんだよ」

　アジュールは思わず立ち止まり、クレイを見つめる。

「クレイはすごいですね。わたし自身の知らない過去を掘ほり出だして、見つけてくれます」

　アジュールは目を瞑つぶり両手を胸の上に重ねながら、自分の中に眠ねむっていた過去を愛おしむ。

　彼女の銀の髪かみがゆっくりと陽の光に透すけて、美しさがさらに際きわ立だつ。

「アジュール。ベルバへ帰ろう」

　楽園を継つぐ者達は歩き出す。

　惑わく星せいエーテリアスは新たなる夜明けを迎むかえていく。








あとがき






　このたびは『スカルアトラス　楽園を継つぐ者〈２〉』をお読みいただきありがとうございます。おかげさまで二巻を出せました。読者様の応おう援えんあっての続刊です。クレイとアジュールの冒ぼう険けんの続きをお届けできたこと、作者として大変嬉うれしく思います。




　人類再興の地、港城要よう塞さい国家ヴェトセラ。美しくも残ざん酷こくな海を臨のぞむ最さい先せん端たんにして最古の国は、スカルアトラスに支配されていた。訪おとずれたクレイとアジュールは、理想の王様ファイゼル・レヴェントンの罠わなにはまり、罪人として危険なダンジョンに挑いどむことになる。自由を望む三本角のスカルアトラス、第一王おう妃ひレーティアの協力により最深部に埋うまった〈船〉へと辿たどり着つく。そして明らかになる旧人類滅めつ亡ぼうの秘密とスカルアトラス誕生に隠かくされた愛の物語。クレイは楽園を継つぐ者として、己おのれの目指すべき未来を自覚する。〈船〉を管理するティコから艦かん長ちようを任されたクレイは飛行戦せん艦かんストレイ・ティアーズで、海に出現したリヴァイアサンと戦う。支し援えん兵装モノリスによる空中戦、スカルアトラス姉し妹まいの共きよう闘とう。すべてを終えたクレイとアジュールは歴史をなぞるように自らの足で故郷を目指すのであった。

　物語の射程距きよ離りは故郷ベルバから荒こう野やを越こえてヴェトセラへ、さらに時代を遡さかのぼり、宇宙まで大きく飛ひ躍やくしました。モノリスや人工知能、飛行戦せん艦かんなど好きなものてんこ盛りです。

　毎回ミクロとマクロ、双そう方ほうの視点を大事にしながら世界観を編むことに心血を注いでいますが、今回もっとも書きたかったのはファイゼル・レヴェントンという男です。

　狂楽王という悪名高い父親を自らの手で討うち、人類再集結リユニオンを掲かかげた理想の王様。クレイにとって終生の宿敵であり、生しよう涯がいの盟友、そして無二の親友。

　最初の原げん稿こうを上げた時「ファイゼルこそ主人公じゃねぇ？」と編集さんに言わしめたキャラクターです。それほどまでに圧あつ倒とう的てきな正しさをもって、クレイをも上回る存在感を発揮していました。

　それもそのはずファイゼルこそ、クレイが迎むかえたかもしれない別の可能性だからです。

　傷つき、スカルアトラスから選ばれず、自らの血筋に従い王位に就ついた異なる未来の姿。

　幸か不幸かファイゼルは誰だれよりも人を導く秀ひいでた才能を持ち、彼が上に立つことで大勢が幸せになれる。それに気づいてしまった優やさし過ぎる彼は個人としての愛も欲も諦あきらめました。自分の本心を殺し、他者の幸福のために王様という機能に特化した人生を選びました。その原点にはレーティアというスカルアトラスの美少女を自由にしたい、という純じゆん粋すいな想おもいからです。

　対するレーティアは生まれた時から自由を奪うばわれ、どこへも行けない鳥かごの鳥のような終わりなき日々を送ってきました。人間は自分を縛しばった憎にくき元げん凶きようでしかなく、魔ま性しようの女を演じることで影かげから操あやつる利用対象にしか見えません。

　形だけの王様と第一王おう妃ひ。共犯者という形でしか結びつけないふたり。

　その悲しき関係性を終わらせたのがクレイ・ネイザルという化石バカでした。

　クレイは彼らの陰いん謀ぼうも予想も超こえて、黄金の男と称しようされる優すぐれた王様が唯ゆい一いつ与あたえることのできなかった自由をレーティアにもたらしました。

　すべてを終えた後の、レーティアとファイゼルの反応は対照的です。

　一方はあっさりと去り、他方は誤ご魔ま化かしきれない未練をわずかに覗のぞかせます。

　不思議なもので救われたのはレーティアだけでなく、ファイゼルもまた同様です。

　権けん謀ぼう術じゆつ数すうを巡めぐらす日々に冷め切ったファイゼルが、はじめて出会えた同格の存在。

　自分より困難な道を選んだ年下の男があまりに眩まぶしく、利害ではなく封ふうじていたはずの本心に従ってみた。そうやって自分も予想できない新しい未来にも期待したのだと思います。




　最後に謝辞を。

　担当編集の阿あ南なん様、藤ふじ原わら様。イラストのhou様。デザインの杉すぎ山やま様。校こう閲えつ、営業など本作の出版にお力ちから添ぞえいただいた関係者の皆みな様さまに心より御おん礼れい申もうし上あげます。家族友人知人にはいつも感謝しています。

　それでは羽は場ば楽らく人とでした。またお会いできたら光栄です。





BGM：österreich『楽園の君』
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